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環壕T3土層断面（南東から）
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近年、鳥取県では山陰地方の弥生文化を考えるうえで重要な発見が相次いでいます。

その囁矢となったのが、平成7年から平成9年にかけて行われた妻木晩田遺跡の発掘

調査です。この調査によって、弥生時代後半期の集落の広範囲におよぶ広がりと構造

が明らかになりました。その場景は、「倭人は帯方東南の大海の中にあり。山島に依

りて国邑をなす」という中国の史書「貌志倭人伝」の一文を彷彿とさせます。

しかし、未だ解明不十分な部分も少なくありません。鳥取県教育委員会では、妻木

晩田遺跡に残る弥生時代の人々の営みや、集落の実像をさらに具体的に描き出すため、

計画的かつ継続的な発掘調査・研究を平成12年度から開始しました。

本書は、平成12・13年度に実施した妻木晩田遺跡第4次発掘調査の成果をまとめた

報告書です。第4次発掘調査では、妻木晩田遺跡出現期の集落像解明という目的を達

成するため、洞ノ原地区西側丘陵の発掘調査を行いました。その結果、環壕の変遷や、

環濠に囲まれた空間の実体を明らかにすることができました。

本調査成果が弥生時代研究、地域史の復元の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、本調査に多大な御理解、御協力を頂きました地元の方々、御

指導、御協力を頂きました関係機関各位に対し、心から感謝いたしますとともに、今

後とも妻木晩田遺跡の発掘調査、研究に対しまして、より一層のご理解、ご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

鳥取県教育委員会

教育長　藤　井
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1本書は、2000年（平成12年）～2002年（平成14年）度に国庫補助金を受け、鳥取県教育委員会が史跡妻木晩

田遺跡洞ノ原地区で実施した発掘調査の記録である。

2　本発掘調査地は、鳥取県西伯郡淀江町字福岡小字王子ケ谷1453・1454・1455に所在する。

3　本書における方位・座標値は国土座標第Ⅴ系の座標値である。レベル高は全て海抜標高を表す。

4　本発掘調査における花粉分析、プラント・オパール分析、珪藻分析、種実同定、樹種同定、寄生虫卵分析、

赤色顔料蛍光Ⅹ線分析、放射性炭素年代測定、石材鑑定、石器使用痕分析の自然科学的分析、および調査

前・調査後の基準点・方眼・地形測量、遺跡の空中写真撮影は、それぞれコンサルタント業者に委託した。

5　遺構の実測は調査担当者が行い、調査担当者および整理作業員が浄書した。

6　現場・遺物の写真撮影は調査担当者が行った。遺物の写真撮影は主要部分を杉本和樹氏に委託した。

7　遺物の実測・浄書は調査員および整理作業員が行った。一部の石器実測・浄書は業者に委託した。

8　本文、挿図、図版の遺物番号はそれぞれ対応する。

9　挿図中で遺物の出土位置を示めすドットに付した番号（〇一〇）は挿図番号（第〇図〇）を表わす。

10　挿図中で遺物の出土位置を示めすドット○●は土器、口は石器・礫、△は鉄製品を表わす。

11発掘調査の記録および出土品は鳥取県教育委員会事務局文化課妻木晩田・青谷上寺地遺跡整備室妻木晩田遺

跡現地事務所に保管されている。

12　鳥取県教育委員会事務局文化課妻木晩田・青谷上寺地遺跡整備室では、これまでに、発掘調査研究年報や、

主催シンポジウムにおいて、調査成果を公刊・公表している。

清田竜彦2001「洞ノ原地区西側丘陵の発掘調査概報一妻木晩田遺跡第4次調査－」清田編2001『妻木晩田遺跡発掘調査研

究年報2000』、鳥取県教育委員会

渡田竜彦2001「最新調査報告「洞ノ原地区環濠の発掘調査」鳥取県教育委員会文化課妻木晩田遺整備室編『国史跡指定1

周年記念シンポジウムの記録倭国大いに乱れる～むきばんだは語る～』、鳥取県教育委員会

渡田竜彦2001「【コラム1】妻木晩田遺跡の鍛冶遺構」村上恭通・中原　斉編『日韓合同鉄器文化シンポジウム日本海

（東海）がつなぐ鉄の文化』、鉄器文化研究会・鳥取県教育委員会

渡田竜彦2002「洞ノ原地区西側丘陵の発掘調査概報一妻木晩田遺跡第4次調査－」溝田編2002『妻木晩田遺跡発掘調査研

究年報2001』、鳥取県教育委員会

渡田竜彦2002「伯者の国の環濠一妻木晩田遺跡の環濠と地域的特性－」馬路晃祥・渡田竜彦編『第3回妻木晩田弥生文化

シンポジウム　日本海をのぞむ弥生の国々～環濠から見える弥生社会とは？～』、鳥取県教育委員会

遺跡の評価や内容について、これらと本書の間に若干の相違がある。本書の記述をもって現時点での認識と

する。

13　本書では、弥生時代を6期に区分し、時期を表記する（詳細は次頁参照）。

14　本書の執筆は、渡田竜彦、高田健一、馬路晃禅、赤井和代、河合章行（鳥取県教育委員会）が分担して行っ

た。それぞれの執筆者名は目次に記す。なお、第Ⅵ章は大津正己（九州テクノリサーチ）、渡辺正巳（文化

財調査コンサルタント）、新山雅広（パレオ・ラボ）、植田弥生（パレオ・ラボ）、小村美代子（パレオ・ラ

ボ）、古環境研究所が執筆した。

15　本書の編集は渡田竜彦が担当した。
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本書における弥生時代の時期表記

本書では、弥生時代をI～Ⅵ期に大別する。I期が前期、Ⅱ～Ⅳ期が中期、Ⅴ期が後期、Ⅵ期が終末期に対応

する。各期の細別は、〇一1・2・3のように表す。

I期　遠賀川式土器に代表される土器群。口頚部、頸胴部の段の盛行や衰退、沈線の多条化等を目安に、4

中期に細別する。

Ⅱ期　クシ措文が出現、盛行する段階。

Ⅲ期　指頭庄痕貼付突帯が出現し、盛行する段階。クシ措文の衰退、凹線文の出現等を目安に3小期に細別

する。

Ⅳ期　　凹線文が盛行する段階。口緑部の刻目、指頭庄痕貼付突帯等の衰退を目安に3小期に細別する。

Ⅴ期　　複合口緑が成立し、盛行する段階。四線の多条化、擬凹線の成立等を目安に3小期に細別する。

Ⅵ期　　擬凹線文が衰退する段階。擬凹線文の減少、底部の小型化等から2小期に細別する。

時 期 指　 標　 と　 な　 る　 資　 料 妻木晩 田編年
松本 ほか2000

清 水 1 9 92 松 井 1 9 97 辻 20 0 0 濱 田2 0 0 0 渡 田 20 0 3

I

1 長 砂 第 4 、 長 瀬 高 浜 ・S I 16 9 越敷 山式／前期 1式

2 長 瀬 高 浜 S I 7 1 ・15 6 I －1 前 期 2 式

3 長 砂 第 3 I －2 前 期 3 式

4 清 水 谷 ・環 壕 、 今 津 岸 の 上 ・環 壕 I －3 前 期 4 式

Ⅱ （長 砂 第 1 、 古 市 流 田 ・SD 9 ・SX 2） Ⅱ－1 ・2

Ⅲ

1 （宮 尾 遺 跡 ・環 壕 上 層 ）． Ⅲ －1 r

2 下 山 南 通 ・S K O 3 ・6 6、 茶 畑 山 道 SK 2 9他 Ⅲ －2 西 伯 者 I Ⅲ －1

3 茶 畑 山 道 ・S K 7 8 ・8 2 ・10 1他
1 期 Ⅲ －3 西 伯 者 Ⅱ Ⅲ －2

Ⅳ

1 青 木 遺 跡 ・F SX 12 ・H IS 2 2、 茶 畑 山 道 ・S K O 7 ・0 9他 Ⅳ －1 西 伯 曹 Ⅲ Ⅳ －1a

2 長 山 馬 龍 ・S I O l、 茶 畑 山 道 ・SK 54 ・5 7他 2 期 Ⅳ T 2 Ⅳ －1b
西 伯 者 Ⅳ3 鶴 田合 清 水 ・S IO 2他 3 期 Ⅳ －3 Ⅳ －3

Ⅴ

1
妻 木 新 山 ・S I 5 1、 尾 高 浅 山 S I O l他 4 期

Ⅴ －1 西 伯 者 Ⅴ
Ⅴ －1期 古 相

松 尾 頭 ・S I ll、凄 木 新 山 ・S K 1 32 、 福 成 石 備 前 S I O 2他 5 期 Ⅴ －1期 新 相

2
妻 木 新 山 ・S I 58 、 代 S I O 9他 6 期

Ⅴ －2 西 伯 者 Ⅵ Ⅴ －2期 古 相

松 尾 頭 S I5 2、 荻 名 第 3 ・S IO 5他 7 ・ （8 ）期 Ⅴ －2期 新 相

3 妻 木 山 ・S I 1 1 7、 荻 名 第 3 ・S I O4他 （8 ）・ 9 期 Ⅴ －3 西 伯 者 Ⅶ Ⅴ －3期

Ⅵ

1 越 敷 山 1 8a 区 ・S I O 4、 青 木 F S I O 3他 10期 Ⅵ －1 西 伯 者 Ⅷ ・Ⅸ

2
青 木 遺 跡 ・H S I5 4他 11期

Ⅵ －2
西 伯 者 Ⅹ

越 敷 山 1 7区 ・S I 16他 1 2期 西 伯 者 Ⅹ I
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第I章　妻木晩田遺跡の概要

第1節　妻木晩田遺跡の位置と地理的環境

1．妻木晩田遺跡の位置と地形

妻木晩田遺跡は、現・鳥取県西部、旧・伯者国に属す鳥取県西伯郡大山町・淀江町の2町に所在する大規模な

弥生時代後半期の集落遺跡である（第1図）。中国地方の最高峰・大山火山（1，720m）の北麓に位置し、大山火

山の寄生火山・孝霊山（751．4m）から北西方向に派生する通称・晩田山丘陵上（90m～150m）に遺跡が展開す

る（第2図）。遺跡の西側丘陵尾根筋に両町の町境があり、行政区分においては、全体の約9割を大山町、約1

割を淀江町が占める。

1997年から3カ年かけて実施された発掘調査（第1次発掘調査）によって、それまで個別の遺跡とされていた

洞ノ原遺跡、妻木山遺跡、妻木新山遺跡、仙谷遺跡、桧尾頭遺跡、小真石清水遺跡の各遺跡が、丘陵上に展開す

る大規模な弥生時代の集落跡であることが認識された。そのさい、それまで総括的名称として使用されていた

「妻木晩田遺跡群」を改め、「妻木晩田遺跡」と呼称することとなった。現在、152haが史跡指定されているが、

未指定地も含むと、170ha以上におよぶ範囲に遺跡の広がりが予想される。

妻木晩田遺跡が展開する晩田山丘陵は小起伏の丘陵性の山地である。その地形を子細にみると、大きな谷地形

によって画される4丘陵に大別できる。現在、この4丘陵について、最も北側にあり緩やかな尾根筋が東西方向

に長く伸びる丘陵を「妻木丘陵」、その南側にあって東西に走る深い谷によって分断される丘陵を「晩田山丘陵」、

さらに、その南にあり、県道によって分断される丘陵を「松尾頭北丘陵」、その南側にあるやや急峻な丘陵を

「松尾頭南丘陵」と仮称している（第3図）。

第1次調査前に使用されていたそれぞれの遺跡名は、その後、各調査区名として使用されてきた。現在も、便

宜上、この地区名称を用いることが多い。なお、小真石清水地区は、本来、松尾頭地区と一連の丘陵であること

から、松尾頭地区に含める。調査地区名と、大別した丘陵の対応関係は次のようになる。

第1図　妻木晩田遺跡の位置
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妻木丘陵

妻木新山地区

仙谷地区

晩田丘陵

妻木山地区

洞ノ原地区

松尾頭北丘陵

松尾頭地区

松尾頭南丘陵

松尾城地区

遺跡の最も北側に位置する調査区である。標高115．6mを最高点とし、東西1kmに近い丘陵

と、その西側から北側に派生する丘陵からなる。

妻木丘陵の北西端にあって、標高100m前後を最高点とする。妻木新山地区から連続する丘

陵が北西方向に向かって鍵状に折れ曲がる部分と、その南西側に接する丘陵からなる。

遺跡の中央部に位置する。南側が起伏しており、最高点は標高123mである。北側は妻木丘

陵・妻木新山地区と鞍部で繋がっている。

遺跡の最も西側に位置しており、妻木山地区とは小さな谷地形によって画される。標高117

mを最高点とする東側丘陵と、標高93mを最高点とする西側丘陵からなる。

松尾池の西側に位置する。標高115m前後を最高点とし、南西から北東方向にのびる2つの

丘陵からなる。広域農道を挟み、指定地外に位置する小真石清水地区がある。現在は、道路に

よって分断されているが、本来は松尾頭地区と一続きの丘陵である。

松尾池の南側に位置する。孝霊山の山裾にあたり、標高180．7mを最高点とする急峻な丘陵

である。

2．妻木晩田遺跡周辺の地理的環境

妻木晩田遺跡の南東にそびえる大山火山は、東西35km、南北約30kmにおよぶ広がりを持つ複成火山である。大

山火山は約40万年前より新しい時代に活動した新期噴出物と、40～100万年に形成された古期噴出物に大別され

る。妻木晩田遺跡およびその周辺にはデイサイト岩塊を多量に含む礫層が分布している。妻木晩田遺跡内の露頭

によく見られる礫層は古期噴出物で、火山体形成前期の泥流や礫を中心とした溝口角礫凝灰岩層である。また、

晩田山丘陵では、この上位に、黄色を里し含水量の多い微細な軽石からなる大山松江軽石層が堆積している。

晩田山丘陵の北側には、大山火山（弥山）から噴出した名和火砕流や弥山火砕流を基盤とするなだらかな台地

が広がり、台地を開削する阿弥陀川が形成した大規模な扇状地が発達している。また、平野と山塊との境界部に

あたる晩田山丘陵北西部には、丘陵北側を流れる妻木川や、その他の小河川によって形成された小規模な扇状地

が発達している。さらに、その南西側の海浜部には砂州が発達し、扇状地の扇端と砂州の間にはデルタが形成さ

れている。このデルタはかつて淀江平野に存在した潟湖の痕跡である。

温暖な環境であった約6，300年前には、現在よりも海面が約1m程度高く、現在の淀江平野は、扇状地が発達

する北部を除き海域であった。その後、気候の寒冷化に伴い海過が始まり、海面水位が低下、淀江平野を流れる

宇田川、天井川の堆積作用によって海域が狭まる。そして、海浜部に発達した砂州によって外海と閉ざされ、汽

水域が形成される。その結果、縄文時代の終わり頃から弥生時代の淀江平野には浅い湖沼が生じた。平野のほぼ

中央部に位置する井手膀遺跡では、国道9号線バイパスの建設に伴う調査のさい、弥生時代後期～古墳時代の木

製農耕具が出土している。湖沼の周辺が水田として利用されていたことが窺われる。この湖沼は規模を縮小しな

がら中世に至る。近世に湖沼は消滅するが、その痕跡を残す池が点在していたようである。現在は、デルタ一帯

に水田が営まれ、湖沼の面影は失われているが、JR山陰本線にそって砂州の高まりが明瞭に判別でき、デルタ
f

地形との境界を知ることができる。
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阿弥陀川右岸扇状地周辺の遺跡
1．大塚岩田遺跡　2．大塚壌根遺跡　3．茶畑遺跡群（A．茶畑山道遺跡　B．茶畑第1遺跡　C．茶畑第2遺跡　D．東高田

遺跡）
阿弥陀川左岸扇状地周辺の遺跡
4．上野遺跡群　5．国信遺跡　6．唐王遺跡　7．清原遺跡　8．荘田遺跡群（A．新田原遺跡　B．大道原遺跡　C．原畑遺
跡　D．塚田遺跡　E．妻木法大神遺跡）　9．徳楽方墳10．源平山古墳群11．平古墳群12．向山古墳群13．富岡播磨洞
遺跡
淀江平野周辺の遺跡
14．今津岸ノ上遺跡15．晩田遺跡16．下埜利遺跡・宮廻遺跡17．福岡遺跡18．井手膀遺跡19．瓶山古墳群　20．向山古
墳群　21．上淀廃寺　22．彼岸田遺跡　23．小枝山古墳群　24．城山古墳群　25．四十九谷横穴墓群　26．稲吉角田遺跡　27．中
西尾古墳群　28．鮒ケロ遺跡　29．河原田遺跡
壷瓶山丘陵・百塚原台地周辺の遺跡
30．福頼遺跡　31．壷瓶山古墳群　32．大下畑遺跡　33．小波原畑遺跡　34．百壕遺跡・百壕古墳群　35．中間古墳群　36．尾高
古墳群　37．尾高御建山遺跡

第2図　周辺の遺跡分布図
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第2節　妻木晩田遺跡の歴史的環境

1．旧石器・縄文時代

遺跡内最古の遺構は、縄文時代の落し穴とみられる土坑群である。遺物を伴うことは少ないが、希に、縄文時

代後・晩期の土器が土坑内から出土することがある。一方、晩田山丘陵周辺では、旧淀江潟の汀に位置する淀江

町井手膀・福岡遺跡（中一晩期）や、妻木川の扇状地に位置する大山町塚田遺跡（早・前期、後・晩期）、妻木

法大神遺跡（後・晩期）から、縄文時代後晩期を中心とするまとまった量の遺物が出土している。いずれも居住

の痕跡を示す明確な遺構を伴うわけではなく、周辺の微高地や段丘上に集落跡の存在が想定される。晩田山丘陵

は、こうした集落の生活領域にある狩猟採集の場であったと考えられる。

なお、晩田山丘陵上から、縄文時代中期以前に遡り得る明確な遺構・遺物は確認されていない。しかし、これ

までに出土している黒曜石製の剥片石器の中に、技術形態学的にナイフ形石器に分類される石器を少量認めるこ

とができる。近隣では、淀江町小波原畑遺跡や米子市泉中峰遺跡からナイフ形石器が出土している。海浜部に画

したなだらか丘陵地であることを勘案すると、旧石器時代に遡る先人の生活痕跡が妻木晩田遺跡内に残されてい

ることも考えられるだろう。

2．弥生時代

稲作導入期にあたるI期の遺構・遺物は、晩田山丘陵の周辺に所在する井手膀遺跡・福岡遺跡、塚田遺跡、妻

木法大神遺跡で確認されている。いずれの遺跡も、I期前半の資料を欠くが、狩猟採集を生活の基盤とする集落

が、水稲耕作を受容する中で、農耕を基盤とする集落へと連続的に移行していったものであろう。井手膵遺跡・

福岡遺跡周辺では旧淀江潟縁辺部のデルタが、妻木法大神遺跡周辺では妻木川扇状地が水田として利用されてい

たものと推察される。

なお、平野部や扇状地に面した段丘や微高地上に存在が推測される居住域の様子は判然としない。その中で、

唯一、集落に関連する明確な遺構として、弥生時代前期末の環濠が淀江町今津岸ノ上遺跡でみつかっている。今

津岸ノ上遺跡は、洞ノ原地区西側丘陵から西へ約1kmの地点にある。環濠は、淀江平野東側に発達した扇状地扇

端、デルタ、海浜部の砂州との結節部にほど近い台地先端部に掘削されており、最大径は直径約130mを測る。

残念ながら、環濠の内部に居住施設を伴うかどうか明らかではない。しかし、この遺跡が、当時、淀江平野に存

在した集落の一角を占めることは間違いないだろう。

続くⅡ期の様相もはっきりとしない。現状では、淀江平野に、この時期の遺構・遺物が確認できる遺跡は未確

認である。阿弥陀川扇状地では妻木法大神遺跡や上野遺跡で該期の土器が出土しているが、遺物量は、その前後

の時期に比べ、減少する。

しかし、こうした状況は妻木晩田遺跡の周辺にのみ特有の現象ではない。大山北西麓一帯では、この時期、急

激に遺跡数が減少する。ただ、米子平野周辺には、目久美遺跡、長砂遺跡群、古市遺跡群のようにI期からⅡ期

へ連続する遺跡があり、遺跡数の減少＝集落の減少という単純な見方をするなら、一部に継続する遺跡が存在す

る状況を地域内における集落の再編と捉えることもできるだろう。全体的に資料が不足している現状では、こう

した問題に踏み込むことは難しいが、中期弥生社会の生成を考えるうえで、Ⅱ期の集落動態は一考すべき課題で

あろう。妻木晩田遺跡では、洞ノ原地区西側丘陵でごく僅かであるがこの時期の土器が出土しており、淀江平野

における遺跡の動態との関連性が窺われる。

Ⅲ期になると、妻木晩田遺跡の洞ノ原地区西側丘陵に遺構が認められる。妻木晩田遺跡第4次調査では、Ⅲ－

2期の土器を伴う方形の土坑2基が検出された。しかし、竪穴住居跡や掘立柱建物跡等は確認できないことから、
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この場が居住域であったかどうか判然としない。周辺では、洞ノ原地区西側丘陵下に位置する晩田遺跡や、井手

膀遺跡・福岡遺跡、塚田遺跡等からⅢ－3期～Ⅳ期の土器や石器が出土している。

Ⅳ期になると、松尾頭地区・妻木山地区・妻木新山地区に断面形が袋状を呈す円形の土坑が認められる。形態

から貯蔵穴と推測されるものである。松尾頭地区にはⅣ－2・3期の竪穴住居跡も認められる。周辺に目を移す

と、福岡遺跡で密集するⅣ期の土坑が検出されており、堆積状況等に基づく検討から粘土採掘坑の可能性が指摘

されている。妻木川扇状地に位置する塚田遺跡ではⅢ－3期～Ⅳ－1・2期の竪穴住居跡や土坑が検出されてい

る。

一方、晩田山丘陵上には、貯蔵穴とみられる土坑は点在するものの、遺物量も丘陵下の遺跡に比べ少ないし、

桧尾頭地区以外に居住域の存在も明らかでない。現状では、丘陵下の扇状地や段丘にも、中期段階の居住域を想

定するのが妥当であろう。

そして、後期前葉になると、妻木山地区・桧尾頭地区・妻木新山地区に、竪穴住居数棟からなる居住域が形成

され、洞ノ原地区東側丘陵に四隅突出型墳丘墓群、洞ノ原地区西側丘陵に環濠が造られる。洞ノ原地区東側丘陵

に造営された墳墓群は、尾高浅山遺跡の四隅突出型墳丘墓と並び、大山北西麓最古の首長墓に位置づけられる。

その後、大規模な集落へと拡大発展する集落の形成が、首長墓の出現と時を同じく始まっているいることは、妻

木晩田遺跡だけに止まらず、大山北西麓の弥生社会を考えるうえでも看過できない事象である。

また、Ⅴ－2期になると洞ノ原地区西側丘陵頂部を取り囲む環濠の埋没が始まる。この頃から、妻木晩田遺跡

の集落規模は暫時的に拡大を始め、集落規模が最盛期を迎えるⅤ－3期には、晩田山丘陵全域に広く居住域が展

開する。

3．古墳時代以降

弥生時代後期後葉に最盛期を迎えた妻木晩田遺跡の集落は、古墳時代前期前葉まで、その規模を徐々に減じな

がら継続的な営みが認められる。しかし、古墳時代前期後半なると、集落規模は急激に縮小していく。現状では、

妻木山地区に前期後半の竪穴住居跡が1棟確認されているにすぎない。続く古墳時代中期の集落像も判然としな

いが、古墳時代後期になると、桧尾頭地区に、竪穴住居跡数棟からなる小規模な居住が認められる。

一方、妻木晩田遺跡は古くより古墳群として知られた遺跡である。洞ノ原地区に晩田山古墳群、妻木山地区に

番田山古墳群、妻木新山地区に妻木山古墳群、桧尾頭地区に桧尾頭古墳群が存在する。

晩田山古墳群では現在35基の古墳が確認されており、前期後半から後期まで断続的に古墳の造営が行われてい

る。このうち、前期古墳と考えられるものに、洞ノ原地区西側丘陵頂部に築かれた晩田山3号噴、晩田山10号噴、

晩田山11号噴、洞ノ原地区東側丘陵に築かれた晩田山17号境がある。

しかし、前期後半の土器が周溝底から出土した晩田山10号境を除き、いずれも古墳も築造時期を明確に差し示

す土器を伴わないが、次のような理由から前期に遡る古墳である可能性が高い。3号境は、副葬されていた鉄器

の様相、晩田山10号境との位置関係から前期後半の築造が推測される。晩田山11号境は直辺22mを測る方墳で、

洞ノ原地区西側丘陵の最高点に立地することから前期古墳の可能性が高い。晩田山17号境は出土鉄器の様相から

前期後半という年代観が与えられるだろう。

したがって、晩田山古墳群は晩田山丘陵周辺において最古相の古墳群に位置づけられる。また、弥生時代終末

期に造営された桧尾頭墳丘墓群との間に一時の空自期間をおいて、洞ノ原地区で首長境の造営が行われたことが

窺われる。

その後、中期～後期には、洞ノ原地区の南側に位置する小枝山古墳群や向山古墳群へと首長境の系譜は移動し、

晩田山古墳群では小規模な円墳の造営が盛んに行われるようになる。6基以上の古墳で構成される番田山古墳群、

18基以上の古墳で構成される妻木山古墳群も主にこの時期の古墳によって構成されている。続く終末期には、洞
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ノ原地区西側丘陵の丘陵裾部に、横穴式石室をもつ晩田山1号墳・2号墳・31号境の造営が行われる。

そして、古墳時代が終焉を迎え、白鳳時代になると、小枝山古墳群、向山古墳群が所在する淀江町字福岡に上

淀廃寺が建立される。妻木晩田遺跡では、桧尾城地区に奈良時代の小規模な居住が認められる。その後は、洞ノ

原地区で平安時代以降の須恵器や土師器が出土するが、集落の存在は判然としない。さらに中世には松尾城地区

に山城が築かれる。分布調査で斜面地に確認できる段状の地形には、この時期に築かれた曲輪状の遺構も含まれ

ているかもしれない。近年では、戦前、妻木山地区を中心に大規模な開墾が行われている。また、戦前・戦後に

アカマツの植林が行われ、アカマツ林の里山として地域の人々に親しまれてきた。
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第Ⅱ章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査の経緯

妻木晩田遺跡の所在する高麗山麓一帯は、古くから遺跡・古墳の密集地として知られた地域である。1922年

（大正11年）に京都大学教授梅原末治によって編集された『鳥取県史跡勝地調査報告書第一冊鳥取県下における

有史以前の遺跡』には、地元の足立正によるフィールドワークの成果が収載されている。

現在の妾木晩田遺跡地内では、地元の倉光清六・人江津山・入江清章・金田喜郎等の有志に招聴された梅原に

より、1931年（昭和6年）、松尾頭地区で発掘調査が行われている。また、1937年（昭和7年）、倉光が『考古学

雑誌』に寄稿した「縄紋式土器を発見せる伯者地方の弥生式遺跡について」に収められている香良山々麓遺跡分

布図には、妻木晩田遺跡に窪地として残る竪穴住居跡が点々と記されている。

1977年、1978年には、松尾頭地区（当時、松尾頭遺跡）で県営大山山麓広域営農団地道路の建設に伴う発掘調

査、1994年（平成4年）には小真石清水地区（当時、小真石清水遺跡）で淀江町クリーンセンターの建設に伴う

発掘調査が行われた。このとき、弥生時代後期から終末期の竪穴住居跡等が確認されている。

そして、1995年（平成7年）から1998年（平成10年）にかけて、大山スイス村リゾート計画によるゴルフ場開

発に伴い、調査面積約16haにおよぶ発掘調査（第1次発掘調査）が、大山町教育委員会、淀江町教育委員会に

よって実施された。その結果、約170ha以上の空間的広がりをもつ弥生時代後半期の集落の存在が周知されるこ

ととなった。

その後、様々な協議を経て1999年（平成11年）4月9日に遺跡の全面保存が決定、同年12月22日、約152haが

史跡に指定された。翌2000年（平成12年）4月には、鳥取県教育委員会事務局文化課に妻木晩田遺跡整備室（現

在、妾木晩田・青谷上寺地遺跡整備室）が組織された。

こうした一連の発掘調査によって、大規模な弥生時代集落の存在が明らかになったが、発掘調査が行われてい

るのは全体の一割にすぎず、集落の全貌解明には未だ多くの課題が残されている。そこで、妻木晩田遺跡に暮ら

した人々の生活、集落の景観や、弥生時代の社会像の復原をめざして、発掘調査を継続的に行うことが計画され

た。そして、精度の高い発掘調査研究を円滑に進めるため、考古学の学術経験者による妻木晩田遺跡発掘調査委

員会（委員長渡遵貞幸）を組織し、2000年（平成12年）度から現地の発掘調査に着手することとなった。

本書で報告を行う第4次発掘調査は、重点調査・内容確認調査・分布調査からなる発掘調査計画のうち、重点

調査・長期計画第I期の短期計画第1期に位置付けられる。洞ノ原地区西側丘陵を調査の対象に、国庫補助金を

受けて実施した発掘調査である。発掘調

査の内容は、妻木晩田・青谷上寺地遺跡

整備室が発掘調査計画案を作成、妻木晩

田遺跡発掘調査委員会において検討を行

い、発掘調査委員、文化庁、大山町・淀

江町教育委員会の指導助言を受けて決定

された。発掘調査は2000年（平成12年）

7月に調査を開始、2001年（平成14年）

12月に現地の作業を全て終えた。その間、

出土遺物の整理作業を並行し、2002年

（平成15年）に報告書の作成を行った。
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第2節　調査組織

妻木晩田遺跡発掘調査委員会

委員長　渡連貞幸（島根大学法文学部教授）1999年10月14日～

副委員長　酒井龍一（奈良大学文学部文化財学科教授）1999年10月14日～

委　　員　高島忠平（佐賀女子短期大学教授）　2000年2月2日～

深澤芳樹（奈良文化財研究所平城京調査部主任研究員）1999年10月14日～

和田晴吾（立命館大学文学部教授、鳥取県文化財保護審議委員会）1999年10月14日～

指導助言　文化庁、大山町教育委員会、淀江町教育委員会

事務局　鳥取県教育委員会事務局文化課

平成12年度

調査主体　鳥取県教育委員会事務局文化課

課　　　長　田中弘道

妻木晩田遺跡整備室

室　　　長　平井知行

主　　　幹　門脇輝明（現地事務所）

副　主　幹　寺谷直樹

文化財主事　中原　斉（現地事務所）

桧田　潔

牧本哲雄

内田浩文（現地事務所）

溝田竜彦（現地事務所）

調査担当　妻木晩田遺跡現地事務所

文化財主事　渡田竜彦（主査）

中原　斉（副査）

内田浩文（副査）

調査指導　文化庁文化財保護部記念物課　大山町教育委員会　淀江町教育委員会

発掘調査作業、整理作業、報告書の作成に従事していただいた方々

有田須美子、石黒久枝、泉原広明、今井由紀子、遠藤綾子、遠藤清子、遠藤知子、小椋京子、織奥理津子、

門脇静子、門脇正子、金川有意、金川克美、金川実、河合節子、囲野吉久、倉敷精、古志由佳子、小原里子、

小村睦美、作野亘、汐田裕子、下野晴美、角田千穂子、角田輝明、須山肇、竹本正敬、高田茂、田中輝夫、

田宮茂、長尾かおり、野津桧夫、野口里子、野口洋一、野中寛子、秦野稔、浜先久美子、日野辿雄、深田成

賓、深田秀雄、深田美津恵、藤江利夫、前田章博、松浦万喜男、松本知子、松本真治、粉本やよい、都田三

郎、森下登亀子、森田純子、山崎理左、山根収、山根健二、若木敏典

平成13年度

調査主体　鳥取県教育委員会事務局文化課

課　　　長　田中弘道
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妻木晩田・青谷上寺地遺跡整備室

室　　　長　平井知之

主　　　幹　門脇輝明（妻木晩田遺跡現地事務所）

副　主　幹　寺谷直樹

文化財主事　中原　斉（妻木晩田遺跡現地事務所）

牧本哲雄

内田浩文（妻木晩田遺跡現地事務所）

溝田竜彦（妻木晩田遺跡現地事務所）

主　　　事　高田章弘

豊島美保（妻木晩田遺跡現地事務所）

調査担当　妻木晩田遺跡現地事務所

文化財主事　渡田竜彦（主査）

中原　斉（副査）

内田浩文（副査）

調査指導　文化庁文化財保護部記念物課　大山町教育委員会　淀江町教育委員会

発掘調査件業、整理作業、報告書の作成に従事していただいた方々

有田須美子、今井由紀子、遠藤知子、小川愛美、小椋京子、織奥理津子、門脇正子、金川有意、金川克美、

金川実、河合節子、河端慎太郎、囲野吉久、小原里子、小村睦美、下野晴美、竹本正敬、田中輝夫、鉄尾祐、

土佐誠、長尾かおり、野口里子、日野辿雄、深田成賓、深田美津恵、藤田忠宏、村岡美保、森下登亀子、山

根収、山根健二、若木敏典

平成14年度

調査主体　鳥取県教育委員会事務局文化課

課　　　長　三田清人

妻木晩田・青谷上寺地遺跡整備室

室　　　長　久保穣二朗

主　　　幹　廣芳洋一（妻木晩田遺跡現地事務所）

副　主　幹　森田一郎

文化財主事　内田浩文（妻木晩田遺跡現地事務所）

渡田竜彦（妻木晩田遺跡現地事務所）

高田健一（妻木晩田遺跡現地事務所）

高尾浩司

馬路晃祥（妻木晩田遺跡現地事務所）

赤井和代（妻木晩田遺跡現地事務所）

河合章行（妻木晩田遺跡現地事務所）

主　　　事　福島　良

豊島美保（妻木晩田遺跡現地事務所）

整理担当　妻木晩田遺跡現地事務所

文化財主事　横田竜彦（主査）

高田健一（副査）
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馬路晃祥（副査）

赤井和代（副査）

河合章行（副査）

調査指導　文化庁文化財保護部記念物課　大山町教育委員会　淀江町教育委員会

発掘調査作業、整理作業、報告書の作成に従事していただいた方々

有田須美子、今井由紀子、梅林明子、小村睦美、塚田文子、長尾かおり、野川知子、

指導助言

赤澤徳明、穴沢義功、浅川滋男、石川日出志、池上悟、伊藤実、稲田孝司、井上洋一、岩田文章、会下和宏、

大津正巳、岡村道雄、岡原正明、角田徳幸、勝部昭、加藤真二、河瀬正利、川西宏幸、河野一隆、小原貴樹、

佐伯純也、坂井秀弥、笹尾千恵子、孫明助、宋珪鉱、成正館、篠原和大、下僚信行、下高瑞哉、白石純、申

憮権、菅谷文則、武末純一、竹広文明、田中晋作、田畑基、辻信広、中川寧、西谷正、禰宜田佳男、野島稔、

彰善国、伴野幸一、広瀬時習、町田勝則、松木武彦、松本岩雄、村上恭通、森岡秀人、山内紀嗣、山口剛、

山田康弘、山本一郎、山本孝文、吉田広、李栄勲、李南珪、王立新、渡辺正巳、西伯者弥生集落検討会、弥

生土器を語る会

第3節　妻木晩田遺跡発掘調査委員会の経過

妻木晩田遺跡発掘調査委員会は、1999年（平成11年）9月28日に設置要項が施工され、「妻木晩田遺跡を解明

するための学術的な発掘調査の方法や計画について、専門的に検討する」ことを目的に設置された委員会である。

第1回妻木晩田遺跡発掘調査委員会

1

1

1

I

l

開催　日1999年（平成11年）

開催場所　淀江町文化センター

出席者　発掘調査委員会

文化庁

大山町教育委員会

淀江町教育委員会

事務局　文化課

10月14日

委員長渡連貞幸、委員深澤芳樹、委員和田晴吾

文化財調査官小林克

教育長中ロ三樹彦、主事山口剛

教育長職務代理桑名敏子

文化課長田中弘道、文化財係長久保穣二郎、文化財主事中原斉、文化財主事山

桝雅美、文化財主事高田健一

内　容　鳥取県教育長により、島根大学法文学部教授渡連貞幸が委員長に指名された。続いて、委員長渡

連により、副委員長に奈良大学文学部教授酒井龍一が指名された。そして、1999年（平成11年）度

に実施された第2次発掘調査（洞ノ原地区、妻木山地区、仙谷地区）等の報告が行われ、今後の委

員会の進め方、課題等が検討された。

第2回妻木晩田遺跡発掘調査委員会

開催　日　2000年（平成12年）2月24日

開催場所　大山町中央公民館

出席者　発掘調査委員会　委員長渡連貞幸、委員高島忠平、委員深澤芳樹

文化庁　　　　　　文化財主任調査官岡村道雄
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大山町教育委員会　教育長中ロ三樹彦、主査来海栄、主事山口剛

淀江町教育委員会　教育長職務代理桑名敏子、主事岩田文章

大山スイス村埋蔵文化財発掘調査団　松本哲

事務局　文化課　　文化課長田中弘道、文化財係長久保穣二郎、主幹寺谷直樹、文化財主事中原斉、

文化財主事山桝雅美、文化財主事山本洋介、文化財主事高田健一

内　　容　1999年（平成11年）度に実施した第2次発掘調査の報告を基に、洞ノ原墳墓群についての検討が

行われ、今後も踏査を継続することが決められた。そして、事務局が作成した発掘調査計画案につ

いて、発掘調査の位置付けや体制、今後の調査研究の方向性等が議論された。その結果、事務局に

対し調査計画案の見直しが指導された。この他に、事務局から妻木晩田遺跡保存活用検討委員会、

2000年（平成12年）度予算についての報告が行われた。

第3回妻木晩田遺跡発掘調査委員会

開催　日　2000年（平成12年）6月8日

開催場所　淀江町文化センター、妻木晩田遺跡現地事務所

出席者　発掘調査委員会　　委員長渡連貞幸、副委員長酒井龍一、委員高島忠平、委員深澤芳樹

文化庁　　　　　　文化財調査官禰宜田佳男

大山町教育委員会　教育長建部葱、主査麹谷昭久、主事山口剛

淀江町教育委員会　教育長田口立身、係長山根茂樹、主事岩田文章

事務局　文化課　　室長平井知之、主幹門脇輝明、文化財主事中原斉、文化財主事松・田潔、文化財

主事内田浩文、文化財主事渡田竜彦

内　　容　　2000年（平成12年度）、妻木山地区の養豚場跡地で実施した第3次発掘調査、分布調査の報告が

行われ、第4次発掘調査の候補地にあげられた洞ノ原地区西側丘陵を視察した。そして、第2回に

見直しを求められた発掘調査計画案について、妻木晩田遺跡における集落の変遷を中心とする既存

調査成果の概要、発掘調査で解明すべき課題、長期的な発掘調査計画および第4次発掘調査に関す

る計画案等が提案された。調査の課題設定や調査の方法等について議論が交わされ、出現期の集落

像および環濠の実像を解明することを目的に、洞ノ原地区西側丘陵で第4次調査を行うことが決定

された。

第4回妻木晩田遺跡発掘調査委員会

開催　日　2001年（平成13年）3月21日

開催場所　妻木晩田遺跡現地事務所

出席者　発掘調査委員会　　委員長渡連貞幸、副委員長酒井龍一、委員高島忠平、委員深揮芳樹

文化庁　　　　　　文化財調査官禰宜田佳男

大山町教育委員会　教育長建部怒

淀江町教育委員会　教育長田口立身

事務局　文化課　　室長平井知之、主幹門脇輝明、文化財主事中原斉、文化財主事牧本哲雄、文化

財主事内田浩文、文化財主事清田竜彦

内　　容　　2000年（平成12年）度に行われた第4次発掘調査、第5次発掘調査の概要が報告された。その後、

洞ノ原地区西側丘陵を視察し、環濠の堆積状況、竪穴住居跡等について現地で検討を行った。2001

年（平成13年）度も第4次調査を継続することが承認され、調査計画・方法等の詳細を確認した。
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この他に、事務局から妻木晩田遺跡保存活用基本構想案、2001年（平成13年）度の体制、予算につ

いて報告が行われた。

第5回妻木晩田遺跡発掘調査委員会

開催　日　2001年（平成13年）10月25日

開催場所　妻木晩田遺跡現地事務所

出席者　発掘調査委員会　委員長渡遽貞幸、副委員長酒井龍一、委員高島忠平、委員探揮芳樹、委員和

田晴吾

大山町教育委員会　教育長建部怒

淀江町教育委員会　教育長田口立身

事務局　文化課　室長平井知之、主幹門脇輝明、文化財主事中原斉、文化財主事牧本哲雄、文化

財主事内田浩文、文化財主事渡田竜彦

内　容　2001年（平成12年）度の調査成果を加えた第4次発掘調査の概要が報告された。現地を視察、環

濠の構造や存続期間、丘陵上の遺構の分布、環壕埋没後の遺構（竪穴住居跡、鍛冶関連遺構）、古

墳等の調査成果について検討した。そのさい、環壕に伴う遺構の有無の確認問題に付帯し、環壕中

央部に築かれた古墳の取扱が協議され、晩田山10号境の周溝の際まで遺構の確認調査を行うことが

決められた。また、事務局から2002年（平成13年）度の発掘調査計画案が提出され、妻木山地区を

調査の対象とすることが承認された。

第6回妻木晩田遺跡発掘調査委員会

開催　日　2002年（平成14年）3月26日

開催場所　妻木晩田遺跡現地事務所

出席者　発掘調査委員会　委員長渡連貞幸、副委員長酒井龍一、委員和田晴吾

文化庁　　　　　　文化財調査官禰宜田佳男

大山町教育委員会　課長補佐菊谷昭久

事務局　文化課　文化課長田中弘道、室長平井知之、主幹門脇輝明、文化財主事中原斉、文化財

主事牧本哲雄、文化財主事内田浩文、文化財主事渡田竜彦

内　容　第5回発掘調査委員会を受けて行った追加調査分も加えた第4次発掘調査の成果が報告された。

再度、環濠の存続期間、環濠埋没後の変遷等、2カ年におよんだ調査の総括的議論が行われ、2002

年（平成13年）度に計画されている洞ノ原地区西側丘陵の整備についても、発掘調査委員会の立場

から意見が提出された。また、今後の発掘調査の在り方について、発掘調査計画の見直し案が事務

局から提示され、特定地区を重点的に発掘する重点調査、広く遺跡内の内容を明らかにするための

内容確認調査、継続的に踏査を行う分布調査の3本立てで調査計画を立てることが決められた。併

せて2002年（平成13年）度、妻木山地区で重点調査、内容確認調査、分布調査を行うことが承認さ

れた。この他に、事務局から整備活用基本計画に関する報告が行われた。
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第Ⅲ章　第4次発掘調査の目的と経過

第1節　洞ノ原地区西側丘陵の概要

1．位置と環境

洞ノ原地区西側丘陵は妻木晩田遺跡の最西端に位置する。弥生時代後期前半（Ⅴ－1－2期）に、四隅突出型

墳丘墓等、大小25期の墳墓群が造営される洞ノ原地区東側丘陵と鞍部で結ばれる小丘陵である。

標高は93mを最高点とし、丘陵頂部は平坦な地形で、緩やかな尾根筋が西に向かって延びていく。北側、南西

側は急な傾斜地を形成しているが、西から南側は比較的緩やかな斜面地が続き、標高50mあたりから傾斜がきつ

くなる。南西側の眼下に広がる水田面との比高差は約75mである。

丘陵上、および西に延びる尾根筋と、南側の緩斜面には古墳が連なるように造営されている。また、現在、鳥

取県立淀江産業技術高等学校がある丘陵裾部の段丘には、弥生時代中期中葉～復業（Ⅲ～Ⅳ期）の土器が出土す

ることで知られる晩田遺跡が所在する。

丘陵先端部は、美保湾、弓ヶ浜半島、島根半島、米子平野、中海を一望できる眺望地点である。天候に恵まれ

●HdP　樋脊軽石層

上
期
噴
出
物

l

票 詫 霊草L

船上山溶岩 （0．3
●高井谷溶岩

基盤岩頬

第5図　大山火山の層序（津久井1984）

れば、遠く日本海に浮かぶ隠岐島（島前・島後）も遠望

できる。

平成12年当時、第1次調査後の丘陵北側斜面には、大

山火山の古期噴出物である溝口角礫凝灰岩層（以下、

Mz）の露頭が観察できた。その上位には大山松江軽石

層（以下、DMP）が厚く堆積する。丘陵北東側の晩田

山3号墳下の露頭では、MzとDMPの間に形成されたロ

ーム層の薄い堆積が認められる。

また、第4次調査で環濠に設定したトレンチ（Tl・

T2）では、DMP直下に、厚さ5－10cm程度の帯状に

発達した鉄マンガンの沈着がみられる。DMPの堆積は、

厚いところで1．5m程度に達しており、その上位には、

火山灰が土壌化したローム層が10～20cmほど認められ

る。弥生時代後期～終末期の遺物を含む包含層は、この

ローム層上に堆積している。

調査区は、第1次調査が始まる1996年（平成8年）以

前は、植林されたアカマツに覆われた山林であった。し

かし、第4次発掘調査を開始した2000年（平成12年）頃

には、晩田山丘陵全体に松枯れがおよび、第1次発掘調

査区南側に残る洞ノ原地区西側丘陵南半部の山林（第4

次発掘調査区）には、枯死したアカマツが多数横たわっ

ていた。

第4次発掘調査開始前に踏査を行ったが、足下に折り　く

重なる倒木に遮られ、地表面の観察を十分に行うことが

できない状態であった。
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2．第1次発掘調査における弥生時代の調査成果

1996年（平成8年）8月に開始された第1次発掘調査では、丘陵北西側の発掘調査が行われた。縄文時代のも

のとみられる落とし穴状の土坑12基、弥生時代の環濠、竪穴住居跡6基、掘立柱建物跡13基、狼煙場としての機

能が推定される焼土遺構や、礫の集積等が報告されている。

このうち、洞ノ原地区西側丘陵を象徴する環濠については、丘陵西側部分と東側の一部が発掘調査されており、

環濠内の埋土からは、弥生時代後期中・復業を中心に、弥生時代中期から終末期の土器が出土している。

また、丘陵西側の環濠では、本書Ⅳ－1期～Ⅴ－2期古相に相当する妻木晩田編年1期～6期の土器が下位か

ら底面直上、出土土器の主体を占める本書Ⅴ－2期新相～Ⅴ－3期に相当する妻木晩田編年7期～9期の土器が

中位、本書Ⅵ－1期に相当する妻木晩田編年10期以降の土器が上位から出土することが報告されている。一方、

東側の環濠からは、本書Ⅴ－2期新相に相当する妻木晩田編年8期までに収まる土器が出土しており、丘陵の東

西で、環濠埋没後に遺物が混入する、しないという状況差を生じるような土地利用の違いがあったことが想定さ

れている（岩田他2000、62頁）。

そして、環濠の存続期間については、本書Ⅳ－1期に相当する妻木晩田編年1期に掘削され、本書Ⅴ－3期に

相当する8～9期に機能を失い、周辺の土地利用に伴い自然埋没したと考えられている。また、丘陵西側部分の

環濠は、本書Ⅴ－1期新相に相当する妻木晩田編年6期以前に掘り直しされ、当初、Ⅴ字形に掘られていた断面

形が逆台形を里すことが想定されている。Ⅳ期の実年代を紀元前1世紀中頃、機能が停止するⅤ－3期を2世紀

の後半と考えると、約200年の間、環濠が維持され、掘り直し行為も一部で行われていたということになる。

環濠に付帯する施設には、丘陵北東側部分で検出された土橋状の遺構がある。また、晩田山3号墳復円部下で

周壁溝の一部と柱穴・中央土坑が検出された竪穴住居跡2棟（DHll・12号住居跡）は、環濠存続中に存在した

可能性が指摘されている（岩田他2000、247－248頁）。さらに、この環濠の性格を示唆するものとして、礫石の

集積、物見的な役割が想定されている9本柱建物跡（DHSBll）、狼煙跡と想定される焼土遺構の存在が注目

された（岩田他2000、247頁）。

そして、環濠の掘削が想定される本書Ⅳ－1期、妻木晩田編年1期頃の集落を、丘陵下に位置する晩田遺跡に

想定し、環濠について「社会的緊張状態を背景として周辺の監視・警戒の目的で設置された」という理解が示さ

れた（岩田2000、62頁）。また、妻木晩田遺跡を「地区ごとに機能分化した山上の弥生都市」と評価する佐古和

枝は、環濠に囲まれる洞ノ原地区西側丘陵を「濠で囲まれた砦」、9本柱建物跡（DHSBll）を高層の望楼と

捉える発展的な見解を示している（佐古1999a1999b）。

この他、環濠の機能が失われる頃（本書Ⅴ－3期、妻木晩田編年8・9期）の遺構として、丘陵西側に位置す

るDH9住居跡、丘陵東側の緩斜面に位置するDH6号住居跡等、竪穴住居跡の調査が行われている。

文献

岩田文章他編2000『妻木晩田遺跡』淀江町埋蔵文化財調査報告書第50集、淀江町教育委員会

佐古和枝1999a「妻木晩田遺跡の概要」佐古編『海と山の王国一妻木晩田遺跡が問いかけるもの』、今井書店、6頁

佐古和枝1999b「鳥取県妻木晩田遺跡」西谷正編『邪馬台国時代の国々』季刊考古学別冊9、雄山閥、22～30頁

津久井雅志1984「大山火山の地質」『地質学雑誌』第90図第9号、日本地質学会
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第2節　第4次発掘調査の目的と課題

第4次発掘調査は、出現期における妻木晩田遺跡の集落像の解明を目的に計画された発掘調査である。2000年

4月から開始した集落変遷の整理作業の中で、大規模な集落遺跡の実像を明らかにするためには、集落形成期の

様相を把握することが必要であることが痛感された。

そこで、妻木晩田遺跡の集落が最盛期を迎える以前（Ⅳ期～Ⅴ－1期）の遺構が分布する地区を調査候補地と

して検討を行った結果、環濠の所在する洞ノ原地区西側丘陵が発掘調査の第1候補地となった。この環濠は、集

落規模が最盛期を迎える後期後某には機能を失っていると考えられており、まさに、最盛期以前の妻木晩田遺跡

を象徴する遺構である。また、集落全域を取り囲むのではなく、特定の丘陵頂部を囲榛しているという点で、集

落の空間構造に係る問題も内包している。

第4次発掘調査の計画に掲げた課題は大きく2点である。1つは、環濠に囲まれる洞ノ原地区西側丘陵の全体

像の解明である。環濠がいつ掘られ、どのくらい存続したのか。また、環濠の構造と、内部に伴う遺構の在り方

を検討し、環濠の性格や位置付けを考える。2つめは、洞ノ原地区西側丘陵における土地利用の変遷を明らかに

することである。洞ノ原地区西側丘陵の土地利用が環濠以前に遡るのか、また、環濠埋没後の変遷といった問題

を検討する。

第3節　第4次発掘調査の経過

1．2000年（平成12年）度の発掘調査

2000年（平成12年）6月8日に開催した第3回発掘調査委員会で第4次調査発掘調査の計画が承認され、7月

6日から現地調査の準備に取りかかり、調査前の現状を撮影し、調査区の設定等を行った。そして、7月10日か

ら表土剥ぎを開始、並行して丘陵南側の緩斜面にトレンチ（トレンチ1・2）を設定し、調査を開始した。その

後、調査区内の包含層の掘り下げを行い、遺構の検出作業を進めた。9月には、調査区中央部で須恵器を伴う落

ち込みを検出、散在する須恵器片の取り上げに伴い埋土の掘り下げを進めたところ、埋まりきらずに窪地を形成

していた竪穴住居跡（住居1）であることが判明した。さらに、その場所で複数の竪穴住居跡が切り合っている

ことを確認した。11月には丘陵東側の環壕にトレンチ（Tl・2）を設定し、調査を進めた。2001年（平成13年）

3月21日、第4回発掘調査委員会を開催し、2000年（平成12年）度の調査成果の報告を行った。

2．2001年（平成13年）度の発掘調査

2001年（平成13年）4月1日、「妻木晩田遺跡ボランティアガイドの会」による遺跡案内の開始に併せ、現地

説明会を開催した。発掘調査は4月17日に再開し、丘陵南西側の遺構検出作業、住居1・2・3、および新たに

環濠に設定したトレンチ（T3・TY2・3）の調査を進めた。また、住居2の周境港を切る土坑を検出した。

土坑上面には多量の鉄片が散在しており、鍛冶に関連する遺構の可能性が検討された。10月25日、第5回発掘調

査委員会を開催、調査成果の報告を行い、環濠や竪穴住居跡、鍛冶関連遺構の検討を行った。10月28日、11月3

日には現地説明会を開催した。その後、遺構の実測や、写真撮影等を行い、12月28日、現地調査を終了した。
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第Ⅳ章　洞ノ原地区西側丘陵の調査

第1節　発掘調査の方法

第4次発掘調査の調査対象面積は約3，500Iがである。調査地は、淀江町教育委員会により調査が行われた第1

次発掘調査地の南側である。調査にあたり、国土座標第Ⅴ系Ⅹ＝59．88、Y＝80．40を基点とする10m画のグリッ

ドを調査区内に設定した。Ⅹ軸の基準線には10mごとにアルファベット（A～）を表記し、Y軸の基準線には10

mごとに数字（1～）を表記した。また、グリッドの名称にはグリッド北東隅の基準線交点を使用した。（第6

図）

調査区内の伐採後は、丘陵中心部から南側に連なる古墳を避けながら、基準線D以北の表土を重機で剥いだ。

その後、人力で包含層の掘り下げを行い、遺構の検出を行った。基準線D以南は、1999年（平成11年）度に実施

された踏査によって、2量目の環濠の存在が指摘されていた調査区南端部（B3・C3・C4・D4・D5グリ

ッド）にトレンチを設定し、表土以下、人力による掘り下げを行い、遺構の検出を行った。また、第1次調査中、

現状保存が決まったことで調査が中断されていた晩田山12・13号墳周辺（K9・L8・L9グリッド）の遺構検

出を行い、環壕内にある遺構の分布状況を記録した。

包含層から出土する遺物は、層位別に取上げ、土器の口縁部・底部・特徴的な胴部、石器、鉄器類は全てトー

タルステーションと平板を併用して出土地点を記録に留め、その他はグリッドで一括して持ち帰った。遺構に伴
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う遺物は、層位ごとに出土位置を記録し、取上を行った。遺構等の実測には、トータルステーションと平板を併

用した。2001年（平成13年）度からは遺跡調査システムを導入し、調査記録の迅速化を図った。写真記録には

6×7版一眼レフを用い、35mm一眼レフを補助に使用した。各版ともカラーリバーサル、モノクロフイルムを用

い、撮影を行った。

第2節　調査区内の堆積と遺構の分布状況

1．調査区内の堆積

洞ノ原地区西側丘陵の最高所は北東よりの晩田山11号付近にあり、ほぼ平坦な地形を形成している。そこから

南西方向に向かって媛やかに傾斜していく。調査区内の堆積を観察するため、当初、基準線7上に土層観察用の

畦を残し、調査を進めた。しかし、基準線G以外は堆積が薄く、堆積状況を十分に観察することができなかった。

第8図基本層序1は環濠の調査に伴いG8グリッドに設定したトレンチ（T2）の南西壁面を北西方向に延長

したサブトレンチの堆積状況である。

薄く堆積する表土の下には、古墳時代以降の遣物を包含する第I層が堆積する。底部に糸切り痕を残す須恵器

や土師器（第79図、第80図）が第I層から出土している。第I層は薄い堆積で、丘陵頂部付近では、明瞭に認識

できない場所もあった。

その下位に堆積するのが、弥生時代後期～終末期の土器を包含する第Ⅱ層である。基準線1付近はDMP上に

間層を挟まず表土や第I層が堆積しているが、基準線H以南では約20cm程度の堆積が認められた。また、第Ⅱ層

中に含まれる遺物は、遺構上面に集中する傾向が顕著に窺えた。

第II層とDMPの間には第V層（ローム層）が堆積している。基準線G以北にはほとんど認められないが、以

南には平均して10～15cm程度の堆積が認められる。G8グリッドの堆積状況を示す第8図基本層序1では、最も

厚いところで30cmの堆積が確認できる。丘陵頂部では、本来、DMP上を覆っていたローム層が、弥生時代以降

、、
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第7回　調査前地形測量図
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の土地利用によって失われたものと考えられる。

また、調査区南端部のE5グリッドに設定したトレンチ（第8図基本層序2）では、第Ⅴ層上に、第Ⅳ層が局

所的に薄く堆積している。第Ⅳ層はクロボクないしはクロボクに由来する土壌である。一方、その上位にある第

Ⅲ層は褐色を呈す土壌である。層序の上下関係では、いずれも第Ⅱ層下にあり、遺物は出土していないが、弥生

時代後期以前の堆積であると考えられる。

2．調査区内における遺構分布状況

遺構の検出は第Ⅱ層下で行った。薄く堆積する第I層下、第Ⅱ層上面には、本来、古墳時代以降の遺構面があ

るものと考えられる。しかし、先述のように、第I層が薄く不明瞭であったり、基準線1以北では、DMP上を

表土が薄く覆っていたりという状況において、本来あるはずの遺構面を面として認識することはできなかった。

第Ⅱ層下の第Ⅲ層ないしDMP上面では、丘陵を取り囲む環濠の他に、竪穴住居跡や、多数の土坑、ピットを

検出した。基準線Gから基準線Fの間では、複数の竪穴住居跡が重複する状況を確認したが、竪穴住居跡の切り

合い関係を平面的に捉えることはできなかった。そのため、竪穴住居跡の正確な数は掴めていない。

なお、竪穴住居跡の検出作業時に、埋土中から弥生時代後期から終末期の土器が出土しており、これらの竪穴

住居跡の時期は、降っても、古墳時代前期前葉までの時間幅に収まるものと考えられる。一方、土坑やピットに

は、縄文時代や、古墳時代以降のものも含まれていることが予想される。

二本目の環濠の存否問題を解決するために設定した調査区南端のトレンチ1・2でも弥生時代の他に縄文時代

のものと思われる遺構を確認した。また、環濠の存在は確認できなかったが、新たに2基の古墳（晩田山34・35

号墳）が存在することを示す周溝と晩田山7・8・9・10号境の周溝の一部を検出した。

遺構の調査は、調査の目的と課題を勘案しながら、それに見合うものを選択して、完掘または半裁を行うこと

にした。その他の遺構については位置と形状を記録に留めた。以下、個別に調査を行った遺構について報告する。

第I層　にぷい黄褐色土（HuelOYR6／3）

第Ⅱ層　黄灰色土（Hue2．5Y5／1）
第Ⅲ層　褐色土（HuelOYR4／6）
第Ⅳ層　黒褐色土（HuelOYEj／1）

第Ⅴ層　黄褐色土（HuelOYR5／6）ローム層

o S＝1：60　　　2m

第8図　調査区内の基本層序
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第9図　洞ノ原地区西側丘陵遺構分布図
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第3節　縄文時代の遺構

調査の過程で、半裁ないし完掘した遺構のうち、土坑6基（土坑1～6）が縄文時代に遡る遺構と考えられる。

第Ⅲ・Ⅳ層下で検出した土坑4・5以外は、いずれも弥生時代後期～終末期の遺物を包含する第Ⅱ層下で検出し

た。本来、DMP上に堆積する第Ⅴ層を遺構面とすると考えられる。しかし、広い範囲で第V層ないしDMP上に

間層を挟まず第2層が堆積しており、縄文時代の遺構面や遣物包含層を確認することはできなかった。

なお、いずれの遺構からも、埋没時期を示す遺物は出土していない。このうち、土坑4からは、炭化材が出土

しており、放射性炭素による測定年代を行った。測定結果は縄文時代後期末頃を示している（第4章第7節参照）。

この他の遺構については、埋土が土坑4に近似することを時期決定の大きな根拠とした。また、直径1mを越え

る土坑のうち、ローム層起源の淡黄褐色系の土で埋まっているものは、縄文時代に遡る遺構の可能性が高い。な

お、調査区内からは、縄文時代のものと考えられる土器・石器が少量出土している。

土坑1・2・3（第10図、図版3－1～3）

H7・I7グリッドの境界上に位置する。土坑7（弥生時代中期中葉）の調査中に存在を確認した。3基の不

整形な土坑が重複する。いずれも、弥生時代中期中葉の土坑7に切られ、大部分が失われている。埋土が、土坑

4に似ていることから、当該期の遺構と考えた。

土坑1重複する3基のうち、最も新しい土坑で、土坑2・3を切る。3層が堆積している。平面形は不整な

方形で、長軸2．4m、短軸1．2m以上、検出面からの深さは最大0．85mである。断面形は左右非対称の2段掘を呈

しており、南東側は中間で明瞭な稜を形成する。（丑・（む層の堆積をみると、2基の土坑が切り合っているとも考

えられる。埋土はいずれも密で均質、炭化物を少量含んでいる。③層中からは黒曜石の小片が出土した。

土坑2・3　土坑1、土坑7に切られ、上部は失われている。現存する規模は、土坑2が長径0．9m、短径0．65

m、深さは最大で0．45mで、土坑3が直径0．85m、短径0．5m、深さは最大で0．35mである。埋土はいずれもよく

似ており、密で均質である。土坑2上面の一部は土坑7の貼り床の薄い部分にあり、土坑7の床面検出時、その

部分が円形のピットのように見えた。そのため、土坑7に伴う柱穴と判断し、半裁を行った。その結果、貼り床

の下にある別の遺構であることが判明した。土坑1調査後、土坑3部分を検出したが、平面的に土坑2・3の切

り合い関係を捉えることができなかったため、同一の遺構として掘り下げを進めた。完掘した結果、土坑内に鞍

部状の段が存在していることから、少なくとも2つの土坑が重複していたと考えるに至った。なお、この鞍部を

なす段は、土坑2・3に切られるか、または土坑2・3を切る別の土坑の痕跡である可能性も否定できない。

土坑4・5（第10図　図版3－4・5）

E5グリッドに並んで位置する2基の土坑である。丘陵南側の環濠に設定したトレンチ（T3）調査時に、拡

張したサブトレンチの掘り下げ中に検出した。最上層（①層）には第Ⅴ層または第Ⅴ層に近似したロームが落ち

込むように堆積している。第Ⅲ・Ⅳ層下に位置するが、両土坑の切り合い関係は確認できなかった。

土坑4　ほぼ円形を呈し、検出面での平面規模は直径1．4m、深さは最大で1．6mである。形態・規模は大山山

麓で報告例の多い「落とし穴」に似る。①層以下には3層の堆積が認められる。いずれもしまった均質な堆積で、

黄下層にある④層中には炭化した木片が多く含まれていた。④層から出土した炭化材2点について、AMS法に

よる放射性炭素年代測定を行った（第Ⅵ章第7節参照）。

土坑5　楕円形を呈す土坑である。検出面での平面規模は、長径1m以上、短径0．9mである。形態・規模は

大山山麓で報告例の多い「落とし穴」に似る。④層以下には、2層の堆積が認められる。いずれもしまった均質
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O S＝1：亜　　1m

l　　　　　　　　　　　：

（D灰褐色土（HuelOYR5／2）炭化物・焼土粒を少量含む

②にぷい褐色土（Hue7．5YR5／4）炭化物を少量含む、地山粒が混ざる
③灰黄褐色土（HuclOYR5！2）炭化物を少量含む

（り灰黄褐色土（HuelOYR5！2）炭化物を少量含む

土坑5　　　　　土坑4

第10図　土坑1

土坑2

①にぷい黄褐色土（HuclOYR5／3）
炭化物を少量含む

②灰黄褐色土（nlelOYR4／2）
炭化物を少量含む

③黒褐色土（HuelOYR3／2）

炭化物を少量含む
④黄褐色土（HuclOYR5／6）

炭化物を少量含む
⑤褐灰色土（HuclOYR4／1）

炭化物を少量含む
⑥灰褐色土（HuelOYR4／2）

炭化物を少量含む

・2・3、土坑4・5、土坑6

な堆積である。⑤層には、人頭大の扁平な礫が落ち込んでいた。

V　土坑6

①上位：にぷい黄褐色土（Hue2．5YR6／3）
→下位：黄褐色土（Hue2．5YR5／3）
炭化物を少量含む

＊明瞭に分層できないが、上から下に
かけて色調が暫移的に変化している

土坑6（第10図　図版3－6）

B3グリッドに位置する。トレンチ1で検出したやや不整な円形の土坑である。周辺にも同一規模の土坑が点

在している。検出面での平面規模は直径1．2mである。堆積は1層で、遣物は出土していない。埋土が、土坑4

に似ることから、当該期の遺構と判断した。
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第4節　弥生時代中期の遺構

弥生時代中期中葉、Ⅲ－2期の土坑を2基を調査した。いずれも、住居2（Ⅴ－3期）に切られており、住居

2を調査中に検出した遺構である。調査区内包含層から、Ⅱ期に遡る土器片（第76図）が出土しているが、遺構

は未確認である。

土坑7（第11・50図　図版4－1～3・36－1）

丘陵のほぼ中央部やや東側、H7グリッドに位置する。隅丸長方形の土坑で、検出面での平面規模は、長辺

2．7m、短辺1．75m、検出面からの深さは5．5mである。長軸はほぼ南北方向を向く。東壁の上半部は、住居2

（Ⅴ－3期）の周堤溝に切られる。周壁は良好な状態を保ち、ほぼ垂直に立ち上がる。底面には貼り床が施され、

壁際には浅い周壁溝が全周する。床面に柱穴は認められない。ほぼ垂直に立ち上がる壁に、全周する周壁溝が伴

うことから、主柱を持たない簡易な上屋を伴う小形の建物跡ではないかと考えられる。

なお、当遺構は縄文時代の遺構と考えられる土坑1・2・3を掘り込んでいる。そのため、貼り床が薄い部分

に透けて見える土坑2の埋土の一部が、柱穴状を呈していた。調査時、この部分を柱穴と誤認し、半裁を行った

結果、貼り床下にある別遺構であることが判明した。

埋土は6層に分層できる。北壁側から⑤層、④層が堆積した後、③層、②層がレンズ状に堆積する。①層は住

居2周堤溝最上層に対応する後期後葉の堆積である。

②・③層から土器（第50図1～4）や石器（第87図6）が出土した。第50図1、2、3は②層、第50図4は③

層から出土した。上半部がほぼ復原できる壷で、大きな土器片の大半は床面に貼り付いていたが、接続関係にあ

る小片は（多層からも出土している。

遺物の出土状況について検討すると、第50図1～3は、接合関係にある破片が③層中に見あたらないから、（塾

層堆積時に外部から流れ込んだものと考えられる。これに対し、第50図4は、大型の土器片が床面上に貼りつい

ており、埋没当初から、床面上に残された状態であったと推測される。

床面および埋土中から出土する土器の特徴から、Ⅲ－2期（弥生時代中期中葉）に廃絶した遺構と考えられる。

なお、③層から出土した炭化材1点について、AMS法による放射性炭素年代測定を行った（第Ⅵ章第7節参照）。

土坑8（第12回・50区i　図版4－4～6・36－1）

丘陵の東側、I8・H8グリッドの境界上に位置する。住居2の貼り床下で検出した隅丸長方形の土坑である。

検出した平面規模は、長辺1．9m、短辺1．25m、土坑7のおよそ半分程度の大きさである。住居2に切られ、遺構

の上半部を失っており、住居2床下に下半部0．35mが残っていた。周壁はほぼ垂直に立ち上がる。本来、底面に

は貼り床が施されていたようで、その痕跡と思われる青灰色粘土（（り層）が薄く残る部分がある。

埋土は3層に分層できる。最下層に堆積する③層上面は波打つように起伏している。②層は、長軸方向ではほ

ぼ水平に堆積するが、短軸方向ではレンズ状に堆積している。また、上部を住居2に削平された（重層上には、住

居2の貼り床がのる。遺物は②層から土器が出土している。③層にも僅かに土器が包含されていたが、②層出土

資料と接合関係が認められる。

第50図5～8は②層から出土した土器である。6・7に接合する土器片が少量、③層から出土している以外は、

全て（多層に包含されていた。復原できた個体は全て賓である。5のようにくノ字状に屈曲する嚢の存在から、

Ⅲ－2期（弥生時代中期中葉）に位置付けられる。完形には復原できるものがなく、土器片が散在した状態で出

土していることから、土坑内に廃棄されたものと考えられる。
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④

①灰黄褐色土（HuelOYR4／2）

赤褐色（Hlle2．5YR4／6）の焼土を多量に含む
②灰黄褐色土（HuelOYR4／2）

炭化物を含む、地山粒・塊が混ざる

③褐色土（HuelOYR4／6）
地山粒・塊が泡ざる

④灰黄褐色土（HuelOYR4／2）
⑤褐色土（HuelOYR4／6）
⑥貼り床、にぷい黄褐色土（HuelOYR5／3）

堅強
A

O S＝1：亜　　1m
l　　　　　　　　　　　　：

。〕

第11図　土坑7
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①黄褐色土（Hue2．5YR5／4）
炭化物・焼土粒を少量含む、地山並が混ざる

②にぷい黄褐色土（HuelOYR5ノ4）

土器を包含する、炭化物・焼土粒を少量含む、地山粒
が混ざる

（彰にぷい黄褐色粘土（HuelOYR5／4）
土器を少量含む、炭化物を少量含む、地山塊が混ざる

④貼り床、にぷい黄褐色土（HuclOYR5／3）

O S＝1：舶　　2m

」　　　－：

第12図　土坑8

このことから、当遺構は、Ⅲ－2期、廃棄行為によって埋没したものと考えられる。なお、③層中から出土し

た炭化材2点について、AMS法による放射性炭層年代測定を行った（第Ⅵ章第7節参照）。
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第5節　弥生時代後期～古墳時代前期前葉の遺構

環濠、竪穴住居跡、土坑等を検出した。竪穴住居跡の分布は丘陵の南東側に集中している。また、基準腺J以

北では小ピットを多数検出した（第9図）。第1次調査では晩田山3号墳墳丘下で多数のピットが検出されてお

り、13棟の掘立柱建物跡が報告されている。しかし、今回の調査で検出したピット群には掘立柱建物跡を構成す

る柱穴の並びを確認することはできなかった。以下、完掘・半裁した遺構について報告を行う。

1．環濠（第13～29図、第51～69図、巻頭図版2～8、図版5～9・22～30）

洞ノ原地区西側丘陵の丘陵頂部、直径65mの範囲をほぼ正円形に巡る空壕である。約3，400nfが環濠によって

囲続されている。壕の幅は約4m、断面形はⅤ字ないし逆台形状である、。丘陵西側から南側の傾斜地では、斜面

部を段状に造成し、そこから約2m程度の掘削を行っている。そのため、斜面に掘削された環濠内壁の最大高低

差は4m以上になる。一方、丘陵北側の急峻な斜面では約20mにわたって壕がとぎれる。元より掘削されていな

いことも考えられるが、後世、地滑りなどの自然的要因によって失われた可能性も否定できない。

調査に先だって、未調査地に残る環濠の現況を把握するために踏査を実施した。しかし、山林の荒廃よって、

地表面は倒木に覆われており、環濠の痕跡を捉えることができなかった。その後、立木を伐採し、倒木を取り除

き、ようやく環濠の痕跡をとどめる明瞭な段状地形を確認することができた。その後、表土を除去し、第Ⅱ層の

掘り下げと環壕の検出作業を行い、地形を勘案しながら3本のトレンチ（Tl・2・3）を設定した。

また、第1次調査時に、晩田山11号墳南側に設けられていた既設トレンチの記録も含め、丘陵北半を占める第

1次調査区内に都合4本のトレンチ（TYO・1・2・3）を設定した。

第13回　環壕トレンチ配置図（S＝1：800）

－26－



調査時には、環壕の埋没過程を検討するため、各トレンチの堆積の対応関係に注意を払った。しかし、堆積状

況は多様で、特に、丘陵北東側に巡る環濠の堆積は複雑であった。したがって、全てのトレンチを通して堆積の

対応を図ることはできなかった。

そこで、各トレンチの堆積について大別と細別を行い、堆積状況・土質・出土する土器の様相等を手がかりに

しながら、大別した層序毎に対応関係を検討することにした。以下、大別した括りを「大別層」、細別した各層

を「細別層」と呼称する。

また、大別層から出土する土器の型式学的新旧関係に基づき、各トレンチに共通する大別層を次のように整理

する。

S　層　弥生時代終末期（Ⅵ期）の遺物を包含する最上位の堆積。

J　層　後期復業（Ⅴ－3期）の遺物を包含する上位の堆積。

T層　後期中葉（Ⅴ－2期）の遺物を包含する中位の堆積。

K層　後期前葉（Ⅴ－1期）の遺物を包含する下位の堆積

SK層　K層下にある最下層の堆積。無遺物層。

以下、丘陵南西側のTYOから、反時計回りに各トレンチの報告を行い、全体の状況を総括する。なお、各ト

レンチにおける堆積状況の観察を基に、環壕の埋没過程を第29図に模式的に示した。当然、埋没の過程で、各細

別層上面が一時的に環壕の底面であったことは想像に難くない。しかし、ここでは、大別層を鍵とし、堆積間の

切り合い・不整合・堆積方向の変化を目安に段階の設定を行い、埋没過程の把握を試みた。

また、環濠の深さは、底面から内壁の壁面頂部までの高さを「内壁高」、底面から外壁の壁面頂部までの高さ

を「外壁高」とする。

TYO（第14図、表1、巻頭図版2－2、図版5－1）

G3グリッドに位置する。第1次調査で完掘された丘陵西側環濠の南端にあたる。平成14年度の初期整備事業

において環壕の部分的な復原整備をこの場所で行うことになった。そこで、この機会に調査区境の堆積状況を記

録するため、埋め戻していた環壕内の土を取り除き、その状況を記録に留めた。

TYO部分の規模は、上面の幅5m、底面の幅0．7m、内壁高2．3m、外壁高1．1mである。DMPを掘り込んでお

り、断面形は渡やかなU字状を呈している。都合10層の堆積を確認した。

K層　⑦・⑧・⑨・⑲層からなる。⑦層と⑨層、⑧層と⑲層は互いによく似た堆積である。いずれもDMPに

由来する。⑨層、⑲層は不自然な堆積状況を示しており、⑧層が堆積する過程で内壁がブロック状に崩落したも

のと考えたい。一方、⑦・⑧層は環壕の内側から発達した堆積である。環濠の断面形にそって堆積が進んでおり、

内壁等に露出するDMPが風化によって二次的に堆積したものとみられる。なお、T層が⑦・⑧層を切るように

堆積しており、K層が堆積した後に、埋土の掘り直しが行われているのかもしれない（第29図TYO第2段階）。

T層　⑤・⑥層からなる。堆積中には炭化物や焼土粒が含まれている。この堆積により、約半分程度が埋まり、

深さ1m程の緩やかな断面形へと変わる（第29図TYO第3段階）。⑤層は標高の高い環濠の内側から緩やかな

弧を措くように堆積している。一方、⑥層は環壕の外側方向から不自然に傾斜しており、⑥層堆積後に埋土の掘

り直しが行われた可能性も考慮する必要があろう。

J層　④層の単純な堆積である。環壕の断面形に沿うように緩やかな弧を描きながら堆積する。土器・炭化

物・焼土粒等を多く含む。④層堆積後は、壕の痕跡を留める浅い窪地が形成される（第29図TYO第4段階）。

S層　さらに②・③層が堆積し、完全に埋まりきる。その後、①層（第I層）が環濠上面を覆う。
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T3（第15・16・17・18・19、表2、巻頭周版3・4、図版5－2～6、図版22～25）

F5・6グリッドに設定したトレンチである。南側に伸びる尾根筋を環濠が横断する場所にあたる。調査前に

行った踏査や地形測量で、北から南に向かって舌状に伸びる地形の高まりを確認したことから、環濠が途切れて

いる可能性や、環濠に伴う出入り口の存在を推測した。そこで、その有無を確認することを目的に、環濠を南北

に横断するトレンチに加え、東西に長く縦断するトレンチを設定することとした。

最初にT3の基本層序を把握するために、トレンチの西側に環濠を横断する幅1．9mのトレンチを設けた。そ

して、環濠の中心を通るように東西に縦断するラインを設定し、南側の埋土を掘り下げた。なお、埋土の掘り下

げ、遺物の取り上げは、縦横断の壁面で相互に層位の対応を確認しながら行った。やや変則的なトレンチの設定

であったが、埋土の掘り下げや遺物の取り上げ時に、縦横断の壁面で相互に堆積状況を確認できるという利点が

あり、遺物と出土層位の対応関係を広い範囲で一棟に捉えることが容易であった。

環濠の規模は、トレンチ東側で上面の幅4m、底面の幅0．3m、内壁高は掘り込み面から1．9m、外壁高1．4m、

西側の上面幅推定4m、外壁高1．6mである。DMPを掘り込み、断面形はⅤ字形を呈している。調査の結果、入

り口に類する施設や、環濠の途切れる箇所は存在しないことが判明した。

環濠内には都合18層が堆積していた。ここでは、各大別層毎にサンプリングした炭化材・種実の同定と、寄生

虫卵の分析を試みた。しかし、いずれの層準からも寄生虫卵は確認できなかった。乾燥した堆積環境下にあり、

こうした有機物が分解された可能性が考えられる。

K層　⑰・⑲層からなる。⑫層がTYO⑦層に、⑲層がTYO⑧層に対応する。いずれもDMPに由来する2

88．0m

O S＝1：50　　　　　　4m

第14図　環壕TYO土層断面図

表1　環壕TYOの堆積

大別　細別　　　　層名　　　色調　　　　　　混入物等

第I層　（B　にぷい黄褐色土　　HuelOYR6／3　　炭化物を少量含む

S層　　②　黒色土　　　　　　HuelOYRl．7／1　炭化物を多量に含む、地山粒・塊が混ざる

③　黒褐色土　　　　　HuelOYR3／1　炭化物を多量に含む、地山粒・塊が混ざる

J層　　④　灰黄褐色土　　　HuelOYR5／2　　炭化物・焼土粒を多量に含む、地山粒が混ざる

T層　　⑤　黒褐色土

⑥　黒褐色土

K層　　⑦　褐色土
⑧　褐色土

⑨　褐色土（灰）
⑲　褐色土

HuelOYR3／1　炭化物・焼土粒を多量に含む、灰褐色土・地山粒が混ざり、東側にいくほど黄味を帯びる

HuelOYR3／2　　灰褐色土・地山粒が混ざり、東側にいくほど黄味を帯びる

HuelOyr4／4　　⑧より灰色がかる

HuelOyr4／4

HuelOyr4／4　　⑲より灰色がかる

HuelOyr4／4
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第15図　環壕T3平面図・土層断面図（A－Aつ
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、上、

厄前i o s＝1：餌　　　　　2m

87．0m

86．0m

第16図　環壕T3土層断面図（B一日つ

表2　環壕T3の堆積

大別　細別　　　　層名　　　色調　　　　　　混入物等

第I層　①　にぷい黄褐色土　　HuelOYR6／3
Hue2．5YR3／2　　炭化物を含む、にぷい黄褐色土が混ざる

HuelOYR2／1　炭化物を含む、にぷい黄褐色土が混ざる

HuelOYRl．7／1　炭化物を含む、にぷい黄褐色土が混ざる

HuelOYR6／2　　炭化物・焼土粒を少量含む

HuelOYR5／2　　炭化物を少量含む

HuelOYR6／2　　炭化物を少量含む

HuelOYR5／2　　多量の炭化物を含む、焼土粒を含む、土器・石器等を多量に含む、

HuelOYR3／2　　炭化物・焼土粒をを少量含む
HuelOYR5／4　　炭化物・焼土粒をを少量含む

HuelOYR3／1　堅く締まる、炭化物・焼土粒をを含む

HuelOYR4／6　　壁面から崩落した地山塊

HuelOYR5／6　　炭化物を少量含む、地山によく似る

HuelOYR3／2　　堅く締まる、炭化物・焼土粒をを含む

HuelOYR4／6　　壁面から崩落した地山塊

HuelOYR5／4　　炭化物・焼土粒を少量含む、地山粒が混ざる

S層　　②　黒褐色土

③　黒色土

（り　黒色土

J層　　⑤　灰黄褐色土
（む　灰黄褐色土

⑦　灰黄褐色土

⑧　灰黄褐色土

で層　　⑨　黒褐色土

⑲　にぷい黄褐色土

⑪　黒褐色土

⑫　褐色土

⑬　黄褐色土

⑲　黒褐色土

⑮　褐色土

⑬　にぷい黄褐色土

K層　⑰　褐色土（灰）　　HuelOyr4／4　　炭化物を極少量含む礫を少量含む、⑲より灰色がかる、TYO⑨層に対応

⑲　褐色土　　　　　HuelOyr4／4　　炭化物を極少量含む、TYO⑲層に対応

次的な堆積とみられる。少量の礫や石器（第81図5・8、第86図4）が出土した。また、土中には少量の炭化材

が含まれており、ミズキ属、ヌルデ、アカガシ亜属、クスノキ科を確認した（第Ⅵ章第5節参照）。K層の堆積

により、断面形は緩やかなU字状を呈す（第29図T3第2段階）。

T層　⑨・⑲・⑪・⑫・⑬・⑩・⑮・⑲層からなる。⑪層がTYO⑤層に対応する。トレンチ東壁に認められ

る⑫・⑮層はブロック状に堆積しており、内壁が崩落したものと考えられよう。また、⑨・⑲層はトレンチの中

央部分に、⑬層は西側にのみ存在する。⑲・⑬にはDMPに由来する土が多分に含まれており、黄褐色系の色調

を呈している。トレンチ東壁では、K層（⑲層）の断面形にそって、⑮・⑫層の崩落を伴いながら、⑩・⑫層が

内側から堆積する状況が観察できる。土質・色調から⑪層とTYO⑤層の対応関係が見込まれる。なお、⑬層が

堆積することで約半分が埋没する（第29第3段階）。

トレンチの西よりから、Ⅴ－1・2期の土器（第52図1～5）が出土した。土器の出土量は極めて少ない。土

中には微少な炭化材が多く含まれており、クリ、カラスザンショウ、ミズキ属、コナラ節に分類される炭化材を

確認した（第Ⅵ章第5節参照）。この他に、炭化したモモの核が出土している（第Ⅵ章第4節参照）。

J層　⑤・⑥・⑦・⑧層からなる。⑧層がTYO④層に対応する。トレンチの東壁では、⑧層が環濠の内側か
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旦＿：

第17図　環壕T3最上層（S層）遺物出土状況
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第18図　環壕T3上層（J層）遺物出土状況
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第19図　環壕T3中層（T層）遺物出土状況
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ヤー

第20図　環壕T2平面図・土層断面図

ら堆積していった状況を確認できる。（り層を中心に各層から土器（第53図・第54図・第55図・第56図、第57図）、

石器（第81図6・7、第84図3、第85図1～3）、鉄器（第91図2・3・4・6・8・12・13）が出土した。土

器はⅤ一3期が主体を占めるが、若干、Ⅲ期やⅤ－1・2期の土器が混在している。特に⑧層には大量の遺物が

折り重なるように堆積しており、半分程度埋まった環濠に廃棄された土器や石器の累積と考えられる。J層が堆

積することで、Tl部分はほぼ埋没し、環濠の痕跡を僅かに留める窪地が形成される（第29図第4段階）。

また、堆積中には炭化材が多く含まれていた。樹種同定を行い、シイノキ属、サカキ、ブドウ属、サクラ属、

－34－



」

O S＝1：50　　　　　　2m

第21図　環壕T2遺物出土状況

表3　環壕T2の堆積

大別　細別　　　　層名　　　色調　　　　　　混入物等

Hue2．5YR5／1

HuelOYR4／3　　軟質、炭化物を含む

HuelOYR4／2　　堅く締まる、炭化物・焼土粒を含む、地山塊・粒が混ざる、土器を多量に含む

HuelOYR5／4　　堅く締まる

Hue7．5YR4／2　　堅く締まる

HuelOYR6／4　　やや軟質

HuelOYR4／2　　やや軟質、炭化物を含む、黄褐色土粒が混ざる
Hue7．5YR4／2　　堅く締まる

HuelOYR6／4　（りよりやや暗く、締まっている、炭化物を含む

Hue7．5YR4／2　（砂より暗い

Hue7．5YRl．7／1　堅く締まる、炭化物を含む、

HuelOYR6／4　　地山によく似ている

Hue7．5YR4／2　　堅く締まる

HuelOYR4／2　　炭化物を含む、黄褐色土粒が混ざる
HuelOYR4／2　　⑲より暗い

⑤　灰褐色土
⑥　明黄褐色土

⑦　灰黄褐色土

（り　灰褐色土

⑪　黒色土

⑫　明黄褐色土

⑬　灰褐色土
面‾哀衰南京豆

⑮　灰黄褐色土

マツ属、ケヤキ、ヒサカキ、ウコギ科、クヌギ節、クリ、クワ属、クスノキ属、エゴノキ属、ミズキ属、アオキ、

カラスザンショウ、カバノキ属、アカガシ亜属、ツバキ属を確認した（第Ⅵ章第5節参照）。この他に、モモ、
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スモモの核、アカメガシワの炭化種実が出土している（第Ⅵ章第4節参照）。

S層　②・③・④層からなる。④層がTYO②層に対応する。この堆積によって、ほぼ上面まで埋まりきる。

ここからはⅤ－2・3期やⅥ期の土器・土製晶（第58図1～19）、石器（第81図11、第86図1・2）、鉄器（第91

図1・5・9～11）が出土している。

その後、①層（第I層）が環壕上面を覆う。①層からは、縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭の突帯文土器と
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みられる壷の口緑部片（第59図）、須恵器（第79図1・2）が出土した。

T2（第20・21図、表3、巻頭図版5－1、図版6－1、図版26）

G8グリッドに設定したトレンチである。丘陵南東側の斜面部に位置する。規模は、上面の幅4．6m、底面の

幅0．6m、内壁高1．9m、外壁高1．6mである。断面形は台形を呈し、DMPを掘り込む。底面はMz間に発達した鉄

マンガンの硬化層に達している。15層の堆積を確認した。

K層　⑲・⑪・⑫・⑬・⑭・⑮層からなる。堆積状況から、⑲～⑬層をKl層、⑭・⑮層をK2層とする。約

20m程の距離を隔てるTYOやT3とは細別層の対応がはかれなかった。しかし、次の点はTYOやT3にみら

れるK層と共通している。底面直上に堆積するK2層（⑭・⑮層）は、黄褐色系統の色調を呈しており、DMP

に由来する2次的な堆積とみられる。遺物・炭化物等をほとんど含まない。なお、⑭層からは、Ⅴ－1期の棄

（第60図17）が出土した。

Kl（⑲～⑬層）は、TYO・T3にはみられない堆積である。第29図T2第3段階に行われたと推測される

掘り直しにより、堆積の大半が失われている。そのため、一見、堆積状況が判然としないが、⑲層が⑪・⑫・⑬

層をⅤ字状に切るように堆積していることが判る。⑲～⑮層の堆積により、約1／3程度埋まった後に行われた部

分的な掘り直しの痕跡を示すものと考えられる（第29図T2第2段階）。

T層　④・⑤・⑥・⑦・⑧・⑨層からなる。K層の堆積により約1／3が埋まった後に行われた掘り直し（第29

図T2第3段階）を埋める堆積である。土器や炭化物を少量含んでいる。⑨層の堆積により、断面形は一時、浅

い逆台形を呈す（第29図T2第4段階）。以後、埋土の掘り直し行為は認められない。その後、④～⑦層が内側

方向から堆積することで、さらに埋没が進み、浅い窪地を形成する（第29図T2第5段階）。Ⅴ－1・2期の土

器（第60図1～16）や石器（第81図1）が出土している。

J層　②・③層からなる。環濠の内側から堆積が進み、ほぼ上面まで埋まりきる。炭化物や焼土を含む堆積に

は多くの遺物が包含されており、T3同様、T層の堆積後に生じた窪地に土器等を廃棄したものと考えられる。

Ⅴ－3期の特徴をもつ嚢・壷を主体とし、Ⅴ－1・2期の土器が少量出土している（第61図1～33・第62図1～

14）。この他に、鉄器（第91図14）が出土している。

その後、（∋層（第Ⅱ層）が上面を覆う。

表4　環壕Tlの堆積

混入物等

軟質、炭化物を含む、中位に土器溜まりが面的に形成されている

軟質、炭化物を含む、黄褐色土粒が混ざる

堅く締まる、炭化物・焼土粒を含む

炭化物・焼土粒を含む

大別　細別　　　　層名　　　色調

J層　　①　にぷい黄褐色土　HuelOYR4／3

②　灰黄褐色土　　　　HuelOYR4／2

（彰　にぷい黄褐色土　　HuelOYR5／3

④　灰黄褐色土　　　　HuelOYR4／2

⑤　明赤褐色土

⑥　黒褐色土

⑦　明褐色土

（む　明赤褐色土
（9　灰褐色土

⑲　明褐色土

⑪　灰黄褐色土

Hue5YR5／6

Hue7．5YR3／1

Hue7．5YR5／6

Hue5YR5／6

Hue7．5YR4／2

Hue7．5YR5／6

HuelOYR4／2

Hue7．5YR5／4

焼土を含む、地山粒が混ざる

炭化物・焼土粒を含む、地山粒が混ざる

黒褐色土粒・塊を少量含む

炭化物を少量含む、地山塊が多く混ざる

灰褐色土粒が少量混ざる

炭化物を含む、黄褐色土が混ざる

⑬　黒色土　　　　　　Hue7．5YR2／1　堅く締まる

⑩　にぷい褐色土　　　Hue7．5YR5／4

K2層　⑮　黒褐色土　　　　　Hue7．5YR3／1　炭化物・焼土粒を含む、地山粒が混ざる
⑲　灰黄褐色土　　　　HuelOYR4／2　　炭化物を含む、黄褐色土が混ざる

K3層　⑫　黒褐色土　　　　　HuelOYR3／2　　堅く締まる、炭化物・焼土粒を少量含む

⑲　黒色土　　　　　　Hue7．5YRl．7／1　炭化物・焼土粒を含む

K4層　⑲　黒褐色土　　　　　Hue7．5YR3／1　炭化物・焼土粒を含む、地山粒が混ざる

⑳　黒褐色土　　　　　HuelOYR3／2　　堅く締まる、炭化物・焼土粒を少量含む
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第23図　環壕Tl上層（」層）土器溜まり平面図
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第24図　環壕Tl遺物出土状況

Tl（第22・23・24図、表4、巻頭図版5－2、図版6－1・2、図版7・31～33）

H9・G9グリッドに設定したトレンチである。丘陵東側の緩斜面に位置する。この部分の規模は、上面の幅

4m、底面の幅0．4m、内壁高2．2m、外壁高1．9mである。断面形はⅤ字形を里し、DMP、Mzを掘り込んでいる。

DMP・Mz間に発達した鉄マンガンの硬化層付近で内壁の傾斜が変わる。20層の堆積を確認した。

K層　⑬・⑭・⑮・⑲・⑰・⑲・⑲・⑳層からなる。堆積状況から、⑬・⑭層をKl層、⑮・⑲層をK2

層、⑰・⑲層をK3層、⑲・⑳層をK4層と考える。

まず、K4層が堆積し、その後、掘り直しが行われている（第29図Tl第2段階）。K4層を構成する⑲層も

⑳層を掘り込んでいる可能性がある。こうした状況は、K3層を構成する⑰・⑲層の間にも想定できる。

K3層堆積後にも、掘り直しが行われ（第29図Tl第3段階）、そこにK2層が堆積、再度、掘り直しが行わ

れる（第29図Tl第4段階）。その後、Kl層の堆積によって内壁の傾斜変換点付近まで埋没が進み、断面形は

Ⅴ字形から緩い逆台形へとかわる（第29図Tl第5段階）。

なお、Kl～4層には炭化物や焼土粒が少量含まれてはいるが、ほとんど遺物が包含されていない。出土した

のは、剥片石器（第81図9）や礫が数点である。T2にみられる堆積との対応は難しいが、Kl・2層が互いに

対応関係にあるものと考える。

T層　⑤・⑥・⑦・⑧・⑨・⑲・⑪・⑫層からなる。T2では、Kl層堆積後も、断面形をⅤ字形に保ちつつ

掘り直しが行われているが、Tlでは、Kl層の堆積後、新たに掘り直しを行った痕跡はみられない。ここでの

T層の堆積は特徴的で、炭化物や焼土を含む明褐色系の土と黒褐色系ないし灰褐色系の土が互層状に内側から流
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入し、浅い窪地を形成している（第29図Tl第6段階）。こうした堆積状況はTlからTYl南壁の範囲に認め

られる。堆積中には、比較的大きな土器片が包含されているが、量は少ない。第64図3～16が出土した土器であ

る。嚢や壷の口緑部の平行沈線文は多条化しているが、二枚貝の腹緑部を用いたものが認められないことから、

Ⅴ－2期の範噂におさまるものである。この他に第91図17の鉄器が出土している。

J層　①・②・③・④からなる。内側からの堆積が進み、ほぼ上面まで埋まりきる（第29図Tl第7段階）。

∫

O S＝1：50　　　　　　2m

第26図　環壕TYl遺物出土状況

表5　環壕TYlの堆積

大別　細別　　　　層名　　　色調

第I層　①　にぷい橙褐色　　　HuelOYR6／3

②　暗褐色土　　　　HuelOYR3／3
－t－－－－▼●°▼lt．t－lll－－1－－－t－t．．．－－1－　．－1－t．．－－－．－．－．．．－－．一一．－－．－．－－－1－1－－．－－

J層　　③　にぷい黄褐色　　HuelOYR4／3

④　灰黄褐色土　　　　HuelOYR4／2

混入物等

晩田山11号墳の周溝に関係する堆積か？

軟質、炭化物を含む

軟質、炭化物を含む、黄褐色土粒・塊が混ざる

灰褐色土粒・塊が混ざる

堅く締まる、炭化物を多量に含む

炭化物を少量含む、黄褐色土粒・塊が混ざる
灰褐色土粒・塊が混ざる

炭化物を含む、地山粧・黄褐色土粒が少量混ざる

軟質、炭化物を含む、黄褐色土粒・ブロックが混ざる

T層　　⑤　橙色

⑥　黒色土

⑦　にぷい黄褐色

⑧　橙色

（9　灰黄褐色土

⑲　灰黄褐色土

⑪　にぷい褐色土

Hue7．5YR6／6

HuelOYR2／1

HuelOYR4／3

Hue7．5YR6／6

HuelOYR4／2

HuelOYR4／2

Hue7．5YR5／4

Kl層　⑫　にぷい褐色土　　　HuelOYR4／3

⑬　にぷい黄褐色　　　HuelOYR4／3

⑭　灰黄褐色土　　　　HuelOYR4／2

⑮　黒色土　　　　　　Hue7．5YR2／1

軟質、炭化物を少量含む

軟質、灰褐色土塊が多く混ざる

軟質、炭化物を含む、黄褐色土粒・塊が混ざる

HuelOYR3／2

Hue7．5YRl．7／1　軟質

Hue7．5YR5／4　　軟質

⑰　黒色土

⑬　にぷい黄褐色

K3層　⑲　にぷい黄褐色　　HuelOYR4／3　　軟質、炭化物を含む

⑳　黒褐色土　　　　HuelOYR3／2　　堅く締まる、炭化物
－－－－tttt－－－t．．．t－t．．．－t－－▼－－Tdtヽ・．．°．－1－－－．－．－．．－－－．．．．．．－．．．．．．・．．．．．．．．－－－．－－－．－－－－．・．　－－．．．tP－－－－t－t－－t－－t－－lPttヽtFt－q

SK層　㊧　黄褐色土　　　　HuelOYR5／6　　堅く締まる

⑳　にぷい黄褐色　　HuelOYR4／3　　堅く締まる
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炭化物や焼土を含んでおり、Ⅴ－3期の土器を主体とする遺物が包含されている。また、①層の中位には土器溜

まりが形成されており、約1．3mの範囲に、Ⅴ－3期の大形の嚢や波状文で飾られる器台等の土器片（第65図1

～13、第66図1～5）や、礫石器（第84図4・6、第86図3）等が面をなして散在していた。②～④層中からは

Ⅴ－3期の土器（第64図1・2）、剥片石器（第81図3）が出土している。

TYl（第25・26図、表5、巻頭図版6、図版8－1・2、図版30）

第1次調査時に、晩田山11号墳南側に設定されていたトレンチである。H9グリッドにあり、丘陵頂部の平坦

部に位置する。ここでは既設のトレンチを拡張し、堆積状況の確認と記録を行った。規模は、トレンチ南側で上

面の幅2．9m、底面の幅0．1m、内・外壁高1．6m、トレンチ北側では上面の幅2．3m、底面の幅0．1m、内壁高1．6m、

外壁高1．5mである。TYlからTY2にかけて、環壕の幅が狭くなる。DMP、Mzを掘り込み、断面形はⅤ字形

を里す。トレンチ南側では、DMP・Mz間に発達した鉄マンガンの硬化層付近で、内壁の傾斜が変わる。22層の

堆積を確認した。

SK層　トレンチの北側には、K層下にSK層が堆積している。㊧・⑳層からなる。トレンチ南壁にはみられ

ない。いずれも堅く締まった黄褐色系の堆積で、DMPに由来する2次堆積と推測される。いずれの堆積からも

遺物は出土しなかった。

K層　⑫・⑬・⑭・⑮・⑮・⑰・⑲・⑲・⑳層からなる。多くの堆積が炭化物を少量含んでいる。堆積状況か

ら、⑫～⑮層をKl層、⑲～⑲層をK2層、⑲・⑳層をK3層と考える。トレンチ北側では、SK層の堆積後に

掘り直しが行われ（第29図TYO第2段階）、そこにK3層が堆積する。トレンチ北壁には、その痕跡が明瞭に

観察できる。SK層が欠落するトレンチ南側には、K3層が最下層に堆積している。K3層堆積後、再び掘り直

しが行われ（第29図TYl第3段階）、K2層が堆積する状況が南壁に確認できる。トレンチ北壁には、第2段

階の掘り直しの痕跡およびK2層の堆積は認められない。さらに、K2層の堆積後、掘り直しが行われ（第29図

TYl第4段階）、Kl層が堆積する。断面形はⅤ字を指向するが、浅くなるのにしたがい、形は歪になる（第

29図TYl第5段階）。特に、トレンチ北側ではKl層の堆積によって、幅が狭まり浅くなる。なお、K層から

は遺物は出土しなかった。

T層　⑤・⑥・⑦・⑧・⑨・⑲・⑪層からなる。⑪層以外はいずれも炭化物を含んでいる。Kl層の堆積後に

行われた掘り直し（第29図TYl第5段階）を⑪層が埋める。その後、さらに掘り直しが行われるが（第29図T

Yl第6段階）、トレンチ北側は断面形が椀形を里す深さ0．8mばかりの浅い溝となる。一方、トレンチの南側は

1m以上の深さを保ち、断面形は扁平になりながらもⅤ字形を維持している。その後、⑤～⑲層が環濠の両側か

ら堆積し、浅い窪地を形成する（第29図TYl第7段階）。土器小片が少量出土しているが、遺物量は少ない。

J層　③・④層からなる。炭化物を含んでいる。この堆積によって上面まで埋まりきる。③層中から、Ⅴ－

1・2・3期の土器が少量出土している（第67図1－4）。遺物量は少ない。

その後、①・②層が環壕上面を覆う。②層は晩田山11境に伴う堆積とみられる。①層は第I層である。

TY2（第27図、表6、巻頭図版7－1、図版9・30）

K9グリッドに設定したトレンチである。晩田山11号墳北側、丘陵頂部の平坦部に位置している。第1次調査

のさい、途中まで環濠内埋土の掘り下げが行われていた場所にトレンチを設け、堆積状況等の確認と記録を行っ

た。規模は、南側で上面の幅で1m、底面の幅0．2m、内外壁高1～1．1m、北側で上面の幅1．2m、底面の幅0．1m、

内壁高1．4m、外壁高1．2mである。平面的に視認できる範囲では最も幅の狭い場所である。DMPを掘り込み、断

面形はⅤ字形を呈す。15層の堆積を確認した。

SK層　⑩・⑮層からなる。TYlのSK層とは色調がやや異なるが、堅く締まった土質は共通する。⑮層堆
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第27図　環壕TY2平面図・土層断面図および遺物出土状況

表6　環壕TY2の堆積

大別　細別　　　　層名　　　色調　　　　　　混入物等

J層　①　灰黄褐色土　　　HuelOYR4／2　　堅く締まる、炭化物・焼土粒を含む

T層　　②　黒色土

③　灰黄褐色土
④　にぷい黄褐色土

⑤　灰黄褐色土
⑥　黒褐色土

⑦　褐色土

⑧　灰黄褐色土

Kl層　（9　褐色土

⑲　黒色土

蔽う頂‾‾‾面‾盲福豆f日日‾

⑫　暗褐色土

K3層　⑬　褐色土

SK層　⑲　褐色土

HuelOYR2／1

HuelOYR5／2

HuelOYR6／4

HuelOYR5／2

HuelOYR3／l

Hue7．5YR4／4

HuelOYR4／2

Hue7．5YR4／4

Hue7．5YR2／1

HuelOYR3／2

HuelOYR3／4

Hue7．5YR4／4

Hue7．5YR4／3

堅く締まる、炭化物・焼土粒を含む
炭化物・焼土粒を含む
炭化物・焼土粒を少量含む
炭化物・焼土粒を含む
軟質、炭化物・焼土粒を含む
堅く締まる、炭化物・焼土粒を少量含む
軟質、炭化物を含む、黄褐色土粒・塊が
炭化物を少量含む
軟質、炭化物・焼土粒を含む

軟質、炭化物・焼土粒を含む
軟質、炭化物を含む

⑮　暗褐色土　　　　　Hue7．5YR5／6　　堅く締まる

積後、その上面にも一時期的に底面が形成されていたものとみられる（第29回TY2第2段階）。しかし、⑮層

が堆積するのはトレンチ北側だけで、トレンチ南側には炭化物を含む⑭層が最下位に堆積している。

K層　⑨・⑲・⑫・⑫・⑬層からなる。いずれも炭化物や焼土粒を含んでいる。堆積状況から、⑨・⑲層をK

l層、⑪・⑫層をK2層、⑬層をK3層とする。SK層の堆積後、掘り直しが行われ（第29図TY2第3段階）、

そこにK3層が堆積する。その後、再び掘り直され（第29図TY2第4段階）、そこにK2層が堆積する。さら
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第28図　環壕TY3平面図・土層断面図および遺物出土状況

に、K2層の堆積後、掘り直しが行われ（第29図TY2第5段階）、Kl層が堆積する。第4段階まで断面形は

Ⅴ字形を指向するが、その後は逆台形から椀形の浅い溝へ変遷する（第29図TY2第6段階）。Kl層からは、

後期前半に位置付けられる壷の胴部（第68図4）1点が出土した。

T層　②・③・④・⑤・⑥・⑦・⑧からなる。いずれも炭化物や焼土粒を含んでいる。K層の堆積により半分

程度埋まった後に、掘り直しが行われ（第29図TYl第6段階）、そこに⑦・⑧層が堆積する。その後、再度、

掘り直しが行われ、内側から⑥層、外側から③～⑤層が堆積する。②層の堆積によってほぼ埋まり、浅い窪みと

なる。Ⅴ－1期の土器（第68図1～3）が出土しているが、他のトレンチとの対応関係から、Ⅴ－2期の堆積と

みられる。包含されている遺物の量は少ない。
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J層　①層がJ層に該当する。T層の堆積後、生じた僅かな窪地に溜まった薄い堆積である。

TY3（第28図、表7、巻頭図版7－2、図版8）

L9グリッドに設定したトレンチで、丘陵の北東側の平坦な場所に位置している。規模は、上面の幅4．1m、

底面の幅0．2m、内壁高2．1m、外壁高1．8mである。断面形はⅤ字形で、DMP、Mzを掘り込む。21層の堆積を確

認した。

SK層　最下層にある⑳層は明褐色を呈す非常に締まった堆積で、TYl・2のSK層に対応するとみられる。

色調からDMPに由来する堆積と考えられる。

K層　⑫・⑬・⑭・⑮・⑲・⑰・⑲・⑲・⑳層からなる。多くの堆積に炭化物や焼土粒が含まれている。堆積

状況から、⑫・⑬・⑭・⑮層をKl層、⑲・⑰・⑲・⑲・⑳層をK2層とする。SK層の堆積後、掘り直しが行

われ（第29図TY3第2段階）、21層上面が一時期、底面を形成していたと考えられる。その後、K2層の堆積

が進み、再び掘り直しが行われる（第29図TY3第3段階）。当初、断面形はⅤ字を指向するが、この段階に、

逆台形に近い緩やかなⅤ字形へと変わる。その後、K3層が堆積し、約半分が埋まる（第29図TY3第4段階）。

埋土中からⅢ期とⅤ－1期の土器（第69図7～10）が出土したが、遺物量は多くない。

T層　②・③・④・⑤・⑥・⑦・⑧・⑨・⑲・⑪層からなる。いずれの堆積も炭化物や焼土粒を含んでいる。

内側から⑥～⑪層が堆積し、浅い窪地となる（第29図TY3第5段階）。その後、②～⑤が堆積し、ほぼ埋まり

きる（第29図TY3第6段階）。Ⅴ－1・2期の土器（第69図1～6）や剥片石器（第81図4）が出土した。

J層　丁層堆積後の僅かな窪地に①層が堆積する。

小結

洞ノ原地区西側丘陵の環壕の全体像については本節　5．まとめで検討を行う。ここでは、環壕の構造、存続

期間や埋没の過程についてまとめる。

環壕の構造　環濠は丘陵頂部をほぼ正円形に囲擁しており、第1次調査では、丘陵北東側から北東方向に延び

る尾根筋の基部（L4・M4グリッド）に、出入り口と考えられる土橋状の遺構が検出されている。

第4次調査では、調査前に実施した踏査や測量成果をもとに、T3付近にも出入り口に類する遺構の存在を想

定した。しかし、T3を調査した結果、環濠は途切れず続いており、この場所にそうした遺構の痕跡を兄いだす

表7　環壕TY3の堆積

大別　細別　　　　層名

J層　　①　褐灰色土

で層　　②　橙色土

③　灰褐色土

（り　橙色土

（9　橙色土

⑥　にぷい黄橙色土
⑦　褐灰色土

（砂　にぷい黄橙色土

（9　灰黄褐色土

⑲　灰黄褐色土

⑪　灰黄褐色土

色調

HuelOYR5／1

Hue5YR6／6

Hue7．5YR6／2

Hue5YR6／6

Hue7．5YR6／6

Hue7．5YR6／4

HuelOYR6／1

HuelOYR6／3

HuelOYR5／2

HuelOYR4／2

HuelOYR5／2

混入物等

炭化物・焼土粒を含む

灰褐色土塊が混ざる

炭化物を少量含む

灰褐色土塊が混ざる

炭化物・焼土粒を含む

炭化物を少量含む

炭化物・焼土粒を少量含む、地山塊・黄褐色土塊を含む

炭化物・・焼土粒を少量含む、地山塊・灰褐色土塊を含む

炭化物・焼土粒を少量含む、地山塊を含む

炭化物・焼土粒を含む、地山塊を多く含む
炭化物・焼土粒を少量含む、地山塊を含む

炭化物・焼土粒を含む

堅く締まる、炭化物・焼土粒を多量に含む

炭化物・焼土粒を多量に含む

堅く締まる、炭化物・焼土粒を多量に含む

Kl層　⑫　にぷい黄褐色土　　HuelOYR5／4

⑬　暗灰色土　　　　　Hue2．5YR4／2

⑭　暗オリーブ褐色土　Hue2．5YR3／3

⑮　黒色土　　　　　　Hue7．5YR2／1

K2層　⑲　黄褐色土　　　　　HuelOYR5／6

⑰　黒褐色土　　　　　HuelOYR3／2

⑲　褐色土　　　　　　HuelOYR4／6

⑲　褐色土　　　　　　HuelOYR4／6

堅く締まる

軟質、炭化物を含む、褐色土塊が混ざる
炭化物を含む、黒褐色土塊が混ざる

堅く締まる、炭化物を少量含む

Hue7．5YR6／6　　堅く締まる

Hue7．5YR5／6　　堅く締まる
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ことはできなかった。

また、晩田山11号境のあるTY1－TY2間で、環壕の幅が急に狭くなる。墳丘下については、出入り口に類

する遺構の有無を確認できないが、この場所が洞ノ原地区東側丘陵との結節部を形成する鞍部に向かう尾根の基

部にあたること、そして環濠の幅が狭まることを勘案すると、このあたりが東側へ抜ける出入り口に相当する場

所であった可能性は高い。

なお、以前、Tlで観察したT層の堆積状況をもとに、環濠の内側に部分的な土累状の土盛りがあった可能性

を想定したことがある（渡田2001）。当時、Tl・T2の調査成果をもとに、環濠の内壁の高さが十分に確保で

きない部分の高さを確保するための工夫と理解していた。しかし、丘陵頂部の平坦部にあたるTYO北壁・TY

l・TY2にこうした堆積が確認できない。したがって、環濠内外の堆積状況から判断する限り、外側に土累が

存在した可能性は否定できるが、内側に土累が存在したことについては、十分な確証を得ることができなかった

と言わざるをえない。

存続期間と埋没過程　弥生時代の遺物包含層を掘り込まないため、環濠の掘削時期の上限を定点的に特定する

ことは難しい。しかし、各トレンチ下層（K層）からⅤ－1期の土器が少量出土することから、この頃に環濠の

埋没が始まっていることがわかる。

また、Tl・T2・TYl・TY2・TY3に堆積するK層を構成する各細別層に、切り合い関係や不整合が

観察される。こうした状況は、Ⅴ－1期以降の堆積が不断のものではなかったことを示している。つまり、K層

が堆積する過程で、環濠を維持するための掘り直しが行われていたと考えられるのである。

ただし、この掘り直しは埋没した環濠を再び掘削し直すといった大がかりなものではない。環濠中に堆積した

埋土を掘り込みながら、Ⅴ字状の断面形を維持する程度の掘り直しである。そのため環濠は、溝としての体裁が

維持されつつも、次第に浅く、歪なものへと変わっていく。

一方、丘陵南西側の斜面地に設定したT3やTYOには掘り直しの痕跡がそれほど顕著にみられない。これは、

斜面地を段状に切り崩して、環壕を掘削した場所では、内壁の高さが十分に確保できることと無関係ではないだ

ろう。すなわち、内壁の高低差が十分に保たれているから、多少堆積が進んでも、平面的にも立体的にも環濠の

体裁を維持することができたと考えられる。丘陵北東側の平坦な場所に掘られた環濠は内外の高低差が少なく、

環濠内の堆積が進むと、環濠の体裁を保つことができない。そこで、部分的な掘り直しを繰り返しながら、環濠

の形を維持していく必要が生じたのである。

また、Tl・TYl・TY2ではT層中にも細別層の切り合いが確認できる。したがって、V－1期からⅤ－

2期にかけて簡易な掘り直しにより環濠が維持されてきたことが判る。そして、Ⅴ－2期の時間幅の中で掘り直

されなくなり、もとより内・外壁の高低差の少ないTYl・TY2・TY3では、T層の堆積によってほぼ環濠

の上面まで埋没が進む。

そして、内壁の高いTYO・Tl・T2・T3では、T層堆積後に環壕の痕跡を留める窪地が生じる。そこに

堆積するJ層には土器片や炭化材等が多量に包含されている。特にT3・J層中に折り重なるように堆積してい

る土器や礫は、環濠の埋没が進んだⅤ－3期に至り、生活残淳の廃棄が行われていたことを如実に示している。

文献

溝田竜彦2001「洞ノ原地区西側丘陵の発掘調査概報一妻木晩田遺跡第4次調査－」渡田編『妻木晩田遺跡発掘調査研究年報

2000』、鳥取県教育委員会、20頁～24頁
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第29図　環壕の埋没過程変遷模式図
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2．住居跡

住居1・2・3（第30～39図、巻頭図版8－2、図版10～18－3・29～35－1）

H7・H8・H9・I7・I8グリッドに位置する竪穴住居跡である。丘陵東側の媛斜面で、重複する3棟の

竪穴住居跡を検出した。いずれも、竪穴部を取り囲む周堤帯と、周堤を取り囲む溝（以下、周境港）、および住

居内から外に延びる排水溝を伴う。このうち、住居1・2を完掘、住居3については住居に付帯する溝の一部を

調査した。

この3棟は住居2→住居3→住居1（1a→1b）という新旧関係にある。平面的な構造が共通する竪穴住居

が同一場所に重複することから、ほぼ一連の連続的な建て替えが想定される。

住居1（第30～34図、巻頭図版8－2、図版10～12・31～33－1）

隅丸方形の竪穴部に、半円状を措く周堤溝を伴う竪穴住居跡である。住居2の竪穴部と住居3の排水溝を切っ

て造られている。周壁から約0．2m内側に周壁溝の痕跡があることから、一度の拡張が行われていることがわか

る。以下、拡張前を住居1a、拡張後を住居1bと呼称する。

住居1bの平面規模は4×4．3m、周壁の高さは検出面から床面まで約0．4mである。各隅寄りに4カ所、柱穴

（Pl～4）がある。周壁溝は伴わない。一方、住居1aも隅丸方形を呈すようで、平面規模は約3．5×3．5mと推

測される。しかし、住居1bとは逆に、周壁溝があるものの、柱穴が認められない。

住居1bの床面には、本来、貼り床が施されていたと考えられるが、調査で検出した床面には凹凸があり、平

坦ではない（第30図、図版11－1・2）。竪穴部南東側と中央部に本来の床面が残っている。竪穴部南東側には、

直線的な段がある。意図的にベット状の段を形成しているようにもみえるが、掘り込まれた底面は不規則に窪ん

でおり、竪穴住居の廃絶時に床面が撹乱された可能性も考慮しておきたい。

竪穴の中央部には楕円形のピットがある（以下、中央ピット）。平面規模は0．7mXO．6m、深さ0．3mである

（第32図）。ピット内の埋土は1層である。埋土を全量持ち帰り、水洗した結果、イネ（7個体）、アワ（1個体）、

カラスザンショウ（10～13個体）の炭化種実を検出した。中央ピットの北側には、地床炉が設けられている（第

32図）。ほぼ円形に焼けており、規模は直径0．25m、炉面の色調は暗赤褐色（HuelOR3／6）である。

また、床面には南西方向に直進する幅約0．2mの溝が掘られている（第30図）。深さは0．1m程で、竪穴部北東隅

のP4横から、中央ピットに向かう。さらに、中央ピットから南西方向に延び、周壁を貫いて竪穴部外に抜ける。

外に抜けた溝は、周壁から約3m南西に直進したところで、くノ字に屈曲する。周壁から外に0．6m程はもとは

トンネル状に掘り抜かれていたようで、港内には天井部分のDMPが崩落していた。溝の壁の一部には天井の痕

跡が残存しているところもある。さらに、そこから1．5mの間は壁面が二段に掘り込まれている。この部分には、

蓋が掛けられていたものと推測され、トンネル部分と併せて2mの範囲は周堤下に設けられた暗渠であったと考

えられる。緩斜面に向かって溝が延びることから、排水の役割を果たしたものと思われる（以下、この溝を排水

溝と仮称する）。排水溝内の堆積は1層で、Ⅵ－2期の壷2個体（第72図1・2）が出土した。

竪穴部の東側には弧状に溝が巡る。これは竪穴部の周囲に盛られた周堤に付帯する溝と考えられる（以下、周

境港と呼ぶ）。周堤の痕跡は全く残っていなかったが、竪穴部と周堤溝の間隔を考慮すると、本来は、周囲に幅

2m程度の周堤が巡っていたことが判る。この幅は排水溝に想定される暗渠の長さとも一致する。外から覆い被

さるように竪穴部内に堆積する（彰層は（第31図A－A’、B－B’）、本来、周堤に由来するものと考えられる。

周堤溝の幅は、最も狭いところで0．3m、広いところで0．6mである。断面形は縦に長い逆台形で、深さは0．5m

である。竪穴住居の後背部分から綾い傾斜にそって溝が設けられており、周堤に伴う排水施設と考えられる。周

堤溝の中には3～4層が堆積しており、北側部分から器台（第72図3）、剥片石器（第81図13・14・16）が出土
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①黄灰褐色土（肋e2．5Y5！2）炭化物を多く含む
②灰褐色土（Hue7．5Y5／2）やや軟質

（訂黄褐色土（Huc2．5Y5／3）地山によく似る
④灰褐色土（Hhe7．5YR6／2）炭化物・焼土を含む
⑤明褐色土（Hue7．5YR5／6）炭化物を少量含む
⑥明褐色土（Hue7．5YRj／6）炭化物を少量含む、灰黄褐色土が混ざる

⑦灰黄褐色土（HuclOYR4／2　炭化物を少量含む
（紗第Ⅱ層
⑨黒褐色土（Hue7．5YR3／1）炭化物を少量、焼土を微量含む

⑩第Ⅴ層

o S＝1：60　　　2m

第30回　住居1平面図
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①黒褐色土（HuelOYR3／1）

須恵器等を包含、軟質で炭化物を多く含む
②暗黄灰褐色土（HuelOYR3！2）

土器、炭化物を少量含む

③黄灰褐色土（HuelOYRj舟）

土器を多量に包含する、炭化物・焼土を含む
④褐色土（HhclOYR4舟）

土器を少量含む、地山塊・粒が混ざる

o S＝1：60　　　2m

第31図　住居1土層断面図

した。なお、周堤を含めると、住居1の平面規模は直径9mを越える。

一方、竪穴部には4層の堆積が認められる。最下層にある④層は床面の凹凸にそって堆積している。④層中ま

たは床面直上からは、Ⅵ－2期の土器（第71図23～29）、鉄器（第92図9）、砥石（第87図5）、桂花木（第87図

1）が出土している。
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①黒褐色土（Hlle7．5YR3／1）

炭化物・焼土粒を少量含む　旦坦辿
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O S＝1：40　　　　　　　　　2m

第32図　住居1中央ピット・排水溝

（り層上に堆積する③層からは大量の土器（第70・71図1～22）、礫石器（第87図2）、鉄器（第92図1～3）が

出土した。（り層堆積後に生じた窪地に土器等の廃棄が行われたものと考えられる。出土した土器は弥生時代終末

期（Ⅵ一2期）から古墳時代前期初頭の特徴をもつものが大部を占めており、この中に、Ⅴ－2～Ⅵ－1期の土

器が少量混在している。

また、遺構検出時、須恵器の壷（第79図4）の破片が住居1上面やその周辺に散在していた。（》層中からも接

合関係にある資料が出土している。住居1は③層堆積後も、完全に埋まりきっておらず、後世、そこに須恵器片

が流入したものとみられる。

住居2（第35～37・73図、巻頭図版8－2、図版13～17・33－2・34）

ほぼ円形を里す竪穴部と馬蹄形に巡る周堤溝からなる竪穴住居跡である。住居1の竪穴部と周堤溝、住居3の

周堤溝に切られる。

竪穴部の規模は直径5．5～6m、検出面からの深さは0．3～0．5mである。周堤を想定した平面規模は12．5m（周

堤溝の内壁上端部間で計測）である。竪穴部の南側は住居1に切られて失われている。床面に柱穴を4カ所確認

しているが（Pl～4）、本来は5本柱で構成される竪穴住居と考えられる。各柱穴ともに柱痕は確認できなか

った。P2からⅤ－3期の壷（第73図13）、P4から同じくⅤ－3期の襲（第73図12）が出土した。

床面には薄く貼り床が施されており、被熟により赤化した地床炉が2カ所にある（第37図）。また、住居1と

同じく中央ピットと排水溝が設けられており、その周辺には約1．5mの範囲に炭化物の広がりが認められた。

検出時の中央ピットの平面形はほぼ円形である。しかし、南西側は2段掘りになっており、ピットの主体部分

は長軸0．6m、短軸0．5mの楕円形を呈す。土坑内には5層の堆積が認められる。層位毎に埋土を全量持ち帰り、

水洗を行った。その結果、（D・（塾・⑤層からカラスザンショウ（各1個体）の炭化種実、③層からはイネ（5個
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第33図　住居1・④層・周堤溝遺物出土状況
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第34図　住居1・①・③層遺物出土状況
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④

第36図　住居2遺物出土状況

－57～58－



90．5m

C

O S＝1：40　　　　　　　　　　　2m

S＝1：10

9　1P　　甲　㌻

②①
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ト

①にぷい黄褐色土（HuelOYR4／3）炭化物・焼土を含む
②褐灰色土（HuelOYR4／1）炭化物・焼土を多量に含む

③褐色土（Ihe7．5YR4／3）焼土を少量含む
④褐灰色土（melOYR4／1）炭化物・焼土を多量に含む

⑤灰黄褐色土（HuelOYR4／2）炭化物・焼土を少量含む
⑥褐灰色土（me5YR4／1）にぷい赤褐色土（Hue5YR4／1）を多量に含む
⑦褐灰色土（Hue5YR4／1）⑥層の下位にあり、炭化物を多く含む

a灰黄褐色（HuelOYR5／2）上面に炭化物が認められる
b暗赤褐色（Hue2．5YR3／3）上面に炭化物が少量絡められる
C赤褐色（he2．5YR4／6）

d赤褐色（Hue2．5YR3／6～Hue5YR4／8）上面に炭化物が多量に認められる

第37図　住居2中央ピット・地床炉1・地床炉2
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土器・炭化物・焼成粘土塊出土状況 焼成粘土塊分布状況

o S＝1：10
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第38図　住居2周堤溝土器溜まり
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体）、アワ（1個体）、カラスザンショウ（1～2個体）の炭化種実を検出した。また、②・③層から微少な粒状

の物質（9点）を検出した。この中には、表面に気泡状の凹凸があり、光沢を帯びた青灰色を呈すものがある。

粒状浮とも考え得るが、いずれも磁石には反応しない。

2基の地床炉は排水溝の北側に設けられており、排水溝に沿うように距離をおいて並ぶ（第37図）。地床炉1

は掘り方をもたない炉で、床面がそのまま熱を受け変色している。被熱の範囲は歪な楕円形を呈しており、大半

が暗赤褐色（Hue2．5YR3／3）に変色している。部分的に色調の異なるところがあり、北側約1／3には灰黄褐色

（HuelOYR5／2）を帯びる範囲がある。炉の上面には炭化物が少量認められた。地床炉2は床面を浅く皿状に掘

り窪めた炉である。平面形はほぼ円形を呈し、底面に2カ所の小ピットを伴う。底面は全面が赤褐色

（Hue2．5YR3／6）に変色している。被熟は掘り方の外にもおよび、その北東側も赤褐色（Hue2．5YR3／6）に変色

しており、微少な炭化物が多く散らばっていた。なお、底面にある小ピットの壁面や底面は赤化していない。炉

内には2層の堆積が認められた。北側に微細な炭化物を多く含む⑦層があり、その上に炭化物や焼土をほとんど

含まない⑥層が堆積する。埋土を水洗した結果、炉直上（⑥層上）の土からイネの炭化種実（3固体）、⑦層中

からカラスザンショウの炭化種実（2固体）を検出した。

排水溝はP3の南側から中央ピットに向かって南西方向に延びる。中央ピットを経て、南西側の周壁を貫き、

そこからやや西に方向を変えて周堤溝に合流する。竪穴部外の溝の規模は幅0．4m、深さ0．6mで、港内には2層

が堆積していた。周堤溝に近づくにしたがい溝の幅が広がっていく。周壁溝から1m程はトンネル状に掘り抜か

れており、周堤下に設けられた暗渠であったことがわかる。しかし、周堤下にあたる他の部分には住居1の排水

溝にある蓋受け機能を果たす2段堀は認められないから、溝の上面に直接、蓋を架し暗渠としていたか、この部

分で周堤が一度途切れて溝が開口していた可能性が考えられよう。

一方、竪穴部内における排水溝の規模は、幅0．3～0．4m、深さ0．15mである。周壁側、0．6mの範囲を除き、2

段掘りを呈しており、上面には蓋が架けてあったものと推測される。また、地床炉1付近の埋土には焼土が含ま

れていた。この焼土混じりの土を全量持ち帰えり、水洗した結果、イネ（4個体）、ブドウ属（1個体）、モモ

（1個体）、カラスザンショウ（10～12個体）を検出した。この他にⅤ－3期の嚢（第73図11）が港内から出土し

ている。

周堤溝は竪穴部の後背を馬蹄形に取り囲む。竪穴部と周堤溝の間には、本来、周堤が存在したはずであるが、

その痕跡は残っていない。幅は2．5～3mで、西側が広く、東側が狭い。周堤溝が開口する南側に入り口が想定

できる。周堤溝の幅には広狭があり、0．4～0．8mである。北東側の断面形は縦に長い逆台形を呈す。

上面の幅が広くなる北西側の断面形みると、2段掘りのように壁面の途中で傾斜が変わっている。こうした断

面形はこの部分に限られており、2段掘りを意識したものではなく、廃絶する過程で肩が崩れたものと考えられ

る。溝の中には3層がほぼ水平に堆積しており、Ⅴ－3器の土器（第73図18～24）が出土した。

また、周堤港が南東側に緩やかに外反していくところから、Ⅴ－3期の嚢や高杯等（第73図14～17）、焼き締

まった粘土塊（以下、焼成粘土塊）が一括で出土した。溝の底面には炭化物や焼土が堆積しており、その上に土

器がのる。炭や焼土の広がりは港内1．5mの範囲に広がる。接合関係にある土器片は近接して出土しているが、

完形に復原できる個体は認められない。焼成粘土塊は焼土中に多く含まれており、約10cm弱程度の拳大のものか

ら、1cm未満の粒状のものがある。周堤溝の壁面や底面には焼成を受けた痕跡がないことから、他所から運ばれ

廃棄されたものと考えられる。

竪穴部内は4層の堆積が認められる。南北方向に設定した土層断面では、周壁から床面中央部にむかって健や

かに傾斜するように堆積している。埋土中からⅤ－3期の土器（第73図1～10）、剥片石器（第82図1）、鉄器

（第92図10・11）等が出土した。
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調査区外

①暗灰黄色土（Hue2．5Y4／2）

（か暗灰黄色土（Hue2．5Y4／2）　黄褐色土の塊を多く含む
③にぷい黄褐色土（HuelOYR5！4）

④暗灰黄色土（Hue2．5Y4／2）
（9にぷい黄褐色土（HuelOYR4／3）　炭化物を少量含む

⑥にぷい黄褐色土（HuclOYR5！4）　炭化物・焼土を含む　住居2周堤
薄塩土

⑦黒褐色土（HuelOYR3／2）　炭化物を多く含む　住居2周堤薄塩土

o S＝1：60　　　2m

第39図　住居3

住居3（第39・74図1～5、図版18－3・35－1）

歪な円形を里す竪穴部と、その西側に半円を措くように巡る周堤溝からなる竪穴住居跡である。竪穴部が住居

2の周堤溝を、周境港が住居2の竪穴部を掘り込む。また、竪穴部の東端部と排水溝は住居1の周堤溝に切られ

る。ここでは、竪穴部の調査は行わず、周堤溝と排水溝の一部を掘り下げ、時期の特定等を行った。

竪穴部の規模は直径約6．5m、周堤も含む平面規模は約13mと推測される。周堤溝の断面形はU字形を呈し、

幅0．5～0．6m、深さは0．4mである。港内には4層が堆積しており、下層中からⅤ－3の土器が出土している（第
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o S＝1：60　　　2m

第40図　住居4

（9第Ⅱ層

②にぷい黄褐色土（HuelOYR5／3）
③黒褐色土（HuelOYR3佗）

④にぷい黄褐色土（HuclOYR5／3）
⑤灰黄褐色土（HuclOYR6！2）

74図1～5）。また、南西方向に延びる排水溝を伴う。断面形はU字形で、深さは0」．5～0．3m、幅は0．35～0．65m、

竪穴部よりの溝の底には、東から西に下る緩やかな段がある。

住居4（第40・74図6・7、図版18－1・2、35－1）

G7・G8グリッドに位置する。ほぼ円形を呈す竪穴住居跡である。基準線7に設定した土層観察用の畦が住

居のほぼ中央を縦断する位置にあり、南半部にトレンチを設定した。平面規模は約5m、深さは検出面から0．5

mである0住居の南側壁面には土が盛り上げられている（⑤層）。竪穴部内には3層が堆積しており、③層中か

らⅥ－2期の土器が出土した（第74図6・7）。④層上に覆い被さるように堆積する③層は、周堤に由来するも

のかもしれない。

住居5（第40・74図8～10、図版35－1）

G7グリッドに位置する。丘陵の南で、複数重複している竪穴住居跡群の一角にある。平面形は定かではない。

また、住居4に東側を切られる。検出作業中に埋土上面から土器が出土した（第74図8～10）。8・10はⅥ－1

期の土器と考えられる。竪穴部内の調査は行っていない。
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調査区外

第41図　住居6、住居7
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①にぷい黄褐色土（HuclOYR5／4）
炭化物を少量含む、地山塊が混ざる

②灰黄褐色土（melOYR4！2）
炭化物を少量含む、地山塊が混ざる

③暗褐色土（mclOYR3／3）

炭化物を少量含む
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鉄錆の分布範囲
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住居6（第41・74図11、図版18－4・5）

G6・H6・H7グリッドで竪穴住居跡に付帯するとみられる周堤溝と排水溝を検出した。H6・I6に位置

する晩田山10号境の墳丘下に竪穴部が存在するものと考えられる。周堤溝は、住居2同様、竪穴部の後背を弧を

措くように巡るようである。また、竪穴部内から派生するとみられる溝が南北に延びる。周堤溝との位置関係を

考慮すると、住居1・2同様、排水溝と推測される。周堤溝が南側でくノ字に屈曲しているのは、排水溝を意識

したものであろう。周境港の円弧を基に推定される規模は、住居2とほほ同規模の竪穴住居跡と考えられる。

時期を特定するために、周堤溝の一部を掘り下げて調査した。周堤溝の断面形は縦に長い逆台形を呈しており、

幅0．25～0．4m、深さは0．25～0．35mである。溝の中には3層が堆積しており、埋土中からⅤ－3期の要（第74図

11）が出土した。排水溝の幅は竪穴部に近い北よりのところで0．35mである。南側にむかって若干幅が狭まって

いく。

住居7（第41図）

G7・H7グリッドに位置する。一辺約3．5mを測る隅丸方形の竪穴住居跡と考えられる。調査は平面形の検

出に留め、埋土の掘り下げは行っていない。検出作業中、埋土中にⅥ期の土器小片を確認した。また、鉄錆が約

1．2mの範囲に広がる部分があった。

住居8（第42図、図版20－1・2）

D4・D5グリッドに位置する。第2トレンチの北側で竪穴部約1／4を検出した。晩田山9号境の周溝に南側

の一部を切られる。竪穴部は直径5m程の円形を里すものと推定される。第2トレンチ北壁にそって東西方向の

サブトレンチを設定し、床面まで掘り下げた。壁際には周壁溝が巡り、地床炉、炭化物の面的な広がりを各1カ

所、検出した。竪穴部の堆積はほぼ1層である。竪穴部を埋める④層中から弥生土器の胴部小片が少量出土して

いる。

J ④

－65－

①表土
②第I層
③第Ⅱ層

④黄褐色土（HuelOYR5′6）炭化物を少量含む、地山塊が混ざる
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3．土坑

土坑9（第43図、図版19）

I8グリッドに位置する隅丸長方形の浅い土坑である。平面規模は0．85×0．65m、深さは0ユ5mである。住居2の

周堤溝等を切る。遺構の上面で、炭化物の面的な広がりと、微細な板状の鉄片が大量に散在する状況を確認した。

特に時期を指し示す遺物は出土していないが、住居2の周堤溝を切ることから、Ⅴ－3期以降の土坑と考えら

れる。最も包含層の薄い場所にあり、後世に降る可能性を全く否定できるわけではないが、次のような状況証拠

から古墳時代前期初頭までの時間幅におさまる遺構と理解できる。1つめは、調査地内において古墳時代前期後

半以降の恒常的な生活や活動の痕跡が希薄である。調査区内から平安時代以降の所産とみられる須恵器や土師質

器が若干は出土しているが、量も少なく、こうした土器に伴う明確な遺構もない。2つめは、埋土が弥生時代後

期～古墳時代前期前半の遺構を埋める土に近似していることである。

微細な鉄片の分布は、土坑上面に広がる炭化物の広がりに概ね対応するように、2カ所にまとまりが認められ

る。埋土は1層で、鉄片は検出面および埋土の上位に集中しており、土坑の底面付近からは出土していない。埋

土中には少量の焼土が含まれているが、内壁や底面に被熟による赤化は認められない。

調査時には微細な板状の鉄片を鍛造剥片と考え、鍛冶炉または鍛治に関連する遺構ではないかと推測した。し

かし、金属学的分析調査の結果、この鉄片が、層状に剥離または垂直に割れ弾け散った鋳造鉄板の剥片との解釈

が示された（第Ⅵ章第1節・第2節参照）。これにより、当遺構が直接的に鍛冶に関連する遺構ではないことが

判明した。

①暗灰褐色土（Hue2．5Y4／2）炭化物や焼土がごく僅か含まれている
②住居2周堤溝埋土

（諺ピット埋土
④土坑埋土

O S＝1：20　　　　　　1m

土坑10（第44図）

J8グリッドに位置する楕円形の土坑である。平面規模は1ユ×0．6m、深さ0．1mである。検出時、埋土中に多

量の焼土粒が含まれているのを確認した。そこで、内容を確認するため半裁を行った。土坑内には2層が堆積し

ており、焼土粒は①層にのみ含まれている。底面は平坦ではなく、南東側の壁の立ち上がりは不明瞭である。内
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壁や底面に被熟の痕跡などは認められなかった。遺物は

出土していないが、埋土が弥生時代後期～古墳時代前期

初頭の遺構を埋める土に近似していることから、当該期

の遺構と考える。

土坑11（第75図1～4）

I7・I8グリッドに位置する円形の土坑である。平

面規模は直径約1mである。3基の土坑が重複しており、

それぞれの前後関係は判らない。遺構検出時に埋土中か

らⅤ－3期の土器が出土した（第75図1～4）。

土坑12（第75図5～7）

G8グリッドに位置する楕円形の土坑である。平面規

模は1．6×1mである。遺構検出時に埋土中からⅥ－1

期のものとみられる土器が出土した（第75図5～7）。

土坑13（第75図8～10）

④

O S＝1：知　　50m　①褐色士（H此10YR郁）焼土粒を多量に含む

と＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　　②蕎色土（H恥7．5YR4ノ6）

第44図　土坑10

H7・H8に位置する歪な楕円形の土坑である。平面規模は3×2．8mである。住居1の排水溝に切られる。

遺構検出時に埋土中からⅥ－1期の土器が出土した（第75図8～10）。

土坑14（第75図11・12）

I8グリッドに位置する長い楕円形を呈す土坑である。平面規模は1．6×0．3mである。複数の土坑と重複して

いる。遺構検出時に埋土中からⅤ－3期の土器が出土した（第75図11・12）。

4．溝

溝1（第75図13）

H7グリッドに位置する溝状の遺

構である。幅0．2～0．4mの溝が半円

を描くように弧状に巡る。断面形は

浅い皿状で、深さは0．08mである。

埋土は1層である。Ⅴ－3期の土器

が1点出土している（第75図13）。

土坑7、住居2周堤溝・排水溝と重

複しており、土坑7を切っている。

住居2周堤溝・排水溝との切り合い

関係は捉えられなかった。

O S＝1：40　　　　　　　　　　2m

第45図　溝1

－67－



5．まとめ

今回の調査によって、現存する古墳の下層を除き、丘陵上における遺構の分布状況が一応全て明らかになった。

ここでは、環壕と竪穴住居跡を中心に弥生時代後期における各時期毎に遺構の在り方を整理しておく。

後期前葉（Ⅴ－1期）

丘陵頂部を囲擁する環濠は、埋没と軽微な掘り直しを繰り返しながら、維持がはかられている。では、環壕に

囲擁された空間にはどのような遺構が存在していたのか。

ところが、調査の結果、Ⅴ－1期に特定できる遺構は確認できなかった。遺構検出面であるDMPや第Ⅴ層

（ローム層）上には、後期中葉～古墳時代前期前葉の土器を包含する第Ⅱ層が間層を介さず堆積している。Ⅴ－

1期以前の土器も第Ⅱ層中に少量認められるが、混入の城をでない。Ⅴ－1期の土器を主体的に包含する堆積の

欠如をもって、その後、造成が行われたとみるなら、そうした状況が障壁となり、当該期の遺構の存在を捉える

ことができない可能性があることにも注意は必要である。

しかし、Ⅴ－1期の土器は環濠内のK層からも数点レベルでしか出土しない。こうした状況は、環濠が埋没し

ていく過程で、Ⅴ－1期の土器が大量に包含される環境になかったことを示している。このような状況を、当丘

陵で恒常的な生活が確実に行われているⅤ－3期の土器量と比較した場合、その量比に反映される日常的な営み

は極めて「希薄」である。

したがって、現状で想起されるのは、明確な遺構を伴わない空閑地を巡る空堀、それが妻木晩田遺跡の西端に

位置する丘陵に築かれた環壕像である。

後期中葉（Ⅴ－2期）

部分的な掘り直しと、堆積の累積によって次第に浅く歪になった環壕は、Ⅴ－2期以降、掘り直されなくなる。

環濠の内側からT層の堆積が進み、丘陵北東側ではほぼ上面まで、丘陵の東側から西側にかけては約2／3程度が

埋没する。K層に比べ、T層中に含まれるⅤ－2期の土器量は多い。ただ、当該期の遺構の有無については前段

階同様に不明である。

後期複葉（Ⅴ－3期）

洞ノ原地区西側丘陵で確認されている埋没時期の確実な竪穴住居跡はいずれもⅤ－3期以降のものである。今

回、調査を行った住居1・2・3は、平面的な構造をほぼ同じくする竪穴住居跡である。Ⅴ－3期以降、同一の

場所に連続して建て替えが行われており、少なくともⅤ－3期以降には恒常的な居住が行われていたことがわか

る。

また、環壕内J層には大量の遺物が包含されている。土中には多量の炭化材が含まれており、土器や礫石器が

重なり合うように出土することから、廃棄行為に伴う堆積と考えられる。恒常的な営みの開始とともに、環濠の

痕跡を留める窪地に生活残津が廃棄されるようになったものと理解できる。

終末期（Ⅵ－2期）以降

環濠はほぼ埋没するが、丘陵南西側に残る段状の地形が環濠の名残を僅かに留めていたようである。Ⅵ－2期

に廃絶した住居2は、埋没の過程で廃棄土坑として利用されている。それに伴い形成された住居2・③層から出

土する土器の多くはⅥ－2期の特徴をもつが、口縁端部が面取りされる古墳時代前期初頭の土器も含んでいるか

ら、しばらくの間、廃棄が行われていたことが推測される。この住居2は、その後、埋まりきらないまま放置さ

れ、上層には後世に表土を形成したとみられるクロボクが堆積している。したがって、ここにみられる廃棄行為

は、洞ノ原地区西側丘陵における最終段階の居住に伴うものである可能性が高い。

また、古墳時代前期中葉以降に築造される晩田山10号境の周溝が遺構検出面を覆う第Ⅱ層を掘り込む。Ⅴ－3

期以降、続いた居住は古墳時代前期前葉に終焉を迎え、しばらくの間断を経て、古墳の造営が始まるものとみら

れる。
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第6節　古墳の確認調査

今回の調査では、晩田山古墳群に含まれる晩田山7・8・9・10号境の周溝の一部を検出した。このうち晩田

山10号境については周溝にトレンチを設定し、調査を行った。さらにB3・B4・C3・C4・D4・D5グリ

ッドに設定した第1・第2トレンチで新たな古墳2基を確認し、それぞれ晩田山34号填、晩田山35境と命名した。

1．晩田山7・8・9号墳（第46・49図）

7号墳　南側に延びる尾根の基部にあたる平坦部にある円墳である。墳頂部の標高は90．61m、墳丘の直径は

約14mと推測され、残存する墳丘の高さは現況で約1．6mである。墳丘上には2カ所に撹乱坑がある。G5グリ

ッドで墳丘南東側に巡る周溝を検出した。周溝検出面から古墳の時期を示す遺物は出土していない。

O S＝1：800　　　　　　　　80m

第46回　古墳分布図
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8号墳　丘陵頂部から舌状に張り出す尾根にある円墳である。環濠の上面に位置している。墳頂部の標高は

88．07m、墳丘の直径は約12mと推定され、墳丘の高さは現況で約1mである。E4・F4グリッドで墳丘の西

側に巡る周溝の一部を検出した。周溝検出面から古墳の時期を示す遺物は出土してない。

9号墳　丘陵頚部から舌状に張り出した尾根にある円墳である。8号境の南側に連なる。墳頂部の標高は

87．85mである。墳丘の直径は約13mと推定され、墳丘の高さは現況で約0．9mである。D4グリッドで墳丘の南

東側に巡る幅1mの周溝を検出した。周溝に直行するサブトレンチを設定した。深さは0．15mと浅い。3層の堆

積を確認した。周溝検出面や周構内から古墳の時期を示す遺物は出土していない。

2．晩田山10号墳（第46・47・78図、図版21－1～3）

洞ノ原地区西側丘陵の中心部に位置する古墳である。墳頂部の標高は91．11mで、残存する墳丘の高さは現況

①表土

（診第I層
③褐灰色洞ノ原地区西側丘陵（HuelOYR4／1）④の漸移層

④黒褐色土（HuelOYR3／1）土器を包含する
⑤黒褐色土（HuelOYR3／2）土器を包含する
⑥灰褐色土（HuelOYR4！2）土器を包含する
⑦にぷい黄褐色土（nlclOYR4／3）地山粒が混ざる

⑧黄灰色土（Hue2．5Y5／1）第Ⅱ層

④

第47図　晩田山10号墳
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O S＝1：80　　　　　　　　4m

（訪表土
②第1層

③褐灰色土（HuclOYR4／1）　晩田山34号墳周渚埋土、炭化物を少量含む
④灰黄褐色土（HuelOYR5／2）　晩田山34号墳周溝埋土
⑤にぷい黄褐色土（HuelOYR5！3）　晩田山34号墳周溝埋土

⑥にぷい黄褐色土（HuelOYR5／4）　晩田山34号墳周溝埋土
（む第Ⅱ層
⑧ビット埋土
⑨土坑6埋土

⑳にぷい黄褐色土（HuclOYR5／3）
⑪第Ⅲ層

第48図　晩田山34号墳
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④

第49図　晩田山9号墳・35号墳
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で約1mである。I16・I6・I7グリッドで墳丘の西側に巡る周溝を検出した。直径14mの円墳と推定される

が、I7グリッドにおける周溝の形を勘案すると方墳の可能性もある。

墳丘の北東側から墳丘の中心に向けて直行する方向にトレンチを設定し、周溝の調査を行った。周溝の規模は

幅2．3m、深さ0．5mである。周溝の壁は媛やかに立ち上がり、断面形は皿状を呈す。周溝は第Ⅱ層とDMPを掘り

込んでおり、港内には5層が堆積している。埋土は、DMPの2次堆積とみられる⑥・⑦と、旧表土（クロボク）

に由来する④・⑤層に大別できる。⑥層および底面から少し浮いたところから古墳時代前期中葉の土器（第78図）

が出土した。大型の壷で、土器棺であろう。上位の③④層中にも接合関係にある小片が散在しており、墳丘から

転落したものと考えられる。

弥生時代後期～古墳時代前期前葉の土器を包含する第Ⅱ層を掘り込むことと、出土した壷の形態から、古墳時

代前期中葉に築造された古墳と考えられる。

3．晩田山34号墳（第46・48図、図版21－4）

C3グリッドに位置する。第1トレンチで周溝を確認した。周溝から推定すると、直径8mの円墳と推定でき

る。周知の古墳ではなく、墳丘の盛り上がりは不明瞭である。周溝の2カ所にサブトレンチを設定し、港内の状

況を調査した。周溝の規模は幅2．2m、深さ0．35m、周溝の壁は緩やかに立ち上がり、断面形は浅い皿状を呈す。

周港内には6層が堆積している。周溝検出面や周港内から古墳の時期を示す遺物は出土していない。

4．晩田山35号墳（第46・49図、図版21－5）

C4・C5グリッドに位置する。第1・第2トレンチで円形に巡る溝を確認した。溝の幅が1mと狭く、古墳

に伴う周溝か否か判然としないが、同一尾根上に円墳が連なることから、古墳の周溝と考えた。周知の古墳では

なく、墳丘の高まりは不明瞭である。ただし、地形測量図をみると、溝に囲まれる範囲の等高線が南方向に緩や

かに膨らんでいる状況を確認できる。この部分を墳丘と考えると、直径7mの円墳と推定される。

第2トレンチにおいて周溝に直行するサブトレンチを設定した。周溝の規模は幅1m、深さ0．2mである。断

面形は逆台形を里すが、底面には凹凸がある。周溝検出面や周溝内から古墳の時期を示す遺物は出土していない。

なお、第2トレンチ西壁で検討をおこなったが、周溝と第Ⅱ層との関係は判然としなかった。このことを積極的

に考慮すると、周溝が第Ⅱ層を確実に掘り込む晩田山9号境に先行するとも考えられる。一方、第Ⅱ層下の遺構

とみた場合は、弥生時代後期～古墳時代前期初頭の竪穴住居跡に伴う周堤溝等の可能性も否定できない。

5．まとめ

今回の調査では、新たな古墳2基を確認するとともに、晩田山10号境が前期中葉の円墳であることが明らかに

なった。特に後者は、僅かな発見にもかかわらず、洞ノ原地区西側丘陵にある支群を検討するうえで重要である。

晩田山古墳群はこれまでに古墳群の約1／3が調査されているにもかかわらず、築造時期を明示する遺物を伴う古

墳が少ないせいか、その実体はいまひとつ判然としない。例えば、古墳群唯一の前方後円墳である晩田山3号境

も時間的な位置づけが暖味な古墳の一つである。

第1次調査で晩田山3号境の調査・検討を行った植野浩三は、状況証拠を多角的に分析することでこの間題の

解決を試みた結果、晩田山3号境の築造を中期中葉以後と考えた（植野他2000）。築造後、周港内に混入したと

みられる埴輪片を最大限評価した場合に5世紀末～6世紀初頭が下限になることを前提に、竪穴式石室内に粘土

が貼り付けてあることや、隣接する12号墳出土の土師器が5世紀後半代のものであること、周辺の古墳に対する

立地の優位性などを差し引いて、5世紀中葉という位置づけを導いた。また、小枝山古墳群にある上ノ山古墳の

竪穴式石室よりも、3号境に採用されている竪穴式石室が新相を示すことを根拠の一つにあげている。
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しかし、10号境の周溝底から出土した壷は、間接的に、3号境の位置付けに疑問を提起することとなった。10

号境が前期古墳であるという現状を踏まえた上で、3号境との位置関係を問題にした場合、明らかに優位な場所

を占有する3号境が10号境に先行する可能性が想定される。また、竪穴式石室の形態や副葬されていた鉄器につ

いても前期に遡る可能性を否定する材料はなく、上ノ山古墳の竪穴式石室との型式学的な前後関係についても検
ヽ

討の余地がある。墳丘表土・墳丘盛土・周構内から出土している土器に中期中葉のものが全く認められないこと

も看過できない。その中に前期の土器が存在することも示唆的である。

ここでは古墳の時間的位置付けに始まる支群の見直しを今後の課題として指摘しておきたい。前期古墳とされ

る晩田山11号墳とともに前期中某を遡る古墳の存在は、洞ノ原地区西側丘陵で居住が行われなくなった後、さほ

ど間断なく古墳の造営が始まることを示唆しており、妻木晩田遺跡における弥生時代集落の終焉やその後の首長

墓の系譜等について有意な議論を展開する材料になると考えられるからである。そのためにも、まずは、その前

提について見直しを行う必要があろう。

参考文献

植野浩三・坂本晋通2000「晩田山古墳群の意義」岩田文章編『妻木晩田遺跡』淀江町埋蔵文化財調査報告書第50集、淀江

町教育委員会
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第Ⅴ章　出土遺物

第1節　弥生時代～古墳時代前期前葉の土器

本調査では、遺構や包含層から約5，000点以上の土器が出土した。一部に弥生時代中期以前の土器も認められ

るが、弥生時代後期～古墳時代前期前葉の土器が大半を占める。以下、出土した遺構、包含層単位で報告を行う。

なお、本稿では、口線上端部が上方に拡張する嚢や壷の口緑部を「複合口緑」と呼び、口緑帯に施される平行

直線文については、以下のように整理する。

凹線文

平行沈線文

多条平行沈線文

直線文内または直線文間をナデつけることで、口緑帯が波状を呈すもの。

数条からなる直線文を箆状工具によって一本毎に施したもの。

数条の平行直線文を櫛歯状の工具または二枚貝の腹緑部で一度に施したもの。なお、こ

こでいう櫛歯状工具とは、同様の施文具を複数束ねたものと予想される施文具を総称する

ものである。

このうち、多条平行沈線は従来、擬凹線と呼ばれるものである。

1．弥生時代中期の遺構に遺構に伴う土器

（1）土坑7出土の土器（第50図1～4、図版36－1）

嚢と壷が出土している。嚢1点・壷2点・底部1点を図化した。

1は嚢の口緑部片である。口縁部は緩く「くの字」状に屈曲する。器面は摩滅しており、調整は不明である。

胴部上半に列点文が施されている。

2は壷の口縁部である。口緑部の上下端部が僅かに拡張、肥厚する。口縁端部、口縁部内面はナデ調整である。

外面の一部に横方向のパケメ調整が認められる。

3は底部である。平底で、外面には幅5mm程の磨きが縦方向に施されている。内面は丁寧なナデ調整である。

4は大形の壷である。胴部上半約1／2が復原できた。口縁端部は上下に若干肥厚する。頚部には指頭庄痕の施

された1条の突帯が貼り付けられている。また、胴部上半部には三角形を呈する小さな刺突文が2段に巡る。器

面は摩滅している。胴部内面に削りの痕跡が若干観察できるが、その他の調整は不明である。

以上みてきた嚢や壷はいずれもⅢ－2期の特徴をもつものである。

（2）土坑8出土の土器（第50図5～8、図版36－1）

嚢ばかりが出土しており、4点を図化した。

5は口縁部片で、「くの字」状に屈曲する。口縁端部が若干上方に拡張する傾向にある。内面および口緑部～

頚部直下までがナデ、胴部には縦方向のパケメが施されている。外面には煤カ†付着している。

6はほぼ完形に復原できる。口緑部は「くの字」状に外屈する。器面が摩滅しており、調整は判然としないが、

内面および口緑部にはナデ調整が施されている。胴部上半から口縁部にかけて煤が付着する。外面、胴部下半に

は橙色を帯びる部分があり、器壁に細かい剥離が観察できる。2次焼成による器壁の劣化によるものであろう。

7は胴部上半が復原できた。口縁部は「くの字」状に屈曲する。器面は摩滅しており、調整は不明瞭であるが、

全体に丁寧なナデが施されているようにみえる。外面には煤が付着する部分が認められる。

8はほぼ完形に復原できる。口緑部は「くの字」状に屈曲する。内外面ともに丁寧なナデによって最終調整さ

れているが、内面の胴部上半～口緑部にかけて一部に不明瞭な横方向のパケメ痕が観察できる。外面上半部は下
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第50図　土坑7・8出土土器

半に比べ器壁が粗く、橙色を帯びている。2次焼成による劣化の可能性もある。

以上みてきた嚢はいずれもⅢ－2期の特徴をもつものである。
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2．弥生時代後期～古墳時代前期前葉の遺構に伴う土器

（1）環壕出土の土器（第51～69図、図版22～30）
l

環濠からは約800点以上の土器が出土している。その大半はTl・T2・T3の各J層から出土したものであ

る。層位別にみた口縁部の出土率はS層4％、J層66％、T層21％、K層9％である。

環壕上面出土の土器（第51図）

G8・G9グリッドで環濠の検出作業中に出土した土器を一括した。Tlの堆積を参考にすると、これらが出

土した場所はJ層の堆積によって、ほぼ上面まで埋まっていることが予想される。したがって、いずれもJ層に

帰属する可能性が高い資料である。

1・2はⅤ－2～3期にみられる複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には、いずれも横

方向にナデが施されている。口緑部の内面もナデ調整である。1の口緑下端部は肥厚気味に若干下垂、2の口緑

下端部の拡張は形骸化している。1の外面には煤が厚く付着している。

3・4はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚貝腹緑

部による多条平行沈線文が施されているが、摩滅が著しい。口縁下端部の拡張は形骸化している。いずれも外面、

内面口緑部は横方向のナデ調整、4の内面頚部以下は削り調整である。

5もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には、櫛歯状工具に

よる多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り

調整である。

6はⅤ－2期以降にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや内湾する口緑帯には、櫛歯

状工具による4条の平行沈線が施されている。口緑下端部の拡張は形骸化している。内外面ともにナデ調整であ

る。

O S＝1：4　10印
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第51回　環壕上面出土土器
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第52回　環壕T3・T層出土土器

7はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯を形成している。な

お、沈線文の有無は不明、口縁下端部は拡張しない。内外面とも調整は不明である。

8～12は高杯や器台の類である。8はV期の低脚杯類の脚部である。脚部は完存しており、底部に2×1cmを

測る楕円形の孔が穿たれている。外面は著しく摩滅しており、調整は不明である。内面は横方向の削り後、横方

向にナデが施されている。9はⅤ－2～3期にみられる高杯ないし器台の脚部である。摩滅しており、調整は不

明瞭であるが、外面には一部に塗彩された赤色顔料が残存している。10もⅤ期にみられる高杯の脚部である。脚

部は2条の沈線が確認できる。外面の調整は不明、内面はナデ調整である。11はⅤ－3期に一般的な器台の口緑

部である。外反する幅広の口緑帯には二枚貝腹緑部による多条平行沈線文が粗雑に施されている。内外面ともナ

デ調整、赤色顔料が塗彩されている。12もⅤ－3期に一般的な高杯または器台の脚部である。杯部または受部を

欠損するが、脚部は完存する。外面は摩滅が著しいが、脚部外面には塗彩された赤色顔料が一部に残存している。

脚台部は外反し、多条平行沈線文が施されている。施文工具は不明。内面は横方向のナデにより丁寧に調整され

ている。

環壕T3出土の土器（第52図～第59図、図版22～25－1）

環壕T3・T層出土の土器（第52図、図版22）1はⅣ－3期に一般的な嚢である。口線上下端が短く拡張、

内傾する口緑帯を形成している。口緑帯には3条の四線文が施され、頚部に形骸化した指頭庄痕貼付突帯が巡る。

内面口縁部はナデ調整、頚部以下はパケメ調整である。

2はⅤ－1期に一般的な嚢である。口線上端部がやや拡張、内傾する口縁帯を形成している。口縁帯には1～

2条の凹線文が施されていたようである。全体に摩滅しており、調整は不明瞭である。

3はⅣ－3期～Ⅴ－1期の嚢である。口線上下端部が僅かに拡張、内傾する口緑帯を形成している。2条の凹

線文が施されていたものとみられる。内面口縁部は横方向のナデによる丁寧な調整、頚部には工具によるナデが

横方向に施されている。頚部直下に指押さえ、その下約4cmの範囲は縦方向のパケメ、以下は削りである。

4はⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯を形成している。口縁下端

が若干下垂する。口緑帯はやや内湾しており、箆状工具による2条（以上）の平行沈線文が施されている。肩部
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には三角形の刺突文が巡り、一部に煤が付着している。外面、内面口緑部～頚部はナデ、内面頚部以下は削り調

整である。

5は嚢または壷の胴部下半部である。底部は平底で、外面には縦方向のパケメ調整が施されている。内面の調

整は摩滅しており不明瞭である。

環壕T3・J層出土の土器（第53図～第57図、図版22～24）第53図1はⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢

である。口線上端部が拡張、僅かに内傾する口緑帯には3条の凹線文が施されている。口緑下端部は下方に若干

拡張する。外面および内面口緑部～頚部はナデ、頚部以下は削り調整である。

第53図2はⅤ－2～3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口縁帯にはナデが施さ

れ、やや外反している。口緑下端はやや下垂する。外面および内面口綾部はナデ、内面頚部以下は削り調整が施

される。外面口綾部・胴部に煤が付着している。

第53図3はⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯には先端が先割れし

たような櫛歯状工具を用いた多条平行沈線文が施されている。口緑下端は斜め方向に若干張り出す。平行する沈

線の単位が不明瞭で、沈線内に細かな条線が観察できる。外面、内面口縁部は丁寧なナデ、内面頚部以下は削り

調整である。外面口緑部に煤の付着が認められる。

第53図4もⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯には5条の多条平行

沈線文が施されている。一見、二枚貝腹縁部によるものに見えるが、沈線の間隔に若干ばらつきがあり、櫛歯状

工具による施文と考えられる。口緑下端部は下垂する。肩部には左斜め下に傾く線状の連続刺突が巡る。刺突内

に条線が見えないから、板状工具の側線等による施文と推測される。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は

削り調整である。

第53図5もⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯に箆状工具による4

条の平行沈線文が施されている。口緑下端部は若干下垂する。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調

整である。

第53図6はV－2～3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、直立、内湾する口縁帯には櫛歯

状工具による4条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口縁部はナデ調整で

ある。

第53図7はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。ほぼ完形に復原できる。口線上端部が拡張、やや外傾す

る口緑帯には櫛歯状工具による5条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は下垂する。また、肩部には

線状の連続刺突が巡る。箆状工具の押圧による施文と推測される。底部は平底である。外面、内面口縁部は丁寧

なナデ、内面頚部以下は削り調整が行われている。

第53図8はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾、外反する口縁帯には二枚

貝腹緑部によるとみられる多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は斜め下方向に若干張り出す。外面、内

面口縁部はナデ、頚部以下は削り調整である。

第53図9もV－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には櫛歯状工

具による8条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は僅かに下垂する。外面、内面口緑部はナデ調整、

内面頚部には磨き痕が残る。頚部以下は削り調整である。外面口縁部に煤が付着している。

第53図10もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、僅かに外反する口線帯には、

二枚貝腹縁部による8条の多条平行沈線文が施されている。施文後、口緑端部下6mmの範囲にある沈線2条をナ

デ消している。口緑下端部は下垂する。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面頚部に

煤が付着している。

第53図11はⅤ－2～3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反する口緑帯には
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第54図　環壕T3・」層出土土器②

櫛歯状工具による5条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は下垂する。肩部上半には左斜め下方向に

傾く連続刺突が巡る。施文工具昼箆状工具であろうか。外面～胴部、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調

整である。外面口緑部～頚部に煤が付着している。

第53図12はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾、外反する口緑帯に櫛歯状

工具による5条の多条平行沈線文を施し、下半の3条をナデ消している。口縁下端部は下垂する。口縁部内面は

ナデ調整、口縁部外面に煤が付着している。

第53図13もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹

緑部による8条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は斜め下方向に拡張する。外面頚部はナデ調整、

煤が付着している。内面は著しく摩滅しており、調整は不明である。

第53図14はⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には櫛歯状工具によ

る5条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部の拡張は形骸化している。外面、内面口緑部はナデ、内面

頚部以下は削り調整である。

第53図15もⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾する口縁帯には櫛歯状工具

による5条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は僅かに下垂する。外面、内面口緑部はナデ、内面頚

部以下は削り調整である。外面口線部～頚部には煤が付着している。

第53図16はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、僅かに外反する口緑帯に施さ
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れた櫛歯状工具による5条の多条平行沈線文は、施文後、ナデ消しされている。ナデ消しはほぼ全面におよび、

上下各1条を除き、ほとんど見えない。口緑下端部は斜め下方向に拡張する。肩部上半には二枚貝腹縁部による

連続刺突が巡る。部分的に押引きされている。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面

口縁部に煤が付着している。

第53図17はⅤ－2～3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には先端が先割

れしたような櫛歯状工具による多条平行沈線文が施されている。5条の沈線を基本としているようだが、沈線の

単位は不明瞭で、沈線内に細かな条線が観察できる。口緑下端部は下垂する。外面はナデ、内面口緑部～頚部は

磨き調整である。

第53図18はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には先端が先

割れしたような櫛歯状工具による多条平行沈線文が施されている。8条の沈線を基本としているようだが、口緑

帯下半にある数条の沈線は単位が不明瞭である。口緑下端部は斜め下方向に突出する。外面、内面口緑部はナデ、

頚部以下は削り調整である。

第53図19もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚貝腹

緑部による7条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は僅かに下垂する。外面、内面口緑部はナデ、内

面頚部以下は削り調整である。外面口縁部～頚部に煤が付着している。

第53図20もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹

緑部による8条の多条平行沈線文が施されているが、口縁端部直下にある1条分がナデ消されている。口緑下端

部は斜め下方向に張り出すが、形骸化している。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外

面口縁部～頚部に塗彩されていた赤色顔料の一部が残っている。

第53図21はⅤ－2－3期の複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には櫛歯状工具に

よる4条の多条平行沈線文施されている。口縁下端部は斜め下方向に若干拡張する。肩部には左斜め下方向に傾

く連続刺突が巡る。摩滅しており、工具は不明である。外面および内面口縁部の調整も不明。内面頚部以下は削

り調整である。

第53図22はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹

縁部による7条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は斜め下方向に拡張するが、形骸化している。肩

部には二枚貝腹縁部による刺突が巡る。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面口緑部

～頚部には煤が付着している。

第53図23もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚貝腹

縁部による多条平行沈線文が施されるが、口縁帯下半部の2条を残し、上半はナデ消されている。口縁下端部は

斜め下方向に若干張り出すが、形骸化している。外面、内面口縁部はナデ、内面口縁部には一部磨き痕が認めら

れる。内面頚部以下は削り調整である。外面口縁部～頚部に煤が付着している。

第53図24もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には櫛歯状工具によ

る多条平行沈線文が施されるが、口緑帯下半の3条を残し、上半はナデ消される。口縁下端部は斜め下方向に若

干拡張するが、形骸化している。外面はナデ、内面口緑部は磨き、内面頚部以下は削り調整である。外面口緑部

に煤が付着している。

第53図25もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には多条平行沈線文

が施されている。口縁下端部の下垂は形骸化している。肩部には二枚貝腹縁部による連続刺突が巡る。外面、内

面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

第53図26もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾する口縁帯には櫛歯状工具

により10条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は若干下垂するが、形骸化している。肩部には同一の

－82－



1

1

J

l

l l

l

l

櫛歯状工具による連続刺突が巡る。刺突は左斜め下方向に傾いている。外面、内面口縁部は丁寧なナデ、内面頚

部以下は削り調整である。

第53図27もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には櫛歯状工具によ

る5条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は横方向に短く突出する。頚部には箆状工具による連続刺

突が施されている。外面は著しく摩滅しており調整は不明、内面口縁部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整で

ある。外面口緑部に煤の付着が認められる。

第54図1はⅤ－3期の大形の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には、先端が先割れしたよ

うな櫛歯状工具による多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は斜め下方向に若干張り出す。肩部には二枚

貝腹緑部による連続刺突が巡る。外面はナデ、胴部はパケメ調整後、ナデ調整が行われている。また、肩部と胴

部の中程から少し下がったあたりに、接合部を押さえたと思われる連続的な指押さえが帯状に認められる。内面

口緑部は櫛歯状工具を用いた調整後、ナデ調整、頚部以下は削り調整である。肩部には煤の付着と、器面が円盤

状に剥離した痕跡が認められる。

第55図1はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には7条の多条平行

沈線文が施されている。一見、二枚貝腹緑部による施文にみえるが、各沈線間の距離に広狭があることから、櫛

歯状工具による施文と推測される。口縁下端部は斜め方向に張り出す痕跡を留めている。外面、内面口縁部はナ

デ、内面頚部以下は削り調整である。外面口緑部～頚部には煤が付着している。

第55図2はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には箆状工具による

5条の平行沈線が施されている。口縁下端部は斜め下方向に若干張り出す。肩部には左斜め下方向に傾く線状の

刺突が巡る。箆状工具による施文とみられる。外面の調整は頚部～胴部上半かけてナデ、胴部下半は縦方向の磨

き調整である。内面の調整は口縁部にナデ、頚部以下は削り調整である。外面胴部下半には煤が付着している。

第55図3・4はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。

3には二枚貝腹緑部によるとみられる5条の多条平行沈線文、4には櫛歯状工具による5条の多条平行沈線文が

施されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

第55図5もⅤ－3期に一般的な嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯にはパケメ状工具による条痕が

多条平行沈線文風に施されている。口縁下端部は拡張しない。肩部には右斜め下方向に傾く浅い刺突が巡る。箆

状工具によるものと推測される。外面の調整は、頚部～頚部直下に丁寧なナデ調整、肩部の連続刺突以下は縦方

向のパケメ調整後、丁寧にナデが行われている。内面の調整は口緑部に横方向のパケメ調整後、丁寧なナデ調整、

頚部に横方向のパケメが施されている。内面頚部以下は削り調整である。削りの単位が不明瞭であり、削り後、

ナデられていると考えられる。口縁帯の施文、およびその他調整に用いられたパケメ状工具はいずれも同一工具

の可能性がある。なお、外面口緑部と胴部には煤が付着している。

第55図6はⅤ－3期のものとみられる嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯を形成している。無文で、

強いナデによって2条の凹線のような緩い稜線が形成されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口緑部

はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

第55図7はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には二枚貝腹緑部に

よる6条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面はナデ、内面は摩滅が著しい。外面

口縁部には煤が付着している。

第55図8もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯を形成している。口

縁下端部は拡張しない。直線的な口縁帯に二枚貝腹緑部による7条の多条平行沈線文を施した後、口緑帯上半部

をナデつけている。外面、内面口縁部はナデ調整である。

第55図9もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯を形成しており、口
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緑下端部は形骸化しながらも拡張の痕跡を僅かに留めている。直線的な口縁帯に先端が先割れしたような櫛歯状

工具による8条程度の多条平行沈線文が施されている。頚部直下には一条の細い沈線が引かれ、その下位には4

本を1単位とする山形状の箆措文様が措かれている。外面、内面口緑部は丁寧なナデ、内面頚部以下は削り調整

後、ナデが行われている。

第55図10もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。口

緑下端部は拡張しない。口緑帯はやや外反気味で、二枚貝腹縁部または櫛歯状工具による6条の多条平行沈線文
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が施されている。外面頚部は横方向にパケメを施した後、ナデ調整、内面口緑部はナデ調整、内面頚部以下は削

り調整である。

第55図11もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚貝腹

縁部による10条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しないが、下垂の痕跡を留める箇所もある。

頚部直下には二枚貝腹縁部による刺突が巡る。外面の調整は、頚部がナデ調整、胴部はパケメ調整後、ナデてい

る。内面の調整は、口緑部が横方向のパケメ調整後、ナデ、頚部以下は削り調整である。口綾部内外面には赤み

を帯びた化粧土がかけられていた可能性がある。

第55図12もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯に先割れした

櫛歯状工具によるとみられる粗い多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口縁部

はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面口縁部には煤が付着している。

第55図13もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には櫛歯状工

具による5条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口縁部はナデ調整である。

第55図14・15もⅤ－3期に一般的な複合口線の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する複合口縁を形成

している。14の口縁帯には先割れした櫛歯状工具による5～6条の多条平行沈線文が施されている。一万、15に

は多条平行沈線文が施されていたようである。口緑下端部は斜め下方向へ拡張する痕跡を留める。15は全体的に

摩滅が著しいが、14の外面、内面口縁部はナデ調整である。いずれも外面頚部には煤が付着している。

第55図16もⅤ一3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹

緑部による9条程度の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は拡張しない。肩部には二枚貝腹緑部による

押し引き文様が巡る。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第55図17もⅤ－3期の嚢と思われる。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯は強いナデによって凹線状の緩い稜

線を形成している。口縁下端部は拡張しない。頚部直下に低い段をもつ。外面、内面口縁部はナデ、外面頚部以

下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第55図18もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯にはナデが施

されている。口緑下端部には形骸化した下垂の痕跡がある。外面、内面口緑部はナデ調整である。また、外面頚

部には赤色顔料が認められる。

第55図19もⅤ－3期の複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には工具によるナデが

施されている。口緑下端部は若干斜め下に張り出す。外面、内面口緑部はナデ、外面頚部には煤が付着している。

第55図20もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には二枚貝腹緑部に

よる多条平行沈線文が租く波打つように施されている。口縁下端部には形骸化した拡張の痕跡がある。外面頚部、

内面口緑部はパケメ後ナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第55図21はⅤ－2～3期にみられる小型の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯にはナデが施されて

いる。口緑下端部は拡張しない。肩部には左斜めに下に傾く刺突が巡る。施文具は箆状工具と考えられる。外面

および内面口綾部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面胴部下半には煤が付着している。

第56図1はⅢ－2期の壷である。胴部片で、頚部直下に三角形の刺突が巡る。外面はナデ調整、内面頚部以下

は削り後、磨きが施されている。

第56図2はⅤ－1期の壷である。口縁部は上下端部が短く拡張、内傾する口縁帯を形成している。口緑帯には

櫛歯状工具による3条の多条平行沈線文が施されている。外面、内面口緑部～頚部はナデ調整である。

第56図3はⅣ－3期～Ⅴ－1期にみられる壷である。口縁部上下端部が短く拡張、内傾する口縁帯を形成して

いる。口縁帯には3条の凹線文が施されている。外面、内面口緑部はナデ調整である。

第56図4はⅤ－1期に一般的な嚢の口緑部である。口線上端部が短く拡張、内傾する口緑帯を形成している。
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外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

第56図5はⅤ期の複合口緑の壷とみられる。口線上端部が拡張、内傾する口縁帯を形成している。口緑下端部

は下垂する。ナデ調整によって緩やかに波打つ口緑帯に、左斜め下方向に傾く線状の刺突が巡る。施文は二枚貝

腹緑部ないしパケメ状工具による。

第56図6はⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口縁帯に3条の平行沈線文

ないし多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は下垂する。外面、内面口緑部はナデ調整である。外面には

煤が付着している。

第56図7もⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢または壷である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯に3条の平

行沈線文ないし多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は下垂する。外面、内面口縁部はナデ調整である。

6と同一個体の可能性もある。

第56図8もⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯には2条の凹線文が

施されているようである。、口縁下端部は斜め下方向に若干張り出す。外面、内面口縁部はナデ調整である。

第56図9はⅤ－2～3期にみられる複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯に櫛歯状

工具による5条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部はやや斜め方向に下垂する。外面、内面口縁部は

ナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面口縁部～胴部に煤が付着している。

第56図10はⅤ－3期に一般的な複合口縁の壷である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には多条平行

沈線文が施されているが、摩滅が著しい。口緑下端部はやや斜め方向に下垂する。調整も不明である。

第56図11はⅤ－2～3期にみられる複合口縁の壷である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反する口緑帯に4

～5条の平行沈線または多条平行沈線文が施されている。、口縁下端部は形骸化した拡張の痕跡が認められる。

外面はナデ、内面頚部以下は削り調整である。その他の調整は摩滅しており不明である。

第56図12はⅤ－2～3期にみられる複合口緑の壷である。口線上端部が拡張、外傾、やや内湾する口縁帯には

4条の平行沈線ないし多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は拡張しない。外面はナデ、その他は摩滅が

著しい。外面頚部には孔が穿たれており、赤色顔料が付着している。

第56図13はⅤ－3期に一般的な複合口縁の壷である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には多条平行

沈線文を施文後、ナデ消しが行われている。口縁下端部は拡張しない。口縁部内面もナデ調整である。

第56図14・15はⅤ－3期の素口緑の壷である。口縁部は緩やかに外反し、ナデ調整が施されている。

第56図16は壷の頚部である。外面頚部にはナデ調整が施され、竹管状の刺突が巡る。内面頚部は磨き、頚部以

下は削り調整である。Ⅴ－3期のものと思われる。

第56図17は器台の受部とみられる。外面は磨き、内面はナデ調整である。内外面ともに赤色顔料が塗布されて

いる。顔料はベンガラである（第Ⅵ章第6節参照）。

第56図18は鉢である。口縁端部は折り返されており、玉線状を呈す。口緑部には2条の強いナデが施されてい

る。外面、内面もナデ調整である。胴部に赤色顔料の付着が認められる。

第56図19は複合口縁の鉢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。口緑下端部は拡張しな

い。全体が著しく摩滅しており、調整等は不明である。Ⅴ－3期のものと思われる。

第56図20は複合口緑の高杯である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。口縁下端部は拡張し

ない。胴部が強く屈曲する。内面はナデ調整、外面は著しく摩滅しており、調整は不明である。Ⅴ－3期のもの

と思われる。

第56図21は器台の受部である。口緑帯は大きく外反しており、細密な多条平行沈線文が施されている。外面胴

部、内面はナデ調整である。

第56図22は高杯の杯部である。胴部がクランク状に屈曲、口縁部は外に大きく開く。内外面ともに丁寧なナデ
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調整が施されている。Ⅴ－3期のものと思われる。

第56図23はⅤ－3期の低脚杯である。複合口緑および胴部の屈曲が形骸化し、その痕跡が稜線として認められ

る。口緑帯にあたる部分には、二枚貝腹縁部によると思われる多条平行沈線文を施した後、ナデ消しが行われて

いる。杯部の内外面には丁寧なナデ調整が施されている。脚部も外面は丁寧にナデられているが、内面は粗雑な

ナデ調整が行われているだけで、削り痕や指押さえの痕が残っている。

第56図24はⅤ－2期にみられる円筒形の器台である。受部は、口緑部上端部が拡張、外傾する複合口緑を呈し

ており、口緑下端部が横に張り出す。口緑帯には先割れした櫛歯状工具によるとみられる10条の多条平行沈線文

が施されている。外面は丁寧なナデ調整である。内面もナデ調整が施されているが、削り痕を残している。

第56図25－27は高杯ないし器台、28は低脚杯の脚部である。29・30は高杯ないし器台、31は低脚杯の脚部であ

る。28の外面には丁寧なナデ調整、内面には削り後、軽微なナデ調整が施されている。外面には煤の付着が見ら

れる。29は内面に削りの痕が残っていることから、脚台部と考えた。脚台部は複合口線状につくられており、櫛

歯状工具による多条平行沈線文が施されている。Ⅴ－2～3期のものとみられる。30も複合口線状の脚台部であ

る。Ⅴ－2期のものと思われる。脚台部には2－3条の平行沈線が施されていたようであるが、著しく摩滅して

おり詳細は不明である。なお、外面には赤色顔料が残っており、本来は、全面が塗彩されていたとみられる。内

面は削り後、ナデ調整である。31の脚台部も複合口線状を里す。脚台部は無文である。外面は著しく摩滅してお

り、調整は不明、おそらくナデ調整であろう。内面は削り後、軽微なナデ調整が施されている。

第56図32はミニチュアの低脚杯である。手づくねで、杯部と脚部の接合部に指押さえの痕が帯状に認められる。

第57図1～7は底部である。1～5は平底で、いずれも内面調整は削りである。また、いずれも外面は摩滅し

ているが、ナデ調整が施されているものと思われる。なお、5の底部には打ち欠きによる穿孔が施されている。

6は高台状の平底で、外面は丁寧なナデ調整、内面は削りである。底面には磨きが施されている。7は尖底に近

い丸底である。内面は削り、外面はナデ調整と思われる。底面は細かく剥離している。

8は球状の土製品である。表面は丁寧にナデられているが、粘土を丸めたさいの接合痕が残っている。

環壕T3・S層出土の土器（第58図、図版25－1）1はⅤ－1～2期にみられる複合口緑の嚢である。口

線上端部が拡張、僅かに内傾、外反する口緑帯は無文で、ナデ調整が施されている。口縁下端部は僅かに拡張す

る。内外面ともナデ調整である。

2はⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には櫛歯状工具による5条

程の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は下垂する。外面、内面口緑部はナデ調整、内面頚部以下は削

り調整である。外面には煤が付着している。

品 命』♂4

第57図　環壕T3・」層出土土器⑤
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第58図　環壕T3・S層出土土器

3はⅤ－2－3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には櫛歯状工具による

7条の多条平行沈線文が施されている。複合口縁で、口緑下端部の拡張は形骸化している。外面はナデ、内面口

緑部はパケメ調整後、ナデが施される。外面には煤が付着している。

4はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯に5・6条の多条平行沈線

文が施されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ調整である。

5・6はⅤ－2～Ⅵ期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯にはナデ調整が施

され、凹線状の稜線が形成されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削

り調整である。復元径は異なるが、同一個体の可能性もある。

7はⅥ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には強い横方向のナデが施

され、口縁端部は外屈する。口緑下端部は横方向に張り出す。外面、内面口綾部はナデ、内面頚部以下は削り調

整である。

8はⅤ－2～3期にみられる複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には櫛歯状工具による

6条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は斜め下方向に短く拡張する。外面頚部には接合痕とみられ
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る段が明瞭に残る。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

9はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反傾する口緑帯に櫛歯状工具

による10条程の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は斜め方向への拡張が痕跡的に認められる。外面は

ナデ、内面口緑部はパケメ後、ナデ調整である。

10もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には櫛歯状工具によ

る5条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ調整である。

11もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹縁部と

みられる工具により15条程の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部の拡張は形骸化している。外面、内面

口縁部はナデ調整である。

12はⅤ－3期にみられる複合口縁の鉢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯に二枚貝腹縁部によ

る多条平行沈線文を施した後、ナデ消しが行われている。口縁下端部は拡張しない。胴部上半は鋭く屈曲してお

り、明瞭な肩部を形成する。底部は丸底である。外面頚部～胴部、内面口縁部は丁寧なナデ、内面頚部以下は削

り後、ナデ調整が行われている。

13はⅤ－3期に一般的な高杯である。胴部から口縁部にかけてクランク状に屈曲、口緑部は外に大きく開く。

内外面ともにナデ調整である。特に頸胴部の境には内外面ともに横方向の強いナデが施されている。

14・15はⅥ－2期にみられる複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯にナデ調整が施されて

いる。口緑下端部は横方向に張り出す。外面頚部、内面口縁部はナデ調整である。

16もⅥ－2期に一般的な嚢である。口線上端部が拡張、外傾する複合口緑で、口緑下端部は横方向に張り出す。

口緑帯には工具によるとみられるナデが施されており、口緑端部は玉線状を里す。内面口縁部はナデ調整である。

外面には煤の付着が認められる。

17はⅥ－2期に一般的な複合口縁の壷である。口線上端部が拡張、内傾する口縁帯にはナデ調整が施されてい

る。口縁下端部は横方向に張り出す。外面、内面口縁部～頚部はナデ調整である。特に内面の口縁帯下部の接合

痕には強いナデ調整が施されている。

18もⅥ－2期に一般的な複合口緑の壷である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には丁寧なナデ調整が施さ

れている。口縁下端部の拡張は形骸化している。外面頚部～胴部、内面口縁部もナデ調整である。内面頚部もナ

デが施されているが、下半部には指押さえや絞りの痕跡が残っている。内面胴部は削り調整である。

19は砲弾型を呈す土製品である。外面4方に箆状工具による沈線が縦に施されている。

環壕T3・①層出土の土器（第59図、図版25－1）　須恵

器や土師質土器、弥生土器の小片に混ざり、1が出土した。縄

文時代晩期末～弥生時代前期前半にみられる突帯文土器ないし

突帯文系土器の壷と考えられる。断面形が蒲鉾状を呈す突帯が

口緑端部に接して付く。突帯には左斜め下方向に傾く浅い刻目

が施されている。内外面ともナデ調整である。

二睾
O S＝1：4　　10cm
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第59図　環壕T3・①層出土土器

環壕T2出土の土器（第60図～第63図、図版25－2・26）

環壕T2・K層出土の土器（第60図17、図版25－2）17はⅤ－1期に一般的な嚢である。口線上下端部が

短く拡張、内傾する口緑帯には2条の凹線文が施されているようである。外面、内面口縁部はナデ調整、内面頚

部以下は削り調整と思われる。

環壕T2・T層出土の土器（第60図1～16、図版25－2）1・2はⅤ－1期に一般的な嚢である。口線上

下端部が短く拡張、内傾する口緑帯を形成している。1には2条の凹線文、2には1条の凹線文が施されている。
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いずれも著しく摩滅しており、内外面の調整は不明である。

3もⅤ－1期に一般的な嚢である。口緑部上下端部が短く拡張、内傾する口縁帯を形成している。口緑帯には

ナデ調整が施され、外反している。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

4もⅤ－1期に一般的な嚢である。口緑部は口線上下端部が拡張・内傾する口緑帯に櫛歯状工具による5条の

多条平行沈線文が施されている。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

5はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯に櫛歯状工具による4条の

多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は短く下垂する。また、頚部直下にも多条平行沈線文が施文されて

いる。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

6はⅤ－2期以降にみられる複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯にはナデ調整が施され

ており、無文である。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

7はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯に櫛歯状工具による5条の

多条平行沈線文が施されている。下端部はやや横方向に拡張する。肩部には左斜め下方向に傾く線状の刺突が巡

る。箆状工具によるものであろう。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

8はⅤ－2期以降みられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。口縁下

端部は拡張しない。口縁帯は著しく摩滅しており、平行沈線の有無などは不明。外面、内面口縁部はナデ、内面

頚部以下は削り調整である。外面頚部には煤が付着している。

9はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや内湾する口緑帯には櫛歯状工具

による5条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以

・　　、・
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第60図　環壕T2・T層・K層出土土器
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下は削り調整である。外面には煤が付着している。

10もⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾、内湾する口緑帯には3条の凹線

が施されている。口縁下端部は斜め下に拡張する。肩部には箆状工具によるとみられる刺突が巡る。外面、内面

口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

11もⅤ－2期にみられる複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。口緑下端

部は斜め下方向への拡張するが、やや形骸化している。口緑帯には2・3条の凹線文ないし平行沈線文が施され

ていたとみられる。肩部には左斜め下方向に傾く線状の刺突が巡る。箆状工具によるものだろう。外面、内面口

縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

12もⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には3～5条の平行沈線な

いし多条平行沈線文が施されているものとみられる。口緑下端部は斜め下方向に若干拡張する。外面、内面口緑

部はナデ、内面頚部以下は削り調整が施されている。

13・14もⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾、外反する口緑帯を形成して

いる。13には櫛歯状工具による4条の多条平行沈線文が、14には櫛歯状工具による3条の多条平行沈線文が施さ

れている。口縁下端部は斜め下方向に拡張する。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外

面には煤が付着している。

15はⅤ期の壷である。口緑端部は内側に突出して、斧柄状を里し、口縁端部は面取りされている。内外面とも

ナデ調整が施される。

16はⅤ－2期にみられる高杯ないし器台の脚部である。複合口線状を呈す脚台部には3条の凹線文ないし平行

沈線が施されている。外面は丁寧なナデ、内面は削り後、ナデが行われている。

環壕T2・J層出土の土器（第61・62図、図版26）　第61図1はⅤ－1期に一般的な嚢である。上下端部が

短く拡張、内傾する口縁帯には2・3条の凹線文ないし平行沈線文が施されていたようである。全体に摩滅が著

しい。

第61図2もⅤ－1期に一般的な嚢である。上端部が短く拡張、やや内傾する口緑端部には3条の凹線文ないし

平行沈線文が施されている。外面、内面口縁部はナデ調整である。

第61図3はⅤ－1～2期にみられる嚢である。口線上端部が短く拡張、内傾気味に直立する口緑帯を形成して

いる。口縁帯は無文で、ナデ調整が施されている。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

第61図4はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、直立する、やや外反する口緑帯には

二枚貝腹緑部による4条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は若干下垂する。外面、内面口緑部はナ

デ、内面頚部以下は削り調整である。

第61図5はⅤ－2～3期にみられる嚢である。口線上端部が拡張、直立する口緑帯に櫛歯状工具とみられる7

条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り

調整である。外面には煤が付着している。

第61図6はⅤ－3期に一般的な嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚貝腹緑部による

7・8条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部の拡張は形骸化している。外面、内面口緑部はナデ、内

面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第61図7・8もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚

貝腹緑部による7条程の多条平行沈線文が施されている。8は多条平行沈線文を施した後、口緑帯上半部の3条

程をナデ消している。口緑下端部の拡張は形骸化している。いずれも外面、内面口緑部はナデ、7の面頚部以下

は削り調整である。外面には煤が付着している。

第61図9はⅤ－2～3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反する口緑帯には
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多条平行沈線文が施されていたものと思われるが、著しく摩滅しており、判然としない。口緑下端部は斜め下方

向に若干拡張する。内外面の調整も不明、外面口緑部～頚部に煤の付着が認められる。

第61図10はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反する口縁帯には部分

的に先割れしたような櫛歯状工具による14条程の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は斜め下方向に若

干張り出す。頚部には箆状工具による一条の鋭い沈線が巡る。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調

整である。

第61図11はⅤ－2～3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾する口緑帯には2条の

凹線文が施されている。口緑下端部は横方向に拡張する。外面頚部、内面口緑部はパケメ後、ナデ、内面頚部以

下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第61図12はⅤ－3期に一般的な嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には2条1対の櫛歯状工具によ

る4条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。著しく摩滅しており、調整は判然としない

が、内面頚部以下は削り調整である。外面口緑部には煤の付着が認められる。

第61図13もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には櫛歯状工具によ

る8・9条程の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部

以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第61図14もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反する口緑帯に二枚貝

腹緑部による5条程の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。また、口緑部に磨き痕が認め

られる。外面はナデ調整、内面調整は不明である。外面には煤が付着している。

第61図15もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反する口縁帯に櫛歯状

工具による多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は横方向に若干拡張する。外面、内面口緑部は丁寧なナ

デ、内面頚部以下は削り調整である。

第61図16はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反する口縁帯にはナデ

が施され、上半部には凹線状に稜線が形成されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ、内

面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第61図17はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯に二枚貝腹緑

部による多条平行沈線文を施し、施文後、上半にある2条を残しナデ消されている。口縁下端部は拡張しない。

外面、内面口縁部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

第61図18もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、やや外反する口縁帯には櫛歯

状工具による8条の多条平行沈線文が施されているが、下半部の数条は軽くナデ消されている。口緑下端部は横

方向に拡張する。外面は丁寧なナデ、内面口縁部は横方向の磨き調整である。外面には煤が付着している。

第61図19もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には櫛歯状工

具による5・6条程の多条平行沈線文が施される。施文後、軽くナデ消されている可能性がある。口縁下端部は

拡張しない。外面頚部、内面口縁部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

第61図20もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚貝腹

緑部よる多条平行沈線文が施されているが、口縁帯下半2条を残し、ナデ消されている。口緑下端部の拡張は形

骸化している。外面、内面口綾部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第61図21もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯にパケメ状の

多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口緑部は丁寧なナデ、磨きが施されてい

る可能性もある。赤色顔料が塗布されている。内面頚部以下は削り調整である。

第61図22もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯は最終的にナ
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デ調整されているが、その前段にパケメ状の多条平行沈線文が施されている可能性がある。口緑下端部は横方向

に若干拡張するが、形骸化している。外面頚部はナデ、内面口縁部下半には複数の条線が認められる。内面頚部

以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

第61図23・25もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。全面が著しく摩滅しており、詳細は不明である。口

線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成、口緑下端部の拡張は形骸化している。

第61図24はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚貝腹

緑部により13～15条程の多条平行沈線文が施され、口緑帯上半部は一部ナデ消しが行われている。口緑下端部の

拡張は形骸化している。外面頚部、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着して

いる。

第61図26もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、内湾する口緑帯に箆状工具に

よる4・5条の平行沈線が施されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ調整、内面頚部以

下は削り調整である。

第61図27もⅤ－3期に一般的な複合目線の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯は無文で、ナデ調整

が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面に

は煤が付着している。

第61図28もⅤ－3期に一般的な嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には二枚貝腹緑部よる10条程の

多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は斜め下方向に僅かに拡張する。外面、内面口縁部はナデ、内面頚

部以下は削り調整である。

第61図29はⅤ期の嚢と思われる。口緑部は、上端部が拡張、内傾、内湾し、口縁帯には箆状工具による2条の

平行沈線文が施されている。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

第61図30図はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、やや内傾する口緑帯には櫛歯状工

具による4条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は斜め下方向に若干拡張する。外面、内面口縁部は

ナデ、内面頚部以下は削り調整である。

第61図31はⅤ－3期に一般的な嚢である。口線上端部が拡張、外傾する複合口緑で、口縁下端部は斜め下方向

に張り出すが、形骸化している。外反する口縁帯には櫛歯状工具による多条平行沈線文が施されている。外面頚

部、内面口緑部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

第61図32は複合口緑の壷である。一見、Ⅵ期の壷に見えるが、Ⅵ期のものと比べ、器壁が厚く、J層出土のそ

の他の土器と大差ない時期のものと理解している。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成しており、口縁下

端部は斜め下方向への拡張が形骸化している。口緑帯は無文で、丁寧にナデが施されている。口線上端部は外側

に短く屈曲しており、面をなす部分に2条の沈線状の条線が施されている。外面、内面口緑部は丁寧なナデ調整

である。内面頚部以下は削り調整であろう。

ノ第61図33は単純口縁の壷である。摩滅しているが、口緑部は内外面ともナデ調整、内面頚部以下は削り調整と

みられる。

第62図1－3はⅤ期の鉢である。1は胴部が僅かに屈曲し肩部を形成する鉢、2・3は椀形の鉢である。1は

口緑部を強くナデつけており、緩やかな段を形成している。外面の調整は丁寧なナデ調整、内面は削り後、ナデ

調整である。2・3は内外面ナデ調整である。

第62図4は注口土器の注口部である。接合部で胴部と剥離している。摩滅が著しく調整は不明瞭であるが、丁

寧なナデ調整が施されているものと思われる。

第62図5は低脚杯の脚部と思われる。内外面ともにナデ調整、脚端部は面取りが行われている。

第62図6～8はⅤ－3期に一般的な高杯の杯部である。いずれも肩部で屈曲し、口緑部が外反、外傾する。6
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は肩部に接合痕が確認できる。外面は丁寧なナデ調整、内面は摩滅が著しい。7は肩部の屈曲がやや緩やかであ

る。外面の調整は摩滅しており不明、内面はナデ調整である。8は著しく摩滅しており、調整は不明である。

第62図9－12は高杯や器台の脚部である。10～12はⅤ－3のものとみられる。9は器台の脚部とみられる。外

面は丁寧なナデ調整である。内面はくノ字状に屈曲しており、下半部には削り後にナデ調整、上半部には指押さ

えとナデ調整が確認できる。10は高杯ないし器台の脚部である。外面は著しく摩滅しており調整は不明瞭である

が、複合口線状の脚台部には多条平行沈線文が施されている。脚台部の内面はナデ調整、それ以上は削り調整で

ある。11も高杯ないし器台の脚台部である。脚台端部が斜め上方に跳ね上がる。外面は丁寧なナデ調整、内面は

削り調整である。12も高杯もしくは器台の脚部で、複合口線状の脚台部をもつ。外面、脚台部は横方向の丁寧な

ナデ調整、それ以上は縦方向の削り後、指押さえ、横方向のナデ調整が施されている。内面調整も最終調整にナ

デが施されており、削り痕は明瞭に残らない。脚台部は丁寧なナデ調整、それ以上はやや租雑にナデ調整が施さ

れており、指押さえの痕跡が残る。

第62図13・14は土製晶である。玉状に丸められた、いわゆる土玉である。いずれも欠損しているが、孔は穿た

れていない。13は小形、14は大形である。

環壕T2出土位置不明の土器（第63図）1はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、

外傾、外反する口緑帯には多条平行沈線文が施されているが、摩滅しており、詳細は不明である。施文後、ナデ

消されている可能性もある。口緑下端部の拡張は形骸化しており、斜め下方向への拡張が僅かに認められる。外

面、内面口縁部は丁寧なナデ、内面頚部以下は削り調整である。

2もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、内湾する口縁帯には櫛歯状工具によ
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るとみられる5条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。内外面ともナデ調整である。

3はⅥ－1期以降にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。口縁

帯には強いナデが施されており、上半は凹線状に波打つ。口縁下端部は横方向に拡張する。内面もナデ調整であ

る。外面口縁部下端に煤の付着が認められる。

4はⅥ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には工具によるナデ調整が

施されており、パケメ状の擦痕が認められる。口緑下端部は横方向に拡張する。外面、内面口緑部はナデ、内面

頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

5はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、内湾する口緑帯に箆状工具による4

条の平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面胴部、内面口縁部はナデ調整、内面頚部以下は

削り調整である。胴部下半に煤の付着が認められる。

6はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯に二枚貝腹縁部によ

る10条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部の拡張は形骸化している。外面、内面口緑部はナデ調整が

施され、赤色顔料が塗布されている。

7はⅤ期の壷である。口縁端部の内側が若干拡張する。著しく摩滅しており、調整は不明である。

8はⅤ－3期に一般的な高杯の口縁部であろう。内外面ともナデ調整である。

環壕Tl出土の土器（第64図～第66図、図版27・29）

環壕Tl・T層出土の土器（第64図3～16、図版27・28－1）　3はⅤ－1～2期にみられる複合口緑の嚢

である。口線上端部が拡張、やや内傾する口緑帯を形成している。口緑下端部は僅かに拡張する。口緑帯には4

条の平行沈線が施されているものと思われる。外面、内面口縁部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

4はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯に櫛歯状工具による8条の

多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は横方向に張り出す。外面、内面口綾部はナデ調整である。外面口

縁部～頚部には煤が付着している。

5もⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯に櫛歯状工具による8条の

多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は横方向に拡張する。肩部には左斜め下に傾く連続刺突が巡る。刺

突には櫛歯状工具が用いられている。外面口縁部～胴部はナデ調整、内面口緑部は一部に磨きの痕跡が残る。内

面頚部以下は削り調整である。外面口緑部～頚部に煤の付着が認められる。

6もⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には櫛歯状工具による6・
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第64図　環壕Tl・J層・T層出土土器

7条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削

り調整である。外面口緑部～頚部には煤が付着している。

7もⅤ－2期にみられる複合口緑の鉢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には櫛歯状工具による10条

の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。肩部には指頭庄痕状の連続刺突が巡る。外面口縁

部～胴部は丁寧なナデ調整、内面口緑部には磨きが施されている。内面頚部以下は削り調整である。口綾部の外

面および内面部には赤色顔料が塗布されている。

8はⅤ－2期の器台の受部であろう。受部は複合口緑を呈しており、口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形

成している。口緑下端部は横方向に拡張する。口緑帯には櫛歯状工具による15条前後の多条平行沈線文が施され

ている。外面口緑部～頚部、内面口緑部は磨き、内面口緑部以下は丁寧なナデ調整である。口縁部の内外面には

赤色顔料が塗布されている。

9はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には櫛歯状工具による8条

の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は横方向に若干拡張する。口縁部は内外面とも磨き調整である。

外面口縁部～頚部にかけて赤色顔料が塗布されている。
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10もⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には櫛歯状工具による5条

の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は横方向に若干拡張する。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以

下は削り調整である。外面には煤が付着している。

11はⅤ期の壷である。外面はパケメ調整、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面および内

面口綾部には赤色顔料が塗布されている。蛍光Ⅹ線分析を行った結果、顔料はベンガラの可能性が指摘されてい

る（第Ⅵ章第6節参照）。

12はⅤ－2期の高杯または器台である。複合口緑で、口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には先割れしたよう

な櫛歯状工具による10条前後の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は横方向に張り出す三内外面ともナ

デ調整が施され、煤が付着している。

13は高杯の脚部である。中空ではなく、2つの蒲鉾状の粘土塊を貼り付けて、脚部としている。外面および杯

部内面はナデ調整、脚側内面は削り調整である。

14はⅤ－2期の高杯である。杯部上半は欠損している。16は同一個体の脚部である。脚台部は複合口線状を呈

しており、櫛歯状工具による6条の多条平行沈線文が施されている。外面は丁寧なナデ調整で、赤色顔料の付着

が認められる。杯部内面および脚部内面は削り後、ナデ調整である。

15はⅤ期の高杯の脚部である。外面はナデ調整、内面は削り調整である。内面には脚台端部にそって強いナデ

調整が施されている。

環壕Tl・J層出土の土器（第64図1・2、図版27）1はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線

上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には9条程度の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部拡張は形骸化

している。内外面ともナデ、外面口緑部～頚部に煤の付着が認められる。

2はⅤ－2期の高杯ないし器台の脚部である。脚台部は複合口線状を呈しており、脚台部下半には櫛歯状工具

による3条の多条平行沈線文が施されている。外面はナデ、内面は削り後、ナデ調整である。

環壕Tl土器溜まり出土の土器（第65図・第66図、図版28－2・29）

第65図1はⅤ－2－3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、ほぼ直立する口緑帯を形成、口

緑下端の拡張は形骸化している。内外面とも著しく摩滅しているが、直線的な口緑帯には多条平行沈線文が施さ

れている。内面頚部以下の調整は削りである。

第65図2はⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯に3条の平行沈線が

施されている。口緑下端部は横方向に若干拡張している。

第65図3はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、強く外反する口緑帯に8条程

度の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部は斜め下方向に拡張する。外面、内面口緑部～頚部はナデ調整、

内面頚部以下は削り調整である。口緑下端部に煤の付着が認められる。

第65図4もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾、外反する口縁帯には二枚

貝腹緑部によるとみられる10条以上の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。なお、上半部

はナデ消されており、条が不明瞭である。内外面ともにナデ調整、外面には煤が付着している。

第65図5もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯を形成してい

る。口緑下端部の拡張は形骸化している。器面の摩滅が著しく、口縁帯における沈線文の有無や調整は不明であ

る。

第65図6はⅤ－3期の大形の嚢で、第66図1・2のような大形の器台と対になるものと推測される。口線上端

部が拡張、ほぼ直立、外反する口緑帯には10条以上の多条平行沈線文が施されている。上半部がナデ消されてい

ることに加え、著しく摩滅しており、施文工具は特定できない。口緑下端部は拡張しない。肩部には左斜め下に

傾く連続刺突が巡る。二枚貝腹縁部で、押し引き状に施文されている。外面および内面口緑部はナデ、内面頚部
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以下は削り調整である。外面胴部の所々に煤の付着が認められる。

第65図7はⅤ－2～3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾、外反する口緑帯には

ナデ調整が施されている。口縁下端部は拡張しない。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

外面には煤が付着している。

第65図8はⅤ－3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する複合口緑で、口縁下端部は

拡張しない。外反する口緑帯には二枚貝腹緑部による6条の多条平行沈線文が施されている。外面および内面口

緑部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

第65図9はV－3期にみられる大形の嚢で、第66図1・2のような大形の器台と対になるものと推測される。

口線上端部が拡張、やや外傾する複合口緑で、口縁下端部は斜め下方向に若干拡張している。口緑部は著しく摩

滅しているが、外反する口緑帯には多条平行沈線文が施されている。外面頚部以下、内面口緑部はナデ調整で、

内面頚部以下は削り調整である。外面の口緑帯や胴部に僅かではあるが赤色顔料が付着していることから、本来

は、全面に赤色顔料が塗布されていたものと考えられる。

第65図10もⅤ－3期に一般的な嚢である。口線上端部が拡張、僅かに外傾、外反する口線帯には櫛歯状工具に

よる6条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部の拡張は形骸化している。また、頚部には右斜め下に傾

く連続刺突が巡る。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面口緑部に若干煤の付着が認

められる。

第65図11もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、強く外反する口緑帯には櫛歯

状工具による15条以上の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部の拡張は形骸化している。なお、口緑帯上

半部はナデ消されており、条が不明瞭である。肩部には左斜め下に傾く連続刺突が巡る。外面および内面口縁部

はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には赤色顔料が塗布されている。

第65図12もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、強く外反する口緑帯には多条

平行沈線文が施されいている。口緑下端部は拡張しない。かなり摩滅しており調整は不明瞭であるが、外面、内

面口緑部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整とみられる。

第65図13もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹

O S＝1：4　　10cm
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縁部によるとみられる11条の多条平行沈線文が施されている。口

緑下端部は拡張しない。外面および内面白線部はナデ調整、内面

頚部以下は削り調整である。外面には赤色顔料が塗布されている。

第66図1はⅤ－3期の大形器台である。受部上下端部および脚

台上下端部がそれぞれ上方、下方に拡張する。受部および脚台部

には、横方向に多条平行沈線文を施した後、波状文が措かれる。

施文工具は5条を1単位とする櫛歯状工具である。脚部には3方

向に円形の透かしが焼成前に穿たれている。外面の調整は丁寧な

ナデ調整、受部の内面調整は磨き、脚台部の内面調整は削り調整

で、下半部には受部同様、磨きが施されている。

第66図2は1と同一型式の大形器台である。脚部を欠損する。

受部には1に相似する文様が施されている。受部の外面はナデ調

整、内面は全面磨きが施されている。

第66図3もⅤ－3期の器台の受部とみられる。受部下端は斜め

下方向にやや拡張する。また、著しく摩滅しており詳細は不明で

あるが、受部の外面には多条平行沈線文が施されている。内面は

ナデ調整である。

歴。闇

4

0　　　S＝1：4　　10皿
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第67図　環壕TYl出土土器

第66図4は器台または高杯の脚部である。脚台部は複合口線状を里す。内外面とも著しく摩滅しており、調整

は不明である。

第66図5は器台または高杯の脚部である。脚台部は欠損する。外面はナデ調整、内面下半は削り調整である。

環境TYl出土の土器（第67図、図版30）

1・2はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端

部が拡張、外傾、外反する口緑帯には櫛歯状工具により6条の

多条平行沈線文が施されている。1の口緑下端部は斜め下方向

に拡張、2は拡張しない。いずれも外面はナデ調整、内面の調

整は摩滅しており不明である。外面頚部には煤が付着している。

3はⅤ－1に一般的な壷である。頸苦闘こ平行沈線が施されて

いる。上下に拡張、内傾する口緑帯には3条の平行沈線が施さ

れている。器面の調整は、内面口縁部はナデ、その他は著しく

摩滅しており、不明である。

4はⅤ－3期に一般的な器台の受部であろう。大きく外反し、

二枚貝腹縁部によると彿られる多条平行沈線文が施されてい

る。著しく摩滅しており、調整は不明である。

環壕TY2出土の土器（第68図、図版30）

環壕TY2・K層出土の土器（第68図4）　4は壷の胴部

で、胴部最大径から若干下がった位置に、焼成後、打ち欠きに

よる穿孔が施されている。口緑部は欠損するが、胴部は完全な

形を保っており、胴部の穿孔同様、意図的に欠いてある可能性
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も考えられる。著しく摩滅しており、調整は不明瞭である。胴部の形態からⅣ期～Ⅴ－1期のものとみられる。
＼

環壕TY2・T層出土の土器（第68図1～3）1はⅤ－1期に一般的な嚢である。口線上下端部が短く拡

張、内傾する口緑帯に3条の凹線または平行沈線が施されている。外面の調整は口緑部～頚部にナデ、胴部上半

には縦方向のパケメ調整が施されている。内面口縁部・頚部はナデ、頚部直下には連続して押さえが行われ、胴

部の削りは頚部直下におよんでいる。

2・3もⅤ－1期に一般的な嚢である。口線上端部がやや長く、口縁下端部は短く拡張、内傾する口縁帯には

4条の平行沈線文が施されている。いずれも外面および内面口縁部はナデ、1は内面頚部以下は削り調整である。

外面には煤が付着している。

環壕TY3出土の土器（第69図、図版30）

環壕TY3・K層出土の土器（第69図7～11、図版30）　7はⅢ－2期以前の嚢である。口縁が「くの字」

状に屈曲する。内外面ともにナデ調整である。

8はⅤ－1期に一般的な嚢である。上端部が短く拡張、内傾する口緑帯に3条の平行沈線が施されている。外

面の調整は頚部直下に強いナデが施される。内面調整は口緑部がナデ、頚部以下は削り調整である。

9もⅤ－1期に一般的な嚢である。口縁帯は上端部が短く拡張、内傾する。著しく摩滅しており、調整などは

不明瞭であるが、口縁帯に2条程の平行沈線が確認できる。

10はⅤ－1期以降にみられる嚢である。頚部に2箇所の穿孔が施されており、壷の可能性もある。口線上端部

が上方に拡張、内傾する口縁帯には3条の平行沈線文が施されている。口縁下端部は斜め下方向に若干拡張傾向

にある。外面および内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

11はⅤ－1期に一般的な嚢である。口線上下端部が拡張、内傾する口緑帯には5条の平行沈線文が施されてい

る。外面はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

環壕TY3・T層出土の土器（第69図1～6、図版30）1～4はⅢ－2期以前の嚢で、口縁が「くの字」

状に屈曲する。1・2・4は内外面ともナデ調整である。3は外面に縦方向のパケメが施されている。いずれも

外面に煤の付着が認められる。

ヒう　ー《
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第69図　環壕TY3・T層・K層出土土器
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5はⅤ－1期に一般的な嚢である。口線上端部がやや長く、口緑下端部が短く拡張、内偵する口緑帯には4条

の凹線文が施されている。外面および内面口縁部～頚部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

6はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反気味の口緑帯に4条の平行沈線

が施されている。口緑下端部は下方向に拡張する。内外面ともナデ調整である。

小結

以上、6箇所に設定したトレンチから出土した土器を概観した。大別層位毎に土器の様相が異なっており、K

層からはⅤ－1期、T層からはⅤ－2期、J層からはⅤ－3期、S層からはⅥ期の特徴をもつ土器が主体的に出

土する状況を各トレンチで確認することができる。

（2）住居1出土の土器（第70～72図、図版31～33－1）

住居1では、竪穴部③層から第70図・第71図1～22、竪穴部底面直上および④層から第71図23～29、周堤溝か

ら第72図が出土した。特に、廃棄に伴う堆積である③層からは多量の土器が出土している。また、①層からは須

恵器が出土している（第Ⅴ章第2節参照）。

竪穴部③層出土の土器（第70図・第71図1～22、図版31・32）　第70図1～4・6・9・11・12・23はⅥ－

2期にみられる複合口緑の嚢である。口緑帯は無文で、口線上端部が拡張、外傾する。口縁下端部は斜め下方向

または横方向に若干拡張する。内面口緑部の下半には強いナデ調整による稜線が形成されている。11は外面頚部

にも入念な調整が行われており、段が形成されている。いずれも口緑部は内外面ともナデ、内面頚部以下は削り

調整である。11には外面に煤が付着している。

第70図5も複合口縁の嚢である。口緑端部が面取りされており、古墳時代前期初頭に降る可能性がある。口縁

帯は無文で、口線上端部が拡張、外傾する。口緑下端部は横方向に鋭く拡張する。内面口緑部の下半には強いナ

デ調整による稜線が形成されている。非常に丁寧な作りで、外面と内面口縁部は丁寧なナデ、内面頚部には磨き

が施されている。

第70図7・8・10も複合口緑の嚢である。口緑端部が若干面取りされており、これらも古墳時代前期初頭に降

る可能性がある。口縁帯は無文で、口線上端部が拡張、外傾する。口緑下端部は横方向に若干拡張する。いずれ

の器面も著しく摩滅しているが、外面口縁部から胴部、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整とみられる。

また、いずれも外面に煤の付着が認められる。

第70図13は小形の嚢で、Ⅵ－2期のものと思われる。口線上端部が拡張、内傾し、無文の口緑帯を形成してい

る。口緑下端部は横方向に若干拡張する。外面および内面口緑部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

第70図14はⅥ－2期の壷と思われる。口線上端部が拡張、外傾、外反する無文の口縁帯を形成している。内外

面とも丁寧なナデ調整が施されている。

第70図15は素口緑の嚢で、所謂「布留傾向嚢」に相当するものである。口縁部外面の調整はナデ調整、煤の付

着が認められる。内面の調整は摩滅しており不明である。

第70図16はⅥ－2期の小形の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する無文の口緑帯を形成している。口緑下端

部が斜め下方向または横方向に若干拡張する。内面口緑部の下半には強いナデ調整による稜線が形成されている。

外面の調整は口縁部から頚部がナデ、胴部は縦方向のパケメ、内面は口緑部がナデ、頚部以下は削り調整である。

第70図17は大形の鉢形土器である。口緑端部が面取りされており、古墳時代前期初頭に降るものであろう。複

合口緑で、口線上端部が拡張、外傾する無文の口緑帯を形成している。口縁下端部は横方向に若干拡張する。外

面および内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。底部は幅の広い平底である。

第70図18はⅤ－3期以降の複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾、内湾する無文の口縁帯を形成
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している。口縁下端部は拡張しない。外面および内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には

煤が付着している。

第70図19はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には多条平行

沈線文が施されているようだが、摩滅しており不明である。口縁下端部は斜め下方向に拡張する。外面および内

面口緑部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

第70図20はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、内湾する口縁帯に4条の平行

沈線が施されている。口緑下端部は下方向に拡張する。外面および内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整

である。外面には煤が付着している。

第70図21は複合口縁の壷である。口縁端部は若干の面取りが施されており、古墳時代前期初頭に降る可能性が

ある。口線上端部が拡張、外傾する無文の口縁帯を形成しており、口縁下端部は横方向に拡張する。内面口緑部

の下半には強いナデ調整による稜線が形成されている。外面および内面口緑部はナデ調整、内面頚部以下は削り

調整である。なお、第71図1は口緑端部を欠損するが、その他の属性は第70図21によく似ている。第71図2の底

部は1と同一個体である。

第70図22はⅥ－2期にみられる複合口緑の壷である。口線上端部が拡張、外傾する無文の口緑帯を形成してい

る。口緑下端部は横方向に拡張する。外面の調整は口緑部から頚部がナデ、胴部には部分的に縦方向のパケメが

認められる。内面の調整は口縁部から頚部がナデ、頚部以下は削り調整である。

第70図24はⅥ－2期にみられる複合口縁の壷である。口線上端部が拡張、内傾する無文の口緑帯を形成してい

る。内外面ともナデ調整である。

第71図3はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹

縁部による5条程度の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡張しない。内外面ともにナデ調整である。

第71図4は口緑部が「くの字」状にきつく屈曲する素口縁の嚢である。著しく摩滅しており詳細は不明である。

内面頚部以下は削り調整とみられる。

第71図5はⅤ－3期以降にみられる器台の脚部である。脚台部には櫛歯状工具による多条平行沈線文が施され

ている。また、上端部は上方に拡張しており、端部に箆状工具による連続刻みが施されている。内面はナデ調整

が施されており、削りの痕跡は不明瞭である。

第71図6はⅥ－1期以降にみられる器台である。受部、脚台部ともに両端部を欠損する。外面は丁寧なナデ、

受部の内面はナデ、脚部の内面は削り調整である。

第71図7・8はⅥ－2期以降の器台である。いずれも受部で、脚部を欠損する。著しく摩滅しており、調整は

不明である。

第71図9・10は円筒形を呈す器台の脚台部とみられる。外面は丁寧なナデ調整が施され、鋸歯文が措かれてい

る。内面は削り調整が行われており、脚台端部直上部分は丁寧なナデ調整が施されている。

第71図11～15はⅥ期の高杯である。11・12は大形の杯部で、浅い椀形を呈す。12の杯部は脚部の接合部内面に

4mm程の円孔があく。11・12ともに内外面の調整はナデ調整であるが、本来は磨きが施されていたかもしれない。

12は外面に煤が付着している。13～15は脚部である。いずれも外面の調整は縦方向のパケメ、内面はナデ調整で

ある。13には円形の透かしが1箇所施されている。

第71図16～22は低脚杯である。16・17は深い椀形を呈す師部に、小振りな脚が付く。器面が摩滅しており、調

整は不明瞭であるが、いずれも杯部は内外面に磨きが施されているようである。18は浅い杯部をもつ類である。

同じく著しく摩滅しており、調整は不明である。19～22は脚である。そのうち19・20・22は大形の低脚杯の脚部

と思われる。19の杯部内面には雑なナデ、脚部外面にはナデ、内面には削りが施されている。20の師部内面およ

び脚部外面にはナデ、脚部内面には削りが施されている。杯部と脚部の接合部が円盤状に剥離しており、杯部底
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第72図　住居1排水溝・周堤溝出土土器

面に粘土の充填が行われている。22の脚部外面には丁寧なナデ、内面には削りが施されている。21は16～18と同

規模の低脚杯で、外面にはパケメ調整が残る。

竪穴部④層出土の土器（第71図23～29、図版32）　23・24・26はⅥ－2期にみられる複合口緑の嚢である。

口線上端部が拡張、外傾する無文の口縁帯を形成している。23の口縁下端部は拡張しないが、24は横方向への拡

張が痕跡的に認められる。内面口緑部の下半には強いナデ調整によって稜線が形成されている。外面および内面

口縁部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

25も複合口緑の嚢である。器面の摩滅が著しく、口縁帯の文様の有無は定かではないが、多条平行沈線文が施

されている可能性が高い。Ⅴ－3期～Ⅵ－1期のものと思われる。内面頚部以下は削り調整である。

27はⅥ－2期にみられる高杯である。大形で浅い椀形を呈す杯部である。外面の調整は上半が工具による丁寧

なナデ調整、下半が横方向の磨きである。内面は削り後、丁寧なナデ調整が施されている。

28は高杯の脚部である。脚台端部が若干上方に拡張する。外面はナデ調整、内面には削り調整が施されている。

29は器面に線刻が施されている。モチーフは不明である。

排水溝・周堤溝出土の土器（第72図）1はⅥ－2期にみられる複合口縁の壷である。胴部下半を一部欠く。

口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には工具によるナデ調整が施されている。口緑下端部は拡張しない。外面お

よび内面口緑部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

2はⅥ－2期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には工具によるナデ調整が

施されている。口縁下端部は拡張しない。口緑内面の下半には強いナデ調整による稜線が形成されている。口緑

部の内外面とも非常に丁寧なナデ調整が施されている。内面頚部以下は削り調整である。

3はⅥ－1期以降にみられる鼓形器台である。受部の下半および脚台部の上半に二枚貝腹緑部によるとみられ

る9条程の多条平行沈線文が施されている。外面および受部内面はナデ、脚台部内面は削り調整である。内外面

に赤色顔料が塗布されている。

小結　住居1では③層、④層、周境港からⅥ－2期を中心とする土器が出土している。しかし、③層から出土

した土器と、④層および周堤溝から出土した土器には時間的前後関係が認められる。嚢や壷の口緑部の形態や鼓

形器台の形態を比較すると、後者の方が古い様相をもっており、住居1の埋没時期を示すものと考えられる。

一方、廃棄行為に伴う③層から出土した資料には、古墳時代前期初頭の土器に特徴的な口縁端部を面取りする

嚢や壷が含まれている。こうした新補の一群は、長期にわたって継続的な廃棄行為が行われた結果生じた混在と
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思われる。

（3）住居2出土の土器（第73図、図版33－2・34）

住居2では、竪穴部埋土中および中央ピット、柱穴（P2・P4）、周堤溝等からⅤ－3期の土器が出土して

いる。

竪穴部哩土中出土の土器（第73図1～10、図版33－2・34）1は五一3期に一般的な複合口緑の嚢である。

口線上端部が拡張、外傾、やや外反気味の口緑帯に多条平行沈線文が施されているようである。口縁下端部は斜

め下方向に若干拡張する。外面および内面口縁部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

2もⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、やや内傾する口緑帯には多条平行沈線文が

施されているようであるが、摩滅しており詳細は不明である。口縁下端部は拡張しない。また、肩部には左斜め

下方向に傾く連続刺突が施されている。著しく摩滅しており調整は不明瞭であるが、内面頚部以下は削り調整で

ある。外面には煤の付着が認められる。

3はⅤ－3期以降にみられる複合口縁の壷である。口線上端部が拡張、直立、外反する口縁帯にはナデ調整が

施されている。口緑下端部は斜め下方向に拡張する。また、外面頚部には縦方向のパケメ痕が認められる。内面

の調整はナデである。

4・5・7もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。

口縁下端部は拡張しない。摩滅しており、調整等の詳細は不明であるが、口緑帯には多条平行沈線文が施されて

いたものとみられる。2の外面頚部には煤の付着が認められる。

6もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯を形成している。口

縁下端部は斜め下方向に若干拡張する。器面は著しく摩滅しており、沈線の有無、調整は不明である。

8もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯にはナデ調整が施さ

れており、無文である。口緑下端部の拡張は形骸化している。外面および内面口綾部はナデ、内面頚部以下は削

り調整である。外面には煤の付着が認められる。

9は小形で丸底の壷である。完形で出土した。口縁部は素口緑で直立する。外面および内面口綾部はナデ、内

面頚部以下は削り調整である。

10はⅤ－3期に一般的な複合口緑の壷である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。口縁下端

部は拡張しない。口緑帯は無文で、強く外反する。著しく摩滅しており、調整は不明である。

竪穴部中央ピット・柱穴出土の土器（第73図11～13、図版34）11はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢であ

る。口線上端部が拡張、やや外傾、外反する口緑帯に6条程の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は下

方向に拡張する。外面・内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤の付着が認められる。

12もⅤ一3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯を形成している。口緑下端

部は拡張しない。外面は摩滅しており、沈線の有無、調整は不明瞭である。一部に煤の付着が認められる。内面

の調整は口緑部がナデ、頚部以下は削り調整である。

13はⅤ－3期に一般的な複合口緑の壷で、竪穴部埋土中から出土した3と同一個体の可能性がある。

周堤溝出土の土器（第73図14～24、図版33－2）　周堤溝からは2箇所で土器が出土した。14～17は周堤南

東端付近から出土したもので、焼土や炭化物、焼成を受けた粘土の塊とともに底面直上から出土したものである。

一方、18～24は周堤溝北西側で底面から遊離した状態で出土したものである。

14・15はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾し、口縁帯を形成する。いずれも

口緑下端部は拡張は形骸化しているが、14は横方向、15は下方に若干拡張する。口緑帯には多条平行沈線文が施

されているが、摩滅しており詳細は不明である。14の内面調整は、口縁部にナデ調整、頚部付近に一部磨きが認
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められる。内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。15は著しく摩滅しており不明である。

16もⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾し、口緑帯を形成する。口縁下端部の

拡張は形骸化している。外反する口緑帯には二枚貝腹緑部による8条の多条平行沈線文が施されている。外面頚

部および内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

17はⅤ－3期の高杯形の器台である。口縁部は複合口縁が形骸化しており、嬢やかに外反する。器面が摩滅し

ており、不明瞭であるが、複合口線状の脚台部には多条平行沈線文が施されていた可能性がある。外面および受
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部内面はナデまたは磨き、脚部内面は、脚台部にナデが施されるが、それ以上には削り痕が残る。

18はⅤ－2期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、直立し、口緑帯を形成する。口緑下端部は

若干下垂する。口緑帯には櫛歯状工具による5条の多条平行沈線文が施されている。外面頚部、内面口緑部はナ

デ、内面頚部以下は削り調整である。外面には煤が付着している。

19・22もⅤ－2～3期にみられる複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、直立し、口緑帯を形成する。外面

は著しく摩滅しており、調整などは不明瞭であるが、口緑帯には多条平行沈線文が施されているようである。内

面の調整は口緑部がナデ、頚部以下は削り調整である。同一個体の可能性あり。

20もⅤ－2～3期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、ほぼ直立し、口緑帯を形成する。口緑

下端部は斜め下方に拡張する。著しく器面が摩滅しており、沈線文の有無や調整は不明である。

21はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾し、口緑帯を形成する。口緑下端部は

斜め下に拡張する。著しく摩滅しており詳細は不明であるが、外反する口緑帯には多条平行沈線文が施されてい

るようである。また、内外面に赤色顔料の塗布が認められる。

23はⅤ－3期に一般的な器台の受部である。複合口線状の受部には櫛歯状工具による16条の多条平行沈線文が

施されている。受部上端部は面を成しており、下端が斜め下方向に拡張する。内面はナデ、上半部には煤が付着

している。

24はⅤ－3期の高杯の受部ではないかと思われる。著しく摩滅しており、口縁帯における沈線文の有無、内外

面の調整は不明である。

（4）住居3出土の土器（第74図1～5、図版35－1）

住居3からはⅤ－3期の土器が出土している。

1・2は住居2床面で検出した住居3に伴う周堤溝の底面直上から出土した。いずれもⅤ－3期に一般的な複

合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾し、口緑帯を形成する。口縁下端部は拡張しない。器面は著しく摩

滅しており、詳細は不明であるが、口緑帯には多条平行沈線文が施されているようである。

3～5は排水溝内の埋土から出土した土器片である。

3は小形の鉢である。口線上端部が拡張、外傾し、口緑帯を形成する。器面の大半が著しく摩滅しており、詳

細は不明であるが、内面頚部以下は削り調整である。胴部下半に煤の付着が認められる。

4は高杯の杯部であろう。口緑端部が外方向に拡張する。外面の調整はナデ調整、一部に煤の付着が認められ

る。内面は削り後、ナデ調整である。削り痕が残ることから、脚台部の可能性も否定できない。

5はⅤ－3期にみられる高杯の杯部である。単純口緑で、口緑部は外傾、外反する。内外面ともナデ調整であ

る。

（5）住居4出土の土器（第74図6・7、図版35－1）

トレンチ内③層からⅥ－2期の土器が出土している。

6は複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、やや外傾し、口緑帯を形成する。口緑下端部は拡張しない。摩

滅しており調整は不明である。

7は低脚杯の脚部である。著しく摩滅しており、器面の調整は不明である。

（6）住居5（第74図8～10、図版35－1）

遺構検出面からⅤ－3期～Ⅵ－1期の土器が少量出土した。

8は複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾し、口緑帯を形成する。口緑下端部は拡張しない。内外面
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第74図　住居3・4・5・6出土土器

ともナデ調整、口緑帯は無文である。

9は壷の頚部である。外面ナデ調整で、内面は不明である。

10は器台の脚台部とみられる。複合口線状を呈す脚台部は無文で、赤色顔料が塗布されている。内面の調整は

不明瞭であるが、削りの痕跡が認められる。

（7）住居6出土の土器（第74図11、図版35－1）

住居6の周堤溝埋土中から11が出土した。Ⅴ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾

し、口緑帯を形成する。口緑下端部は拡張しない。外反する口縁帯には二枚貝腹縁部よる9条の多条平行沈線文

が施されている。また、肩部にも二枚貝腹縁部による連続刺突が巡る。外面および内面口緑部はナデ調整、内面

頚部以下は削り調整である。外面には煤の付着が認められる。

（8）土坑・溝出土の土器（第75図、図版35－2）

土坑11出土の土器（第75図1～4、図版35－2）1・2はⅤ－2－3期に一般的な複合口緑の嚢である。

口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯を形成している。口緑下端部は拡張しない。著しく摩滅しており、沈

線文の有無、調整は不明である。

3もⅤ－2～3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯を形成している。

著しく摩滅しており、沈線文の有無等は不明である。肩部に箆状工具による連続刺突が巡る。

4はⅤ－2～3期にみられる高杯の杯部である。口線上端部が拡張、外傾する複合口緑を形成している。著し

く摩滅しており、詳細は不明であるが、口緑帯には4条ほどの平行沈線文または多条平行沈線文が施されている。

土坑12出土の土器（第75図5～7、図版35－2）　5はⅤ－3期以降にみられる複合口緑の壷である。口線

上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯を形成している。口縁帯は無文で、ナデ調整が施されている。口緑下端部

の拡張は形骸化している。外面および内面口縁部はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

6は壷の頚部である。強く外反する。外面はナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。

7もⅤ－3期以降にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯を形成している。著し
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第75図　土坑11・12・13・14・溝1出土土器

く摩滅しており、調整などの詳細は不明である。

土坑13出土の土器（第75図8～10、図版35－2）　8はⅥ－2にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部

が拡張、外傾する口緑帯には強いナデ調整が施され、凹線状を呈している。口緑部の内面も同様である。口緑下

端部は斜め下方向に拡張する。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

9は複合口緑の嚢、10は底部片である。

土坑14出土の土器（第75図11・12、図版35－2）11はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端

部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹縁部によるとみられる多条平行沈線文が施されている。口緑下端

部は下垂する。内外面ともナデ調整である。

12は低脚杯の脚部である。外面はナデ調整、内面は受部、脚部ともに削りの痕跡が残る。

溝1出土の土器（第75図13）13はⅤ－2～3期にみられる複合口緑の壷である。口線上端部が拡張、外傾

する口縁帯には櫛歯状工具による5条程の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は若干下垂する。外面、

内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。内外面に赤色顔料が塗布されている。

（9）包含層出土の土器（第76・77図、図版37）

弥生時代中期中葉以前の土器（第76図、図版37）

1は深鉢形の土器である。H7グリッドで第Ⅱ層から出土した。多量の砂粒を含む。かなり摩滅しており詳細

は不明だが、内面は幅広の削り痕が認められる。縄文時代に遡る可能性が考えられる。

2はⅡ期の嚢である。H8グリッドで第Ⅱ層から出土した。口綾部が短く屈曲する。また、外面には箆状工具

による三角形の連続刺突が施されている。内外面ともナデ調整、内面には指押さえの痕が残る。

3－5はⅡ期の壷である。いずれも頚部片で、櫛措文が施されている。3は内外面ともナデ調整である。4は

器面が摩滅しており、調整は不明である。5は平行に施された櫛措文の間に、波状文が施されている。内面の調

整は丁寧なナデ、または磨きが施されている。

6はⅢ－2期の壷であろう。頚部片で指頭庄痕貼付突帯が施されている。外面にはパケメの痕跡が認められる。
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第76回　包含層出土・弥生時代中期中葉以前の土器

弥生時代後期以降の土器（第77図、図版37）

第工層出土の土器（第77図1～3、図版37）1はⅤ－2期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が

拡張、外傾する口緑帯に櫛歯状工具による4条の多条平行沈線文が施されている。口縁下端部の拡張は形骸化し

ている。器面は著しく摩滅しており、調整は不明である。

2はⅤ－2期の高杯の脚部とみられる。複合口線状の脚台部には2条の凹線文ないし平行沈線文が施されてい

る。内面は削りとみられるが、全体に著しく摩滅しており、詳細は不明である。

3はⅥ期の高杯の杯部とみられる。外面はナデ、内面には削り痕が認められるが、著しく摩滅しており、詳細

は不明である。

第I層上面出土の土器（第77図4～15、図版37）　4はⅤ－1期に一般的な嚢である。口線上下端部が若干

拡張し、狭い口緑帯を形成する。口縁帯には凹線状のナデが施されている。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部

以下は削り調整である。

5はⅣ－3期～Ⅴ－1期にみられる嚢である。口線上下端部が拡張し、口縁帯を形成する。口緑帯には3条の

凹線文が施されている。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り、またはパケメである。

6はⅤ－3期以降の複合口緑の賓である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯に櫛歯状工具による5条程度の

不明瞭な多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は斜め下方向に拡張する。外面、内面口緑部はナデ、内面

頚部以下は削り調整である。

7はⅤ－1期以降にみられる嚢である。口線上下端部が拡張し、口縁帯を形成する。口緑帯には櫛歯状工具に

よる8条以上の多条平行沈線文が施されている。著しく摩滅しており、調整は不明である。

8・9はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯に多条平行沈線

文が施されている。口縁下端の拡張は形骸化している。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整であ

る。8は外面に煤が付着している。

10はⅤ－3期に一般的な複合口緑の壷である。口線上端部が拡張、外傾する口縁帯には二枚貝腹緑部によると

みられる8条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は下垂する。外面はナデ調整、内面の調整は不明で

ある。

11はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には二枚貝腹緑部に

よる11条の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は短く下垂する。内外面ともにナデ調整である。

12はⅤ－3期の器台の受部とみられる。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には多条平行沈線文が施さ

れているようだが、摩滅しており詳細は不明である。
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13・14はⅥ－1期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯には櫛歯状工具

による波状文が施されている。口縁下端部は拡張しない。内面口縁部の下半にはナデ調整による稜線が形成され

ている。外面、内面口縁部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。

15はⅥ－2期以降にみられる鼓形の器台である。受部内外面、脚台部外面はナデ、脚台部内面は削り調整であ

る。

第I層出土の土器（第77図16～29、図版37）16はⅤ－3期に一般的な複合口縁の嚢である。口線上端部が

拡張、外傾、外反する口縁帯には二枚貝腹縁部による10条程の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は拡

張しない。内外面ともにナデ調整である。外面には煤が付着している。

17はⅤ一1期に一般的な嚢である。口線上下端部が若干拡張し、幅の狭い口緑帯を形成する。口緑帯には3条

の凹線文ないし平行沈線文が施されている。外面、内面口緑部はナデ、内面頚部以下は削り調整である。外面に

は煤が付着している。

18はⅥ－1期にみられる複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口縁帯には櫛歯状工具によ

る波状文が施されている。口縁下端部は拡張しない。内外面ともナデ調整、外面には煤が付着している。

19はⅣ－3期～Ⅴ－1期にみられる嚢である。口線上端部が短く、口緑下端部がやや長く拡張し、口縁帯を形

成する。口緑帯には数条の凹線文ないし平行沈線文が施されているようであるが、摩滅しており詳細は不明であ

る。

20はⅥ－2期にみられる複合口縁の嚢である。口線上端部が拡張、外傾、外反する口緑帯にはナデ調整が施さ

れている。内面口緑部もナデ調整、内面頚部以下は削り調整である。口縁部の内面下半は強いナデ調整により稜

線が形成されている。

21はⅤ－3期に一般的な複合口緑の壷である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には二枚貝腹縁部による7

条程の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は若干斜め下方向に拡張する。内外面ともナデ調整である。

22は小形の嚢である。内外面に指押さえの痕が認められる。また、外面には赤色顔料が付着している。なお、

顔料はベンガラの可能性が高い（第Ⅵ章第6節参照）。

23はⅤ－3期に一般的な複合口緑の嚢である。口線上端部が拡張、外傾する口緑帯には櫛歯状工具による9条

の多条平行沈線文が施されている。口緑下端部は下垂する。内外面ともナデ調整である。

24は器面全体に文様が施された小形の壷である。胴部は算盤玉のような形をしており、胴部上半・下半には櫛

歯状工具または二枚貝腹緑部による連続刺突が、胴部最大径部分には竹管文が施されている。内外面と摩滅して

おり、詳細は不明である。

25はⅥ－1期以降の器台である。受部に竹管と箆状工具による刺突が施されている。器面は著しく摩滅してい

るが、外面に赤色顔料の付着が認められる。

26は蓋である。低脚状のつまみが付く。外面はナデ調整、内面には削り痕が残る。

27は小形の壷である。素口緑で、強く外反する。口緑端部上面に波状文が施されている。内外面とも丁寧なナ

デ調整である。

28はⅤ－1期に一般的な高杯の受部である。口縁帯には3条の凹線文が施されている。内外面ともナデ調整で、

赤色顔料が塗布されている。

29はⅥ－1以降にみられる高杯の脚部である。脚部の裾が広がる。外面および内面下半はパケメ、内面上半は

削り調整である。杯部との接合部には3mm程の小さな穴があく。
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表8　弥生時代～古墳時代前期前葉の土器観察

挿

図

番

号

出土

位 置

層

位
種類 残存部位

口縁部
脚部等
残存率

・法量 （cm）
胎

土

焼

成

色調

器 高 ・口径 ．頸径
胴部最

大径

底径

（脚径）
内／外

50 1 土坑 7 ③ 餐 口縁～胴部 1／10 － （16．1） （14．0） － － 1 r2 明黄褐色／明黄褐 色

50 2 土坑 7 ③ 士雲亘 口縁部 1／10以下 － （20．2） － － － 1 2 黒褐色／明褐 色

50 3 土坑 7 ③
－ 底部 2／3 － － － － （4．5） 1 2 黒褐色／黄褐 色

50 4 土坑 ・7 ③ ・＝ヒ宝E 口縁～胴部 1／2 － （17．5） （14．6） （38．9） － 1 2 橙色／黄橙 色

50 5 土坑 8 ・② 嚢 口縁～胴部 1／8 － （15．7） （14．0）
－ － 1 2 橙色／橙色

50 6 土坑 8 ② 襲 口縁～底部 1／2 － 20．1 17．9 20．9 （5．2） 1． 2 黒褐色／暗褐 色

50 7 土坑 8 ② 襲 口縁～胴部 1／6 － （26．2） （23．9） （28．6） － 1 2 黒褐色／暗褐 色

50 8 土坑 8 ② 襲 白線～底部 1／3 － 23．2 16．0 17．7 － 1 2 灰黄褐 色／橙色

51 1 環壕 上面 襲 口縁部 1／4 － （16．8） － － － 1 2 にぷい黄橙色／にぷい黄橙色

51 2 環壕 上面 襲 口縁～頸部 1／6 － （14．5） － － － 1 2 暗褐 色／ 暗褐色

51 3 環壕 上面 嚢 口縁～頸部 1／6 － （14．8）
－ － － 2 2 明黄褐 色／ 明黄褐色

51 4 環壕 上面 襲 口縁～頸部 1／4 － （17．5） （14．6） － － 1 ・2 橙色／橙色

51 5 環壕 上面 襲 口縁～頸部 1／5 － （24．°0） （2 1．0） － － 1 2 にぷい橙色／ にぷ い橙色

51 6 環壕 上面 襲 口縁部 1／10 －
（16．3） （14．4） － － 1 2 一橙 色／橙色

51 7 環壕 上面 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （17．2） － － － 1 2 橙 色／橙色 ・

51 8 環壕 上面 r低脚 杯 脚部 1 － － － － 9．7 1 2 橙色／橙色

51 9 環壕 上面 － 脚部 1／4 － － － － （10．6） 1 2 明褐 色／ 明褐色

51 10 環壕 上面 高杯 脚部 1／10以下 － － － － （15．0） 1 2 黄橙色／ 黄橙色

51 11 環壕 上面 器 台 口縁部 1／4 － － － － － 1 2 橙色／橙色

51 12 環壕 上面 － 脚部 1 － － － － 15．5 1 2 橙色／橙 色

52 1 環壕T3 T 襲 口縁～頸部 1／10以下 － （19．8） （18．6） － － 1 2 橙色／橙 色

52 2 環壕T3 T 餐 口縁～胴部 3／4 － 17．8 16．3 20．4 2 － 2 2 橙色／橙 色

52 3 環壕T3 T 嚢 口縁～頸部 1／4 － － （16．6） － － 1 2 にぷい黄褐 色／ 黒褐色

52 4 環壕T3 ．T 襲 口縁～頸部 2／3以上 － － （13．4） － － 1 2 橙色／黒色

52 5 環壕T3 T － 底部 1 － － － － 7．0 1 2 橙色／橙色

53 1 環壕T3‾ J 嚢 口縁～頸部 1／5 － （16．4） （14．5） － － 1 2 オリーブ褐色／にぷい黄褐色

53 2 環壕T3 J 嚢 口縁～胴部 4／5 － 13．0 10．7 － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

53 3 環壕T 3 J 襲 口縁∵－胴部 1／5 － （12．8） （10．2） （11．3） － 1 2 にぷい黄褐 色／灰 黄褐色

53 4 環壕T3 J 襲 口縁～胴部 1／3 － （14．3） （11．3） （13．7） － 1 2 明赤褐色／明赤褐 色

53 5 環壕T3 J 嚢 口縁？）胴部 1／9 － （16．8） （‘14．0） － － 1 2 黒褐 色／灰 黄褐 色

53 6 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （13．7） （12．9）
－ － 1 2 にぷい橙色／にぷい橙色

53 7 環壕T3 J 嚢 口縁～底部 1／2 － 18．6 14．4 22．5 5．5 1 2 橙色／赤褐 色

53 8 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／6 － （2 1．4） （17．9） － － 1 2 黒褐 色／橙 色

53 9 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1 － 15．5 12．5 － － 1 2 橙色／橙色

53 10 環壕T3 ‘J 嚢 口縁～頸部 1／2 － （17．3） （13．0） － － 1 2 黄橙色／黄橙 色

53 11 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／2以上 － （15．6） （13．2） － － 1 2 橙色／橙色

53 12 環壕T3 J 嚢 口縁部 2／3 － （18．4） － － － 1 2 橙色／褐灰 色

53 13 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （2 1．0） （18．0） － － 1 2° 橙色／橙色

53 14 環壕T3 J 嚢 口縁～胴部 1／5 － （19．6） （16．8） － － 1 2 にぷい黄橙 色／橙 色

53 15 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／6 － ．（15．4） （12．6） － － 1 2 にぷい黄樺色／にぷい黄橙色

53 16 環壕T3 J 嚢 口縁～胴部 1／2 － 19．5 1．6．1 （22．9）‾ － 1 2 にぷい橙色／にぷい橙色

53 17 環壕T3 J ．嚢 口縁～頸部 1／2 － （17．8） （13．8） － － 1 2 橙色／橙 色

53 18 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／4 ・ － （13．6） （10．3） － － 1 ’2 橙色／褐 色

53 19 環壕T3 J 襲 口縁～頸部 1／10以下 － （17．6） （14．8） － － 1 2 橙色／橙 色

53 20 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／6 － （18．0） （13．2） － － 1 2 黒褐 色／にぷい黄褐色

53 21 環壕T3 J 嚢 口縁～胴部 1／2 － 19．0 16．0 （25．65） － 1 2 にぷい黄橙 色／橙 色

53 22 環壕T3 J 賓 口縁～胴部 1／2 － （18．0） （13．9） － － 1 2 にぷい橙色／にぷい黄橙色

53 23 環壕T3 J ‘嚢 口縁～頸部 1／3 － （16．8） （12．8） － － 1 2 橙色／暗赤褐色

53 24 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （17．4） （14．5） － － 1 2 橙色／橙 色

53 25 環壕T3 J 襲 口縁～胴部 1／9 － － （一12．0） － －
1‘2 黄橙色／ 黄橙色

53 26 環壕T3 J 襲 口縁～胴部 1／5 － （18．8） （15．2）
－ － 1 2 にぷい黄橙 色／橙色

53 27 環壕T3 J 襲 口縁～胴部 1／2以上 － （19．0） （15．2） － － 1 2 橙 色／橙色

・54 1 環壕T3 J 嚢 口縁～底部 1／2 － （31．0） （26．2） （42．4） 7．2 1 2 橙 色／橙色

55 1 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （24．0） （19．1） － － 1 2 橙色／褐灰色

55 2 環壕T3 J 賓 口縁～底部 1／2 24．35 （14．6） （10．8） （19．6） （4．2） 1 2 黒褐色／ 明褐色

55 3 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／2 － （17．7） （12．7） － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

55 4 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／5 － （13．0） （9．9） － － 1 2 橙色／黄橙色

55 5 環壕T3 J 襲 口縁～胴部 1／2 － （16．0） （11．9） （16．7） － 1 2 橙色／橙色

55 6 環壕T3 ．J 嚢 口縁～頸部 1／8 － ・（13．6） （11．8） － － 1 2 褐色／ 暗赤褐色

55 7 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／5 － （14．6） （11．3） － － 1 2 にぷい黄橙色／にぷい黄橙色

55 8 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／8 － （22．9） － － － 1 2 黄橙色／樫色

55 9 環壕T3 J 聾 口縁～頸部 1／7 － （31．1） （25．0） － － 1 2 橙色／橙色

55 10 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／8 －
（19．3） （16．6） － － 1 2 赤褐色／ 暗赤褐色

55 11 環壕T3 J 聾 口縁～胴部 2／3 － （18．3） （14．6） （2 5．9） － 1 2 橙色／橙色

55 12 環壕T3 J 嚢 口縁～胴部 3／4 － （15．0） （12．3） （16．2） － 2 2 明黄褐色／ 明黄褐色

55 13 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 3／4
－

（19」1） （15．1）
－ － 1 2 橙色／橙色

55 14 環壕T3 J 嚢 口縁～頸部 1／6 － （14．4） （11．2） － － 1 2 にぷい黄橙色／ 明黄褐色

55 15 ．環壕T3 J 襲 口縁～頸部 1 － （18．8） － － － 2 2 明黄褐色／ 明黄褐色

55 16 環壕T3 J 餐 口縁～胴部 3／4 － （18．2） （14．3） （2 1．4） － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色
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55．17 環壕T 3 ．J 嚢 口縁～頸部 1／6 － （17．9） （15．5） － － 1 2 明赤褐色／明赤褐 色

55 18 環壕T 3 J 嚢 口縁～頸部 1／7 － （16．5） （13．2） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

55 19 環壕T 3 J 聾 口縁～頸部・ 1／6 － （14．0） （10．5） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

55 20 環壕T 3 J 嚢 口縁～頸部 1／2 － （17．6） （13．0） － － 1 2 明黄褐色／にぷい黄褐 色

55 21 環壕T 3 J 餐 口縁～底部 3／4 － （10．8） （7．9） （13．1） － 1 2 明褐色／橙色

56 1 環壕T 3 J 士宝E 胴部 1／10 － － （17．7） － － 1 2 明赤褐 色／青黒色

56 2 環壕T 3 J ・＝ヒ宣E 口縁～頸部 1／2
－

（16．0） （12．6） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

56 3 環壕T3 J 士宝E 口縁～頸部 1／10 － （17．5） － － － 1 2 にぷい黄橙色／橙 色

56 4 環壕T3 J 褒 口縁～頸部 1／9 － （16．8） （15．0） － － 1 2 橙色／黄橙 色

56 5 環壕T3 J 士宝E 口縁部 1／8
－

（11．8）
－ － － 1 2 橙色／橙 色

56 6 環壕T3 J 蛮 口縁～頸部 1／3 － （12．4） （9．6） － － 1 2 橙色／明赤褐色

56 7 環壕T3 J 褒 口縁～頸部 1／5 － － （8．8） － － 1 2 暗赤褐 色／ 暗赤褐色

56 8 環壕T3 J 餐 口縁～頸部 1／6 － （13．1） （10．6）
－ － 1 2 明赤褐 色／ 明赤褐色

56 9 環壕T3 J 餐 口縁～胴部 1／2 － （19．4）・（15．9） － － 1 2 橙色／ にぷ い橙色

56 10 環壕T3 r J ＝士ご月互 口縁～頸部 1／6 － （15．0） － － － 1 2 黄橙 色／灰黄褐色

56 11 環壕T3 J ・＝ヒ宝E 口縁～胴部 2／3以上
－ 15．7 （11．55） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

56 12 環壕T3 J ・＝ヒ宝E 口縁～頸部 1／4 － － （8．9） － － 1．2 明黄褐色／ 明黄褐色

56 13 環壕T3 J ・＝ヒ宝E 口縁～頸部 1／4 － （14．8）r（9．6）
－ － 1 2 明赤褐色／ 明赤褐色

56 14 環壕T3 J ＝±ゴ宝E 口縁～頸部 1／6 － （11．3） （9．0） － － 1 2 明黄褐 色／ にぷ い黄樫色

56 15 環壕T3 J l 士宝E 口縁～頸部 1／5 － （13．7） （11．6） － － 1 2 　 橙色／黄橙色

56 16 環壕T3 J 士宝E 頸部 1／5 － －
（9．0）

－ － 1 2 橙色／橙色

56 17 環壕T3 J 器 台 受部～脚部 1／5 － － － － － 1 2 にぷい黄樫色／にぷい黄橙色
56 18 環壕T3 J 鉢 口縁～胴部 1／6 － （15．2） － （14．7） － 1 2 淡 黄褐色／褐色

56 19 環壕T3 J 鉢 口縁～胴部 1／5 － （19．1） （16．6） （16．9） － 1 2 明赤褐色／ 明赤褐色

56 20 環壕T3 J 高坪 杯部 1／6 － － － － － 1 2 黄橙色／黄橙色

56 2 1 環壕T3 J 器台 受部 1ノ5 ．
－ （19．8） － － － 1 2 黒褐色／ 明褐色

56 22 環壕T3 J 高塀 師部 1／6 － － － － － 1 2 明赤褐色／ 明赤褐色

56 23 環壕T3 J 低脚杯 杯部～脚部 2／3 9．6 （17．6） （6．0） － （9．2） 1 2 橙色／ にぷい赤褐色

56 24 環壕T3 J 器台 口縁～脚部 1 － 19．0 － － － 1 2 暗赤褐色／暗赤褐色

56 25 環壕T3 J － 脚部 － － － － － － 1 2 明赤褐色／ 明赤褐色 ・

56 26 環壕T3 J － 脚部 － － － － － － 1 2 黒褐色／明黄褐色

56 27 環壕T3 J － 脚部 － － － － － － 1 2 橙色／明黄褐色

56 28 環壕T3 J 低脚杯 脚部 1 － － － － （8．7） 1 2 明褐色／明褐色

56 29 環壕T3 J － 脚台部 1／4 － － － － （16．0） 1 2 にぷい褐色／橙色

56 30 環壕T3 J － 脚部 1 － － － － 13．2 1 2 樺色／黄橙色

56 3 1 環壕T3 J 低脚杯 脚部 1／3． － － － － （12．5） 1 2 明黄褐色／明黄褐色

56 32 環壕T3 J 低脚杯 師部～脚部 1 4．85 4．0 2．35 － （3．8） 1 2 黄橙色／黄橙色

57 1 環壕T3 J － 胴部～底部 1 － － － － 4．7 1 2 浅黄色／黄橙色

57 2 環壕T3 J － 胴部～底部 3／4
－ － － － 6．2 1 2 にぷい黄橙色／橙色

57 3 環壕T3 J － 胴部～底部 1 － － （19．2） － 5．2 1 2 にぷい黄橙色／橙色

57 4 環壕T3 J － 胴部～底部 1 － － － － 5．4 1 2 黄灰色／ にぷい橙色

57 5 環壕T3 J － 胴部～底部 3／4 － － － － 5．2 ． 1 2 褐色／明褐色

57 6 環壕T 3 J － 胴部～底部 1／2 － － － － 6．3 1 2 橙色／橙色

57 7 環壕T3 J － 胴部～底部 1 － － － － － 1 2 明赤褐色／ にぷい赤褐 色

57 8 環壕T 3 J 土製 晶
－ 1 － － － 1．8 － 1 2 一／樺色

58 1 環壕T 3 S 嚢 口縁～頸部 1／7 － （15．6） （12．9） － － 1 2 明赤褐色／明赤褐色

58 2 環壕T 3 S 餐 口縁～頸部 1／2 － （16．4） （13．1） － － 1 2 橙色／樺色

58 3 環壕T 3 S 襲 口縁～頸部 1／10 － （19．2） （13．1） － － 1 2 黄褐色／檀色

58 4 環壕T3 S 嚢 口縁～頸部 1／3 － （14．9） （10．9） － － 1 2 明黄褐色／橙色 ‘

58 5 環壕T3 S 嚢 口縁～頸部 1／6 － （14．0） （10．6）
－ － 1 2 橙色／明赤褐色

58 6 環壕T 3 S 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （17．7） （15．0） － － 1 2 明黄褐色／明赤褐色

58 7 環壕T 3 S 聾 ． 口縁～頸部 1／7 － （2 1．5） （16．6） － － 1 2 にぷい黄橙色／にぷい黄橙色
58 8 環壕T 3 S 餐 口縁～頸部 1／7 － （24．2） （20．8）

－ － 1 2 橙色／橙色

58 9 環壕T 3° S 嚢 口縁～頸部 1／8 － （25．0） － － － 1 2 橙色／橙色

58 10 環壕T 3 S 嚢 口縁～頸部 1／8 － （11．4）・ （8．6） － － 1 2 橙色／橙色

58 11 環壕T 3 S 餐 口縁部 1／3 － （19．1） － － － 1 2 橙色／橙色
58 12 環壕T3 S 鉢 口縁～底部 1／2 （9．7） （16．8） （11．2） （13．6） － 1 2 赤褐 色／明赤褐色

58 13 環壕T3 S 高坪 師部 1／10以下 － （25．9） － － － 1 2 明赤褐 色／明赤褐色

58 14 環壕T3 S 賓 口縁～頸部 1／8 － （27．8） － － － 1 2 橙色／明赤褐色

58 15 環壕T3 S 餐 口縁～頸部 1／9 － （25．8） － － － 1 2 明褐 色／橙色

58 16 環壕T3 S 嚢 口縁～頸部 1／6 － （14．4） － － － 1 2 黄橙 色／黄橙色

58 17 環壕T3 S ＝土ご宝E 口縁～頸部 1／6 － （15．3） （11．2）
－ － 1 2 橙色／橙色

58 18 環壕T3 S －＝ヒ月互 口縁～胴部 1／5 － － （10．4） － － 1 2 浅黄橙色／浅黄橙色

58 19 環壕T3 S 土製 晶
－ 1／2 － － － 2．1 － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

59 1． 環壕T3 1 ＝士ご日夏 口縁～胴部 1／4 － （9．9） （10．0）
－ － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

60 1 環壕T2 T 襲 口縁～頸部 1／10以下 － （16．3） （14．6） － － 1 2 橙色／ 明黄褐色

60 2 環壕T2 T 聾． 口縁～頸部 1／10 － （18．7） （17．7） － － 1 2 明黄褐色／黄橙色

60 3 環壕T2 T 蛮 口縁～頸部 1／10 － （15．0） （14．1） － － 1 2 にぷ い黄褐色／橙色

60 4 環壕T2 T 嚢 口縁～頸部 1／10 － （17．5） （16．2） － － 1 2 樺色／黄橙色

60 5 環壕T2 T 嚢 口縁～頸部 1／7 － （27．6） （22．2） － － 1 2 樺色／橙色

60 6 環壕T2 ノT 嚢 口縁～頸部 1／5 － （15．6） （13．4） － － 1 2 橙色／橙色
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60 7 環壕T2 T 嚢 口縁～胴部 1／8 － （17．3） （12．6） － － 1 2 黄灰色／浅黄橙色

60 8 環壕T2 T 襲 口縁～頸部 1／10 －
（16．0） （14．0）

－ － 1 2 にぷい黄褐色／赤色

60 9 環壕T2 T 嚢 口縁～頸部 1／4 － （18．5） （14．2） － － 1 2 橙色／橙色

60 10 環壕T2 T 襲 口縁～胴部 1／10 － （17．9） （15．0） － － 1 2 明黄褐色／黄褐色

60 11 環壕T2 T 嚢 口縁～胴部 1／4 － （15．4） （11．8） － － 1 2 明黄褐色／ にぷい黄橙色

60 12 環壕T2 T 嚢 ‾ 口縁～痙部 1／5 － － （17．0） － － 1 2 褐色／明褐色

60 13 環壕T 2 T 嚢 口縁～頸部 1／3 － （16．2） （13．4） － － 1 2 にぷい黄褐色／にぷい黄褐色

60 14 環壕T 2 T 嚢 口縁～頸部 1／6 － （15．2） （11．8） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

60 15 環壕T2 T 士宝E 口縁部 1／4 － （15．3） （11．7） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

60 16 環壕T2 T － 脚部 1／6 － － － － － 1 2 緑灰色／止 ぷい赤褐 色

60 17 環壕T2 K 嚢 口縁∴頸部 1／8 － （10．8） （10．2） － － ‘1 2 橙色／橙色

61 1 環壕T2 J 襲 口縁～頸部 1／7 － （17．3） （16．6） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

61 2 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／9 － （19．6） （17．6） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

61 3 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／6 － （15．2） （13．5） － － 1 2 橙色／橙色

61 4 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／6 － （13．0） （11．4） － － 1 2 黄橙色／橙色

61 5 環壕T2 J ・襲 口縁～頸部 1／8 － （17．0） （15．3） － － 1 2 橙色／橙色

61 6 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／3 － （17．6） （14．0） － － 1 2 橙色／黄橙色

61 7 環壕T2 J 餐 口縁～頸部 1／2 － （18．3） （14．2） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

61 8 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／6 － （18．0） － － － 1 2 橙色／黄褐 色

61 9 環壕T2 J 嚢 口縁～胴部 1／6 － （13．8） （9．2） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

61 10 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／4 － ．（23．9） （16．9） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

61 11 環壕T2 J 襲 口縁～頸部 1／9 － （17．6） （15．1） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

61 12 環壕T2 J 嚢 口縁～胴部 1／3 － （18．8） （15．3） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

61 13 ・環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／8 － （18．0） （12．8） － － 1 2 黒褐色／暗灰黄色 ‾

61 14 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／8 － （18．2） （15．2） － － 1 2 黒褐色／ にぷい黄橙色

6 1 15 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／4 － （15．6） （12．5） － － 1 2 明黄褐色／浅黄橙色

6 1 16 環壕T 2 J 嚢 口縁～胴部 1／5 － （13．2） （11．1） － － 1 2 橙色／橙色

6 1 17 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （15．4） （12．7） － － 1 2 明赤褐色／明赤褐色

6 1 18 環壕T 2 J 襲 口縁部 1／5 － （19．7） － － － 1 2 橙色／橙色 ‾

6 1 19 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／10 － （18．0） （14．7） － － 1 2 褐灰色／ にぷい橙色

6 1 20 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／10 － （16．1） （13．2） － － 1 2 黄橙色／橙色

6 1 2 1 環壕T2 J 嚢 口縁～胴部 1／3 － （13．1） （9．9） － － 1 2 暗灰色／ にぷい黄色

6 1 22 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／10 － （14．7） （10．8） － － 1 2‘ 橙色／橙色

6 1 23 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （16．3） （14．6） － － 1 2 橙色／橙色

6 1 24 環壕T2 J 嚢 口縁∴）頸部 1／5 － （2 3．8） （19．6） － － ・1 2 黄褐色／明黄褐色

6 1 25 環壕T2 J 嚢 ・ 口縁～頸部 1／6 － （2 1．6） （18．0） － － 1 2 黄褐色／褐色

6 1 26 環壕T2° ．J 嚢 口縁～頸部 1／3 － （12．9） （10．0） － － 1 2 明赤褐色／明赤褐色

6 1 27 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／10 － （12．2） （10．4） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

6 1 28 環壕T2 J 嚢 ．口縁～頸部 1／7 － （15．2） （12．7） － － 1 2 黄橙色／明黄褐色

6 1 29 環壕T2 J 嚢 口縁～頸部 1／5 － （17．7） － － － 1 2 赤褐色／赤褐色

6 1 30 環壕T2 J 襲 口縁～頸部 1／7 － （12．0） （9．3） － － 1 2 浅黄橙色／浅黄橙色

6 1 3 1 環壕T2 J 襲 口縁～頸部 1／7 － － （15．6） － － 1 2 橙色／橙色

6 1 32 環壕T2 J ＝土ゴ宝E 口縁～頸部 1／3 － （19．0） （10．6） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

6 1 33 環壕T2 J ・＝ヒ宝E 口縁～頸部 1／7 － （12．8） （10．9） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐色

62 1 環壕T2 J 鉢 口縁～底部 1／3 （8．25） （14．6） － （14．4） （5．3） 1 2 橙色／淡橙色

62 2 環壕T2 J 鉢 口縁部 1／10以下 － （19．5）・ － － － 1 2 栓色／橙色

62 3 環壕T2 J 鉢 口縁～胴部 1／9 － （16．8） － － － 1 2 明黄褐色／浅黄橙色

62 4 環壕T2 J 注口土器 注口部 1 － － － － － 1 2 浅橙色／浅橙色

62 5 環壕T2 J 低脚杯 脚部 3／4 － － － － 5．1 1 2 明黄褐色／明黄褐色

62 6 環壕T2　r J 高杯 師部 1／6 － （22．7） － － － 1 ．1 橙色／橙色

62 7 環壕T2 J 高坪 師部 1／10以下 － （2 1．1） － － － 1 2 浅黄栓色／浅黄橙色

62 8 環壕T2 J 高杯 杯部 1／6 － （17．7） － － － 1 2 浅黄橙色／浅黄橙色

62 9 環壕T2 J 器台 脚部 1／4 － － － － － 1 2 黄橙色／黄橙色

62 10 環壕T2 J － 脚部 1／8 － － － － （18．8） 1 2 橙色／橙色

62 11 環壕T2 J － 脚部 1／8 － － － － （17．4） 1 2 明赤褐色／赤褐色

62 12 環壕T2 J － 脚部 1／3 － － － － r 17．6 1 1 にぷい黄褐色／にぷい黄樫色

62 13 環壕T2 J 土製 晶
－ 1／2 － － － 2．55 － 1 2 ー／黄橙色

62 14 環壕T2 J 土製 晶
－ 1／2 5．2 － － － － 1 2 ー／灰黄色

63 1 環壕T2 － 嚢 口縁～頸部 1／10 － － － － － 1 2 明黄褐色／明黄褐色

63 2 環壕T2 － 襲 口縁～頸部 1／10 － （18．7）
－ － － 1 ．2 ・明赤褐色／明赤褐色

63 3 環壕T2
－

聾 口縁～頸部 1／10 － （17．6）． － － － 1 2‘ 黄橙色／明黄褐色

63 4 環壕T 2 － 聾 口．縁～胴部 1／4 － （14．1） （9．8） － － 1 2 明黄褐色／黄褐色

63 5 環壕T 2 － 餐 口縁～底部 1／10以下 － （12．4） － （12．4） 3．8 1 2 赤褐色／赤褐色

63 6 環壕T 2
－

＿聾 口縁～頸部 1／9 － （16．7） （10．4） － － 1 2 明黄褐色／にぷい黄橙色

63 7 環壕T 2 － ＝土ご∃亘 口縁部 1／4 － （12．5） （10．9） － － 1 2 黄橙色／明黄褐色

63 8 環壕T 2 － 高杯 師部 1／6 － （2 1．6） － － － 1 2 浅黄橙色／浅黄橙色

64 1 環壕Tl J 嚢 ． 口縁～頸部 1／9 －
（14．6） （11．0） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

64 2 環壕Tl J － 脚部 1／8 － － － － （15．8） 1 2 暗褐色／暗褐 色

64 3 環 壕Tl T 襲 口縁～頸部 1／9 － （18．2） （16．7） － － 1 2 橙色／橙色

64 4 環壕Tl T 嚢 口縁～頸部‾ 1／6 － （20．0） （14．4） － － 1 2 黒褐色／黒褐色

64 5 環壕Tl T 嚢 口縁～胴部 1／2 － （19．6） （15．0） （23．5） － 1 2 ・黄灰色／橙色
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64 6 環壕Tl T 襲 口縁～頸部 1／10以下 － （2 1．0） （16．0）
－ － 1 2 黄橙色／橙色

64 7 環壕Tl T 鉢 口縁～頸部 3／4以上
－ （18．9） （15．0） （19．3） － 1 2 橙色／橙色

64 8 環壕T l T 器台 受部 1／10以下 － （24．7） － － － 1 2 にぷい褐色／にぷい褐色
64 9 環壕T l T 餐 脚部 1／3 － （15．7） － － － 1 2 にぷい黄褐色／にぷい黄褐色
64 10 環壕T l T 嚢 口縁～頸部 1／7

－ （18．1） （14．2） － － 1 2 暗褐色／暗褐色

64 11 環壕T l T ＝量ゴ・宝E 脚部 1／10以下 － － － － － 1 2 橙色／橙色

64 12 環壕T l T 高坪 師部 1／4 － （19．0） － － － 1 2 黄橙色／黄橙色

64 13 環壕T l T 高塀 脚部 1 － － － － － 1 2 浅黄橙色／橙 色
64 14 環壕T l T 高坪 師部 － － － － － － 1 2 ‘橙色／橙 色

64 15 環壕T l T 高杯 脚部 1／5 － － － － （15．4） ．1 2 橙色／にぷい黄橙色
64 16 環壕T l T 高坪 脚部 1／9 － － － － （14．2） 1 2 橙色／橙 色
65 1 環壕Tl・土器溜 J 聾 口縁～頸部 1／5 － （17．3） （14．8） － － 1 2 明黄褐 色／ 明黄褐色

65 2 環壕Tl・土器溜 J 聾 口縁～頸部 1／6 － （14．7） （12．2）
－ － 1 2 青暗色／褐色

65 3 環壕Tl・土器溜 ・J 餐 口縁～頸部 1／8
－

（19．3） （14．6） － － 1 2 橙 色／橙色

65 4 環壕Tl・土器溜 J 嚢 口縁部 1／8 － （17．1） － － － 1 2 橙 色／橙色

6 5 5 環壕Tl・土器溜 J 聾 口縁部 1／6 － （22．0）
－ － － 1 2 黄橙 色／黄橙色

6 5 6 環壕Tl・土器溜 J 嚢． 口縁～底部 3／4以上 （36．9） （25．7） （2 1．3） （31．9） （6．2） 1 2 浅黄橙色／橙色

65 7 環壕Tl・土器溜 J 嚢 口縁～頸部 1／4 － （20．1） （17．1） － － 1 2 橙色／橙色
65 8 環壕Tl・土器溜 J 嚢 口縁～頸部 1／4－ － （19．7） （16．0） － － 1 2 橙色／橙色
65 9 環壕Tl・土器溜 J 嚢 口縁～底部 1／2 47．4 27．3 25．4 36．7 7．5 1 2 黄橙色／黄橙色

65 10 環壕Tl・土器溜 J 嚢 口縁～頸部 1／3 － （13．3） （11．6）
－ － 1 2 橙色／橙色

65 11 環壕Tl・土器溜 J 嚢 口縁～頸部 1／8
－ （15．8） （10．6） － － 1 2 明黄褐色／褐灰色

65 12 環壕Tl・土器溜 J 嚢 口縁～頸部 1／5 － ・（15．0） （11．0） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

65 13 環壕Tl・土器溜 J 嚢 口縁～頸部 1／2 － （17．0） （12．8）
－ － 1 2 橙色／橙色

66 1 環壕Tl l土器溜 J 器台 受部～脚部 1／2 27．4 （31．0）
－ － （28．0） 1 ・2 明黄褐色／明黄褐色

66 2 環壕Tl・土器溜 J 器台 受部 2／5 － 29．2 － － － 1 2 朋黄褐色／明黄褐色

66 3 環壕Tl・土器溜 J 器台 受部 1／5’ － （29．6） － － － 1 2 明褐色／明褐色
66 4 環壕Tl・土器溜 J － 脚部 1 － － － － 14．4 1 2 橙色／橙色

66 5 環壕Tl・土器溜 J － 脚部 1 － － － － － 1 2 明茶褐色／明赤褐色

67 1 環壕TY l J 嚢 口縁～頸部 1／9 － － （14．6）
－ － 1 2 ・橙色／橙色

67 2 環壕TY l J 嚢 口縁～頸部 1／5
－

（13．3） （10．4） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

67 3 環壕TY l T ＝ゴゴ・宝E 口縁～頸部 1／5 － （16．1） （13．6） － － 1 2 橙色／明赤褐 色

67 ．4 環壕TY l T 器台 受部 1／6 － （19．7） － － － ．1 2 明黄褐色／明黄褐 色
68 1 環壕TY2 T 嚢 口縁～胴部 1／10以下 － （19．6） （17．4） － － 1 2 橙色／橙色

68 2 環壕TY2 T 嚢 口縁～頸部 ・1／4 － （15．7） （13．7） － － 1 2 褐色／褐 色

68 3 環壕TY2 T 嚢 口縁～頸部 1／6 － （11．5） （9．4）
－ － 1 2 褐色／明褐 色

68 4 環壕TY2 K ・＝ヒ宝E 胴部～底部 1 － － － 12．7 5．6 1 2 褐色／褐 色

69 1 環壕TY 3 T 嚢 ．口縁～胴部 1／10 － （15．5） （13．8） － － 1 2 橙色／橙色
69 2 環壕TY 3 T 襲 口縁～胴部 1／10 － （12．8） （11．5） － － 1 2 にぷい黄橙色／にぷい黄褐色
69 3 環壕TY 3 T 襲 口縁～胴部 1／10以下 － （18．2） （16．6） （16．5） － 1 2 橙色／橙色

69 4 環壕TY 3 T 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （15．9） （13．9） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

69 ．5 環壕TY 3 T 襲 口縁～頸部 1／5 － （20．7） （17．8） － － 1 2 浅黄橙色／にぷい黄橙色

69 6 環壕TY 3 T 嚢 ・ 口縁∵－頸部 1／10以下 － （17．9） （13．0） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐色

69 7 環壕TY 3 K 襲 頸部～胴部 1／8 － － （18．4）． － － 1 2 明黄褐 色／明黄褐色
69 8 環壕TY 3 K 嚢 口縁～胴部 1／7 － （13．4） （12．6） （15．3） － 1 2 ．浅黄橙色／浅黄橙色

69 9 環壕TY 3 K 嚢 口縁～胴部 1／8
－ （16．2） （14．9） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

69 10 環壕TY 3’ K 襲 口縁～頸部 1／3 － （13．7） （11．6）
－ － 1 ‘2 明黄褐 色／明黄褐色

69 11 環壕TY3 K 襲 口縁～胴部 ．1／9
－ － （12．8） － － 1 2 ‘橙色／橙 色

70 1 住居 1 ③ 餐 口縁～頸部 1／9 － （18．6） （15．6） － － 1 2 明赤褐色／明赤褐色

70 2 住居 1 ③ 嚢 口縁～頸部 1／3 － （18．3） （15．3）
－ － 1 2 橙色／橙 色

70 3 住居 1 ③ 嚢 口縁～頸部 1／3
－ （15．4） （13．0） － － 1 2 橙色／橙 色

70 4 住居 1 ・③ 餐 1 口縁～胴部 1／6 － （14．4） （－11．0） （16．3）‘ － 1 2 にぷい黄橙 色／黄褐色

70 5 住居 1 ③ 嚢 口縁～頸部 1／10 － （25．3） （22．4）
－ － 1 2 1オ リーブ褐色／ 黒褐色

70 6 住居 1 ③ 襲 口縁～胴部 1／4 － （13．8） （11．4） － － 1 2 褐 色／ 暗褐色

70 7 住居 1 ③ 餐 口縁～胸部 1／5 －
（‘17．2） （14．6） － － 1 2 橙色／橙色

70 8 住居 1 ③ 嚢 口縁～胴部 3／4以上 － （15．8） （12．6）
－ － 1 2 にぷい黄色／にぷい黄色

70 9 住居 1 1 ③ 嚢 口縁～頸部 1 － （13．9） （11．8） － － 1 2 浅黄橙色／浅黄橙色

70 10 住居 1 ③ 襲 口縁～頸部 1／5 － （14．8） （11．0） － － 1 2 褐色／褐色

70 11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

住居 1 ③ 嚢 口縁～頸部 1／2 － （17．4） （13．1）
－ － 1 2 明黄褐色／明黄褐色

70 住居 1 ③ 嚢 口縁～胴部 2／3 － （14．0） （12．0） － － 1 2・ 明黄褐色／明黄褐色

70 住居 1 ③ ．嚢 口縁～胴部 1／6 － ‘（8．2） （8．0） （10．4） － 1 2 明褐色／明褐色
70 住居 1 ③ －＝ヒ宝E 口縁～頸部 1／4 － （14．0） （12．0）

－ － 1 2 灰褐色／明褐色
70 住居 1 ③ 餐 口縁～頸部 1／2 － （12．2） （9．4） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

70 住居 1 ③ 餐 口縁～底部 1／6 9．8 （10．5） （8．0） （11．4）
－ 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

70 住居 1 ③ 鉢形土器 口縁～底部 1／2 － （29．0） （19．5） ．（34．0） （19．2） 1 2 明赤褐色／明褐 色
70 住居 1 ③ 嚢 口縁～頸部 1／8 － （15．6） （11．9） － － 1 2 橙色／橙色 ．

70 住居 1 ③ 餐 口縁～頸部 1／8 － （14．2） － － － 1 2 明黄褐色／明黄褐色
70 住居 1 ③ 餐 口縁～頸部 1／7 － （13．8） （10．3） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐色

70 2 1 住居 1 ③ ・＝ヒ日夏 口縁～頸部 2／5 － （18．1） （11．8） － － 1 2 浅黄橙色／浅黄橙色

70 22 住居 1 ③ 士宝E 口縁～頸部 1／3 － （20．7） （12．7）
－ － 2 2 にぷい黄橙色／浅黄橙色

70 23 住居 1 ③ 聾 口縁～頸部 1／10以下 － （15．5） （10．5．） － － 1 2 黒色／暗灰 色
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70 24 住居 1 ③ ・＝ヒ宝E 口縁～頸部 1／9 －
（12．4）

－ － － 1 2 浅黄橙色／浅黄橙色

7 1 1・ 住居 1 ③ ・＝ヒ宣E 口縁～胴部 1／3 － － （10．6） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

7 1 2 住居 1 ③ ＝土ご宝E 底部 1 － － － － － 1 2 黄橙色／黄橙色

7 1 3 住居 1 ③ 聾 口縁～頸部 1／4 －
（11．2）

－ － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

7 1 4 住居 1 ③ 嚢 口縁～頸部 3／4 － （14．4）・（11．0） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

7 1 5 住居 1 ③ 器台 脚部 1／3 － － － － （14．4） 1 2 橙色／橙色

7 1 6 住居 1 ・③ 器台 受部～脚部 1 － － － － － 1 2 黄橙色／黄橙色

7 1 7 住居 1 ③ 器台 受部 1／3 － － － － － 1’2 橙色／橙色

7 1 8 住居 1 ③ 器台 受部 1／3 － （18．0） － － － ’1 2 橙色／橙色

7 1 9 住居 1 ③ 器台 脚台部 1／8 － － － － （26．2） 1 2 橙色／黄褐 色

7 1 10 住居 1 ③ 器台 脚台部 1／3 － － － － （3 1．5） 1 2 橙色／橙色 ．

7 1 11 住居 1 ③ 高杯 杯部 1／7 － （23．4） － － － 1 2 明黄褐色／褐 色

7 1 12 住居 1 ③ 高塀 師部 1／3 － （2 1．4） － － － 1 2 にぷい黄樫色／にぷい橙色

7 1 13 住居 1 ③ 高杯 脚部 1 － － － － － 1 2 明黄褐色／黄褐 色

7 1 14 住居 1 ③ 高杯 脚部 2／3 － － － － － 1 2 ．黄橙色／浅黄橙 色

7 1 15 住居 1 ③ 高坪 脚部 1／8 － － － － （13．2） 1 2 にぷい橙色／にぷい橙色

7 1 16 住居 1 ③ 低脚杯 ・口縁～脚部 1／5 8．0 （14．8） － － （8．2） 1 2 にぷい橙色／にぷい橙色

7 1 17 住居 1 ③ 低脚杯 口縁一⊥脚部 1／10以下 － 15．4 － － － 1 2 灰黄褐色／にぷい黄橙色

7 1 18 住居 1 ③ 低脚坪 口縁～脚部 1／9 4．6 （11．8） － － （8．5） 1 2 にぷい黄橙色／淡黄橙色

7 1 19 住居 1 ③ 低脚杯 脚部 1／8 － － － － （12．6） 1 2 橙色／橙色

7 1 20 住居 1 ③ 低脚杯 師部ん脚部 1 － － － － － 1 2 橙色／橙色

7 1 2 1 住居 1 ③ 低脚杯 杯部～脚部 2／3 － － － － （7．5） 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

7 1 22 住居 1 ③ ・低脚杯 脚部 1／4 － － － － （15．0） 1 2 橙色／橙色

7 1 23 住居 1 ④ 餐 口縁～胴部 1／7 － （18．．6） （14．0）
－ － 1 2 橙色／橙色

7 1 24 住居 1 ④ 嚢 口縁～胴部 1／6 － （16．5） （12．8） － － 1 2 明黄褐色／明黄褐色

7 1 2 5 住居 1 ④ 嚢 口縁～頸部 1／5 － （13．9） （11．4） － － 1 2 褐色／ にぷい黄褐色

7 1 26 住居 1 ④ 襲 口縁～頸部 1／3 － （12．6） （10．6） － － 1 2 橙色／橙色

7＿1 2 7 住居 1 ④ 高杯 師部 1／3 － （27．6） － － － 1 2 橙色／橙色

71 2 8 住居 1 ④ 高杯 脚部 1／4 － － － － （12．0） 1 2 にぷい黄褐色／にぷい黄褐色

71 2 9 住居 1 ④
－ － － － － － － － 1 2 橙色／橙色

72 1 住居1・周堤溝 埋土 ・＝ヒ宝E 口縁六一底部 1／2以上 － （16．3） （10．6） （24．5） （5．0） 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

72 2 住居1・周堤溝 埋土 襲 口縁～頸部 1／2 － ．（17．7） （13．8） － － 1 2・ 明黄褐色／ 明黄褐色

72 3 住居1°・周堤溝 埋土 鼓形器台 受部～脚部 1／4 － （21．3） － － （16．9） 1 2 橙色／橙色

73 11 住居 2 埋土 嚢 口縁～頸部 1／10 － （14．6） （11．8） － － 1 2 褐色／ 明黄褐色

73 2 ・住居 2 埋土 襲 口縁～胴部 ．1／6 － （14．8） （13．0） － － 1 2 橙色／橙色

73 3 住居 2 埋土 士宝E 口縁～頸部 1／4 － （14．4） （10．9） － － 1 2 橙色／橙色

73 4 住居 2 ・ 埋土 嚢 口縁～頸部 1／3 － （18．6） （14．9） － － 1 2 明黄褐色／橙色

73 5 住居 2 埋土 嚢 口縁～頸部 1／3 －
（18．0）

－ － － ・1 2 橙色／橙色

73 6 ＿ 住居 2 埋土 襲 口・縁～頸部 1／6 － （13．6） （12．2） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

73 7 住居 2 埋土 襲 口縁～頸部 1／4 － （17．7） （12．3） － － 1 2 ・褐色／ 明褐色

73 8 住居 2 埋土 嚢 口縁～頸部 1／4 － （15．8） （13．0） － － 1 2 橙色／橙色

73 9 ‘住居 2 埋土 ・＝ヒ宝E 口縁～底部 1 10．35 5．r6 5．1 10．9 － 1 2 黄橙色／橙色

73 10 住居 2 埋土 ＝土ゴ・宣E 口縁～頸部 1／10 － （12．5） － － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

73 11 住居2 ・中央P 埋土 ‘襲 口縁～頸部 1／7 － （14．6） （12．5） － － 1 2 橙色／橙色

73 12 住居 2 ・P4 埋土 嚢 口縁～頸部 1／4 － （16．5） （12．9） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

73 13 住居 2 ・P2 埋土 士宝E 口縁～胴部 1／4 － （16．2） （12．8） － － 1 2 橙色／橙色

73 14 住居2 ・周堤溝 埋土 襲 ・ 口縁～頸部 2／3以上 － 17．7 13．9 － － 1 2 明赤褐色／橙色

73 15 住居2 ・周堤溝 埋土 餐 口縁～頸部 3／4 － （14．6） （12．1） － － 1 2 橙色／橙色

73 16 住居2 ・周堤溝 埋土 襲 口縁～頸部 1 － 15．8 11．5 － － 1 2 黒色／ 明黄褐色

73 17 住居2 ・周堤溝 埋土 器 台 受部～脚部 1／2 15．3 （19．8） － － （13．0） 1 2 明赤褐色／赤褐色

73 18 住居2 ・周堤溝 埋土 賓 口縁～頸部 1／7 － （17．1） （14．6） － － 1 2 橙色／橙色

73 19 住居2 ・周堤溝 埋土 襲 口縁～胴部 1／3 － （16．8） （14．4） － － 1 2 黄橙色／黄樺色

73 20 住居2 ・周堤溝 埋土 嚢 口縁～頸部 1／6 － （11．9） （11．4） － － 1 2 浅黄橙色／浅黄橙色

73 21 住居2 ・周堤溝 埋土 嚢 ‘ 口縁～頸部 1／6 － （14．0） － － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

73 22 住居2 ・周堤溝 埋土 聾 口縁～頸部 1／6 －
（13．5） （10．2）

－ － 1 2 橙色／橙色

73 23 住居2 ・周堤溝 埋土 器 台 受部 1／6 － （16．8） － － － 1 2 橙色／ 明褐色

73 24 住居2 ・周堤溝 埋土 高杯 師部 1／2 － （13．6） － － － 1 2 橙色／橙色

74 1 住居3 ・周堤溝 埋土 襲 － 口縁～頸部 1／8 － （16．2） （13．4） － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

74 2 住居3 ・周堤溝 埋土 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （19．1） （14．7） － － 1 2 黄樫色／黄橙色

74 3 住居3 ・排水溝 埋土 鉢 口縁～胴部 1ノ5 － － （11．2） － － 1 2 橙色／黄橙色

74 4 住居3 ・排水溝 埋土 高杯 師部 1／2 － （1 1．2） － － － 1 2 1 黄橙色／黄橙色

74 5 住居3－・排水溝 埋土 高杯 師部 1／10以下 － （20．0） － － － 1 2 黄橙色／黒褐色

74 6 住居 4 ③ 嚢 口縁部 1／10 － （14．4） － － － 1 2 橙色／橙色

74 7 住居 4 ③ 低脚杯 脚部 1／2以上 － － － － （7．0） 1 2 黄橙色／黄橙色

74 8 住居 5 上面 嚢 口縁～頸部 1／10 － － （13．2） － － 1 2 橙色／橙色

74 9 住居 5 上面 ・＝ヒ宝E 頸部 1／6 － － （15．2） － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

74 10 住居 5 上面 器台 脚台部 1／5 － － － －
（15．2） 1 2 橙 色／ 明褐色

74 11 住居6 ・周堤溝 埋土 襲 口縁～胴部 1／2 － （16．8） （13．0） － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

75 1 土坑 11 埋土 襲 口縁～頸部 1／7 － （17．6） （13．9） － － 1 2 明赤褐色／橙色

75 2 土坑 11 埋土 嚢 口縁部 1／8 － （16．．0） － － － 1 2 黄褐 色／橙色

75 3 土坑11 埋土 嚢 口縁～頸部 1／4 － （1．8．8） （15．4） － － 1 2 にぷい黄橙色／橙色
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75 4 土坑11 埋土 高杯 杯部 1／4 － （19．2） － － － 1 2 樺色／黄橙色

75 5 土坑12 埋土 ＝士ご雲互 口縁～頸部 1／9 － （14．6） （10．0） － － 1 2 橙色／橙色

75 6 土坑12 埋土 士宝E 頸部 1／10以下 － － （14．8） － － 1 2 明黄褐色／にぷい黄橙色
75 7 土坑12 埋土 嚢 口縁部 1／4 － （14．7） － － － 1 2 明黄褐色／明黄褐色

75 8 土坑13 埋土 襲 口縁～頸部 1／7 － （2 1．2） （16．0） － － 1 2 極暗赤褐色／暗赤褐色

75 9 土坑13 埋土 嚢 白縁～頸部 1／10以下 － － （13．0） － － 1 2 橙色／橙色

75 10 土坑13 埋土’ － ・底部 1／6 － － － － （9．5） 1 2 明褐色／橙色
75 11 土坑14 埋土 餐 口縁～頸部 1／10 － （22．1） － － － 1 2 明褐色／橙色

75 12 土坑14 埋土 低脚杯 脚部 ・ 1／5 － － － － （9．7） 1 2 黄橙色／黄橙色

75 13 溝 1 埋土 ・＝ヒ宝E 口縁～頸部 1／3 － （11．8） （7．6） － － 1 2 ．明黄褐色／浅黄橙 色－

76 1 包含層 Ⅱ 深鉢 口縁～胴部 1／10以下 － （34．0）
－ － － 1 2 橙色／橙色

76 2 包含層 Ⅱ 嚢 口縁～胴部 － － － － － － 1 2 明黄褐 色／灰色

76 3 包含層 Ⅱ上 ・＝ヒ宝亘 胴部 － － － － － － 1 2 にぷい黄樺色／にぷい橙色－
76 4 包含層 I ・＝ヒ宝E 頸部 1／10 － － （10．0） － － 1 2 灰 色／明黄褐色

76 5 包含層 Ⅱ上 ・＝ヒ宝E 頸部 1／10 － － （14．け － － 1 2 にぷい黄褐色／明黄褐色
76 6 包含層 I ・＝ヒ宜E 頸部 1／10 － － （13．5）

－ － ・1 2 にぷい黄橙色／にぷい黄橙色

77 1 包含層 I 嚢 口縁～頸部 1／8 － （14．4） （10．4） － － 1 2 橙色／橙色

77 2 包含層 I 高杯 脚部 1／8 － － － － （17．7）．1 2 明黄褐 色／ 明黄褐色 ‘

77 3 包含層 I 高杯 杯部 1／9 － （22．1）
－ － － 1 2 橙 色／橙色

77 4 包含層 Ⅱ上 聾 口縁～頸部 1／10以下 － （24．4） （22．4） － － 1 2 明赤褐色／橙色

77 5 包含層 Ⅱ上 ・聾 口縁～頸部 1／10以下 － （17．2） （15．0） － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

77 6 包含層 Ⅱ上 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （16．4） （14．4） － － 1 2 明褐色／灰黄褐色

7 7 7 包含層 Ⅱ上 襲 口縁～頸部 1／9 － （20．0） （17．6） － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

77 8 包含層 Ⅱ上 嚢 口縁～頸部 1／4 － （17．0） （13．7） － － ．1 2 明黄褐色／ 明赤褐色

77 9 包含層 Ⅱ上 嚢 口縁～頸部 1／6 － （14．9） （13．0） － － 1 2 橙色／橙色

77 10 包含層 Ⅱ上 土日互 口縁～頸部 1／10以下 － （16．3） （12．9） － － 1 2 にぷい黄橙色／浅黄橙色
77 11 包含層 Ⅱ上 嚢 口縁～頸部 1／9 － （21．8） （16．3） － － 1 2 褐灰色／褐灰色

77 12 包含層 Ⅱ上 器台 受部 1／10 － （22．2）
－ － － 1 2 明黄褐色／ 明黄褐色

77 13 包含層 Ⅱ上 餐 白線～頸部 1／7 － － （13．1） － － 1 2 ・橙色／橙色

77 14 包含層 Ⅱ上 襲 口縁～頸部 1／5 － （17．9） （13．4） － － 1 2 橙色／橙色

77 15 包含層 Ⅱ上 鼓形器台 受部 － － － － － － 1 2 明黄褐色／褐色

77 16 包含層 Ⅱ 嚢 口縁～頸部 1／5 － （15．7） （12．3） － － 1 2 灰黄褐色／明褐色

77 17 包含層 Ⅱ 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － （14．8） （12．2） － － 1 2 樫色／橙色

77 18 包含層 Ⅱ 嚢 口縁～頸部 1／6 － （16．6） （12．8） － － 1 2 にぷい黄褐色／にぷい黄褐色

77 19 包含層 Ⅱ 嚢 口縁～頸部 1／10以下 － － （15．1） － － 1 2 黄褐色／黄褐色

77 20 包含層 Ⅱ 嚢 口縁～頸部 1／4 － （13．6） （10．2） － － 1 2 橙色／黄橙色

77 2 1 包含層 Ⅱ 士宣E 口縁～頸部 1／4 － （17．8） （11．8） － － 1 2 明黄褐色／浅黄橙色

77 22 包含層 Ⅱ 嚢 頸部～胴部 － － － （7．6） （8．2） － 1 2 にぷい黄褐色／にぷい黄褐色
77 23 包含層 Ⅱ 嚢 口縁～頸部 1 － 16．7 12．65 － － 1 2 橙色／橙色
77 24 包含層 Ⅱ 士宝E 胴部 1／3 － － － （15．0） － 1 2 灰黄褐色／灰黄褐色

77 25 包含層 Ⅱ 器台 受部 1／9 － （16．4） － － － 1 2 黄橙色／黄橙色

77 26 包含層 Ⅱ 蓋 － 1／6 － （11．5） － － 5．5 1 2 橙色／橙色

77 27 包含層 Ⅱ ・＝ヒ宝E 口縁～頸部 1／8 － （12．4） （8．4） － － 1 2 にぷい黄褐色／にぷい黄褐色

77 28 包含層 Ⅱ 高坪 師部 1／10以下 － （17．8） － － － 1 2 にぷい黄橙色／にぷい黄樫色
77 29 包含層 ・ Ⅱ 高坪 脚部 1／2 － － － － 11．5 1 2 明黄褐色／明黄褐 色

1．挿図・番号は本文中の挿図番号に対応する。

2．出土位置は遺構およびグリッド名を示す。

3．口緑部脚部等残存率は口緑部を優先した。

4．法量について、反転復元による推定値は（）で示した。

5．胎土、焼成については以下のように記号を用いる。
胎土　密－1やや租－2　租－3　　焼成　硬質－1良好－2　軟質－3

6．色調は『新版　標準土色帖』による。
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第2節　古墳時代前期復業以降の土器

1．古墳時代前期復業の土器（第78図1、図版36－2）

1は晩田山10号境の周溝から出土

した大形の壷である。土器棺として

使用されていた可能性がある。口線

上端部が拡張、やや内傾する複合口

緑を形成している。口線上端部は玉

線状を呈しており、端部は緩く面取

りされている。口縁下端部は横方向

に拡張する。板状工具の押圧による

羽状文と平行沈線が口緑帯、頚部、

肩部に施されている。内外面ともナ

デ調整である。口緑部内面には強い

ナデ調整が行われており、凹線状に器面が波打つ。

O S＝1：4　　10cm

「l i　　　　」

第78図　晩田山10号墳周溝出土土器

2．古墳時代後期以降の須恵器と土師器（第78図1）

ここでは、須恵器・土師器について遺構または出土地区ごとに報告を行う。

環壕T3・1層出土の須恵器（第79図1・2）

1は壷の頚部から肩部にかけての破片で、（∋層から出土した。外面には、若干、カキ目と平行叩き目文が

見られる。

2は壷とみられる肩部から胴部にかけての破片である。S層（②層）に食い込んだ状態で出土した。撹乱など

の要因が考えられるが、本来は①層に帰属するものと推測される。屈曲部には、刻目の施された貼り付け突帯が

巡る。また、肩部にはカキ目が施されている。特異な形状の壷であるが、8世紀代のものと思われる。

住居1上層（①層）および検出面出土の須恵器（第79図3・4）

3は杯の底部である。底部に回転糸切りによる切り離し痕が認められる。体部はやや内湾気味に立ち上がって

いる。内外面は回転ナデ調整である。（3）

4は壷である。口縁部から底部にかけてほぼ復元できる。胴部外面の調整は削りとナデのみ、内面にも叩き目

は見られず、ナデのみである。底部に近いところに接合痕が認められ、内外面に対応する指頭圧痕が見られる。

底部は平底で、焼成後、打ち欠きによる穿孔が施されている。10世紀代のものではないかと思われる。

包含層出土の須恵器（第79図5～18）

G7グリッド第I層（第79図5）　5は杯の底部である。底部には回転糸切りによる切り離し痕が認められ

る。丁寧な作りで、内面には仕上げナデが施されている。

G8グリッド第I層上面（第79図6・7）　6は蓋である。口緑部しか残っていないが、宝珠状つまみが付

く小形の蓋ではないかと思われる。7は壷の口縁部で、粕のかかった頸部と胴部が出土している。同一個体がG

7グリッドからも出土している。
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第79図　須恵器

G8グリッド第I層（第79図8・9）　8は嚢の胴部である、内外面に叩き目を施した後、ナデ調整が行わ

れている。9は杯の底部から体部の破片である。底部は回転糸切り後に、ナデが施されているようである。いず

れも8世紀後半から9世紀にかけてのものであろう。

H7グリッド第I層上面（第79図10）10は嚢あるいは横瓶の胴部片である。内外面ともに叩き目施した後

にナデ調整が施されている。

H8グリッド第I層上面（第79図11～14）11は嚢の胴部片である。外面の叩き目文はナデ調整により不明

瞭である。内面の調整は同心円の叩き目が明瞭に認められる。12～14は杯の底部である。12・13の底部には回転

糸切り痕が残る。12は一方向への砂粒の移動が認められることから、糸切り後に削りを施しているようである。
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第80図　土師質土器

13は反時計回りで糸切りが施されている。14は底部から口緑部にかけて残存している唯一の資料である。底部に

は回転糸切りが施されている。体部は内湾気味に立ち上がり、端部は外反する。

H9グリッド第I層（第79図15）15は壷の口縁部である。口縁端部が上方に若干拡張する。

H9グリッド第I層（第79図16・17）16・17は嚢の胴部片である。外面には叩きの後、ナデが施されてい

る。一方、内面には叩き目が明瞭に残る。17は16に比べ、外面のナデが軽く施されている。

18グリッド第Ⅱ層（第79図18）18は長頸壷の頚部である。9世紀から10世紀代のものと思われる。

包含層出土の土師器（第80図）

H6グリッド第I層上面（第80図1）1は高台付きの杯である。内外面ともに回転ナデで、脚部はハの字

状に開く。

H7グリッド第I層上面（第80図2・3）　2・3は杯の底部片である。2は回転糸切りによる切り離しで、

底部から体部にかけては外反する。3はへラ切りによって切り離しが行われており、その後ナデを施している。

底部がかなり厚く、体部は直線的に外に開く。

H8グリッド第I層（第80図4・5）　4は杯である。底部は時計回りの回転糸切りによる切り離しのちナ

デが施されている。その他の部分は回転ナデ調整である。体部は内湾しながら立ち上がり、口緑端部は丸くおさ

められている。5も杯の口縁部である。体部が内湾しながら立ち上がり、口縁端部を丸くおさめる。12と同一個

体の可能性がある。

H8グリッド第I層上面（第80図6～9）　6～9は杯の底部である。6は時計回りに回転糸切りによる切

り離しが行われている。体部はおそらく外に大きく開き、内湾気味に立ち上がるようである。7は回転糸切りに

よる切り離しを行った後、パケメのようなもので調整が施されている。体部はハの字状に開くものとみられる。

8も回転糸切りによる切り離しが行われており、体部はあまり開かない。9は小さな底部で、回転糸切りが行わ

れている。体部はハの字状に開くとみられる。なお、8、9いずれも摩滅しており、糸切り後ナデを施したどう

かはわからない。底部以外の調整は4点ともにナデ調整、特に9は丁寧に調整されている。

H8グリッド第Ⅱ層（第80図10～12）10は反時計回りの回転糸切りによる切り離しが行われている。体部

はハの字状に開き、強めのナデが施されている。また、横方向にパケメ状の工具痕が認められる。口縁端部は丸

くおさめられている。11は摩滅しており、糸切りの有無は不明である。全体に摩滅しているが、それ以外の部分
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の調整は回転ナデ調整である。12は時計回りの回転糸切りによる底部切り離しを行っている。底部から体部にか

けてはハの字状に開くようで、外面には強めの回転ナデを施し、内面は比較的丁寧にナデを施している。中心部

分には粘土紐の接合痕が残っているようにみえる。他の個体と比べると、かなり胎土が赤い。5と同一個体の可

能性がある。

表9　須恵器・土師器観察表

挿

図

番

号

出土

位 置
層位 種類 残存部位

口縁部

脚部等

残存率

法量
胎

土

焼

成

色調

器高 口径 頸径
胴部最

大径

底径

（脚径）
内／外

78 1 晩田山10号墳 埋 土 ＝土ご宝E 口縁～頸部 3／4 － （36．2） （3 1．3） － － 1 2 黄橙色／黄橙色

79 1 環壕T 3 ① 聾 頸部 1／9 － － （12 ．0） － － 1 1 灰色／灰色

79 2 環壕T 3 ② ＝土ご日夏 肩部 1／10以下 － － － （17．5） － 1 1 灰色／灰色

79 3 住居跡 1 ① 杯 底部～体部 1／4 － － － － （6．8） 1 1 浅黄色／浅黄色

79 4 住居跡 1 r （D 士宝E 口縁～底部 1／3 （30．35） （17．4） （13 ．5） （2 3．8） （12．4） 1 1 暗青灰色／暗青灰色

79 5 G 7 Ⅱ 杯 底部～体部 1／2以下 － － － － （6．6 ） 1 1 にぷ い黄色／灰黄色

79 6 G 8 Ⅱ上 蓋 口縁部 1／10以下 － （10．5） － － － 1 1 灰色／オ リーブ黒

79 7 G 8 Ⅱ上 ・＝ヒ宝E 口縁～頸部 1／10以下 － （11．0） － － － 1 1 灰黄色／灰黄色

79 8 G 8 Ⅱ 襲 胴部
－ － － － － － 1 1 灰色／灰色

79 9 G 8 Ⅱ 杯 底部～体部 1／6 － － － － （7．4 ） 1 1 灰黄色／灰黄色

79 10 H 7 Ⅱ上 聾 胴部
－ － － － － － 1 1 青灰色／灰色

79 11 H 8 Ⅱ上 襲 ＿ 胴部 － － （16．8） － － － 1 1 灰色／灰色

79 12 H 8 Ⅱ上 杯 底部 1／2 － － － － （5．5） 1 1 ．灰黄色／灰黄色

79 13 H 8 Ⅱ上 杯 底部～体部 1／8 － － － － （6．9） 1 1 灰黄色／灰黄色

79 14 H 8 Ⅱ上 杯 口縁～底部 1／10以下 3．25 （13．0） － － （9．2 ） 1 1 ．浅黄色／灰黄色

79 15 H 9 I 襲 ？ 口縁部 1／10 － （21．7） － － － 1 1 灰色／灰色

79 16 H 9 Ⅱ上 餐 胴部
－ － － － － － 1 1 灰 白色／灰 白色

79 17 H 9 Ⅱ上 襲 胴部 － － － － － － 1 ．1 灰 白色／灰 白色

79 18 I 8 Ⅱ ＝土ご宝E 頸部 1／4 － －
（4．0）

－ － 1 1 灰色／灰色

80 1 H 6 Ⅱ上 高台付杯 底部～高台 1／3以上 － － － － － 2 2 灰黄色／橙色

80 2 H 7 Ⅱ上 杯 底部～体部 1／3 － － － － （5．5） 1 2 にぷい黄橙色／にぷい黄橙色

80 3 H 7 Ⅱ上 杯 底部 2／3 － － － － 4 ．6 1 2 黄橙色／黄橙色

80 4 H 8 I 杯 口縁～底部 1／3 － （10．8） － － ．（4 ．8） 1 2 明赤褐色／赤褐色

80 5 H 8 I 坪 口縁部 1／4 － （10．8） － － － ‘1 2 明赤褐色／明赤褐色

80 6 H 8 Ⅱ上 杯 底部～体部 1／4 － － － － （6 ．0） 1 2 にぷい黄橙色／橙色

80 7 H 8 Ⅱ上 杯 底部～体部 1／3 － － － － （7．4） 1 2 にぷい樫色／にぷい樺色

80 8 H 8 Ⅱ上 杯 底部～体部 3／4以上 － － － － （6 ．0 ） 1 2 橙色／橙色

80 9 H 8 Ⅱ上 坪 底 部～体部 1／3 － － － － （4 ．4 ） 1 2 橙色／橙色

80 10 H 8 Ⅱ 杯 口縁 ～底部 1／4 （3．25） （11．8） － － （7．3） 1 2 橙色／橙色

．80 11 H 8 Ⅱ 杯 口縁～体部 1／3 － － － － （5．1） 2 2 橙色／橙色

80 12 H 8 Ⅱ 杯 底部 ～体部 1 － － － － （5．7） 1 2 明赤褐色／明赤褐色

1．挿図・番号は本文中の挿図番号に対応する。

2．出土位置は遺構およびグリッド名を示す。

3．口緑部脚部等残存率は口緑部を優先した。

4．法量について、反転復元による推定値は（）で示した。

5．胎土、焼成については以下のように記号を用いる。
胎土　密－1　やや租－2　租－3　　焼成　硬質－1　良好－2　軟質－3

6．色調は『新版　標準土色帖』による。
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第3節　剥片石器

合計142点の剥片石器（以下、石器と略する）が出土しており、主要な器種について遺構ごとに報告する。

1．環濠出土の剥片石器（第81図1～11、図版38）

環壕から出土した石器は、合計28点である（表1）。

ナイフ形石器が1点出土している（第81図1）。黒

曜石の縦長剥片を素材とした二側線加工のものであ

る。素材剥片の打点を先端側にもちい、右側緑全体を

腹面から、左側緑下半部を腹面からブランテイングに

より調整している。

石鉄は6点出土しており（第81図2～7）、未製品

が1点ある（第81図7）。安山岩製のものが3点、黒

表10　環壕出土石器組成表

A n O b A g 計

K n 1 1

A H 3 2 5

S 2 2

P E 1 1

C r 1 1

F l 3 13 1 1 7

Ch 1 1

計
点数 （％） 9 （3 2．1） 18 （64．3） 1 （3．6） 28

重 量 （％） 20 2．6 （8 9．1） 23 （10．1） 1．8（0．8） 2 2 7．4

券種および石材名称に用いた記号は133頁参照

I

l

l l

、

l

曜石製のものが3点である。形態の明確な5点は全て凹基式のもので、基部の決りの深さと返しの形態により大

きくa類からC類の3つに分類することができる（さらに細別することは十分可能だが、出土点数も少なく、時

期を明確にできる資料もないため、以下の報告は全てこの分類に従う。）。a類は第81図2で、3つの中では決り

がもっとも深く返しが先鋭なものである。b類は円形の小さな決りを施し、返しの先端が多角形を呈する第81図

3であるo c類は基部の決りが一番浅いもので、小型（第81図4）と大型（第81図5・6）のものがある。細身

の第81図2・6は中央部分まで調整が及ばず、素材の剥離面を残している。

楔形石器は1点出土している（第81図8）。上下両方向からの剥離がみられる。素材剥片基部側を先端にもち

いるもので、小形の石鉄未製品の可能性も考えられる。

スクレイパーは2点出土している（第81図9・10）。2点とも安山岩の板状剥片を素材とし、その末端部分を

背面、腹面の両側から調整するものである。

石核は安山岩の礫を素材とするものが1点出土している（第81図11）。C面の右半部から順次反時計回りに剥

離が行われ、A面右半部からB面にかけて上下両方からの剥離が行われている。打面調整などの石核調整は行わ

れていない。

石材の利用傾向は、黒曜石が18点（64．3％）でもっとも多く、安山岩9点（32．1％）と喝瑠1点（3．6％）が出

土している。

2．竪穴住居跡・土坑出土の剥片石器（第81図12～17・第82図1～3、図版38）

竪穴住居跡および土坑出土の石器は26点である。石鉄は未製品を含めて4点出土している（第81図12～15）。

石鉄はa類が2点ある（第81図12・13）。第81図14は基部を欠損しているため不明である。14は安山岩製で薄い

剥片を素材としてその周辺部分を調整するものである。

楔形石器は黒曜石製のものが2点出土している（第81図16・17）。幅広の剥片を素材として、打点部と末端部

を利用している。

スクレイパーは黒曜石製のものが1点出土している（第82図1）。背面に大きく自然面を残す不定形剥片を素

材とし、その縁辺部分を調整している。

加工痕のある剥片が2点出土している（第82図2・3）。ナイフ形石器の可能性もあるが、ナイフ形石器とす

るには、調整が微小で角度が浅いものである。2は縦長剥片を素材とし、3は横長剥片を素材としている。2は
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第83図　包含層出土の剥片石器

素材剥片の剥離面に比べて、調整加工の剥離面が新しく、器種認定には多少の問題が残っている。3は左右両側

縁を背面・腹面から微細な剥離で調整する。

3．包含層出土の剥片石器（第82図4～18・第83図、図版38・39－1）

包含層出土の石器は第Ⅱ層上面と第Ⅱ層出土の石器に分けて報告する。

第I層上面（第82図4～12）　第Ⅱ層上面から出土した主要な石器器種には、ナイフ形石器が1点ある（第

82図4）。上半部を欠損しているが、縦長剥片を素材としている。打点側を基部にもちい、右側縁を腹両側から

調整するものである。黒曜石製の石鉄が1点出土している（第82図5）。主に左半分の表裏面を調整しているが、

右半分には素材の剥離面を大きく残している。

他にスクレイパーが3点（第82図6～8）、楔形石器が2点（第82図9・10）、加工痕のある剥片が2点ある

（第82図11・12）。　スクレイパーは、安山岩の大型剥片の打点側を背面から調整するものと（第82図6）、黒曜

石の剥片の打点側を調整するもの（第82図7）、剥片の先端部分を調整するものがある（第82図8）。

第I層（第82図13～18・第83図）　第Ⅱ層から出土した石器には、石鉄が5点ある（第82図13～17）。環濠出

土のものよりも若干小型で、いずれもC類に分類できる。13と17は黒曜石製、14・15・16は安山岩製である。
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他に楔形石器が3点（第82図18、第83図1・2）、使用痕のある剥片が1点（第83図3）、石核が2点出土して

いる（第83図4・5）。石核5が頁岩である以外は、全て黒曜石製である。

石核のうち4は、厚手の剥片を素材とし、その縁辺部から背面・腹面で剥離を行っている。5は礫を素材とす

るもので、打面転移を繰り返しながら剥離作業を行っている。

表11剥片石器観察表

挿 図 番 号 取 上 番 号 出 土位 置 層 位
法 量

備 考
器 種 石 材 長 さ（c m ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 さ（g ）

8 1 1 ．1 6 10 環 壕 T 2 T K n O b 2．7 1 1．35 0 ．5 1 1．4 刃 部 に微 少 剥 離 痕

8 1 2 2 2 19 環 壕 T l土 器 溜
－ A H ‘A n 2．1 1 1．2 2 0 ．2 5 0 ．5

8 1 3 9 50 環 壕 T l J A H O b 2．0 0 1．5 0 0 ．3 5 0 ．5

8 1 4 4 0 2 1 環 壕 T Y 3 T A H O b 1．9 4 1．8 2 0 ．4 2 0 ．9

8 1 5 34 79 環 壕 T 3 K A H O b ． 2 ．9 5 1．7 5 0 ．4 4 1．4

8 1 6 3 16 7 環 壕 T 3 J A H A n 3．5 8 ＊ 2．2 3 0 ．4 4 3・．3

8 1 7 36 0 4 環 壕 T 3 J A H A n 2 ．7 5 2．3 0 0 ．4 5 2 ．6

8 1 8 3 5 14 環 壕 T 3 K P E O b 1．3 5 1．3 5 0 ．4 0 0 ．6

8 1 9 14 4 9 環 壕 T l K S A n 2 ．8 5 1．．6 0 0 ．4 0 2 ．0

8 1 10 3 7 78 環 壕 T 3 T S ．A n 3．3 0＊ 4．3 6＊ 0 ．74 1 1．3

8 1 1 1 2 8 85 環 壕 T 3 S C r A n 5．3 6 7．9 6 2 ．3 8 10 8 ．9

8 1 12 2 4 32 住 居 4 埋 土 A H O b 1．8 7 1．8 6 ＊ 0 ．3 0 0 ．4

8 1 13 2 2 85 住 居 1 周 堤溝 埋 土 A H O b 2 ．1 3 1．1 串 0 ．4 0 0 ．7

8 1 14 2 70 3 住 居 1周 堤 溝 埋 土 A H O b 1．9 5 1．6 1 0 ．54 1．7

8 1 15 2 52 2 住 居 3 埋 土 A H A n 1．5 8 ＊ 1．2 2 ＊ 0 ．1 3 0 ．3

8 1 16 2 2 82 住 居 1 周 堤 溝 埋 土 P E O b 1．9 5 　 2．6 6 0 ．4 0 2 ．0

8 1 1 7 2 4 7 7 土 坑 7 埋 土 P E O b 2．7 5 3．2 4 1．1 0 8 ．6

8 2 1 2 3 60 住 居 2 埋 土 ．S O b 3．7 0 3．14 0 ．6 7 8 ．4 刃部 に摩 滅 、r微 少 剥 離 痕

8 2 2 3 8 5 3 住 居 群 上 面 R F O b 4 ．5 4 1．7 8 0 ．5 3 3 ．3

8 2 3 ・ ．24 34 住 居 5 埋 土 R F O b 2．8 9 2．0 3 0 ．64 3 ．0

8 2 4 6 3 9 H 6 2上 K n O b 1．5 1＊ 1．4 9＊ 0 ．4 5 0 ．9

8 2 5 3 80 G 8 2上 A H O b ・2．16 2．2 2 1．24 2 ．5

8 2 6 6 90 H 6 ．2上 S A n 3．3 2＊ 4．3 8＊ 0 ．5 6 7 ．0

8 2 7 60 3 I 7 2上 S O b 1．7 0 3．2 1 1．0 3 4 ．1

8 2 8 70 6 G 6 2上 S O b 2 ．5 5 3．4 3 0 ．9 3 8 ．3 背 面 に線 状 痕

8 2 9 5 30－2 G 6 2上 P E O b 1．9 0 1．4 3 0 ．6 2 2 ．0

8 2 10 5 30－1 G 6 2上 P E O b 2 ．1 3 2．6 8 0 ．9 5 4 ．8 縁 辺 部 に使 用 痕

8 2 1 1 6 9 9 H 6 2上 R F O b 1．5 5＊ 2．7 3＊ 0 ．7 1 2 ．5

8 2 12 2 2 4 H 8 2上 R F A n 3．1 4 2．8 9 0 ．8 3 8 ．3

8 2 13 16 2 7 G 8 2 A H O b 1．4 4 1．3 4 0 ．3 5 0．5

8 2 14 2 7 1 8－3 G 8． 2 A H A n 1．5 8 1．0 7 0 ．34 0 ．3

8 2 15 12 5 I8 2 A H A n 1．9 2 1．5 8 0 ．3 5 0．7

8 2 16 12 4 I8 2 A H A n 2 ．1 6 1．4 5 0 ．4 0 1．0

8 2 17 2 0 75 H 7 2 A H O b 2 ．1 6 1．7 0 0．86 1．9

8 2 18 30 4 G 8 2 P E O b 1．6 8 1．5 5 ＊ 0 ．6 7 2．2 縁 辺 部 に使 用 痕

8 3 1 12 37 H 7 2 P E O b 2 ．5 5 2．7 7 0．8 4 5．8

8 3 2 18 4 1 H 9 2 P E O b 2 ．2 1 3．0 1 1．3 3 6．3

8 3 3 3 8 70 D 4 ． 2 U F O b 3．0 1 1．7 2 1．36 5．6

8 3 4 2 0 9 8 H 7 2 C r O b 4 ．9 4 4．8 1 1．59 2 9．9

8 3 5 10 4 ‘I8 2 C r S h 3．6 4 4．6 2 3．4 0 4 7．0

－ － 2 4 0 1－2 F 6 ・住 居 群 埋 土 F l O b 1．2 0 0．5 1 0．2 6 0．1

－ － 2 4 0 1－3 F 6 ・住 居 群 埋 土 F l O b 1．5 2 0．6 0 0．3 0 0．6

－ － 2 4 0 1－4 F 6 ・住 居 群 埋 土 F l O b 1．4 8 1．0 5 0．6 0 0．6

－ － 2 4 0 1－5 F 6 ・住 居 群 埋 土 F l O b 1．4 5 1．0 5 0．2 7 0．3 ・

－ － 2 5 9 0 住居 2周 堤 溝 埋 土 R F O b 2 ．4 0 1．5 0 0．3 5 0．9

－ － 2 7 0 0＿ 住 居 3 埋 土 F l O b － 0 ．8 1＊ 1．5 2 0．9 7 0．7

－ － 2 4 3 3 住 居 5 埋 土 F l O b 1．2 5 1 0 ．7 4 0．2 4 0．2

－ － 3 8 6 2 住 居 6 埋 土 F l O b 0 ．8 9 2 ．0 4 1．0 8 1．7

－ － 9 1 1 環 壕 上 面 F l A n 1．7 7 1．7 4 0．3 0 1．0

－ － 12 0 5 環壕 T l T F l ・ O b 1．94 1．3 7 0．19 0．4

－ － 16 8 3 環 壕 T l T F l O b 1．0 6 1．3 5 0．3 0 0．4

－ － 3 8 2 0 環 壕 T 3 S F l A n 4 ．82＊ 5．7 6＊ 0．7 1 1 1．7
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挿 図 番 号 取 上 番 号 出土 位 置 層 位
法 量

備 考
器 種 石 材 長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 さ（g）

－ － 382 1 環壕 T 3 S ．Fl・ A n 6 ．49 1 0．23 1．30 6 4 ．6

－ － 28 2 5 環壕 T 3 J F l O b 3．14＊ 2．84 1．39 10 ．7

－ － 29 16 環 壕T 3 J F l O b 1．39 1．3 1 0 ．2 1 0 ．3

－ － 32 9 8 環 壕T 3 J F l A g 1．74＊ 1．67 0 ．55 1．8

－ － 36 1 1 環 壕T 3 J F l O b 2 ．28 2．38＊ 0 ．2 7 1．0

－ － 30 8 4 環 壕T 3 T F l O b 1．31＊ 1．80＊ 0 ．46 1．0

－ － 30 8 5 環 壕T 3 T F l O b 1．19 1．12 0 ．20 0 ．1

－ － 32 8 1 環 壕T 3 T F l O b 2 ．04＊ 2．10＊ 0 ．59 ・1．6

－ － 34 18 環 壕T 3 T F l O b 1．70 1．58 ． 0 ．2 2 0 ．5

－ － 34 3 7 環壕 T 3 T F l O b 1．03＊ 1．19＊ 0 ．4 3 ．0 ．3

－ － 36 3 5 環 壕T 3 T C h O b 0 ．84 0．87 0 ．26 0 ．1

－ － 37 10 環 壕T 3 T F l O b 1．57 1．81 0 ．53 1．1

－ － 37 4 0 環壕 T 3 T F l O b 1．04＊ 1．93＊ 0 ．6 3 1．0

－ － 37 5 1 環壕 T 3 T F l O b 1．49＊ 2．43＊ 0．42 1．1

－ － 10 6 6 住 居 1 ③ C r ？ A n ？ 6 ．68 5．35 2．64 13 5．8

－ － 112 1 住 居 1 ．③ Fl O b 1．44 1．23 0．4 8 0．9

－ － 112 3－1 住 居 1 ③ A H O b 1．63 1．70 0．48 1．3

－ － 112 3－2 ・ 住 居 1 ③ Fl O b 1．51 1．49 0．34 0．5

－ － 13 8 1 住 居 1 ④ ‘ Fl O b 1．75 0．89 0．44 0．6

－ － 15 3 4 住居 2 ‾ 埋 土 Fl A n 1．72 1．41 0．2 5 0．7

－ － 27 2 6 土 坑 7 ① Fl O b 1．03＊ 2．01＊ 0．59＊ 1．0

－ － 4 18 8 土 坑 7 ① Fl O b 1．05 0．83 0．‘53 ・ 0．2

－ － 25 4 3 土 坑 7 埋 土 Fl A n 1．15 1．00 0．18 0．2

－ － 19 4 4－1 C 4 2 F l O b 1．41＊ 1．60＊ 0．22 0．4

－ － 19 4 4－2 C 4 2 F l O b 2 ．17＊ 1．49＊ 0．49 1．3

－ － 7－1 D 5 2 C r ？ O b ・2 ．69 4．22 1．16 7．3

－ － 7－2 D 5 2 F l O b 1．95＊ 1．89＊ 0．80 2．2

－ － 38 7 1 ． D 4 2 F l O b 1．94 0．88 0．38 0．4

－ － 38 8 2 D 4 2 ・ C h O b 0 ．91 0．39 0．15 く0．1

－ － 15 12 G 7 2 P E ？ O b 3 ．91 2．02 1．42 9．1

－ － 15 3 0 G 7 2 F l O b 2 ．61 3．17 0．66 3．6

－ － 20 4 6 G 6 2 C h O b 0 ．59 0．73 0．13 く0．1

－ － 20 4 8 G 7 2 F l O b 2 ．84＊ 2 ．82＊ 0．8 7 6．6

－ － 20 5 7 G 7 2 F l O b 1．85 1．56 1．33 4．0

－ － 2 13 6 G 7 2 F l O b 1．05＊ 1．95 0．38 0．6

－ － 2 14 9 G 7 2 F l O b 1．06 2．00 0．3 7 0．4

－ － 28 7 9 G 7 2 F l O b ．0 ．68＊ 2．26 0．42 0．6

－ － 38 7 G 8 2上 Fl A n 1．20＊ 1．63 0．32 0．7

－ － 27 18－1 G 8 2 F l O b 3 ．18 1．93 1．13 4．8

－ － 27 18－2 G 8 2 ‘Fl O b 1．08 0．89 0．20 0．1

－ － 35 9 G 9 2 上 Fl O b 1．50 1．12 0．46 0．5

－ － 37 0 ・ G 9 2 上 Fl O b 1．31 ・1．55 0 ．4 7 0．6

－ － 12 7 3 H 6 2 F l O b 1．27 2．48 0 ．70 1．4

－ － 52 7－1 H 7 2上 Fl O b 2 ．10 1．89＊ 0 ．50 1．8

－ － 52 7－2 H 7 2上 ・Fl O b 2 ．14＊ 2．14＊ 0 ．79 3 ．1

－ － 12 5 9 H 7 2 － － 6 ．36 2．62 2 ．01＊ 46．2

－ － 18 8 7 H 7 2 F l O b 1．37＊ 1．9 1 0 ．33 0 ．6

－ － 20 4 2 H 7 2 F l O b 2 ．00 1．4 1＊ 0 ．4 9 0 ．9

－ － 40 H 8 2上 F l O b 1．30 1．75 0 ．64 1．0

－ － 29 0 H 8 2 F l O b 2 ．46 1．78 0 ．26 0°．8

－ － 54 4 H 8 2 F l O b 1．46＊ 2．03 0 ．59 1．5 ・

－ － 160 5 H 8 2 F l O b 1．80 1．40 0 ．45 0 ．8

－ － 33 6 H 9 2上 F l O b 2 ．59＊ 1．9 1 0 ．64 2 ．2

－ － 34 3 H 9 2上 ・F l O b 1．36＊ 1．14＊ 0 ．62 1．1

－ － 74 0 H 9 2 D M O b 3．26 2．40 1．96 15 こ9

－ － 18 3 9 H 9 2 U F O b 1．35 2．45 0 ．4 5 1．6

－ － 12 6 I8 2 F l A n 3．80 3．59 1．32 13．1

－ － 56 4 I8 2 F l O b 3．00＊ 2．19 1．60 7 ．2

－ － 24 5 8－1 H 8 2 F l A n 1．94 0．76 0．．18 0．3

－ － 24 5 8－2 H 8 2 A H O b 1．08＊ 0．79＊ 0．37 0．2

－ － 24 5 8－3 H 8 2 F l A n 1．67＊ 2．00 0．52 1．6

－ － 28 8 2 I9 2 R F － 2 ．64＊ 1．33 0．50 ・1．1 °

－ － 167 J 8 2 P E O b 1．74 1．83 0．70 2．2

－ － 23 8 0 F 5 2 F l ．O b 1．10 1．31 0．27 0．3

－ － 53 0－3 G 6 2上 Fl O b 2 ．4 9 1．40 0．37 1．1

－ － 53 0－4 G 6 2上 Fl O b 1．76＊－ 1．17 0．32 0．5

－ － 56 7－1 G 6 2上 Fl O b 2 ．44＊ 3．41 0．94 3．8

－ － 56 7－2 G 6 2上 Fl O b 3 ．10 2 ．22＊ 0．95 4．1

－ － 56．7－3 G 6 2上 Fl O b 1．88 1．68 0．43 1．3

－ － 56 7－4 G 6 2上 Fl O b 1．61＊ 1．49 0．33 0．8

－ － 56 7－5 G 6 2上 Fl O b 1．19 1．64 0．4 7 0．7

－ － 56 7－6 G 6 2 上 Fl O b 1．26＊ 1．12 0．30 0．3
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挿 図 番 号 取 上番 号 出 土位 置 層位
法 量

備 考
器 種 石 材 長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 さ（g ）

－ － 56 7－7 G 6 2上 C h O b 0．93 rO．79 0．57 0．3

－ － 56 7－8 G 6 ・2上 C h O b 0．54 1．28 0 ．20 0．1

－ － 56 7－9 G 6 2上 C h O b ・． 1．0 1 0．60 0 ．13 く0 ．1

－ － 704 G 6 2上 F l O b 1．54＊ 1．0 1 0 ．34 0．4

－ － 70 5 G 6 －2上 F l O b 1．58＊ 1．69 0 ．26 0 ．5 ・

－ － 70 8 G 6 2上 F l O b 1．59 0．85 0 ．34 ． 0 ．3

－ － 712 G 6 2上 F l O b 1．39＊ 1．48 0 ．38 0 ．6

－ － 95 7 G 6 2上 F l O b 1．39 1．38＊ 0 ．39 0 ．6

－ － 14 6 6 G 6 2 F 「 O b 2．25＊ 1．58 0 ．48 1．5

－ － 20 15 G 6 2 F l O b 2．41＊ 2．9 1 0 ．61 2 ．8

－ － 2 10 3 G 6 2 F l O b 1．84＊ 1．32 0 ．59 1．1

－ － ．2 10 4 ・G 6 2 F l O b 1．46＊ 1．42 0 ．26 0 ．5

－ － 2 10 5 G 6 2 R F O b 2 ．61 1．66 0 ．62 2 ．1

－ － 2 10 9 G 6 2 F l O b 2 ．15＊ 2．74 0 ．54 2 ．1

－ － 2 1 1 1 G 6 2 F l O b 1．26＊ 1．57 0 ．37 0 ．6

－ － 2 1 16 G 6 2 F l O b 2 ．10 0．73 0．40 0．4

1．挿図・番号は本文中の挿図番号に対応する。

2．出土位置は遺構およびグリッド名を示す。

3．法量について、残存長には＊を付している。

4．器種及び石材名称に用いた記号は以下の通りである。
Kn－ナイフ型石器AH一石錬　S－スクレイパー　PE一楔形石器　Cr一
石核　RF一加工痕ある剥片　UF一使用痕ある剥片　DM一粗割礫

Fl一剥片　Ch一砕片　An一安山岩　Ob一黒曜石　Ag一喝瑠　Sh一
貫岩

5．備考には使用痕の有無を記した。使用痕の観察は株式会社アルカに委託した。
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第4節　礫石器

調査区内から約350点の礫および礫石器等が出土している。ここでは主要な器種34点について遺構または出土

地区ごとに報告する。内訳は、磨石7点、蔽石11点、台石7点、砥石4点、石錘1点、有溝石錘1点、石斧1点、

石斧未製品1点である。この他に、明確な使用痕は認められないが、人為的に遺跡に持ち込まれたと思われる礫

も多数存在する。

なお、敵打痕の有無にかかわらず摩耗痕や擦痕を有するものを磨石、敵打痕のみが認められるものを蔽石、断

面四角形を呈する台状の石器を台石としている。

1．環濠出土の石器（第84図・第85図・第86図1～4　図版40・41）

第84図1～4は磨石である。1・2は平面楕円形の礫で、片面が摩耗している。3・4は平坦面が摩耗してい

るほか、端部や平坦部に蔽打痕がある。第84図5・6、第85図1～4は敵石である。第84図5は平坦面にのみ明

確な敵打痕が認められる。第85図6は表面、左側面、下端部に明確な蔽打痕がある。第85図1は平坦な表裏面と

下端部に蔽打痕がある。表裏面の蔽打痕は浅い窪みを形成している。第85図2～4はいずれも棒状の礫が用いら

れ、上下端部に明確な敵打痕がある。第86図1～4は台石である。いずれも大型で扁平な礫を用いており、片面

が摩耗している。

2．竪穴住居出土の石器（第85図5・6・第86図・第87図1～5　図版40・41）

住居1、住居3、住居5から礫石器が出土している。

第86図5は住居5から出土した砥石である。使用面は非常によく擦れている。第86図6は住居3周境港から出

土した台石である。表面中央付近が顕著に摩耗している。第87図1～5は住居1から出土した石器で、1は珪化

木、2～4は蔽石である。1は表面が研磨されており、石剣・石刀の類とも考えられるが、穿孔用の石針素材と

して利用された可能性もある。2は礫の表裏面に明確な蔽打痕がある。3は棒状の礫の上下端部に明確な蔽打痕

がある。4は側面に顕著な敵打痕が見られる。5は砥石である。表面と右側面がよく擦れている。

3．その他の遺構出土の石器（第87図6、第88図1図版40・41）

第87図6は土坑7から出土した台石である。表面が摩耗している。第88図1はピットから出土した磨製石斧未

製品である。蔽打による成形のあと研磨されている。表面中央付近、左右両側面、上下端面に敵打による成形の

痕跡が残存する。刃部は作り出されていない。裏面を大きく欠損している。

4．包含層出土石器（第88図2～5、第89図　図版40・41）

第88図2・3は磨石である。2は片面のみ、3は表裏面が摩耗している。第88図4・5、第89図1は蔽石であ

る。第88図4は表裏面に明確な蔽打痕がある。5は上下端部、左側縁下部に明確な蔽打痕があるほか、上端には

使用による剥離が認められる。第89図1は下端部に明確な蔽打痕があるほか、左側面にも敵打痕がある。2は砥

石である。表裏面に擦痕がある。3は磨製石斧である。全体的に研磨されているが、欠損部分が多いため本来の

形状は分からない。4・6は石錘である。4は上下端部に剥離によって挟りがつけられている。6は有溝石錘で

縦に4本の溝が施されている。5は二次加工剥片である。背面が研磨されており、磨製石斧の調整剥片を素材と

している可能性がある。7は台石である。表面が若干摩耗しているほか、裏面に蔽打痕もある。また、タール状

の付着物を観察できる。
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※アミカケ範囲は特に摩耗している範囲
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第84図　遺構出土の礫石器①
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第85図　遺構出土の礫石器②
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第86回　遺構出土の礫石器（郭
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第87図　遺構出土の礫石器④
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第88図　遺構および含包層出土の礫石器

－139－

4

o S＝1：3　　10cm



二⊂＝］

「）

「

⊂

〔

府一冊一際
∴

※アミカケ範囲はタール状の付着物　　7

第89図　包含層出土の礫石器

－140－

S＝1：3



5．石材について

礫石器の石材は、デイサイト（溶岩あるいは岩塊起源、または凝灰岩起源）など大山北西麓にみられるものが

ほとんどである。これは、礫石器の素材は遺跡周辺で獲得されたことを示しており、剥片石器の素材獲得のあり

方と異なることが分かる。

表12　その他の石器観察表

図

版

番

号
出 土位 置 層 位 器　 種 石 材

法 量
備 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ）重 さ（g ）

8 4 1 環 壕 上 面 磨 石 デ （溶 ） 9 ．6 8 ．2 4 ．7 4 9 7．2

84 2 環 壕 T Y 2 T 磨 石 デ （溶 ） 8 ．8＊ 10 ．5 5．0 6 1 7．9

84 3 環 壕T 3 J 磨 石 デ （溶 ） 9．1 7 ．2 3．6 3 3 3．2

8 4 4 環壕T l・土器溜 J 磨 石 デ （溶 ） 10．0 8 ．9 4 ．1 5 3 1．4

8 4 5 環 壕T 3 ・ J 敲 石 デ （凝 ） 10．1 1 1．7 5 ．4 8 2 4 ．6

8 4 6 環壕T l・土器溜 J 敲石 デ （溶 ） 13．1 9 ．0 6 ．5 9 8 8 ．6

8 5 1 環 壕T 3 J 敲石 デ （溶 ） 14．3 9 ．6 3 ．3 6 6 2 ．0

8 5 2 環壕 T 3 J 敲石 デ （溶 ） 13．7 6．2 4 ．8 5 16 ．2

8 5 3 環 壕 T 3 J 敲石 デ （溶 ） 13．6 7．9 6 ．9 9 0 5 ．4

8 5 4 環 壕 上 面 敲石 デ （溶 ） 19．5 8．8 7 ．4 18 3 3 ．6

8 6 1 環 壕 T 3 S 台石 デ （溶 ） 13．4 9．0 4 ．0 7 5 7 ．9

8 6 2 環 壕 T 3 S 台石 デ （溶 ） 11．2 1 4．2 6 ．9 15 8 5 ．4

8 6 3 環壕T l・土器溜 J 台石 デ （溶 ） 14．5 1 9．3 5 ．4 2 10 0 ．0

8 6 4 環 壕 T 3 K 台石 デ （溶 ） 15．1 1 1．3 7 ．6 18 16 ．3

8 6 5 住 居 5 埋 土 ．砥 石 デ （凝 ） 16．8 7．6 2 ．3 4 0 9 ．7

8 6 6 住 居 3排 水溝 埋 士 台石 デ （溶 ） 17．6 1 5．9 6・．0 2 6 7 5 ．4

8 7 1 住 居 1 ④
－

珪 化 木 6．1 2 ．7＊ 1．4 5＊ 2 4 ．8＊

8 7 2 住 居 1 ③ 敲石 デ （溶 ） 17．1 9．0 7．1 1 3 9 0 ．0

8 7 3－ 住 居 1 （丑 敲石 デ （溶 ） 12．9 7．7 6．6 8 2 1．5

8 7 4 住 居 1
－ 磨 石 デ （溶 ） 6．3 6．5 3．1 17 1．7

8 7 5 住 居 1 ④ 砥 石 デ （凝 ） 11．4 5．4 4．0 2 9 8 ．8

8 7 6 土坑 7 ③ 台石 デ （溶 ） 9．8 1 8．0 6．1 1 6 5 4 ．9

8 8 1 ピット 埋 土 磨 製 石 斧 無斑 晶A n 1 0．6 6．4 3．8 4 3 5 ．9 未 製 品

88 2 H 8 2 磨 石 デ （溶 ） 10．9 9．9 7．1 9 6 3．3

8 8 3 I8 ・ 2 上 ．磨 石 デ （溶 ） 13．0 7．9 4．9 7 0 6 ．1

8 8 4 I8 2 敲 石 デ （溶 ） 10．2 9．6 5．1 5 9 9．0

8 8 5 G 6 2 敲 石 デ （溶 ） 22．0 8．0 6．0 1 6 5 6．0

8 9 1 H 7 2 敲 石 デ （溶 ） 15．1 5．4 7．0 8 1 8．5

8 9 2 H 8 2 砥 石 デ （凝 ） 7．9 4．3 3．9 1 7 8．5

8 9 3 H 7 2 磨 製 石 斧 デ （凝 ） 7．8 5．1 2．5 1 0 1，3 欠 損 晶

89 4 G 6 2上 石 錘 デ （溶 ） 6．3 6．2 1．9 8 5．5

8 9 5 G 5 2 二 次 加 工 剥 片 デ （溶 ） 4 ．9 1．9 0．5 6．2 石 斧 調 整 剥 片か

89 6 G 7 2 有 溝 石 錘 デ （溶 ） 7．5 3．5 3．6 1 0 5．2

8 9 7 H 9 2上 台 石 デ （溶 ） 14 ．4 1 2．0 4．5 1 0 1 8．1 タール 状付 着 物 有 り

1．挿図・番号は本文中の挿図番号に対応する。

2．出土位置は遺構およびグリッド名を示す。

3．法量について、残存長には＊を付している。

4．石材名称は用いた記号は以下の通りである。
デ（溶トデイサイト（溶岩）、デ（凝トデイサイト（凝灰岩）、無斑晶An一無斑晶安山岩

5．石材の鑑定は株式会社蒜山地質年代学研究所に委託した。
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第5節　玉作り関連遺物

本調査においては、7点の玉作り関係遺物が出土している。その痕跡はきわめて断片的で、恒常的な生産を裏

付ける資料はないが、妻木晩田遺跡における手工業生産の実態や鉄製品の理解に不可欠である。

以下、出土した資料について、玉の素材と石製工具に分けて報告していく。

1．玉素材（第90図1、図版39－2）

玉素材となる石材には、軟質の緑色凝灰岩、硬質の碧玉、水晶が1点ずつある。

軟質の緑色凝灰岩は、擦り切り分割技法によって製作された直方体素材石核で、長さ3．2cm、幅1．5cm、厚さ

1．5cmを測る（第90図1）。後述する石鋸で深さ1I皿前後の直線的な溝をつけた後、打撃を加えるによって分割す

る技法を観察することができる。G6グリッド第Ⅱ層から出土した。説明の便宜のため、ここでは直方体を構成

する各面にA～Fのアルファベットを用いることとし、実測図中にその位置を示す。

A面及びC面に擦り切り溝が観察される。A面には、B面側の長辺とF面側の短辺に施溝されている。溝の切

り合い関係からF面側が先に分割されたことが分かる。B面には施溝後の打撃によって生じたリングが観察され、

打点はE両側のコーナーであったと考えられる。いっぼう、C面からの擦り切り、打撃によって形成されたD面

には、復元径3cm前後となる同心円状の擦痕が観察できる。これは、A両側を上面にして石材を回転させた際に

ついたものと考えられるから、A面側の施溝分割は、D面の形成以後に行われた可能性が高い。直方体素材を

900　ずつ回転させ、面や方向を変えながら施溝分割が進行している様子が窺える。分割の回数から考えれば、こ

れ以前の段階の素材石核は少なくとも現状の8倍の大きさがあったと考えられる。青谷町青谷上寺地遺跡出土例

によれば（湯村2002）、施溝分割前の直方体素材は1辺6cm、厚さ3cm程度の法量を有しているから、妻木晩田

遺跡例の16倍となっている。

なお、この直方体素材から作られた製品は不明であるが、他例から推して管玉であったと考えられる。

硬質の碧玉、水晶は剥片である（図版39－2）。どちらも住居1埋土から出土している。この埋土中には、次

節で記述するように針状、タガネ状の棒状鉄製品も存在していた。碧玉剥片は長さ3．5cm、幅1．5cmで、水晶片は

1辺1．5cmを測る。いずれも原石表面を残す小片であるから、荒割段階で生じた剥片であろう。

2．工具（第90図2、図版39－2）

玉作りに関連する石製工具としては、石鋸が2点、穿孔針の素材となる喝璃片、珪化木片が1点ずつある。

石鋸のうち1点は紅簾片岩製と考えられるもので、刃部が残る（第90図2）。F6グリッドの竪穴住居群埋土

から出土している。もう1点は、厚さ2I皿前後の片岩製板状品であることから石鋸と推測できるだけである。H

6グリッド第Ⅱ層上面から出土した。

摘
B面肯D面

第90図　玉作り関連遺物
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喝璃片は長さ2・8cm、幅1・5cmである。調整剥離を行った痕跡はあるが、そのまま放棄されたものであろう。環

濠T2のT層から出土しており、時期は後期中葉である。珪化木片は、住居1床面から出土したものである。前

節でも述べているように、表面が研磨されていることから、石剣・石刀の類となる可能性もあるが、穿孔用の石

針素材として利用された可能性は否定できない。これまでの調査において、わずかではあるが縄文時代後、晩期

の遺物が存在するから、その時期のものが転用された可能性も考えておきたい。

3．まとめ

妻木晩田遺跡における玉作り関係遺物のあり方は断片的である。一定量の剥片や素材片が伴うものは、終末期

復業（Ⅵ－2期）に属する桧尾頭地区31号竪穴住居から出土した碧玉製の管玉未製品のみである。

軟質の線色凝灰岩には、擦り切り分割技法が用いられていることが明らかになった。この種の石材の使用は、

妻木新山地区51号竪穴住居で未製品が1点出土していることから、後期前葉までさかのぼる。妻木新山例は、か

なり風化の激しい軟質素材を用いているから、京都府弥栄町奈具同遺跡（田代他1994、田代1999）や島根県松江

市平所遺跡（前島・松本1977）に見るように、板状素材から擦り切り分割する技法によって作られたものと考え

られる。

いっぼう、硬質の碧玉には、擦り切り分割技法を確認できない。明らかに碧玉と考えられる石材の使用は、現

状では終末期まで降る。松尾頭地区31号竪穴住居出土資料の観察による限り、母岩の荒割段階で生じた素材剥片

のうち、手頃な大きさのものにほとんど調整剥離を加えないまま研磨している状況が窺え、かなり粗放な製作技

法と言える○また、未だ加工されたものは確認できないが、石材には水晶が存在し、松尾頭地区122号貯蔵穴で

も未加工の結晶片が1点出土している。

工具としては、紅簾片岩製の石鋸があり、喝塙と桂化木を穿孔針に用いていたと考えられる。後述する鉄器の

中には棒状、針状の鉄製品があり、分割の際のタガネや穿孔の際の針として用いられたであろう。

極めて断片的な資料ながらも、妻木晩田遺跡における玉作技術は、日本海側に見られる玉作技術の諸要素をあ

る程度備えていることが窺えるが、製作技法を追究しうるほど資料に恵まれていない。大栄町西高江遺跡（馬

淵・清水1981）、平所遺跡といった近隣で確認されている弥生時代後期段階の玉作遺跡では、水晶製玉類を中心

とし、少量の碧玉、線色凝灰岩製玉類が作られているが、妻木晩田遺跡の現状はこれと逆で、後者に関わる資料

の方が多い。一方で硬質石材による玉生産に対応していると考えうる鉄製品は多い。状況証拠は水晶製玉作り工

房の存在を示唆しているが、これまでの400棟以上に及ぶ竪穴住居や段状遺構の調査で全く確認されていない。

このような矛盾を解消することは、今後の調査課題の1つと言えよう。

参考文献

田代　弘他1994「丹後国営農地開発事業（東部・西部地区）関係遺跡　昭和63年度、平成3・4年度発掘調査概要（1）奈具

同遺跡（第4次）」『京都府遺跡調査概報』第55冊、（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター、4－88頁

田代　弘1999「丹後の弥生の玉・鉄」佐藤晃一他編『徹底検証Ⅱ巨大古墳への胎動　丹後の弥生社会を斬る－ムラ・墓・玉・

鉄・土器－』第4回加悦町文化財シンポジウム資料、加悦町・加悦町教育委員会、27－47頁

野島　永・河野一隆2001「玉と鉄一弥生時代玉作り技術と交易－」『古代文化』第53巻第4号、財団法人古代学協会、37－52頁

前島己基・桧本岩雄1977「平所遺跡2」『国道9号バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ』、島根県教育委員会、

ト67頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

馬淵義則・清水真一1981『東高江・西高江遺跡発掘調査報告』大栄町文化財調査報告書第24集、大栄町教育委員会

湯村　功編2002『青谷上寺地遺跡4（本文編1）』鳥取県教育文化財団調査報告書74、財団法人鳥取県教育文化財団
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第6節　鉄製品
＼＼＼－

本調査においては、56点に及ぶ鉄製品が出土している。これらは、一部に古墳時代以降のものを含んでいるが、

多くは弥生時代後期中葉から終末期にかけて形成された遺構と包含層から出土したものである。袋状鉄斧等の農

工具類18点、タガネや針等の玉作りに関わる工具と推定される棒状品15点、鉄鉄8点の他、鉄素材と考えられる

板状品4点等が確認できる。

以下、出土した遺構や包含層単位で報告していく。

1．遺構に伴う鉄製品

（1）環壕出土の鉄製品（第91図1～17、図版41～43）

環濠からは17点の鉄製品が出土している。内訳は、環濠南端部に設定したT3トレンチから14点、南東部に設

定したTlトレンチから1点、G8、9区で環濠上面から2点である。時期は、後期中葉（Ⅴ－2期）から終末

期（Ⅵ－2期）にわたるが、環濠内に生活痕跡が明瞭に認められる後期後菓（Ⅴ－3期）以降のものが大多数を

占める。

武器類　鉄鉱が2点ある（5、6）。いずれも完形ではないが、無茎三角形式と考えられる。終末期（Ⅵ－2

期）以降の堆積S層と後期復業（Ⅴ－3期）の堆積J層から出土した。5は中軸上に径2mmの円孔が穿たれてお

り、基部の両端が切断されている。6は先端部を欠失するが、残存長3cmを測り、他の鉄鉱よりもやや細長い。

なお、この報告で鉄とするものの中には、ケンガネ状工具あるいは、鉄状タガネと呼ばれる玉作り工具が含ま

れている可能性があるが、有孔のものや矢柄の痕跡を残して確実に鉄と考えうるものとは分離しがたい。

農工具類　ヤリガンナ、刀子、穿孔具、鎌、袋状鉄斧と考えられるものがある。8は形状からヤリガンナの先

端部分と考えられる。刃部の形状は明らかでないが、裏すきはない。

9は刀子である。両端を欠失するが、約5cmが残存する。刃部幅は1cmと狭いから、無間のものであった可能

性が高い。中央部で折り曲げられている。

12は完形の棒状品で、一方の先端がやや尖る形状から、穿孔具ないしは棒状のタガネと考えられる。全長

5．0cmで、断面は1辺4mmの方形を呈する点は、京都府弥栄町奈具同遺跡等で玉作問係遺物とともに出土してい

る鉄製品と類似点が多い（河野・野島1987）。11、13～15も同様な工具の可能性もあるが、14には破断した端部

に振られたような痕跡が認められる。断面形が円形に近く細いものは針であったと考えられるが、やはり一種の

穿孔具であろう。

16は片刃で扇平なため、鎌と考えられる。刃部幅2．8cmを計るが、両端が欠損しているので長さは分からない。

現状で5．2cmが残存している。

17は刃部幅2．0cmと狭く、法量から見て本来は、包含層出土品（第94図1）に見るような小型の袋状鉄斧であ

ったと考えられる。刃部は片側が研ぎ減りしている。刃部のみ途中で切断され、タガネあるいは楔状の工具とし

て転用されたものであろうか。

その他1、2はいわゆる三角形鉄片で、鉄器加工の際に産出する端切れと考えられる。10はさびのため原形

よりもかなり膨らんでいるが、同様の鉄片であった可能性がある。このほか、種類や形態は不明であるが、4、

7のようにやや厚みのある鉄片も存在する。

17のみ後期中葉に相当するT層から出土しており、その他は後期後葉のJ層ないし終末期～古墳時代初頭のS

層の出土である。
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（2）竪穴住居跡出土の鉄製品（第92図1～12、図版41－43）

竪穴住居からは14点の鉄製品が出土している。そのうち図化が可能な12点を掲載した。図化できなかった2片

は袋状鉄斧とも考えうる板状鉄製品（12）とともに出土しており、その一部であった可能性が高い。1～9は住

居1から、10、11は住居2から、12は住居3からそれぞれ出土している。

武器類　銑鉄が3点出土している（1、2、3）。いずれも住居1の埋土中から出土した。1、2は通有の無

茎三角形鉄であるが、3は刃部が先端に偏っていることから、圭頭鉄と考えられる。切先から茎となる基部まで

扇平なまま厚みは変わらず、矢柄の痕跡等は確認できない。1は先端から基部にかけて斜めに切断された痕跡が

比較的明瞭に観察できる。このように2次加工を受けたものは、鉄とするよりは鉄状タガネとすべきかもしれな

い。

農工具類　4、7は形状や大きさからヤリガンナの柄の一部と考えられる。いずれも現状では柄の木質を確認

できない。

5、8、9、11は棒状の鉄製品である。8は環壕出土品（第91図12）と同様に断面形が方形となるもので、穿

孔具ないしは棒状のタガネと考えられる。長さ約7cmが残存するが両端は欠失している。5、9、11は断面形が

円形ないし楕円形となるもので、針と考えられる。

10は断面形が径1cm程度の管状を呈する鉄製品の破片である。住居2の塩土中から出土した。鉄板を円錐状に

巻いた刺突具のような工具の可能性も考えられるが、現状では木質の痕跡は見られない。管状の錐となる可能性

もある。

その他　6は、厚さ2mm前後の板状鉄製品である。平面形はおおむね五角形をなし、全長5cm、最大幅2．5cm

を測る。いずれの辺も刃はなく、裁断された痕跡を示す。一種のヘラ状の工具あるいは、タガネ状の工具とも考

えうるが、ここでは素材となる鉄板から目的とする鉄片を裁断した後の残片と考えておきたい。12も板状の鉄片

であるが、破損、変形しているため本来の形状は不明である。幅や厚さ、横断面形の一部に湾曲があることを考

慮すれば、小型の袋状鉄斧の再加工品であるとも考えられる。

2．包含層出土の鉄製品（第93図・第94図・第95図、図版41～43）

包含層からは27点の鉄製品が出土している。環壕南端部に画したG5グリッド北側から7点、完掘調査した住

居1、2の西側にあたるH7グリッドから6点出土しており、この2グリッドから出土したものが半数を占める。

周辺のグリッドからは1～3点出土している。これらの出土状態は、おおむね下層に存在した遺構を反映してい

ると見て差し支えない。

武器類　弥生時代と考えられるものとしては、鉄鉄が3点あるほか、剣の破片が1点存在する。銑鉄はいずれ

も通有の無茎三角形鉄で（第94図11～13）、12は円孔を穿つ。13には矢柄と考えられる木質が付着している。

剣（第93図5）は、推定の身部幅が3．5cm程度となるが、破片のため全長は不明である。一部に鞘と考えられ

る木質が残存している。

弥生時代終末期以降の遺物を含む包含層の上部からノミ頭式の鉄鉄が1点出土している（第94図14）。鉄身長

2．9cm、刃部最大幅1．2cmを測る。通常、前期古墳の副葬品として埋葬施設から出土する。出土位置はG7グリッ

ドで古墳との関連を直接示さないが、洞ノ原地区に築かれた古墳の中には晩田山10号境や11号境のように古墳時

代前期にさかのぼると推定されるものが存在し、盗掘を被っているものも存在するから、古墳副葬品が流出した

ものと考える余地は大きい。ただし、住居1が埋没過程で古墳時代前期初頭に廃棄土坑となっており、生活痕跡

がその時期まで続く点や型式学的にも新しく考える要素がない点を考慮すれば、この銑鉄が副葬品ではなく、か

つ弥生時代終末期から古墳時代前期初頭に位置づけられる事例である可能性も考えられる。

農工具類　ヤリガンナ、ノミあるいはタガネ、摘み鎌、鎌、袋状鉄斧、棒状鉄器、刀子がある。第93図1、2
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はヤリガンナの破片と考えられる。1はごく部分的な破片であるが、断面が方形になると推測できる部分に木質

が付着していることからヤリガンナと推定した。2はやや鐘状にふくらむ刃部を有する破片であるが、鏑は明確

でない。

ノミあるいはタガネと考えられるものが3点ある。扁平で平面形が方形をなすもの（第93図4）とやや厚手で

平面形が三角形をなすもの（第94図5・6）の2種類がある。前者は刃部先端で曲がっている。

第93図6は摘み鎌と考えられるもので、平面形は刃部を下にした場合逆台形をなす。長さは7．4cmが残存し、

刃部幅は2．9cmを測る。刃部の左右両端に折り返しはなく、表裏面に長軸方向に並行する木質が付着することか

ら、木製の柄が鉄刃を挟み込む形態であったと考えられる。刃部がやや内湾している点は、使用によって摩耗し

たことを示している可能性がある。北部九州を中心として出土する摘み鎌類の中で、平面形が逆台形となる例は

見あたらないので、通有の方形のものを裁断して再加工したと考えられる。

第93図9・10は曲刃鎌と考えられる。両者はごく近接して出土しているが（図版20－3）、互いに接合しない。

9は刃部先端を欠損するものの残存長約17cm、刃部幅3cmを測り、北部九州出土以外のものとしては大型の部類

にはいる。基部には折り返しがなく、長軸に並行する方向で木質が付着している。木目の方向が通常の鎌の柄の

木目方向と直交する点、背となる部分も刃部のように薄くなる点等を考慮すると、鎌ではなく剣である可能性も

否定できないが、湾曲した形で破片が接合するのは明らかで、剣とするにはやや薄いことから、ここでは鎌と考

えておきたい。基部に付着する木目の方向が柄と直交するのは、柄に設けられたほぞ穴と鉄鎌の間に木製のくさ

びがあったと理解でき、基部の折り返しがないこととも符合する。10は小片であるが、内湾する刃部が確認でき

ることから、曲刃鎌と考えられる。

第93図8、第94図1・2・7はいずれも袋状鉄斧である。第93図8は袋部を欠失するが、本遺跡では大型の部

類に入る。袋部から刃部にかけて厚みを増しているが、段をなすほど明瞭ではない。第94図1は完形の小型晶で

ある。全長6．1cm、刃部幅2．2cmを測る。袋部は左右からの折り返しによって作るが、左右均等ではなく、横断面

形も円形をなさない。また、刃部は研ぎ減りによって左右非対称となっている。第94図2も同様の作りをなす小

型品である。刃部を欠失し、破断面はねじ切られたような状況を示す。第94図7は細片であるが、ほぼ直角に曲

がる断面形から、袋部の折り返しの両端が密着するタイプの袋状鉄斧片と考えられる。やや外側に広がる部分を

肩部と考えて良ければ、本来は妻木山1区35号住居跡出土例（松本他編2000、村上2000）のような大型の袋状鉄

斧であったと考えられる。厚さが4mm程度ある点は、重厚な鉄斧であること示しており、舶載品の可能性も排除

できない。さびが少なく、破断面が鋭利な点は鋳造鉄斧である可能性を示唆するが、Ⅹ線写真による検討では、

鋳造鉄器によく見られる細かなひびがないため鍛造品であると考えられる。

棒状晶が4点ある（第93図3、第94図3・4・9）。法量はさまざまであるが、いずれも穿孔具と考えられる。

第94図4は完形の針で、全長2．5cm、径は1～2mmとごく細い。

第94図16は、刃部幅が3cm前後の刀子片である。表裏面に鞘の木質が付着している。

その他　道具とするよりは、鍛造の際に素材となる鉄板の残欠と考えうるものが3点確認できる（第93図7、

第94図10・15）。厚さ4mmの比較的厚いもの（第93図7）と2mm前後の薄いものの2者がある（第94図10・15）。

前者は一方にバチ形に開く部分をもつ鉄板で、板状鉄斧とも考えうるが、刃部となる部分は裁断された痕跡を示

す。後者は方形、あるいは不定形な板状品で、やはり各辺が裁断されている。直線的な裁断痕跡だけでなく、曲

線を呈する部分も観察できる。

釘が1点存在する（第94図8）。1辺5mmの角棒状の鉄器の一端を鍛延して折り曲げ、頭部を作り出すもので、

長さ2．8cmが残存している。木質の付着は観察できない。弥生時代後期後菓以降の土器を包含する第Ⅱ層から出

土しているが、弥生時代のものとは思われない。本調査区では平安時代と考えられる須恵器や土師器も出土して

いるから、法量から見てその年代まで降るものと考えておきたい。
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第4次調査区の西端となるH7グ

リッド第Ⅱ層から鉄津が1点出土し

ている（第95図）。平面形は不整な

台形状を呈し、長軸4cm、短軸3cm、

厚さ1～2．4cmを測る椀形淳である。

表面にガラス質の部分が多く観察さ

れ、上面には木炭が付着する。大澤

正己の分析によれば、暗黒色ガラス

質スラグに微少な鉄粒を含み、チタ

ンを多く含有することから砂鉄精錬

淳と推定されている（本報告第Ⅵ章

第95図　鉄澤　　　　　　　　　　　　　　　第1節参照）。これが弥生時代のも

のとすれば、砂鉄精錬が弥生時代にさかのぼることとなり、これまでの知見とやや矛盾することが指摘されてい

る。

第Ⅱ層出土遺物は、弥生時代後期後菜の遺物を中心としているが、第Ⅱ層は、古墳時代前期中葉の壷（第78図

1）が出土している晩田山10号境の周溝に切り込まれていることが確認されている。したがって鉄棒の時期は、

上限を弥生時代後期後葉とし、下限を古墳時代前期中葉とする時間幅の中で考える必要がある。一方、明確に高

温鍛冶の痕跡を示す遺物は他に存在しないから、弥生時代の中で理解することはやはり困難であろう。古墳時代

前期の中で考えるとしても、生活痕跡は終末期～前期初頭で見られなくなるから、鉄淳の時期をその頃と見る可

能性と、古墳副葬品が流出したものとみて前期中葉まで降らせる可能性の2つが考えられる。

3．まとめ

妻木晩田遺跡では、ゴルフ場開発に伴う発掘調査（第1次調査）によって195点もの弥生時代の鉄製品が出土

した。豊富な鉄製品をもつことがこの遺跡の重要性を高め、保存に一役買うこととなった。これらの鉄製品を整

理するなかで村上恭通は、妻木晩田遺跡の鉄製品は後期後薬から終末期にかけて爆発的に増加するとし、技術的

側面や組成比に北部九州と連動した動きが見られるものの、ヤリガンナや穿孔具等小型の鉄製品が圧倒的に多い

という山陰地方の地域性を説いている（村上2000）。

4次調査における成果もこの指摘を裏付けるものとなっているが、新たな知見もある。ここでは、その点に絞

ってまとめておきたい。

まず、洞ノ原地区で大幅な増加を見ている点に注意したい。第1次調査時に洞ノ原地区で確認された鉄製品は、

わずかに終末期の例2点であった。増加の要因は調査精度にもあろうが、居住域が地区の南半部分に集中するこ

ととも関連しよう。表13－1・2に整理したように後期復業に出土量のピークがあり、この時期に環壕がほとん

ど埋没し、居住域となっていることと矛盾しない。

券種構成の中で大幅に増加しているのは、穿孔具あるいはタガネとしたもので、15点ある。この中には、横断

面形が円形を呈し、法量から見て針と呼ぶべきものが6点ほどあるが、それ以外は横断面形が方形で長さが5～

7cm前後となると考えられるものである。いずれも玉作関連遺跡で玉の末製品等とともに多量に出土する例があ

るが、妻木晩田遺跡における存在の仕方は、第Ⅴ章第5節で見た玉素材と同様に調査区各所に散在する。振れや

湾曲を示すものが少なくないから、使用されたことは確かであろう。

次に多いのは鉄鉱である。これまでに他の地区でも確認されていなかった後期後葉の銑鉄が4点あり、その他

は終末期に降る。先述のように、ここで鉄と考えたものの中には玉作り関係工具となるものが含まれている可能
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表13－1鉄製品出土量の推移（地区別）

後 期 前 葉 後 期 中 葉 後 期 後 菓 終 末 期 合 計

妻 木 新 山 地 区 12 7 4 10 3 3

洞 ノ 原 地 区 0 0 （1） 0 （3 6 ） 2 （16 ） 2 （5 3 ）

妻 木 山 地 区 2 9 13 6 9 9 3

松 尾 頭 地 区 1 1 7 2 9 13 6 0

松 尾 城 地 区 0 1 0 4 5
合 計 15 3 4 （1） 4 6 （3 6 ） 9 8 （16 ） 19 3 （5 3 ）

表13－2　鉄製品出土量の推移（種類別）

後 期 前 葉 後 期 中 葉 後 期 後 菓 終 末 期 合 計

板 状 2 8 1 1 （3 ） 2 2 （1） 4 3 （4 ）

ヤ リ ガ ン ナ 3 8 10 （3 ） 18 （2 ） 3 9 （5 ）

棒 状 3 2 6 12 2 3

穿 孔 具 1 3 2 （1 1） 10 （4 ） 16 （1 5 ）

袋 状 鉄 斧 1 4 （1） 2 （5） 5 1 2 （6 ）

ノ ミ 1 1 1 （1） 4 7 （1 ）

刀 子 1 2 1 （1） 5 （1） 9 （2）

鋤 鍬 先 0 1 1 2 4

端 切 れ 0 1 1 （1） 2 （2） 4 （3）

嫉 0 1 0 （4 ） 4 （4） 5 （8）

鎌 0 0 2 （2 ） 1 （1） 3 （3）

板 状 鉄 斧 0 0 0 2 2

摘 み 鎌 0 0 0 （1） 1 1 （1）

そ の 他 3 3 9 （5 ） 1 0 （2 ） 24 （7）

合 計 1 5 3 4 （1） 4 6 （3 6 ） 9 8 （1 6 ） 1 9 3 （5 3）

（）内は4次調査で出土した点数。村上2000第1表に加筆。

性もあるが、矢柄痕跡が残るものもある。なお、環

壕地区において鉄鉱の比重が高いと考えうるかどう

かは不明である。

小型の袋状鉄斧も資料が増している。山陰地方に

おける弥生時代鉄器の様相をまとめた池渕俊一によ

れば、後期後半以降、小型の袋状鉄斧が卓越する点

に地域的特性が見られるとしているから（池渕

1998）、器種構成の中で占める位置がより明確にな

ったと言える。

また、板状の鉄素材や端切れと考えられる鉄片が

存在する点は重要である。いずれも裁断等による加

工痕が明瞭に観察できる。素材と考えた板状晶以外

の製品にも加工痕は観察できるから、再加工も行わ

れたことが確実である。タガネ状の工具の中には、

玉作り以外に鉄製品の加工に使用されたものも含ま

れていると見るべきであろう。

単純な鍛延と裁断等によって行われる鉄器加工が洞ノ原地区でも行われていたことを窺わせる点は、妻木晩田

遺跡における鉄製産のあり方を考える上でさらに重要である。これまでの知見を総括すれば、妻木晩田遺跡の各

所で簡易な鉄製品の製作を行っていたと考えうる（高尾2003）。

村上恭通が正しく指摘するように、日本海沿岸地域の弥生時代における鉄器化の過程が辿れる点に妻木晩田遺

跡の意義が現れており、その詳細を明らかにしていく作業が今後も必要となろう。4次調査の成果はその基礎資

料となりうるもので、既報告資料と合わせて総合的に評価していくことが重要である。
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表14　鉄製品観察表

挿図 口 出土位置 層位 種 類 時期
法 量

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （g ）

9 1 1 環 壕T3 S 三 角形鉄 片 終 末期～ 古墳 時代初頭 1．8 1．0 0．3

9 1 2 環 壕T3 J 三 角形鉄 片 後期 後菓 1．0 0．9 0．1

9 1 3 環 壕T3 J 不 明 後期 後菓 1．4 0．7 0．2

9 1 4 環 壕T3 J 不 明 後期 後菓 1．6 1．6 0．7

9 1 5 環 壕T3 S 無茎鉄鉱 孔 あ り 終 末期 ～古墳 時代初頭 2．1 1．1 0．1

9 1 6 環 壕T3 J 無 茎鉄鉱 後期 後菓 3．0 1．5 0．3

9 1 7 環壕 T3 I 不 明 終末 期 ～ 2．2 3．0 0．5

9 1 8 環壕 T3 J ヤ リガ ンナ 後期 後菓 2．4 0．9 0．2

91 9 環壕 T3 S 刀子 ・終末 期～ 古墳 時代 初頭 4．0 0．9 0．2

9 1 10 環壕 T3 S 三角 形鉄片 か 穿孔具 か 終末 期～ 古墳時代 初頭 3．6 0．9 0．3

91 11 環壕 T3 S 穿孔具 終末 期～ 古墳時代 初頭 1．6 0．6 0 ．6

91 12 環壕T 3 J 穿孔具 後期 後菓 5．0 0．4 ‘0．5

91 13 環壕 T3 J 穿孔具 後期 後菓 4．5 0．7 0 ．4

91 14 環壕T 2 J 穿孔具 後期 後菓 2．6 0．5 0 ．5

91 15 環 壕 ． 上面 穿孔具 針 後期後菓 ～古墳 時代 前期初頭 1．9 0．4 0 ．5

91 16 環壕T 3 S 鎌 か 終末 期～ 古墳時代 初頭 5．2 2．8 0 ．4

91 17 環壕T l T 袋状鉄 斧片 か 後期 中葉 2．9 2．0 0 ．3

92 1 住居 1 ③ 無茎 鉄鉱 終末 期～古 墳時代 初頭 2．2 1．1 0 ．1

92 2 住居 1 ③ 無 茎鉄鉱 終末 期～古 墳時代 初頭 1．7 ． 2．1 0 ．2

92 3 住居 1 ③ 鉄 鉱 終末 期～ 古墳時代 初頭 5．4 1．4 0．2

92 4 住居 1 ④ ヤ リガ ンナ 終 末期 6．0 1．1 0．2

92 5 住居1周堤溝 周 堤溝 穿孔具 針 終 末期 3．8 0．3 0．3

92 6 住居 1 ③ 板 状鉄製 品 終末 期～ 古墳 時代初頭 4．6 2．5 0．2

92 7 住 居 1 ③ ＿ ヤ リガ ンナ 終 末期～ 古墳 時代初頭 3．0 0．9 0．2

92 8 住 居 1 ③ 穿孔具 終 末期 ～古墳 時代初頭 6．8 0．5 0．4

92 9 住 居 1 ④ 穿孔具 針 終末期 1．0 0．4 0．2

92 10 住 居2 埋土 ‘ 管 状鉄製 品 後期 後菓 2．2 0．7 0．1

92 11 住 居2 埋土 穿孔具 針 後期 後菓 1．7 0．2 0．2

92 ‘12 住 居3 埋土 板 状鉄製 品 袋 状鉄斧 か 後期 後菓 4．3 1．9・ 0．3

93 1 F 5 Ⅱ ヤ・リガ ンナ ‘後期 後菓～ 古墳時代 前期初 頭 1．4 0．8 0．1

93 2 F 5 Ⅱ ヤ リガ ンナ 後期後 菓～ 古墳時代 前期初頭 2．9－ 1．0 0．3

93 3 G 6 Ⅱ 穿孔具 針 後期後 菓～ 古墳時代 前期初頭 1．3 0．5 0．4

93 4 G 6 Ⅱ上 ノ ミ 後期 後菓～ 古墳時代 前期初頭 5．3 1．5 0．4

93 5 F 5 Ⅱ 剣． 後期後 菓～ 古墳時代 前期初 頭 2．7 3．3 0．5

93 6 F 5 Ⅱ 摘み鎌 後期 後菓～ 古墳時代 前期初頭 7．1 2．9 0．4

93 ．7 F 5 Ⅱ 板 状鉄製 品 後期後 菓～ 古墳時代 前期初頭 6．8 3．4 0．4

93 8 G 6 Ⅱ上 袋 状鉄斧 片 後期 後菓～ 古墳時代 前期初頭 7．3 4．8 0．6

93 9 F 5 Ⅱ 鎌 後期 後菓～ 古墳時代 前期初頭 16．8 3．0 0．4

93 10 F 5 Ⅱ 鎌 か 後期 後菓～ 古墳時代 前期初 頭 4．0 2．7 0．4

94 1 G 7 Ⅱ上 ． 袋 状鉄斧 後期 後菓～ 古墳時代 前期初 頭 6．1 2．0 0．3

94 2 H 8 Ⅱ 袋 状鉄斧 後期後 菓～ 古墳時代 前期初 頭 3．0 3．6 0．4

94 3 ・ G 9 Ⅱ上 穿孔具 タガネ か 後期 後菓～ 古墳時代 前期初 頭 2．5 0．9 0．7

94 4 G 8 Ⅱ 穿孔具 タガネ か 後期 後菓～ 古墳時代 前期初頭 2．8 0．9 0．4

94 5 H 6 Ⅱ上 ． 袋 状鉄斧 片 後期 後菓～ 古墳時代 前期初 頭 3．9 1．5 0．4

94 6 H 7 Ⅱ 釘 後期後 菓～ 古墳時代 前期初 頭 2．8 0．4 0．4

94 7 H 7 Ⅱ 穿孔具 後期 後菓～ 古墳時代 前期初頭 1．8 0．5 0．3

94 8 I8 Ⅱ 穿孔具 針 後期 後菓～ 古墳時代 前期初頭 2．4 0．1 0．2

94 ．9 H 7 Ⅱ上 穿孔具 後期 後菓～ 古墳時代 前期初頭 ．1．8 0．5 0．5

94 10 H 8 Ⅱ 無茎鉄鉱 後期後 菓～ 古墳時代 前期初 頭 1．7 1．2 0．2

94 11 I8 Ⅲ 無 茎鉄鉱 孔 あ り 後期 後菓～ 古墳時代 前期初 頭 2．2 1．6 0．2

94 12 H 7 Ⅱ 無 茎鉄鉱 後期後 菓～ 古墳時代 前期初頭 3．1 2．1 0．2 －

94 13 H 7 Ⅱ 板 状鉄製 品 後期後 菓～ 古墳時代 前期初頭 3．2 1．8 0．2

94 14 G 7 Ⅱ上 整頭 式鉄 鉱 後期後菓 ～ 古墳時代 前期初頭 4．1 1．2 0．6

94 15 H 9 Ⅱ 板 状鉄製 品 後期後菓 ～ 古墳時代 前期初頭 2．3 1．3 0．2

94 16 H 9 Ⅱ上 刀子 片 後期後菓 ～ 古墳時代 前期初頭 3．0 1．8 0．5

95 1 H 7 Ⅱ 鉄揮 後期後菓 ～ 古墳時代 前期初頭 4．1 3．3 2．8

1．挿図・番号は本文中の挿図番号に対応する。

2．出土位置は遺構およびグリッド名を示す。
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第Ⅵ章　洞ノ原地区西側丘陵における自然科学的分析と検討

第1節　妻木晩田遺跡洞ノ原地区西側丘陵出土鉄片・鉄淳の金属学的調査

（株）九州テクノリサーチ・TACセンター

大澤正己

概要

妻木晩田遺跡洞ノ原地区西側丘陵の弥生時代終末期～古墳時代前期初頭に属する土坑（土坑9）の埋土中から

出土した鉄片3点と弥生時代後期～古墳時代前期初頭に比定される包含層出土鉄淳1点を調査して、次の点が明

らかになった。

〈1〉　3点の錬化鉄片は、鋳造鉄板（4mm前後か）が層状剥離を起した破片の可能性が考えられた。鉄片の材

質は高純度で、非金属介在物（鉄鋼中に介在する固形体の非金属性不純物、つまり鉄やマンガン、珪素および燐

などの酸化物、硫化物、珪酸塩などの総称）や鍛接線の痕跡はほとんど認められない。

〈2〉鉄淳はガラス質小型椀形鍛冶淳（28．5g）で、鉄素材の素延べ・火造り、もしくは鉄器修理の成形など

で排出された鍛錬鍛冶淳に分類される。沸し鍛錬鍛冶以降の工程が想定されて、やや低温鍛冶作業で派生したワ

ラ灰や粘土汁由来の淳である。鉱物組成は大部分がガラス質の非晶質珪酸塩で、落下鉄粒を含み、その周辺はフ

ァイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）を晶出する。また落下鉄粒中には球状介在物を内蔵し、高チタン濃度

（56．6％TiO2－27．5％A1203－10．3％FeO）を呈して、砂鉄系鉄素材の可能性が高く、その産地が注目される。

1．いきさつ

妻木晩田遺跡は鳥取県西伯郡大山町・淀江町に所在する弥生時代後半期の大規模集落跡である。4次調査（平

成12年7月～平成13年12月）の洞ノ原地区西側丘陵において隅丸長方形土坑（0．85×0．65m、深さ0．15m）の検

出面より多量の鉄片が検出された。発掘当初はこの遺構が鍛冶炉で、鉄片は鍛造剥片として紹介されていたが（1）、

その後、鍛造剥片は鉄片に、土坑5遺構は鍛冶残淳廃棄土坑の可能性が改められて報告してある（2）。なお筆者

は、2001年12月20日に現地に赴き、遺構と鉄片を実見させて頂いたが、土坑5遺構には鍛造剥片は存在していな

い（3）。

今回、土坑5遺構出土の3点の鉄片と、H7区の遺物包含層（第Ⅱ層）から約80点の鉄製品に混在して1点の

鉄淳が出土していて、この両者の遺物を通して、弥生時代後期から古墳時代初頭期の鉄事情を把握する目的から

金属学的調査の運びとなった。

2．調査方法

2－1．供試材

表1に示す。調査試料は鉄片3点と鉄淳1点である。

2－2．調査項目

（1）肉眼観察

遺物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。
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表1　供武村の履歴と調査項目

符号 遺物名 遺構名 推定年代
計測値 調 査 項　 目

備考
大きさ（料m ） 重量 （g） マクロ 検鏡 硬度 EPM A

4D H W －1 小鉄片 土坑9
弥生時代終末～古
墳 時代前期初頭

15．5×14．5×2．2 1．4 ○ ○

4D H W －2 小鉄片 土坑9 17×13×2．2 0．9 ○ ○ ○

4D H W －3 小鉄片 土坑9 11×10．5×2．0 0．5 ○ ○

4D H W －4 鉄韓 包含層
弥生時代終末～古
墳時代前期初頭 43×33×22 28．5 ○ ○ ○

4DHW－4：鉄樺の硬度は測定したけれども割れて測定不能であった（数値なし）。

（2）マクロ組織

顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、投影機の10倍で撮影した。低倍率の観察は、組織の分布状態、形状、大き

さなど顕微鏡検査（×50、100、400）によるよりも広範囲にわたっての情報が得られる利点がある。

（3）顕微鏡組織

切り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の＃150、＃240、＃320、＃600、＃1000と順を迫

って研磨し、最後は被研磨面をダイヤモンド粒子の3〟と1〟で仕上げて光学顕微鏡観察を行った。なお、金属

鉄の炭化物は、ピクラル（ピクリン酸飽和アルコール液）で、フェライト結晶粒は5％ナイタル（硝酸アルコー

ル液）で、腐食（Etching）している。

（4）EPMA（ElectronProbeMicroAnaTyzer）調査

分析の原理は、真空中で試料面（顕微鏡試料併用）に電子線を照射し、発生する特性Ⅹ線を分光後に画像化し、

定性的な結果を得る。更に標準試料とⅩ線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理してデータ解析を

行う方法である。化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定が可能である。

3．調査結果

（1）4DHW－1～3：鉄片（3片は同系なので一括して述べる）

3片の供試材は、同一母体の鉄板（4～5mm厚みか）から不定形ながら15平方ミリ以下に弾け散った剥片に見

受けられる。側面は全面破面となる。いずれも金属鉄は遺存せず錬化鉄である。供試材の現存厚みは2mm前後で

片側は生きているが、残る方は剥離面となる。また現状厚みの断面は更に亀裂が走り、経時につれての層分れは

明らかである。

鉄片3点のマクロ組織を第1図の①、第2図の①、第3図の①に示す。鉄片はいずれも2mm前後厚みに対して

水平方向に幾層にも亀裂が走り、更に1．5－2．5mm間隔で垂直方向にも割れ目が入る。小さく弾けてゆけば鍛造剥

片と紛らわしさが増すのは明瞭である。

顕微鏡組織を第1図の②～④、第2図の②・③、第3図の②・③に示す。金属鉄は既に遺存しなくて、錬化鉄

となる。鉄鉾の形態は、ゲーサイト（Goethite：α－FeO・OH）である（4）。通常、鍛造された鉄であれば、断面

に繰返し折り曲げ鍛接線や、大型非金属介在物（珪酸塩（ガラス質）、鉄かんらん石、酸化第1鉄）もしくは、

それらの剥落痕跡などが観察されるが、該品にはそれらの跡形は無く非常に清浄な組織であった。低温還元直接

製鋼法にもとづく塊煉鉄ではなくて、高温還元間接製鋼法にもとづく清浄な銑鉄（介在物はFeS、MnSなど小型）

が想定される。

第5図の3段目に鉄片（4DHW－2）断面のCOMP（反射電子像）を示す。非金属介在物が見当らないので6

の番号をつけた汚染の少ない10平方〟mを対象にEPMAによる定量分析を行った。一見、汚染の少ない個所にみ

えたが、微量ながら外部からの侵入鉱物の影響があって、88．4％Fe0－0．15％SiO2－0．046％A1203－0．14％Ca0－

0．07％K20－0．1％Na20組成が得られた。鉄以外は汚染物質であり、Total分析値は89％と減衰された値である。
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4DHW－1（》×10　マクロ組織
鉄片　②×50（訂×100　④×400

錬化鉄
ゲーサイト（α－FeO・OH）

第1回　鉄片の顕微鏡組織

鉄に含まれる随伴微量元素は0．2％Mn0－0．043％Sr02であろうか。いずれにしても鉄断面は清浄な銑鉄の可能性

が高い。

（2）4DHW－4：鉄澤

鍛冶炉の炉底に堆積形成された小型（28．5g）椀形鍛冶津の完形品である。平面は不整台形状をなし、黒色ガ

ラス質基地に暗褐色鉄鋸を点在させる。表面は平坦肌に細かい木炭痕を残す。裏面は2ヶ所の突起とその周囲に

反応痕を留め、気孔を数点発生する。津は軽質傾向にある。

顕微鏡組織を第3図の④～⑧、第4園の（力～⑨に示す。鉄津の主要鉱物相は暗黒色ガラス質スラグで、その代

表組織が第3図⑦である。視野を変えると、この暗黒色ガラス質スラグ中に微小鉄粒（第3図の④～⑥、第4図

の④～⑦）が晶出する。該品は鍛冶津であるが通常みられる沸し鍛接の鍛錬鍛治淳組織のヴスタイト

（Wiistite：FeO）＋ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）の基本組織とは大きく異なる。それは沸し鍛接の

後続作業で低温作業となる鉄素材の素延べ、火造り行程で派生した鉄淳のためである。こちらは低温（800－

1，000℃前後か）作業で、鍛打の度に酸化防止に塗布された粘土汁やワラ灰が溶けた溶融物の軽質ガラス主体で
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4DHW－2　①×10　マクロ組織

鉄片　②×50　③×400
錬化鉄
ゲーサイト（α－FeO・OH）
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第2図　鉄片の顕微鏡組織

ある。また、該品は鉄粒を幾つも滴下させて温度管理に不安定要素を抱え、更に第4図の⑧⑨にみられる淡灰色

長柱状結晶のファイヤライトと淡褐色多角形結晶のヘーシナイト（Hercynite：FeO・A1203）を局部的に晶出さ

せる0　このファイヤライトの品田個所は鉄塊（第4図の①～④）周辺である。ファイヤライトの溶融温度

1，205℃でこの個所は高温化に伴って鉄の溶出が起り、鉄と珪酸の反応が生じたものと推定される。いずれにし

ろ当鉄浮は、沸し鍛接の高温鍛冶淳ではなくて、その後工程からの低温派生物が想定される。ファイヤライト結

晶の硬度測定を行ったが、対象面積が狭く割れを生じたので値が得られなかった。

次に注目しておきたいのは、鍛治に供した鉄素材は、軟かく加工のし易い軟鋼（C：0．3％前後）から極軟鋼

（＜0・07％C）クラスの充当であろう。第3図の⑤⑥に示した鉄粒はフェライト（Ferrite：α鉄もしくは純鉄）で

ある0不整三角形で底辺0．15mm程度の微小形状で、この小さな面積に粒状非金属介在物を数多く含む。この介在

物のEPMAの定量分析結果を第5図の1段目に示す。COMP（反射電子像）に1の番号をつけた茶褐色球状介

在物の組成は27．5％A1203－56．7％Ti02でアルミニウムチタナイト（AluminumTitanate：A1203・TiO2）系が同定

されて、これに10．3％FeOを固溶する。過去にあまり検出されていない高チタン濃度の介在物である。

次にCOMPの2の番号の介在物は1の色調よりも明度をもつもので41．4％Fe0－34．0％TiO2組成が得られた。

イルミナイト（Ilmenite：FeO・TiO2）系であろうか。これには5．3％Mg0－12．7％Al203－10．9％SiO2組成が加わ

るo MagnesiumAluminumSilicateの鉱物組成の混合組成となるのか、今一つ検討を要する。いずれにしろ、チ

タン（Ti）分が高い介在物が古墳時代前期初頭の鉄津から検出されたのは注目に値する。

更に鉄津に晶出する3種類の鉱物相をEPMAで調査した。その結果を第5図の2段目に示す。COMP（反射

電子像）に3の番号をつけた淡灰色長柱状結晶の定量分析値は55．5％Fe0－33．5％SiO2組成でファイヤライト

（Fayalite：2FeO・SiO2）が同定される。4の番号のついた淡褐色多角形結晶は46．9％Fe0－41．1％A1203組成でへ
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4DHW－3
鉄片

（∋×10　マクロ組織
②×50　③×400
錬化鉄
ゲーサイト
（q－FeO・OH）
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4DHW－4（1）

椀形鍛冶浮

（り×400　鉄粒
⑤×100　⑥×400
不定形鉄粒フェライト

（至Xの×100
⑦ガラス質溶融
（醐台土中砂鉄（半還元）

第3図　鉄片の顕微鏡組織
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4DHW－4（2）
椀形鍛冶i宰

（王X参×100（9×400
錬化鉄（ゲーサイト）
微小パーライト痕跡
（り～（丑×400　ナイタルetch
パーライト晶出

（◎×100　⑨×400
ファイヤライト＋ヘーシナイト

第4図　椀形鍛冶津の顕微鏡組織
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ーシナイト（Hercynite：FeO・A1203）、これに4．5％Cr203－2．2％TiO2－1．8％MgOなどが加わり、大きく括ると

スピネル類（Spinelgroup）に属する鉱物相である。次に5の番号は暗黒色ガラス質スラグの基地であり、定量

分析債は、41．5％SiO2－21．7％A1203－5．3％Ca0－3．7％K20－3．5％Na20組成で珪酸塩である。微細ファイヤライ

トが析出するのか25．8％FeOを固溶し、これからも2．15％Ti02を検出した。鉄棒側からも砂鉄特有成分のチタン

（Ti）分の含有が確認できた。

4．まとめ

（1）妻木晩田遺跡から出土した大量の鉄片は、鋳造鉄板（鉄器？）の層状剥離や垂直割れから弾け散った剥

片と解釈できた。ただし、この見解は製造履歴を証明する非金属介在物は未検出で、金属組織の痕跡も無いとこ

ろからの発言で、些か確証に欠けている。これらの傍証として、まず鋳造鉄板が層状剥離を起すか否かの問題が

ある。この点については、大分県日田市所在の山口遺跡出土の鉄鍋破片は、ねずみ鋳鉄のばら状黒鉛を残す組織

を遺存して層状剥離を起していた（5）。そうすると大型介在物の剥落痕や鍛接線の無い組織を有して比較的清浄

さを保持する該品は鋳造鉄板としての可能性は備えていよう。

次に鍛造剥片とは如何なるものかに触れておく。鍛造剥片は、約800℃以上に加熱された赤熱鉄素材の表面酸

化膜が鍛打で飛散した剥片を指す。この剥片の被膜構成は、外層微厚のヘマタイト（Hematite：Fe203）、中間

層はマグネタイト（Magnetite：Fe304）、内層ヴスタイト（Wiistite：FeO、沸し鍛接時はヴスタイト粒状、素延

べ・火造り時はヴスタイト非晶質）の3層分離型をとる。この種の酸化膜は土坑5には存在しなかった。

それに対して、今回の供試材となった鉄片は、埋蔵中に水分と接して結晶水（C，W）と酸化第二鉄との結合し

たオキシ水酸化鉄（Fe203・H20＝2FeO・OH）が生ずる。その時の鉄鋸の形態はゲーサイト（Goethite：α－

FeO・OH）、アカゴナイト（Akagonite：β－FeO・OH）、レピドクロサイト（Lepidocrocite：γ－FeO・OH）など、

生成環境の条件により変化する。

（2）包含層出土の鉄棒は28．5gと小型のガラス質椀形鍛冶淳である。鉄器製作に際しての素延べや火造りと

いった鍛錬鍛冶も後行程での排出淳に分類される。該晶には滴下鉄粒を内蔵し、小粒ながら鉄中非金属介在物を

含む。介在物組成は27．5％A1203－56．7％TiO2組成、41．4％Fe0－34．0％TiO2組成など高チタン含有で、前者のア

ルミニウム・チタン化合物など、過去にあまり類例のない鉱物組成であった。

ここで注目されるのが含チタンで、鍛冶に供された鉄素材の産地が大きな問題となる。国産ならば列島内での

砂鉄製錬開始時期が古墳時代初頭期まで遡る可能性が指摘される。包含層の中の80点近くの鉄器に共伴した唯一

の鉄棒である。

この鉄淳が古墳時代中期以降になると、幾分とも理解しやすくなって、出雲市所在、古志本郷遺跡K区出土の

沸かし鍛接系椀形鍛冶淳（Wiistite晶出）（6）とも無理のない繋がりとなる。一方、安来市所在、柳遺跡は弥生時

代終末期に属し、素延べ系鍛錬鍛冶津（Fayalite晶出）と共に遺構（炉跡）が検出されている（7）。妻木晩田遺跡

の淳は柳遺跡出土淳と並列に置けるものであろうか。

しかし、木次町所在の平田遺跡の鍛冶工房の存在は、また問題を複雑にする。古墳時代初頭期に属する当工房

には、羽口、鉄淳の出土はなくて、室状工具でもって鉄を切り、その切片を残し、火爽り曲げ加工を連想させる

焼土面があり、砥石研磨の仕上げといった原始鍛冶の世界を展開させる（8）。

次に鉄素材の産地を朝鮮半島に求めても、3世紀代の砂鉄製錬遺跡は現在のところ未検出である。最古級製鉄

遺跡は鎮川所在の石帳里遺跡（A区）の3～4世紀に属する炉跡であろうか（9）。ただし、こちらは磁鉄鉱（岩

石）原料である（10）。更に朝鮮半島での砂鉄製錬の確認のとれるのは朝鮮時代以降であって、産地同定も一筋縄

では行かない（11）。

翻って遺構を伴わない砂鉄製錬淳で推定年代の遡るものを探ると、山陰側にも古墳時代初頭期に比定されるも
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のが存在する。石見町所在で古墳時代初頭（3世紀末）の湯谷悪谷遺跡の砂鉄製錬淳と精錬鍛冶淳の出土をどう

整理してゆくか（12）。更に同時期かとも考えられる頓原町の的場尻遺跡からも竪穴住居跡から数点の鉄器と共に

鉄棒の出土が報告されている（13）。

以上の如く弥生時代終末期から古墳時代前期初頭（2～3世紀）にかけての鍛冶の内容が鉄淳を排出するまで

の作業があったのか否か、更には砂鉄製錬までに問題が波及していく。鉄生産の問題は混沌とはしているが、視

野を変えると或る収束を迎えているのだろう。
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第2節　妻木晩田遺跡洞ノ原地区西側丘陵出土鉄片の補足調査

大澤正己

2001年12月20日に妻木晩田遺跡整備室現地事務所にて提供頂いた鍛冶剥片の疑いありと云われた鉄片の調査結

果を以下に報告する。供試材の履歴と調査項目を表1に示す。

表1　供試林の履歴と調査項目

符号

遺

物

名

遺構名 推定年代

計測値 調査項目

大きさ （mm） 重量 （g ）
実体

顕微鏡

マクロ

組織
検鏡

蛍光Ⅹ線

分析

M K B －1
鉄

片

土坑 9

N o．2687

弥生時代終末～

古墳時代前期初頃
14 ×10×1．0 0．65 ※○ ○ ○ ※○

M K B －2
鉄

片

土坑 9

一括取上げ
同上 8 ×8 ×1．0 0．26 ○ ※○ ○ ※○

※福岡市埋蔵文化財センター提供データ

調査結果

（1）実体顕微鏡観察（第1～3図）

2点の鉄片の表裏面を10倍の拡大写真で示す。鍛造品にみられる荒々しい赤鋸の発生はなく、暗褐色にくすん

だ色調で、鋸も深く侵食するものではではない。鋳鉄に多く観察される肌である。第1図のA面がMKB－1の本

来の外面で、第2図のB面は剥離面と推測される。A面は比較的滑らか肌で、B面側は層状剥離を起した跡のザ

ラツキを残す。同様に、MKB－2は第3図の下段が外面で上段側が剥離面の可能性をもつ。2点の鉄片の厚み約

1．0mmは本来の厚みでなく母材（4～5mmか）から離れた剥片と考られる。

（2）マクロ組織

第4・5図の上段に示す。2点の鉄片は1．0mm前後の厚みを保ち、水平方向に幾層にも亀裂を走らせ、縦方向

にも割れが入る。金属鉄は全く遺存せず錬化鉄である。

（3）顕微鏡組織（第4・5図）

2点の鉄片は共に板厚が1．0mm前後で薄手の為か、亀裂からの膨れが大きくなる。また、鍛造品のもつ鍛接線

や非金属介在物の剥落跡など認められない。亀裂はあるがやはり清浄な鉄で、鋳鉄の様相を帯びている。鉄片は

錬化して鋸の形態はゲーサイト（Goethite：α－FeO・OH）となる。もし鍛造剥片であれば加熱時に酸化膜が形

成されて、Fe203．Fe304．・FeOの被膜構造をとる。

（4）蛍光×線分析（第6～12図）

分析は福岡市埋蔵文化財センター所有の微小領域用エネルギー分散型装置を用い、MKB－1については3ヶ所、

MKB－2は4ヶ所を測定した。分析結果は第6～12図に示す。分析範囲は約0．3mm径を完全非破壊による表面分析

のため、付着土砂の影響が大きくガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20）数字が強く表われた。また定量
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値（WT％注目）はノンスタンダードで算出してあるので正確度に欠ける面はあるが、基地鉄（Fe20。）に対し

て酸化マンガン（MnO）の含有が認められる。砂鉄特有成分の二酸化チタン（TiO2）の検出は花崗岩バイラン

土壌に由来するとみるべきであろう。Fe－Mn組成は先に別途報告したEPMAの傾向に準ずる。またMKB－1と2

の間に大きな隔りもなく同一個体の可能性は充分にありうる。

まとめ

2点の鉄片は層状剥離を起した鋳鉄剥片の可能性が高い。実体顕微鏡観察においても赤鋸の深い喰い込みがな

く、鍛造鉄板とは趣を異にする。また、断面の鉄中には非金属介在物の痕跡や鍛打による鍛接線を残さないとこ

ろも鋳造鉄説を補強する。更に蛍光Ⅹ線による表面分析からも鉄の清浄性は窺われて、別途報告したEPMA調

査のFe－Mn系ベースと同傾向を呈した。各剥片は1個体の母材からの弾け散った破片と考えられる。

表2　疑似鍛造剥片の出土事例

N o 遺跡 県別 推定年代 剥片内容 備考

1 奈具同一 京都府 弥生中期 錬化鉄剥片 再検討必要

2 津寺一軒屋 岡山 弥生後期 同上 ク

3 旧練兵場 香川 弥生後期 ガラス質剥片 ク

4 南山畑 愛知 弥生終末期 錬化鉄剥片 ・ガラ・ス質剥片

5 妻木晩田 鳥取 弥生終末～古墳前期初 鋳造鉄板剥片

6 重留 福岡 古墳中期 録冶淳皮 （鍛造剥片と．混在）．

7 石名田木舟 富山 古代 （8 ～．9 C ） 木炭に鉄が置換した剥片

鉄酸化膜　外層へマタイト、中間層マグネタイト、内層ヴスタイト構造を基本として
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第1回　鳥取県淀江町妻木晩田遺跡出土鉄片　資料1－A面（10倍）
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第2回　鳥取県淀江町妻木晩田遺跡出土鉄片　資料トB面（10倍）
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第3図　鳥取県淀江町妻木晩田遺跡出土鉄片　資料2（10倍）
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MKB－1：土坑9　No．2687（14×10×1mm　0．65g）
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第6図　蛍光X線分析結果：妻木晩田遺跡鉄片－1（MKB－1）　実体顕微鏡写真A面の黒光りしている部分①
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第7図　蛍光X線分析結果：妻木晩田遺跡鉄片－1（MKB－1）　実体顕微鏡写真A面の黒光りしている′部分②
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第8図　蛍光X線分析結果：妻木晩田遺跡鉄片－1（MKB－1）　実体顕微鏡B面赤錆部分
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第9図　蛍光X線分析結果：妻木晩田遺跡鉄片－2（MKB－2）　実体顕微鏡灰白色付着物部分
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第10図　蛍光X線分析結果：妻木晩田遺跡鉄片－2（MKB－2）　実体顕微鏡土付着のできるだけ少ない表面
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第11図　蛍光X線分析結果：妻木晩田遺跡鉄片－2（MKB－2）実体顕微鏡赤紫がかった部分
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第12図　蛍光X線分析結果：妻木晩田遺跡鉄片－2（MKB－2）　実体顕微鏡小突起部分
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第3節　妻木晩田遺跡洞ノ原地区における微化石分析

文化財調査コンサルタント㈱

渡辺正巳

1．はじめに

本報告は、平成12、13年度に鳥取県が妻木晩田遺跡洞ノ原地区の古環境復元の目的で、文化財調査コンサルタ

ント株式会社、および川崎地質株式会社に委託し実施した微化石等分析を、渡辺がまとめ直したものである。ま

た、妻木晩田遺跡は鳥取県西部、西伯郡大山町・淀江町にまたがる丘陵上に広がる遺跡である。

2．試料について

分析用試料は、第1図に

示す3地点において採取さ

れた。分析試料の内、トレ

ンチ（Tl、T3）における

環濠埋土の試料は、文化財

調査コンサルタント（株）

が採取した。住居1内の分

析試料は、鳥取県教育委員

会により採取・保管された

ものである。各地点の柱状

図および、試料採取層準を

第2図以降の各種ダイアグ

ラム左側に示してある。ま

た、鑑定を行った炭化物に

ついては、表8に鑑定結果

と併せて出土地点他のデー

タを示している。

第1図　試料採取地点（S＝1／1，600）

3．分析方法

花粉分析処理、珪藻分析処理は渡辺（1995a、b）、植物珪酸帯分析処理は藤原（1976）のグラスビーズ法に従

い実施している。全ての分析の観察・同定は、光学顕微鏡により通常400倍で、必要に応じ600倍あるいは1000倍

を用いて行っている。花粉分析では原則的に木本花粉総数が200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出さ

れる草本・胞子化石の同定も行っている。またイネ科花粉を中村（1974）に基づき、イネを含むイネ科（40ミクロン

以上）と、栽培種を含む可能性の低いイネ科（40ミクロン未満）に細分した。ただし、多くの試料で花粉化石の含有

量が少なく、木本花粉を200個体検出することができなかった。珪藻分析では原則的に、検出総数が200個体以上

になるまで同定を行っている。植物珪酸体分析ではグラスビーズが400個体以上になるまで検鏡を行い、同時に

検出される分類可能なものの同定を行っている。

炭化物の鑑定では、樹木、草は適度な大きさに破断した上で電子顕微鏡下で観察を行い、種子は実体顕微鏡お

－177－



転

範屯

（。Ⅲ
義

Il事l

専
転ア　　　　　　　．＿．

む　　　　　　　　t．I★l
導　等誘

▼一　　鵬11n　　－u腋uIlト．

tt！川

l’．l°

l

i．

I

I

l

tl

tヽl
●t

H・

「r，

ヽ
I．日

用
tI

lj

lI
ヽ

H i

ヽ

日

用

°t
l
h
ll

l’r・
t‘tt

1

ケ
1

l

ヽ
I

．！

I－

l

I
t

日－

鰯買甘灘 ぜ寄橿嫌
鯨胡曹窒　　　　素都督雷

ぐu

第2図　Tl地点の花粉ダイアグラム

－178－

′一一ヽ　ノーlt．ヽ

滋蚕
紙棚「柊
右噴騰
ヽ＿＿ノ　　ヽ■一′　　　°

樵寸各個ト　小

米4そ如ト望

＝ヽ

輿

合

m芸

事
亘
図
中く
1円r

せ

lt
uつ

占

V

＋

曽
－

］



禽

！二

ノ・∴

∴、！・∴＿ノ∴′′一′・・∴∴．二
、・・、・‥√・・・ヽ●、ご

－1は　　　十く0．5＃

第3園　丁3地点の花粉ダイアグラム

よび肉眼で観察を行っている。

木本（針葉樹）
木本（広葉樹）
草本■藤本
胞子

4．分析結果

分析結果を第2～4図の花粉ダイアグラム、表1～3の花粉化石組成表、第5図の珪藻ダイアグラム、第6図

の珪藻総合ダイアグラム、表4の珪藻化石組成表、第7～9図の植物珪酸体ダイアグラム、表5－7の植物珪酸
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第4図　住居1地点の花粉ダイアグラム

体化石組成表、表8の炭化物鑑定結果一覧に示す。

第2～4図の花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基

数として各分類群毎に百分率を算出し、木本花粉を黒塗

りスペクトルで、草本花粉を白抜きスペクトルで示して

いる。検出量の少ない試料については出現した種類を＊

で示している。ただし、検出量が少なくとも上下のデー

タ間で整合性が認められる場合には、出現率をスペクト

ルで示している。また、花粉ダイアグラム右側に「針葉

樹花粉」、「広葉樹花粉」、「草本花粉」に「胞子」を加え

た総合ダイアグラムを示している。総合ダイアグラムで

は、計数値の合計を基数にそれぞれの百分率を算出し、

累積百分率で示してある。

第5図の珪藻ダイアグラムでは検出総数を基数として

各分類群毎に百分率を算出し、白抜きスペクトルで示し

ている。検出量の少ない試料については出現した種類を

＊で示している。

第6図の珪藻総合ダイアグラムで表した5つのグラフ

の内、左端の「生息域別グラフ」では同定した全ての種

類を対象にそれぞれの要因（生息域）毎に百分率で表し

た。そのほかの4つのグラフでは、淡水種についてそれ

ぞれの要因毎に百分率を算出し、累積百分率で示してあ

る。

第7～9図の植物珪酸体ダイアグラムでは、各分類群

毎に検出数を1gあたりの合有数に換算し、スペクトル

で示している。

5．花粉分帯および珪藻分帯

花粉分析を行った3地点のほとんどの試料で、木本

（樹木）花粉の検出量が極めて少なく、かつ草本花粉、

胞子の検出量も少なかった。このため、花粉分帯を行わ

なかった。

珪藻分析を実施したT3地点5試料のうち、試料Nd4で

は珪藻化石の検出量が少なかった。試料Nd7～10では陸

生種が卓越し、種構成にも変化がほとんど無かった。こ

のことから、珪藻帯の設定を行わなかった。

環壕堆積物の色調について

「腐植」は黒色を呈するが、これは「炭化」ではない。

黒色は植物が分解してできたフミン酸やフルボ酸などの

色であり、酸、アルカリ処理により溶解・脱色される。
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第5図　T3地点の珪藻ダイアグラム

花粉分析処理では酸、アルカリ処理を繰り返すことから、最終的に「腐植」は脱色され、色調が薄くなる。また、

堆積物中で植物が「炭化」するためには、かなりの地熱（圧力）と時間が必要になってくる（手近に見ることの

できる「炭化した植物」には石炭があり、堆積後、短くとも数百万年は経ている。）。縄文時代以降の堆積物中に

含まれる「炭」は、植物が直接「燃える」ことによってできたものと考えられる。

今回Tl地点、T3地点で分析対象とした試料は、環濠内底部の自然に埋まったと考えられる堆積物である。い

ずれの試料も暗～黒褐色で、腐植あるいは炭の混入を示唆するものであった。花粉分析用プレパラートを概観す

ると、いずれのプレパラートにも炭（炭状物質、ビューミン）が多量に含まれている。また、炭（炭状物質、ヒ

ユーミン）の含有量が少ない試料の色調はやや薄い。以上のことから、分析試料の暗～黒褐色の色調は炭（炭状

物質、ビューミン）に由来する可能性が高い。

Tl地点、T3地点での分析試料に多くの「炭」が含まれていることから、環濠周辺で「火災」があったことは

明らかであり、「炭」の濃縮層が数枚認められることから数度にわたる「火災」があった可能性が指摘できる。
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第6図　T3地点の珪藻総合ダイアグラム

「火災」の原因は「自然発火」で説明可能であるが、生業に伴う「失火」、「野焼き」や「焼き畑」などの可能性

も考えられる。

炭が環壕内埋土に含まれる過程として、なんらかの原因で炭と環濠周囲の土が環濠内に流れ込んだ可能性もあ

る。しかし、環濠周囲に存在した炭を含む「（古）土壌」が環濠内に流れ込んだと考える方が自然であろう。

6．花粉化石の由来について

前述の様にTl地点、T3地点の分析試料は「土壌」が環濠内で再堆積したものと考えられる。さらに住居1の
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第7図　Tl地点の植物珪酸体ダイアグラム

分析試料にも同様のことがいえる。花粉化石の含有量が少なく、検出できた木本花粉化石の総数が少なかったこ

と、さらに含まれる花粉化石にも紫外線によると考えられる劣化が認められることなど、このことを支持する結

果である。

一般に土壌（森林土壌を除く）の分析では、木本のコウヤマキ属、草本のヨモギ属花粉やアブラナ科花粉およ

び胞子などが高い出現率を示す傾向にある。このことは、これらの花粉の花粉膜が厚く、紫外線による劣化や乾

燥による変形が起こりにくいことに起因すると考えられる。また形態的な特徴が失われにくく、変形を受けても

同定が容易なことも出現率が高くなる一因である。

今回の分析においては、草本花粉でヨモギ属などキク科に属する分類群が高率を示し、胞子の割合が高い。ま

た木本花粉では、ツガ属、マキ属など変形を受けても同定が比較的容易な種類が、周辺地域での同時期の花粉組

成に比べ高い出現率を示している。また、今回検出された木本花粉の多くは変形を受けても同定が比較的容易な

種類である。

淀江平野でのYB941ボーリングの花粉分析結果（渡辺ほか，2000）は、山陰地方中央部の花粉組成変遷（大西

ほか，1990）とよく一致している。またYB941ボーリングの花粉分析結果では、YB－Ⅵ帯が弥生時代（あるいは

縄文時代晩期～弥生時代）に相当する。検出された木本花粉のほとんどが淀江平野周辺から大山にかけての地域

から運ばれたと仮定すれば、今回の一連の分析結果はYB941のYB－Ⅵ帯より上位と近似した結果となるはずであ

る（ただし前述のように、「土壌化」に伴う花粉の劣化、劣化の程度・度合、同定の容易さなどの点から、偏り
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第8図　T3地点の植物珪酸体ダイアグラム

が起こる可能性は捨てきれない。）。今回の分析結果をYB941の分析結果と比較すると、多くの層準で花粉組成に

顕著な違いがある。前述のような原因で一部の種類が偏って検出されたという考えも否定できないが、局地的な

植生を反映したとする方が考えやすい。

一方、今回検出された木本花粉のうち、検出量の多い種類はいずれも温帯針葉樹に由来する。これらは全て風

媒花粉であり、潜在的な植生から大山中腹あるいは中国山地から運ばれたと考えることも可能である。このよう

なことは一般には起こりにくいと考えられるが、今回の調査地点が丘陵上と言うこともあり、特異な現象が起こ

っていたと考えられないこともない。

このような状況下で、今回示す古植生は多くの可能性の一つにすぎないことを念頭に置いてほしい。可能性が

絞られ、結論が導かれるのは、豊富な花粉化石の検出が期待できる丘陵下谷埋め堆積物の花粉分析が実施された

際であろう。
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表1　Tl地点の花粉分析組成表

試料番号 1　　　　　 2　　　　　 3　　　　　 4　　　　　 5　　　　　 6　　　　　　　 7

8　月ムゐS　　　　　　　　　　　　　　　　　　 モミ属 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
10％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7％

12　　　 14　　　　 5　　　　 1　　　 °1　　　　 4
43％＿　　　47％　　　　 50％　　　　 33％　　　　 50％　　　　 29％

1 3　月わ〟古物 血相血の　　　　　　　　　　 マツ属（複維管束亜属）

23　 乃噌 a　　　　　　　　　　　　　　 ツ．ガ属 4　　　　 1　　　　 1　　　　 1　　　　　　　　　　　 2
14％　　　　 3％　　　 10％　　　　 33％　　　　 0％　　　 14％

1　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
4％　　　　 3％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7％

24　洗 血 動画 四　　　　　　　　　　　　　　 コウヤマキ属

26 物 とα乃e／壷　　　　　　　　　　　　　　 スギ属 3　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
11％　　　　 7％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7％

28　月0ゐ ca／p〟∫　　　　　　　　　　　　　　 マキ属 3　　　　 1　　　　 1　　　　 1　　　　 1　　　　 4
1 1％　　　　 3％　　　 10％　　　　 33％　　　　 50％　　　　 29％

5 0　月血〟ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 バンノキ属 1
4％

1　　　　　　　　　　 1
4％　　　　　　　　　　 10％

61 q 4〇心血 血〃qP S伝　　　　　　　　　　　　 アカガシ亜属

62　0 〟e′〟c〟ざ　　　　　　　　　　　　　　　　 コナラ亜属 1　　　　　 6　　　　 1
4％　　　　 20％　　　 10％

1　　　　 1
3％　　　　 3％

65　ノ4pんぎ〃云〃肋e －C e〟伝　　　　　　　　　　 ムクノキ属－エノキ属

72　V is c a c e a e　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤドリギ科 1
4％

1
7％

1
4％

1
3％

1　　　　 3　　　　　 7　　　　 1　　　　 1 、　　 13
4％　　　 10％　　　　 70％　　　　 33％　　　　 50％　　　　 93％

1　　　　 1
4％　　　　 3％

8　　　　　 3　　　　　 3　　　　　　　　　　　　 2　　　　　 4　　　　　　　 5
2 9％　　　 10％　　　　 30％　　　　　　　　　 100％　　　 29％

1
3％

1 0 0　 ／／e〝　　　　　　　　　　　　　　　　　 モチノキ属

10 7　C b〝7〟∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミズキ属

12 7　E ric a c e a e　　　　　　　　　　　　　　　　　 ツツジ科

23 2　G ra m in e a e（く40 ）　　　　　　　　　　　 イネ科：4 0ミクロン未満

23 3 G ra m in e a e（〉40 ）　　　　　　　　　　 イネ科：4 0ミクロン以上

26 3　C ru c ife ra e　　　　　　　　　　　　　　　　 アブラナ科

27 0　C h e n o p o d ia c e a e－A m a ra n th a c e a e　　　 アカザ科－ヒユ科

34 7　C a rd u o id a e　　　　　　　　　　　　　　　 キク亜科 72　　　　 37　　　　 13　　　　　 3　　　　　 4　　　　　 25　　　　　　 11
257％　　 123％　　 13 0％　　 100％　　　 200％　　 179％

2　　　　　 2　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　 4　　　　　　　 9
7％　　　　 7％　　　　 20％　　　　　　　　　　　　　　　　 29％

13　　　　　 4　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
43％　　　　 40％　　　　　　　　　　　　　　　　　 7％

34 9　ノ4血 月け伝血　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨモギ属

35 0　C ic h o rio id e a e　　　　　　　　　　　　　　 タンポポ亜科

40 2　M O N O L A T E－T Y P E －S P O R E　　　　　　　 単条孔胞子 121　　　　 60　　　　 19　　　　 13　　　　 20　　　　 21　　　　　　 19
432％　　　 200％　　 190％　　　 433％　　 ＿100 0％　　 150％

134　　　 172　　　　 55　　　　 13　　 ．28　　　　 83　　　　　　 21
479％　　　 573％　　　 550％　　　 433％　　 140 0％－　　　593％

4 0 3　T R IL A T E－T Y P E －S P O R E　　　　　　　　 三条孔胞子

木 本 花 粉 総 数 28　　　　 30　　　　 10　　　　　 3　　　　　 2　　　　 14
8％　　　　　 9％　　　　　 9％　　　　 9％　　　　 4％　　　　 8％

84　　　　 60　　　　 29　　　　　 4　　　　　 7　　　　　 47　　　　　　　 25
23％‾　　　 19％　　　　 26％　　　 12％　　　 12％　　　　 28％　　　　　　 38％
255　　　 23 2　　　 74　　　　 26　　　　 48　　　 104　　　　　 40
69％　　　　 72％　　　　 65％　　　　 79％　　　　 84％　　　　 63％　　　　　　 62％

草 本 花 粉 総 数

胞 子 総 数

7．妻木晩田遺跡周辺の植生

以下では花粉分析結果、植物珪酸体分析結果から「遺跡近辺の森林植生」、「環濠近辺の植生」、「生業（農耕）」

について考察する。さらに、T3で行った珪藻分析結果から「環濠の堆積環境」について考察する。ただし、前

節で述べた花粉の由来については、局地的な植生を反映していると仮定した。したがって、以下で示す古植生は、

現状で考えることのできる多くの可能性の一つにすぎないことを念頭に置いてほしい。

1）弥生時代後期

①遺跡近辺の森林植生

Tlで検出された木本花粉が淀江平野周辺からの飛来であると仮定すると、YB941の分析結果とマツ属（複維

管束亜属）、コナラ亜属が多い点が矛盾する。得られた花粉組成が局地的な植生を示していると仮定すると、遺

跡近辺にはアカマツ林やコナラ林が分布していたと考えられる。一方で、当該地域の極相林である照葉樹林は、

遺跡近辺にはほとんど見られなかったと考えられる。遺跡の立地する丘陵斜面は現在もアカマツ林で覆われてお

り、弥生時代後期も現在と大差ない景観であった可能性がある。マツ属（複維管束亜属）を除く針葉樹の分布域

は、背後の孝霊山、あるいは大山中腹にまで求めることが可能であるが、スギ属などは周辺地域の谷斜面に分布
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表2　T3地点の花粉分析組成表

3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10

13　彫7〟富のわ励

23　7盲（伊

24　お后軸也侶

28　Pb血ca仰〟ざ

50　月有〟ざ

53　由仰〟り〟ぎー仇叫四

59　毎
62　伽enノc〟ざ

65ノ4βんヲ〃a〃妨e－（お〟伝

66　と〟77〟ぎーゑ誰0帽

127　Ericaceae

232　Gramineae（く40）

233　Gramineae（〉40）

263　Cruciferae

270　Chenopodiaceae－Amaranthaceae

276　毎甲仰7

312Haloragaceae

347　Carduoidae

349　月／せe〝7伝伝

350　Cichorioideae

ツガ属

コウヤマキ属

マキ属

バンノキ属

クマシデ属－アサダ属

ブナ属

コナラ亜属

ムクノキ属－エノキ属

二レ属－ケヤキ属

ツツジ科

イネ科：40ミクロン未満

イネ科：40ミクロン以上

アブラナ科

アカザ科一ヒユ科

ソバ属

アリノトウグサ科

キク亜科

ヨモギ属

タンポポ亜科

211　　　6

93％　　75％

4　　　1

2％　　13％

1　　　1

0％　　13％

1

0％

1

0％

1

0％

3

1％

1

0％

4

2％

2

1％

8

4％

2

1％

6

3％

1

100％

5　　　　6

63％　　600％

8

00％　　0％

1

100％

1

13％

0％

5　　　　2

2％　　　25％

1　　　1

0％　　13％

7

3％

2

200％

1

100％

2

1

100％

100％

402MONOLATE－TYPE－SPORE　　　　　単条孔胞子

403TRILATE－TYPE－SPORE　　　　　　　三条孔胞子

木本花粉総数

草本花粉総数

胞子総数

227　　　8　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　1　　　3

48％　13％　　3％　　　　　　　　　　　4％　　　　　　　5％　　　　　　　6％　　14％

32　　17　　10　　　3　　　1　　　2　　12　　　8　　13　　　6　　　8

7％　　27％　　33％　18％　　8％　　　8％　　38％　　36％　　65％　　35％　　38％

216　　37　　19　　14　　11　　23　　　20　　13　　　7　　10　　10

45％　　60％　　63％　　82％　　92％　　88％　　63％　　59％　　35％　　59％　　48％

186



表3　住居1地点の花粉分析組成表

試 料番 号 ・U l　　　　 U 2 ∪合 計 M U　　　　 M L M 合計
13 月血 可 鋤 直 の直 のノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 マツ属 ：複 維 管束 亜 属 4　　　　　 1

3 3％　　　 11％
2

5

28％
2

5　　　　 10

19％　　　　 83％
3　　　　　 2

15

43 ％

52 3　 7ゝ 聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ツガ属

2 6　物 と（通erl a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スギ 属
17％

1

11％

1

12％　　　 17％

1

14 ％

1

2 8 1もゐ caJp 〟∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 マキ 属
8 ％
1

3％
1

5 0 ノ4血〟∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 バ ンノキ属
8 ％

1
3％

1

5 1 βd f〟Ja　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カバ ノキ 属
4 ％

1

3％

1

53　ゐ Jp 上〃〟∫一曲 かy a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クマシデ属 －ア サダ属
8％

1

8％

●1－
1

6％
5 6　伝 ぶね月ea　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クリ属

58　ぬ ∫ね乃呼 ぶわ ー1お a几ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　 シイノキ 属 －マテバ シイ属 1 1
4％ 3 ％

6 1 0 cJ0 ムaJa 叫卵 お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 アカガシ亜属
11％

1　　　　　 3

8％　　　　 3 3％
2

6％

4

2 2％
2

6

2 3％
4

6

17％

462　伽 em C〃∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コナラ亜 属

66 出血 ∫一一ゐ JA o 閥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二レ属 －ケヤ キ属
17 ％ 11％ 15％

1

11％

1

100　〟 eズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 モチノキ属 1
1 1％

1

8％
1

1

●ll
1

6％
1

4％

1

3％

1

103 0 le ace‘ae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 モクセイ科

2 30 C ype rac eae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カヤ ツリグサ 科

2 32 G ra m iりe ae（く4 0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イネ 科 ：4 0 ミクロン未 満
8％

39　　　　 10

6％

49

4％

14　　　　　 9

3％

2 3

2 33 G ra m ine ae（〉4 0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イネ 科 ：4 0 ミクロン 以上
3 25％　　　 111％

5　　　　 ・2

2 72％
7

5 4％　　　　 75％
2　　　　　 1

66％

3

2 57　乃 a J cわ・以肪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カラマツソウ属
42 ％　　　　 2 2％
1

0 ．64
1

8％　　　　 8％ 9％

2 63 C ru cife rae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 アブラナ 科・
8％

6　　　　　 ＿1

6％

7 2 2

270 C he nop odiace ae－A m ara nth acea e　　　　　　　　　　　　　　 アカザ科 － ヒユ科
50 ％　　　 11％ 3 9％ 8％

2　　　　　 4
6％

6

3 47　 C arduo idae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 キク亜科 1　　　　 1 2

8％　　　　 33％

2

17％

2

3 49 4 r fe肪1gJa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨモギ属
8％　　　 1 1％

25　　　　　 8

11％

33

8％

24　　　　　 4

6 ％
2 8

3 50 C ic horio idea e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 タンポポ亜 科
2 08％　　　 8 9％

6　　　　　 1

50 ％　　　 1 1％

183％

7

3 9％

92％　　　　 33％

3
25％

80％

3
9％

4 02 M O N O L A T E －T Y P E －S P O R E　　　　　　　　　　　　　　　 ．単 条孔 胞 子 38　　　　 18 56 44　　　　 3 9 8 3

4 03 T R IL A T E －T Y P E －S P O R E　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三 条孔 胞 子
3 17％　　　 3 00％

16　　　　　 9
133％　　 150％

3 11％

25
139％

169％　　　 325 ％

26　　　　 12
124％　　　 86％

23 7％

3 8
10 9％

木 本 花 粉総 数 12　　　　　 6 18 2 1　　　　 14 3 5

草 本 花 粉総 数
8％　‾　　　 1 1％

84　　　　 23

9％
10 7

15％　　　 16％
47　　　　　 2 1

16％

6 8

胞 子 総数
56 ％　　　　 4 1％
54　　　　 27
36％　　　　 48 ％

52 ％

81
3 9％

3 4％　　　　 2 4％

70　　　　 5 1
5 1％　　　　 59％

30％

12 1
54％

していた可能性もある。

一方、T3の植物珪酸体では、弥生時代後期前葉～復業でシイノキ属が、弥生時代後期後葉でクスノキ科が僅

かに検出されたが、マツ属は検出されていない。一般に、クスノキ科花粉は花粉分析処理過程で溶解し検出され

ず、シイノキ属花粉は散布範囲が狭いことから検出されにくい。これらのことから考えると、環濠が掘られてし

ばらくしてから、遺跡近辺のアカマツ林やコナラ林中にシイノキ類やクスノキ科の樹木が混清、あるいはシイノ

キ類やクスノキ科を主体とする照葉樹林が分布していた可能性も指摘できる。

②環壕近辺の植生

Tlの花粉組成ではイネ科（40ミクロン未満）、アブラナ科、キク科（キク亜科、ヨモギ属、タンポポ亜科）が高率

を示す。このほか胞子の割合が花粉に比べ高く、日当たりの良い草原環境が示唆される。先の森林植生と考え合

わせると「薪炭林」として手入れされたアカマツ林（あるいはコナラ林）の林床植生と考えることも可能である。

Tl、T3の植物珪酸体組成ではササ類が卓越し、ササ草原あるいはアカマツ林の林床にササが繁茂している様

子が推定される。

前述の森林植生と合わせると、環濠外側の比較的近くに（シイノキ類、クスノキ科を混在する）アカマツ林や

コナラ林が迫り、林床から林縁にササが生育していたと考えられる。また、イネ科やアブラナ科、キク科、シダ

類植物の生育する草地もあったと考えられる。環濠内側はシダ植物やイネ科、アブラナ科、キク科の草本が生育

する草地、あるいは植物の生育しない裸地であったと考えられる。ササ類が環濠内に生育したとすれば、人間活
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表4　T3地点の珪藻化石組成表

コード　　　　　　 学名
生息域 試料番号

水域 塩分濃度 P h 流水 生活 4　　　 7　　　 8　　　 9　　 10
2 ノC行月OCアC九∫　 eAre乃 er衷 1

28　Cbcc（フ月elg・　　 pge〟血 βでg元a fa

29　Cbcc（フ月elg　　　　 gC〟feJ＿れ班7

63　仇 昭 a fq 通ara　皿aCl e月∂

80　脆ノ0g1＿～篭　　　　 ∫〟Jcafa

161 O cJofeJJa　　 g秒五刑期

175　〟はzgCA a　　　　 万古　ora方∫

400　物 eJJa　　　　 f軸 血Ja

海水

海水

海水

海水

海水

海～汽水

海～汽水

淡水 不定 アルカリ 不定 底生

1　　　　　　　　　　　　 1
13％　　　　　　　　　　　 3％

1
1％

2　　 1　　　　　 1　 1
25％　 1％　　　　　 2％　　 3％

1
1％

1
11％

2
6％

1
1％

1
13％

1
2％

1

＿1 去讐　 7　 5。 1613％　 50％　 78％　 88％　 50％
2 ．
25％

1
2％

27　　 1　　 2　　 10
36％　 11％　 4％　　31％

1　　 1　　　　　　　　　 1
13％　 1％　　　　　　　　　 3％

1　　　　　 1
1％　　　　　 2％
3　　　　　　 1
4％　　　　　 2％

1
3％

474　肋 o fla　　　　　 肋 Jca 淡水 不定 不定 不明 底生

576　物 通0月e必a　　 graClJe 淡水 不定 不定 止水 底生

635 〟antzschia　　 ahPAloxJV 淡水 不定 アルカリ 不定 陸生

680 ノ胞losira　　　　 励め1g〟∂ 淡水 不定 アルカリ 止水 浮遊

782　ノ悔万C〟Ja　　　　 ＿～Ⅵdlo∫∂ 淡水 不定 不定 不定 底生

876　ノ写月月〟Jarla　　　 ムoreaJJg 淡水 不定 不定 不定 陸生

930　ノ写乃乃〟JarJa　　　 Iイjイ（存∫ 淡水 不定 不定 不定 底生

932 ノ写月乃〟Jarla　　 ∫pp． 淡水 不明 不明 不明 底生

936 彪 qpa Od a　　 gl舶∂ 淡水 不定 アルカリ 不定 浮遊

978 鋤 eあ　　　　 元∂呵〟乱行∫ 淡水 不定 アルカリ 不定 浮遊

海水生種合計

海～汽水生種合計

汽水生種合計

3　　　 3　　 1　 1　　 2
38％　　 4％　 11％　 2％　　 6％
0　　 1　　 0　　　 0　　　 2

1％　　　　　　　　　 6％
0　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0

淡水生種合計 5　　 70　　 8 ‾　56　 28
63％　 95％　 89％　 98％　 88％

l　　　　　　　 合　　　　　 計 1 8　　 74　　 9　　 57　　 32

動の邪魔にならない場所（例えば環濠近くの限られた場所）に分布していたと考えられる。

③環壕の堆積環境

従来の地形観察から、今回試料を採取したT3近辺が、環濠内で最も水が溜まりやすく珪藻分析に適した地点

であると推定されていた。しかし、珪藻分析の結果は前述のように陸生種がほとんどを占め、水が溜まりやすい

と考えれたこの地点でも、実際にはほとんど水が溜まることがなかったことが示唆された。ただし、珪酸質球状

の個体が多数検出されている。これが珪藻の休眠胞子であれば、環濠に水が溜まる時期があり、水の溜まる時期

には珪藻が繁茂した可能性が指摘できる。

また、弥生時代後期後葉の堆積物では、検出できた珪藻化石が極めて少量であるが、下位の試料ではほとんど

検出されていない底生、浮遊生種が主になる。この層準堆積時には、安定して水が溜まっていた可能性がある。

しかし、この層準は当時の「ゴミ捨て場」状になっていた（発掘担当者談）ことと合わせると、これらの珪藻が

ゴミと共に環濠内にもたらされた可能性も指摘できる。

④生業（農耕）について

Tlでは、栽培種であるイネとの関連が強いイネ科（40ミクロン以上）花粉が僅かに検出されるが、T3では検出さ

れていない。一方「イネ」の植物珪酸体はTlでは全く検出されないものの、T3では弥生時代後期後葉の層準よ

り上位で僅かであるが連続して検出された。したがって、遅くとも弥生時代後期復業には、遺跡周辺（眼下の淀
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表5　Tl地点の植物珪酸体化石組成表

試 料番号 1　　　　　　　 2　　　　　　　　 3　　　　　　　　 4　　　　　　　　 5　　　　　　　　 6　　　　　　　　 7

10 ウシクサ族A 型 1　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　 1　　　　　　　 3　　　　　　　 1

7　　　　　　　　　　　　　　　　 15　　　　　　　　 7　　　　　　　 19　　　　　　　　 7

16 キビ族型 1

6

19 ネザサ節型 6　　　　　 11　　　　　　 7 ．　　　　　 4　　　　　　 6　　　　　 10　　　　　 12

41　　　　　　 80　　　　　　　 51　　　　　　 29　　　　　　　 3 9　　　　　　　 73　　　　　　　 88

0．2　　　　　　 0．3 9　　　　　　 0．24　　　　　　 0．14　　　　　　 0．19　　　　　　 0．3 5　　　　　　 0 ．42
2 0 クマザサ属 型 2　　　　　　 12　　　　　　　　 6　　　　　　 13　　　　　　 12　　　　　　　　 9　　　　　　　　 8

14　　　　　　　 88　　　　　　　 44　　　　　　　 93　　　　　　　 77　　　　　　　 66　　　　　　　 59

0．1　　　　　 0．66　　　　　　 0．33　　　　　　　 0．7　　　　　　 0．58　　　　　　 0．4 9　　　　　　 0．44

2 1 メダケ節型 1　　　　　　　 3　　　　　　　　 4　　　　　　　　 9　　　　　　　　 4　　　　　　　　 5　　　　　　　　 8

7　　　　　　　 22　　　　　　　 29　　　　　　　 65　　　　　　　 26　　　　　　　 37　　　　　　　 59

0 ．08　　　　　　 0．25　　　　　　 0．3 4　　　　　　 0 ．75　　　　　　　 0．3　　　　　　 0．42　　　　　　 0：68
23 ミヤコザサ節型 17　　　　　　　 18　　　　　　　 3 8　　　　　　　 11　　　　　　　 33　　　　　　　 25　　　　　　　 日

117　　　　　　 131　　　　　　 27 6　　　　　　　 79　　　　　　 213　　　　　　 183　　　　　　　 81

0．35　　　　　　 0．39　　　　　　 0．83　　　　　　 0．24　　　　　　 0 ．64　　　　　　 0．55　　　　　　 0．2 4
25 タケ亜科その他 5　　　　　　　　 7　　　　　　　　 7　　　　　　　 15　　　　　　　　 5　　　　　　　 15　　　　　　　 11

34　　　　　　　 51　　　　　　　 5 1　　　　　 10 8　　　　　　　 32　　　　　　　 日0　　　　　　　 8 1

70 イネ科表皮 毛起 源 1

7

78 イネ科棒状珪 酸体 5　　　　　　　 10　　　　　　 17　　　　　　　 3 0　　　　　　　 12　　　　　　 11　　　　　　　 22

3 4　　　　　　　 73　　　　　　 123　　　　　　　 2 16　　　　　　　 77　　　　　　　 80　　　　　　 162

99 イネ科その他 3 2　　　　　　　 46　　　　　　　 62　　　　　　　 50　　　　　　　 57　　　　　　　 50　　　　　　　 58

2 19　　　　　　 336　　　　　　　 450　　　　　　 360　　　　　　 367　　　　　　　 365　　　　　　 42 6

250　樹 木起 源その他 1

7

プラントオパール 総数 69　　　　　　 107　　　　　　 144　　　　　　 134　　　　　　 133　　　　　　 126　　　　　　 13 1
カウントガラスビーズ数

カウント総数 ．
4 41　　　　　　 413　　　　　　　 415　　　　　　　 4 16　　　　　　　 468　　　　　　 415　　　　　　 40 9

試料重量（×0．0001g） 70 82　　　　　　 7023　　　　　　 7040　　　　　　 7044　　　　　　 7 064　　　　　　 7021　　　　　 70 17
ガラスビーズ重量（×0．0001g） 195　　　　　　 193　　　　　　 193　　　　　　 192　　　　　　 194　　　　　　 194　　　　　　 19 2

上段：検出個体数　中段：検出密度（単位；×100個／g）　下段：推定生産量（単位；kg／ポ・cm）

表6　T3地点の植物珪酸体化石組成表

試料 番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1
2 イネ 2

14
0 ．4 2

1

7

0 ．2

2

14

0．4 1

4

2 7

0 ．7 9

1

7

0 ．2 1

5 ヨシ属 1

7

P ．42
8 シバ属 8

5 7
1
7

12 ウシクサ族 A 1

7

8

53

1 0

7 1

6

40

4

2 9
6

4 1
10
7 1

5
3 5

2
14

2

13

13 ウシクサ族 B 4

28

14 ススキ属型 2

1 4
0 ．1 8

2

13

0．16

2

14

0 ．1 7

1

7

0 ．08

2
1 4

0 ．1 8

3
2 0

0．2 5

15 キ ビ族型 2

13

7

50

1

7
1
7

3

2 1

5 1 ネザサ節 型 3 3 3 0 24 1 4 16 2 8 19 23 9

6 3

1 0 3
2 3 3 19 9 1 7 1 9 8 10 7 2 0 3 12 9 1 64 7 0 2 0
1 ．12 0．9 6 0 ．82 0 ．4 7 0．52 0 ．9 7 0．6 2 0．79 0 ．3 0 ．3 3 0 ．1

5 2 クマザサ属 型 32 6
4 0

26 3 1 2 0 1 2 14 8

57

1 0 6
63

3
14 1 85 2 1 6 13 4 8 7 9 5 7 0 2 0

0 ．1 1 0 ．3 1 ．39 1．6 2 1．0 1 0 ．6 5 0 ．7 1 0．4 3 0 ．5 3 0 ．4 7 0．15
6 1 メダケ節 型 8

5 7
14

9 3

17
1 21

1 1

7 7

11

74

7

5 1

7

4 8

13

93
3

2 1
3
2 1

7
4 7

0 ．66 1．0 8 1．4 0 ．8 9 0．8 6 0 ．5 9 0 ．5 5 1．0 7 0 ．24 0 ．24 0．5 5

7 1 ミヤ コザサ節型 25 2 6 16 4 2 2 4 30 3 2 3 1 52 3 7 13
1 77 17 3 1 14 2 9 3 16 1 2 1 7 2 1 7 22 1 2 35 2 5 7 8 7
0 ．53 0 ．5 2 0．3 4 0 ．8 8 0．4 8 0 ．65 0 ．6 5 0．6 6 1．1 0 ．77 0 ．2 6

8 1 タケ亜科その他 9

64

1 5

10 0

15

10 7

9

6 3

5

3 4
6
43

1 0
6 8

2 5
1 78

4

28

7

49

4

2 7

10 1 表皮毛起 源 3

2 1

4

2 7

1

7

2

13
2
14

2
1 4

1
7

1
7

10 3 棒状珪酸 体 20 2 9 2 7 23 3 1 2 1 2 4 3 2 14 10 1

714 1 19 3 19 2 1 60 20 8 1 52 16 3 22 8 98 70

10 年イネ科その他 5 0 7 1 7 9 68 7 2 64 74 8 1 55 56 3 3
35 3 4 7 2 56 1 4 74 4 8 3 4 63 5 03 57 7 3 87 3 89 2 2 2

2 2 6 シイ属 1

7

1

7
1

7

2 30 クスノキ科 1

7

2 50 樹木起源その他 1

7

1

7

1

7
3

2 1

フラントオパール 総数 16 4 2 09 2 2 6 2 03 19 5 17 8 1 94 2 2 4 1 56 13 8 6 6
カウントガラスビーズ数 42 9 4 5 1 4 2 1 4 32 4 4 6 4 14 4 4 1 4 2 0 4 29 43 1 4 4 9
カウント総数 59 3 6 60 64 7 6 35 6 4 1 59 2 6 35 64 4 5 85 5 69 5 1 5
試料重 畳（× 0．0 0 0 1g） 7 02 1 70 34 70 0 7 7 0 0 1 70 4 5 7 06 8 70 70 70 4 4 6 9 89 7 0 69 70 6 4
ガラスビーズ重量（×0．0 00 1g ） 19 4 1 92 19 1 1 92 19 2 19 3 1 93 19 2 1 92 1 93 194

上段：検出個数　中段：検出密度（単位；×100個／g）　下段：推定生産量（単位；也／ポ・cm）
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表7　住居1地点の植物珪酸体化石組成表

試 料 番 号 U l ∪ 2 M U M L

2 イネ 2

13

0 ．38

1

6

0 ．1 8

13 ウシ クサ 族 A 型 4

2 7

4

26

3

1 8

2

12

14 ススキ 属 型 4

2 7

0 ．3 3

1

6

0 ．0 7

16 キ ビ族 型 2

13

1

7

18 モロコシ 属 型 1

6

5 1 ネザ サ 節 型 5

3 3

6

39

・6 6

3 7 35

0 ．1 6 0 ．19 0 ．1 8 0 ．17

52 クマ ザ サ属 型 24 26 1 9 14

160 170 11 6 82

1．2 1 ．27 0 ．8 7 0 ．62

6 1 メダケ 節 型 5

3 3

4

26

7

4 3

3

18

0 ．3 9 0 ．3 0．5 0 ．2

71 ミヤ コザ サ 節 型 14 1 1 2 3 12

9 3 72 14 1 71

0 ．2 8 0 ．22 0 ．4 2 0 ．21

8 1 タ ケ亜 科 そ の 他 9

6 0

‘14 9

5 5

10

9 1 59

10 1 イネ 科 表 皮 毛 起 源 2

13

10 3 イネ 科 棒 状 珪 酸 体 4 6 3 9 1 8 8

30 6 2 54 11 0 4 7

10 4 イネ 科 その 他 7 5 66 7 0 59

50 0 4 30 4 2 9 34 7

プラント・オパ ー ル 総 数 18 8 17 5 15 6 1 16

カウン トガラス ビー ズ 数 45 2 4 5 9 48 8 5 10

カウン ト総 数 64 0 634 64 4 6 26

試 料 重 量 0 ．0 19 2 0 ．0 19 1 0 ．0 19 1 0．0 1 93

ガラス ビー ズ 重 量 0．7 0 ．70 0 3 0 ．7 00 9 0．70 67

上段　　　　　検出個数
中段　　　　　検出密度（単位；×100個／g）
下段　　　　　推定生産量（単位；kg／ポ・cm）

江平野あるいは阿弥陀川扇状地を含む）において稲作が

行われていた可能性が指摘できる。またイネに先だって、

弥生時代後期前葉の層準からは「キビ族型」の植物珪酸

体も僅かに検出され、「キビ」栽培も示唆される。

2）弥生時代終末期～古墳時代前期前葉

（力遺跡近辺の森林植生

花粉組成ではマツ属（複維管束亜属）が卓越し、ツガ

属、アカガシ亜属、コナラ属を伴う。YB941の花粉分析

結果ではⅣ帯が同時期に対応すると考えられ、今回の分

析結果ではマツ属（複維管束亜属）の出現率が高いこと

が判る。前の時代同様に今回の分析結果が局地的な植生

を反映していると仮定すると、本地域周辺では特にアカ

マツが卓越していた可能性がある。さらに詳細に植生を

推定すると、遺構近辺の丘陵上あるいは斜面にアカマツ

を主要素としコナラ類を伴う「二次林」が分布し、カシ

類を主要素とする照葉樹林がこれに混活するようにな

り、「極相林」への遷移が始まったのではなかろうか。

（彰住居跡周辺の植生

住居1の2試料ともに十分な量の植物珪酸体が検出さ

れ、同様の検出傾向を示している。植物珪酸体分析では

ササ類が卓越することから、この時期には遺構周辺はサ

サ草原の様相を呈していたと考えられる。花粉分析でも

イネ科花粉の出現率が高く、「ササ草原」の存在が示唆

される。一方でキク科花粉の出現率も高く、丘陵上には

キク科の茂る範囲もあったことが判る。

③生業（農耕）について

僅かであるがモロコシ属の植物珪酸体が検出されることから、「モロコシ」が周辺地城で栽培されていた可能

性がある。

3）9世紀以降（古代？）

①遺跡近辺の森林植生

花粉化石の含有量がきわめて少なかったために、同層内2試料の検出数量の合計で出現率を再計算した（表3）。

花粉組成ではマツ属（複維管束亜属）、アカガシ亜属が卓越する。古墳時代に起こった極相林への遷移がさら

に進み、近辺の丘陵上あるいは斜面での、アカマツ主体の「二次林」へのカシ類の進入が顕著になっていったと

考えられる。

②住居跡周辺の植生

住居1の2試料とも十分な量の植物珪酸体が検出され、同様の検出傾向を示している。植物珪酸体分析ではサ

サ類が卓越することから、この時期にも遺構周辺はササ草原の様相を呈していたと考えられる。

草本ではイネ科花粉の出現率も高く、植物珪酸体分析から推定される「ササ草原」の存在を示唆するものであ
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表8　炭化物鑑定結果一覧表

試料No． 地 区 層 位 遺 構 整理No． 部 位 和名 学名
1 1123 H8 ③ 住居1 WEO105 0101 核 モモ 乃・〟〃〃g pe T Ca

2 1123－1 H8 ③ 住居1 WEO105 0102 材 不明散孔材Typel

3 1123－2 H8 ③ 住居1 WEOlO5 0103 材 不明環孔材Typel

4 1376 H8 ④ 住居1 WEO105 0104 核 モモ 乃・〟〃〝ぶpem Jca
5 1377 H8 ④ 住居 1－ WEO105 0105 核 モモ？ Cf．乃て招〃g pergJ ca
6 1396 H8 3 住居 1 WEOlO50 106 材 ツブラジイ？ Cf．ぬ∫ね〟（p gゐ C叫直ゐね
7 1444 H8 埋土 住居 2 WEO1050 107 核 モモ 乃・∽2〟g p er JJca

8 1452 H 8 埋土 住居 2 WEO1050 108 材 不明散孔材Type2

9 1573－1 H8 ③ 住居 1 WEOlO50 109 材 不明散孔材Type3

10 1594－1 H8 ④ 住居 1 WEO1050 110 材 不明散孔材Type4

11 1594－2 H8 ④ 住居 1 WEOlO50 1日 材 不明散孔材Type5

12 1594－3 H8 ④ 住居 1 WEO1050 112 材 シイ属？クリの可能性もあり Cf・CbstaD甲SIs sp・Or Cbs taD ea Sp
13 1594－4 H8 ④ 住居 1 WEOlO50 113 材 不明散孔材Type6

14 1816－1 H8 ④ 住居 1 WEOlO50 114 材 クスノキ科？ cf．Laur aceae
15・ 1816－2 H8 ④ 住居 1 WEO10501 15 材 不明散孔材Type7

16 1 妻木山 Sト43 WEO lO50116 材 シイ属？あるいはクリ Cf・CbstaDq ，SIs sp・Or Cbs tan ea sp
17 2 妻木山 S卜43 WEO 1050117 茎？ 単子葉植物綱 MONOCOTYLE ONEAE

18 3 妻木山・ Sト103 WEO lO50118 材 不明環孔材Type2

19 4 妻木山 Sト103 WEO 10 50119 茎 ？ 単子葉植物綱 MONOCOTYLEO NEAE
20 5 松尾頭 Sト12 WEO 10 50120 材 シイ属あるいはケリ ぬ雨都昭はk sp．or 偽∫ね月ea Sp．

った。一方でキク科花粉の出現率も高く、丘陵上にはキク科の茂る範囲もあったことが判る。

③生業（農耕）について

僅かであるがイネ、キビ族型の植物珪酸体が検出され、「イネ」、「キビ」が周辺地城で栽培されていた可能性

がある。

4）平安時代以降（近世？）

①遺跡近辺の森林植生

T3試料Ndlではマツ属（複維管束亜属）が卓越し、YB941の花粉帯を対応させるとYBqI帯が候補となる。

YB－I帯は、大西（1991）との関係から近世の植生を表していると考えられており、遺跡周辺のみならず広範囲

にアカマツ林が広がっていた可能性も指摘できる。

②環壕周辺の植生

草本花粉化石の割合が低かったが、胞子化石の割合は高かった。一方、ササ類の植物珪酸体検出量が多かった。

したがって丘陵上には、林床にシダ類やササ類の生育するアカマツ林、あるいは日当たりが良くシダ類、ササ

類の茂る草原環境が広がっていたことが示唆される。

③生業（農耕）について

T3ではソバ属花粉も検出され、遺跡近辺で「畑作」が行われていたと考えられる。

8．まとめ

妻木晩田遺跡洞ノ原地区での花粉、珪藻、植物珪酸体分析の結果、遺跡近辺から周辺の古植生および環濠内の

埋積過程を推定した。特筆すべき点は以下の事柄である。

①「キビ：弥生時代後期前葉以降」、「イネ：弥生時代後期後菓以降」、「モロコシ：古墳時代」、「ソバ：平安時

代以降（近世？）」が栽培された可能性がある。

②環濠内・外は、環濠が掘られ埋まり始める弥生時代後期前葉以降、シダ類植物やアブラナ科、キク科および

ササ類が生育する草地であった可能性がある。

③検出された木本花粉化石が局地的な植生を示していると仮定すれば、環濠が掘られ埋まり始める弥生時代後

期前葉頃には琴濠外側の比較的近くまでアカマツ林が迫っており、ササ類が林床から林縁に成育していたと考え

られる。

④環濠が掘られ埋まり始める弥生時代後期前葉以降、環濠近辺から遺跡周辺にかけて分布したアカマツ林には

シイノキ類や、クスノキ類が混清、あるいは照葉樹林として分布していた可能性が指摘できた。
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⑤アカマツ林に常緑樹が混活する極相林への遷移は9世紀以降（古代？）まで認められるが、平安時代以降

（近世？）には、再びアカマツ林が広がったと考えられる。

その他、堆積物の暗～黒褐色の色調は、炭（炭状物質、ビューミン）に由来する可能性が高い。

花粉化石の検出量が少なく、樹木起源の植物珪酸体も僅かの種類しか判別できなかった。このため、今回推定

した古植生は可能性の一つを指摘するにすぎないものである。妻木晩田遺跡周辺での人間と植生の関連などを考

察していくためには、さらに多くの分析を実施することが、必要不可欠である。
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第4節　妻木晩田遺跡洞ノ原地区西側丘陵から出土した炭化種実

株式会社　パレオ・ラボ

新山雅広

1．はじめに

妻木晩田遺跡は、鳥取県西伯郡大山町・淀江町に所在する弥生時代後半期の集落遺跡である。本遺跡では、こ

れまでの発掘調査により、弥生時代中期後菓～古墳時代前期初頭の建物跡、弥生時代後期～終末期の墓域、弥生

時代後期復業の大型建物跡などが確認されている。また、遺跡の西端に位置する標高90m程の洞ノ原地区西側丘

陵では、弥生時代後期前半の環濠、弥生時代後期後半の排水溝を備えた竪穴住居跡などが確認されている。ここ

では、洞ノ原地区西側丘陵での植物の栽培・利用状況および遺跡付近の植生・植物群を明らかにする一端として

炭化種実の検討を行った。

2．出土した炭化種実

炭化種実の検討は、No．1～375の合計375試料について行った。これら各試料から出土した炭化種実の一覧を

表1に示した。また、遺構別の出土状況を表2に示した。なお、表2に示した個数は、およその推定個数であり

（破片は完形に換算した）、各遺構において1個分未満の破片しか出土しなかった場合は、繰り上げて1個とした。

以下に、出土した分類群、部位を示す。

木本（5分類群）：スモモ炭化核、モモ炭化核、カラスザンショウ炭化種子、アカメガシワ炭化種子、ブドウ

属炭化種子。

草本（3分類群）：イネ炭化胚乳、アワ炭化胚乳、タデ属炭化果実。

その他：不明、虫えい（虫こぶ）、炭化材（一部は草本茎の可能性もあるが、厳密には区別し得ていない）、昆

虫（羽）。なお、表1において不明としたものは、次の通りである。モモ炭化核？など分類群・部位名の後に？

が付くものは、状態が悪く明らかではないが、その可能性がある。炭化種子は、種子と思われるが、状態が悪く

同定には至らない。炭化核は、核と思われるが、状態が悪く同定には至らない（モモの可能性あり）。炭化種

子？は、種子の可能性があるが、状態が非常に悪く、種子か否か明らかではない。炭化物は、状態が悪く、炭化

物としか分からないが、種子ではないと思われる。

3．考察

出土したもののうち、栽培植物と考えられるものは、スモモ、モモ、イネ、アワである。スモモは、環濠T3

（J層）のみから破片が2個体出土した。モモは、住居2（床面直上）、住居2周堤溝、環濠T3から出土したが、

環濠T3で目立ち、特にJ層では多産した。イネは、住居2中央ピット（③層）、住居2排水溝、住居2地床炉2

（上面）、住居2周堤溝（南東側土器一括出土地点）、住居1中央ピットといった比較的多くの遺構から出土した。

アワは、住居2中央ピット（③層）、住居1中央ピット、住居1排水溝で出土した。これら栽培植物は、付近で

栽培されていたか、周辺から持ちこまれたかは定かではないが、弥生時代後期には既に利用されていたと言える。

出土した種実については、いずれも炭化しており、生活の場で投棄されたものが遺構に流入したか、直接投棄さ

れたものと予想される。栽培植物以外では、カラスザンショウが環濠T3などを除く、大半の遺構から出土し、

住居2排水溝、住居1中央ピットで特に多産した。また、アカメガシワ（環濠T3・J層）、ブドウ属（住居2排

水溝）、タデ属（土坑7・③層）が稀に出土した。これらの種実は、いずれも炭化しており、栽培植物と共に出
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表1　炭化種実一覧

N o． 取上番号 遺構 層位 分類群名（部位 、個数）

1 1398 住居 1 ③ 不 明（炭化種子 ？、（1））

2 2523 住居 2 床面直上 モモ（炭化核 、（1））

3 3828 住居2周堤溝 埋土 モモ（炭化核 、（3））

4 2978 環壕T 3 S スモモ（炭化核 、（2））、モモ（炭化核 、（1））、アカメガシワ（炭化種子、（11））

5 3000 環壕T 3 J モモ（炭化核 、（5））

6 3031 環壕T3 J モモ（炭化核 、（16））

7 3057 環壕T3 J モモ（炭化核、（8））

8 3157 環壕T3 J モモ（炭化核、（2））

9 3244 環壕T3 J モモ（炭化核、（8））

10 3422 環壕T3 J モモ（炭化核、（3））

11 3422 環壕T3 J モモ（炭 化核、（1））

12 3424 環壕T3 J モモ（炭化核、（1））

13 3438 環壕T3 J モモ（炭化核、（1））

14 3581 環壕T3 J モモ（炭化核、（1））

15 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（1））

16 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（1））

17 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（1））

18 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（4））

19 3584 環壕T3 T ‘ モモ（炭化核、（1））

20 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（1））

21 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（1））

22 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（1））

23 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（2））

24 3584 環壕T3 T モモ（炭化核、（4））

25 3603 環壕T3 J モモ（炭化核、・（10））

26 3617 環壕T3 T 不明（モモ炭化核 ？、（7））、不明（虫えい ？、（2））

27 3636 環壕T3 ．J モモ（炭化核、（2））

28 3637 環壕T3 J モモ（炭化核、（2））

29 3638 環壕T3 J モモ（炭化核、1）

30 3652 環壕T3 J モモ（炭化核、（3））

31 3657 環壕T 3 J モモ（炭化核、（5））

32 3686 環壕T 3 J‾ モモ（炭化核、（18））－

33 3742－2 環壕T 3 J モモ（炭化核、（1））

34 3757 環壕T 3 T 辛モ（炭化核、（3））

35 3785 環壕T 3 J 不明（カラスザンショウ炭化種子 ？、（4））

36 3789 環壕T 3 T モモ（炭化核、（1））

37 3790 環壕T 3 T モモ（炭化核、（3））

38 住居1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子 、（1））

39 住居1 中央P 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

40 住居1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子 、（1））

41 住居1 中央P 埋土 炭化材、（1）

42 住居1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子 、（1））

43 住居 1中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種 子、（2））

44 住居 1中央P 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

45 住居 1中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種 子、（5））

．46 住居 1中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種 子、（1））

47 住居 1中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

48 住居 1中央P 埋土 イネ（炭化胚乳 、（1））

49 住居 1中央P 埋土 イネ（炭化胚乳 、（1））

50 住居 1中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

51 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））

52 住居 1中央P 埋土 炭化材 、（2）

53 住居 1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

54 住居 1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

55 住居 1 中央P 埋土 イネ（炭化胚乳 、（1））

56 住居 1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

57 住居 1 中央P 埋土 炭化材 、（1）

58 住居 1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

59 住居 1 中央P 埋土 不 明（炭化種子 ？、（4））

60 住居 1中央P 埋土 イネ（炭化胚乳 、（1））

61 住居 1中央P 埋土 炭化材 、（1）

62 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））・

63 住居 1中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

64 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化種子 ？、（5））

65 住居 1中央P ．埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））

66 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））

67 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））

68 　 住居 1 中央P 埋土 不 明（炭化種 子 ？、（1））

69 住居 1 中央P 埋土 不 明（炭化種 子 ？、（1））

70 住居 1 中央P 埋土 不 明（イネ炭化胚乳 ？、（1））

71 住居 1 中央P 埋土 炭化材 、（1）

72 住 居1 中央P 埋土 イネ（炭化胚乳 、（2））

73 住 居1 中央P 埋土 不 明（炭化 物、（1））

74 住 居1 中央P 埋土 不 明（炭化 種子 ？、（1））

75 住 居1 中央P 埋 土 不 明（炭化 種子 ？、（2））

76 住居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

77 住居1 中央P 埋 土 イネ（炭化胚乳、（1））

78 住居1 中央P 埋 土 不明（炭化物、（1））
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79 住居 1 中央P 埋土 不 明（炭化物 、（1））

80 住居 1中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

81 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化種 子 ？、（1））

82 住居 1中央P 埋土 炭化材 、（1）

83 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化物 、（1））

84 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化物 、（1））

85 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化物 、（1））

86 住居 1中央P 埋土 不 明（炭化物 、（1））

87 住居 1中央P 埋土 イネ（炭化胚乳 、（1））

88 住居 1中央P 埋土 不明（炭化種子 ？－、（1））

89 住居 1中央P 埋土 アワ（炭化胚乳 、（1））

90 住居 1中央P 埋土 不明（炭化物 、（1））

91 ° 住居 1中央P 埋土 不明（炭化種子 ？、（5））・

92 住居 1中央P 埋土 不明（炭化種子 ？‘、（1））

93 住居 1中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子 、（6））

94 住居 1中央P 埋土 不明（炭化物、（1））

95 住居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子 、（1））

96 住居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子 、（1））

97 住居1 中央P 埋 土 イネ（炭化胚乳、（1））

98 住居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子 、（2））

99 住居1 中央P 埋 土 不明（炭化種子 ？、（1））

10 0 住居1 中央P 埋 土 イネ（炭 化胚 乳、（1））

10 1 住居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

10 2 住居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子、（2））

10 3 住居1 中央P ．埋 土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

10 4 住 居1 中央P 埋 土 不 明（炭化 種子 ？．、（2））

10 5 住 居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

10 6 住 居1 中央P 埋 土 不明（炭 化種子 ？、（14））

10 7 住 居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子、（3））

10 8 住 居1 中央P 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子、（9））

10 9 住 居1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（14））

110 住 居1 中央P 埋 土 不 明（イネ科炭化種子 ？、（1））

111 住 居1 中央P 埋 土 不 明（炭 化物、（1））

112 住 居1 中央P 埋土 不 明（炭化 種子 ？、（1））

113 住 居’1 中央P 埋 土 不 明（炭 化種子 ？、（‘1））　　　　　　　　　　 r

114 住居 1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（9））

115 住居 1 中央P 埋 土 イネ（炭化胚乳 、（1））

116 住居 1 中央P 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

117 住居 1排水溝 埋土 炭化材 、（1）

118 住居 1排水溝 埋土 不 明（炭化 種子 ？、（1））

119 住居 1排水溝 埋土 炭化材 、（1）

12 0 住居11排水溝 埋土 アワ（炭化胚乳 、（1））

12 1 住居1排水溝 埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））

12 2 住居1排水溝 埋土 不 明（炭化物 、（1））

12 3 住居1排水溝 埋土 炭化材 、（1）

124 住居1排水溝 埋土 炭化材、（1）

12 5 住居1排水溝 埋土 不明（炭化物 、（1））

126 住居1排水溝 埋土 炭化材、（1）

12 7 住居1排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

128 住居1排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（3））

129 住居 1排水溝 埋土 不明（炭化物、（1））

130 住居 1排水溝 埋土 不明（炭化核 ？、（1））

13 1 住居 1排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種 子、（1））

132 住居 1排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種 子、（1））

133 住居 1排水溝 埋土 不明（イネ炭化胚乳 ？、（1））

134， 住居 1排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種 子、（1））

135 住居 1排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子 、（1））

136 住居 1排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子 、（1））

137 住居 1排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子 、（3））

138 住居 1排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（2））

139 住居 1排水溝 埋 土 カラスザンショウ（炭化種子 、（2））

14 0 住居2 中央P （り カラスザンショウ（炭化種子 、－（4））

14 1 住居2 中央P （丑 カラスザンショウ（炭化種子 、（1））

14 2 住居2 中央P ② 不 明（炭化物、（1））

14 3 住 居2 中央P ② 不 明（炭化 物、（1））

14 4 住 居2 中央P ② 不 明（炭化 物、（1））

14 5 住居 2 中央P ② 不 明（炭化 物、（3））

14 6 住居 2 中央P ② カラスザンショウ（炭化種子、（1））

14 7 住居 2 中央P ② 不 明（炭化 物、（2））

14 8 住居 2中央P ② 炭化材 、（1）

14 9 住居 2中央P ② カラスザンショウ（炭化種子、（1））

15 0 住居 2中央P ② 不 明（炭化物 、（1））

15 1 住居 2中央P ② カラスザンショウ（炭化種子、（．1））

15 2 住居 2中央P ② 不 明（炭化物 、（1））

15 3 住居 2中央P ② 不 明（炭化種 子 ？、（1））

154 住居 2中央P ③ 不 明（炭化種子 ？、（1））

15 5 住居2 中央P ’ ③ 炭化材、‘（1）

15 6 住居 2中央P ③ カラスザンショウ（炭化種子、（1））

15 7 住居 2中央P ③ 不明（炭化種子 、（1））



N o． 取上番号 遺構 層位 分類群名（部位、個数）

158 住居2中央P ③ カラスザンショウ（炭化種子、（1））

159 住居2中央P ③ 不明（炭化種子、．（1））

160 住居2中央P ③ 不明（炭化種子、（1））

161 住居2中央P ③ 不明（炭化種子 ？、（1））

162 住居2中央P ③ 不明（炭化種子 ？、（1））

163 住居2中央P ③ 不明（炭化種子 ？、（1））

164 住居2中央P ③ 炭化材、（1）

165 住居2中央P ③ イネ（炭化胚乳、（1））

166 住居2中央P ③’ 昆虫、・（1）

167 住居2中央P ③ 不明（炭化種子、（1））

168 住居2中央P ③ 不明（炭化種子 ？、（1））

169 住居2中央P ③ カラスザンショウ（炭化種子、（3））

170 住居2中央P ③ カラスザンショウ（炭化種子、（1））

171 住居2中央P ③ 不明（炭化種子 ？、（1））
1・72 ．住居2中央P ③ アワ（炭化胚乳、（1））

173 住居2中央P r③ イネ（炭化胚乳、（1））

174 住居2中央P ③ カラスザンショウ（炭化種子、（1））

175 住居2中央P ③ カラスザンショウ（炭化種子、（1））

176 住居2中央P ③ イネ（炭化胚乳、（1））

177 住居2中央P ③ イネ（炭化胚乳、（2））

178 住居2中央P ③ イネ（炭化胚乳、（1））

179 住居2中央P ③ イネ（炭化胚乳、（3））

180 住居2中央P ③ ‘ カラスザンショウ（炭化種子、（1））

181 住居2排水溝 埋土 炭化材、（1）

182 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

183 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

‘184 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子、（3））

185 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

186 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

187 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

188 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

189 住居2排水溝 埋土 炭化材、（1）

190 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

191 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

192 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

193 住居2排水溝－ 埋土 不明（炭化種子、（1））

194 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

195 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

196 住居2排水溝 埋土 ブドウ属（炭化種子、（1））

197 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

198 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（6））

199 住居2排水溝． 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

200 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

201 住居2排水溝 埋土 イネ（炭化胚乳、（1））

202 住居2排水溝 埋土 イネ（炭化胚乳、（1））

203 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子 ？、（1））

2°04 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（14））

205 住居2排水溝 埋土 炭化材、（1）

206 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

207 住居2排水溝 1 埋土 炭化材、（1）

208 住居2排水溝 埋土 炭化材、（2）

209 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

210 住居2排水溝 埋土 不明（炭化物、（1））

211 住居2排水溝 埋土 ． 不明（炭化物、（1））

212 住居2排水溝 埋土 不明（炭化物、（1））

213 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

214 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

215 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

216 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

217 住居2排水溝 埋土 イネ（炭化胚乳、（1））

218 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

219 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

220 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

221 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（3））

222 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

223 住居2排水溝 埋土 不明（炭化物、（1））

224 住居2排水溝 埋土 不明（炭化物、（1））

225 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

226 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

227 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

228 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））

229 住居2排水溝 埋土 カラスザンシ畠ウ（炭化種子、（1））

230 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子？、（1））・

231 住居2排水溝 埋土 イネ（炭化胚乳、（1））

232 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子、（1））

233 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子、（1））

234 住居2排水溝 埋土 炭化材、（1）

235 住居2排水溝 埋土 不明（炭化種子、（1））

236 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））
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237 住居2排水溝 埋土 不 明（炭化 種子 ？、（2））

23 8 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））＿

239 住居2排水溝 ‘ 埋土 不 明（炭化 種子 ？、（1））

24 0 住居2排水溝 埋土 不 明（炭化 種子 ？、（1））

24 1 住居2排水溝 埋土 不 明（炭化 種子 ？、（1））

24 2 住居2排水溝 埋土 ． 不 明（炭化種 子 ？、（1））

24 3 住居2排水溝 埋土 不 明（炭化種 子 ？、（1））

24 4 住居2排水溝 ． 埋土 不 明（炭化種 子 ？、（1））

24 5 住居2排水溝 埋土 不 明（炭化種 子 ？、（1））

24 6 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

24 7 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

24 8 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

24 9 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

25 0 住居2排水溝 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（2））

25 1 住居2排水溝 埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））

25 2 住居2排水溝 埋土 炭化材、（1）

25 3 ‘住居2排水溝 埋土 昆 虫羽、（1）

254 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（2））

25 5 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（1））

256 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

257 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

258 住居 2地床炉2 上面 イネ（炭化胚乳、（1））

259 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

260 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

26 1 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

262 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

263 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

264 住居 2地床炉2 上面 イネ（炭化胚乳、（1））

265 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（1））

266 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

267 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

268 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（1））

269 住居 2地床炉2 上面 昆虫羽、（1）

270 住居 2地床炉2 上面 イネ（炭化胚乳、（4））

27 1 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

272 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

27 3 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（1））

274 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

27 5 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（2）

276 ・ 住居 2地床炉2 上面 イネ（炭化胚乳、（1））

277 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（1））

278 住居 2地床炉2 上面 炭化材、（1）

279 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（1））

280 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（1））

28 1 住居 2地床炉2 上面 不明（炭化種子 ？、（1））

282 住居2 地床 炉2 上面 炭化材、（1）

283 住居2 地床 炉2 上面 炭化材、（1）

284 住居2 地床 炉2 ⑥ カラスザンショウ（炭化種子 、（13））

285 住居2 地床 炉2 ⑥ 不明（炭化種子 ？、（1））

286 住居2 地床 炉2 ⑥ カラスザンショウ（炭化種子 、（2））

287 住居2 地床 炉2 ⑥ 炭 化材、（1）

28白 住居2 地床 炉2 ⑥ 炭 化材 、（1）

289 住居2 地床 炉2 ． ⑥ 炭化 材、（1）

290 住居2 地床 炉2 ⑥ 炭化材 、（1）

29 1 住居2 地床 炉2 ⑥ 不明（炭化種子 ？、（1））

29 2 住居2 地床 炉2 ⑥ 炭化材 、（1）

29 3 住居2 地床 炉2 ⑥ 不明（炭化種子 ？、（1））

29 4 住居2 地床 炉2 ⑥ 炭化材 、（1）

29 5 住居2 地床 炉2 ・．⑥ 不 明（炭化種子 ？、（1））

29 6 1 住居2 地床 炉2 ⑥ 不 明（炭化種子 ？、（1））

29 7 住居2 地床炉 2 ⑥ 炭化材 、（1）

29 8 住居2 地床炉 2 ⑥ 炭化材 、（1）

29 9 住居2 地床炉 2 ⑥ 炭化材 、（1）

30 0 住居2地床炉 2 ⑥ 不 明（炭化種子 ？、（1））

30 1 住居2地床炉 2 ⑥ 不 明（炭 化種子 ？、（1））

30 2 住居2地床炉 2 ⑥ 不 明（炭 化種子 ？、1（1））

30 3 住居2周 堤溝 土器溜 不 明（炭 化物、（1））

30 4 住居2周 堤溝 土器 溜 不 明（炭化種 子 ？、（1））・

305 住居2周 堤溝 土器 溜 カラスザンショウ（炭化種子、（4））

30 6 住居2周 堤溝 土器 溜 炭化材 、（1）

30 7 住居2周 堤溝 土器 溜 イネ（炭化胚 乳、（1））

30 8 住居2周堤溝 土器 溜 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

30 9 住居2周堤溝 土器 溜 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

310 住居2周 堤溝 土器 溜 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

31 1 住居2周堤溝 土器 溜 炭化材 、（1）

31 2 住居2周堤溝 土器 溜 不 明（炭化種 子 ？、（1））

313 住居2周堤溝 土器 溜 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

314 住居2周堤溝 土器 溜 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

315 住居2周堤溝 土器 溜 不 明（炭化種 子 ？、（1））
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316 住居2周堤溝 土器 溜 不 明（炭化種 子 ？、（2））

31 7 住居2周 堤溝 土器 溜 不 明（炭化種 子 ？、（5））

31 8 土坑 9 ① 不 明（炭化物 、（1））

31 9 土坑 9 ① 不 明（炭化種 子 ？、（1））

32 0 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭化種子、（1））

32 1 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭化種子、（1））

32 2 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭化種子、（1））

32 3 土坑 9 （∋ 炭化材 、（1）

324 土坑 9 ① 炭化材 、（1）

32 5 土坑 9 ① 不 明（炭化種 子 ？、（1））

32 6 土坑 9 （D カラスザンショウ（炭化種子、（4））

32 7 土坑 9 ① 炭化材 、（1）

328 土坑 9 （丑 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

329 土坑 9 （丑 昆 虫羽、（1）

330 土坑 9 （り 炭化材、（1）

33 1 土坑 9 （丑 不 明（炭化物 、（1））

332 土坑 9 （丑 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

33 3 土坑 9 （丑 不 明（炭化種子 ？、（1））

334 土坑 9 （丑 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

33 5 土坑 9 （丑 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

336 土坑 9 （丑 不 明（炭化物 、（1））

33 7 土坑 9 （り カラスザンショウ（炭化種子、（1））

338 土坑 9 1（り カラスザンショウ（炭化種子、（1））

339 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭 化種子、（1））

340 土坑 9 （丑 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

34 1 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭 化種子、（1））

342 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

343 土坑 9 （丑 カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

344 土坑 9 （丑 カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

345 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

346 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

347 土坑 9 ① カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

348 土坑9 ① カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

349 土坑9 （丑 カラスザンショウ（炭化 種子、（2））

350 土坑9 ・① カラスザンショウ（炭化 種子、（2））

35 1 土坑9 （丑下 カラスザンショウ（炭化種 子、（1））

352 ． 土坑9 ①下 カラスザンショウ（炭化種 子、（4））

353 土坑9 （丑下 カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

354 土坑9 （丑下 カラスザンショウ（炭化種 子、（2））‘

355 土坑9 （丑下 不明（炭化種子 ？、（1））

356 土坑9 （丑下 カラスザンショウ（炭化種 子、（1））

357 土坑9 （丑下 不明（炭化種子 、（1））

358 土坑9 （∋下 カラスザンショウ（炭化種 子、（4））

359 土坑9 ①下 カラスザンショウ（炭化 種子、（1））

360 土坑 9 ①下 不明（炭化種子 、（2））

36 1 土坑 9 （丑下 不明（炭化種子 ？、（1））

362 土坑 9 （丑下 不明（虫えい ？、（1））

36 3 土坑 9 炭層 不明（炭化種子 ？、（1））

364 土坑 7 ③ タデ属（炭化果実、（1））

36 5 SK 1 2 ① 不明（炭化種子 ？、（1））

366 SK 1 2 ① 不 明（炭化種子 ？、（1））

36 7 SK 1 2 埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））

368 P l 埋土 炭化材 、（1）

369 P l 埋土 不 明（イネ炭化胚乳 ？、（1））

370 P l 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

37 1 P l 埋土 カラスザンショウ（炭化種子、（1））

37 2 P l 埋土 不 明（炭化種子 ？、（1））

37 3 環壕T 3 J 不 明（炭化種子 ？、（1））

374 環壕T 3 J 不 明（炭化種子 ？、（1））

37 5 環壕T 3 ．J 不 明（炭化種子 ？、（3））

表2　遺構別出土状況

分類群 ・部位 ＼ 遺構・層位

住居 2 環壕 住居 1
土坑 9 SK 12 P l

床面

直上

中央 P 排水溝 地床炉 2 土器溜 T 3 中央 P 排水溝

1層 2層 3層 5層 埋 土 上面 ．2層 埋土 S 層 J 層 T 層 ‘ 埋 土 埋土 （古層 ①層下郎 6屠

スモモ 炭化核 1

モモ 炭化核 1 1 1 17～ 18 6

カラスザンシ ョウ 炭化種子 1 1 1～ 2 1 10 ～ 12 2 2～ 3 16 ～ 18 3 2～ 3 2 2

アカメガシワ 炭化種子 1

ブ ドウ属 炭化種子 ．1

イネ 炭化胚乳 5 4 3 1 ．7

アワ 炭化胚乳 1 1 1

タデ属 炭化果実 1

数字は完形に換算したおよその推定個体数
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土していることから、利用されていた可能性はあり、炭化していることは、何か利用法と関連があるのかもしれ

ない。なお、二次林的要素を持つカラスザンショウ、アカメガシワの出土は、付近に人の影響を受けた開けた場

所が存在していたことを意味するかもしれない。

4．主な炭化種実の形態記載

スモモ　乃・日月USSa〟C血aLindl．炭化核

環濠T3・S層（No．4）のみで破片が1個体出土した。完形の3／4程度に相当し、大きさは10mm前後と推定され

る。

モモ　Prunuspe料caBatsch　炭化核

多くは破片であったが、完形も稀にみられた。およその大きさは、長さ16～22．5mm、幅14～17mm、厚さ11～

14mmと小型である。

イネ　物asaとfⅦLinn．炭化胚乳

およその大きさは、長さ3．1～4．7mm（平均4．2mm）、幅1．5～2．6mm（平均2．2mm）。

アワ　Seta通ItalicaBeauv．炭化胚乳

およその大きさ（長さ一幅）は、住居2中央ピット・3層（No．172）が1．8－1．5mm、住居1中央ピット（No．89）

が1．1－1．1mm、住居1周堤溝（No．120）が1．3－1．3mm。アワ炭化胚乳は、胚部分の長さは果長の2／3程度で臍は幅が

狭く細長い楕円形であるが、出土したものは状態が悪く、やや不明瞭である。住居1排水溝（No．120）出土炭化

胚乳は腹面側に穎が一部張り付いて残っている。
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5．カラスザンショウこ炭化種子、No．53　6．カラスザンショウ、炭化種子、No．95　7．カラスザンショウ、炭化種
子、NoJ86　8．カラスザンショウ、炭化種子、No．200　9．カラスザンショウ、炭化種子、No．37110．アカメガ
シワ、炭化種子破片、No．411．ブドウ属、炭化種子、No」．9612．イネ、炭化胚乳、No．4813．イネ、炭化胚乳、
No．4914．イネ、炭化胚乳、No．6015．イネ、炭化胚乳、NoJ6516．イネ、炭化胚乳、No．17817．イネ、炭化胚
乳、No．20118．イネ、炭化胚乳、No．20219．イネ、炭化胚乳、No．217　20．イネ、炭化胚乳、No．23121．アワ、
炭化胚乳、NoJ20

第1回　出土炭化種実（スケールは1～4が1cm、5～21が1mm）
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第5節　妻木晩田遺跡洞ノ原地区西側丘陵出土炭化材の樹種同定

株式会社　パレオ・ラボ

植田弥生

1．はじめに

妻木晩田遺跡は、鳥取県西伯郡大山町・淀江町に所在する弥生時代後半期の集落遺跡である。

第4次発掘調査を実施した洞ノ原地区西側丘陵には、丘陵頂部を円形に囲む環濠が弥生時代後期前半に巡って

いたが、遺跡の最盛期となる弥生時代後期後半では丘陵頂部に居住域が形成され、この環壕はゴミ捨て場として

利用されたらしく埋積されていった。ここでは、T3の環濠内堆積物を水洗選別して取上げられた炭化材60点の

樹種同定結果を報告する。炭化材は小破片や細い丸木材の破片がほとんどで、どのような経緯で炭化したものが

環濠内に堆積したのか、形状からは推定できない。しかし、これらの炭化材は丘陵地で当時の人々が利用してい

た木材や身近に生育していた樹木に由来すると捉えられる。従って炭化材の樹種を明らかにする事により、当遺

跡の生活に利用されていた樹木の種類や、炭化材の樹種構成から遺跡周辺の森林環境を類推する資料が得られ、

このような情報の蓄積に役立つと思われる。

2．炭化材樹種同定の方法

炭化材の3方向の断面を走査電子顕微鏡で拡大し、材組織を観察しその特徴をもとに樹種同定を行った。横断

面（木口）は炭化材を手で割り新鮮な平滑面を出し、接線断面（板目）と放射断面（柾目）は片刃の剃刀を各方

向に沿って軽くあて弾くように割り面を出す。この3断面の試料を直径1cmの真銀製試料台に両面テープで固定

し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製JSM－TlOO型）で観察と写真撮

影を行った。

3．結果

表1に各試料の同定結果を示した。表2では、環濠T3の層位ごとの検出樹種を集計した。

炭化材60点から検出された分類群は、マツ属・マツ属複維管束亜属の針葉樹2分類群（4点）、カバノキ属・

コナラ節・クヌギ節・クリ・ケヤキ・クワ属・サクラ属・カラスザンジョウ・ヌルデ・ツル性のブドウ属・ウコ

ギ科・ミズキ属・エゴノキ属の落葉広葉樹13分類群（32点）、アカガシ亜属・シイノキ属・クスノキ科・ツバキ

属・サカキ・ヒサカキ・アオキの常緑広葉樹7分類群（23点）、そして分類群が特定できなかった広葉樹（1点）

である。マツ属および広葉樹と同定表示した炭化材は、材の節部部分や湾曲部で材組織が通直でない上に保存が

悪かった試料である。

常緑広葉樹のシイノキ属（9点）・クスノキ科（5点）・アカガシ亜属（4点）と落葉広葉樹のサクラ属（6

点）・ミズキ属（5点）・エゴノキ属（4点）がやや多く検出されたが、突出する優占樹種は無く、全体的には多

種多様な種類の樹種が検出された。

検出された分類群のほとんどが高木となる樹種であったが、ツル性のブドウ属や潅木のアオキも含まれていた。

水洗選別により取上げられた炭化材の形状は、部位不明の破片、直径2cm前後の丸木が割れたと推測される破

片、材の中心部に近い破片、節部などが主であった。
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表1　妻木晩田遺跡出土炭化材樹種同定結果

樹種試料恥． 取上番 号 遺構 地 区 層位 樹種 洗 出し現状 の形状

1

34 22

2 6 環壕 T 3 F6 J シイ ノキ属 丸木一部破 片

2 4 0 環壕 T 3 F6 J シイ ノキ属 中心部破 片

3 4 5 環壕 T 3 F6 J サカキ ¢2cm丸木二部破片

4 52 環壕 T 3 F6 J ブ ドウ属 （ツル性） ¢8m m丸木

5

34 24

2 環壕 T 3 F6 J サ クラ属 破 片

6 11 環壕 T 3 F6 J マ ツ属 節部

7 12 環壕 T 3 F6 J ケヤキ 破 片

8

3519

10 環壕 T 3 F6 J シイ ノキ属 節 部

9 11 環壕 T 3 F6 J ヒサカキ 破 片

10 15 環壕 T 3 F6 J ウコギ科 中心部破 片

11 18 環壕 T 3 F6 J クヌギ節 ¢1．2 c m 丸木一部破 片

12 24 環壕 T 3 F6 J クリ 破 片

13 28 環壕 T 3 F6 J ク ワ属 破 片

14 30 環壕 T 3 F6 J シイ ノキ属 破 片

15 31 環壕 T 3 F6 J クス ノキ科 破 片

16 34 環壕 T 3 F6 J ヒサカキ 机 ．8cm丸木一部破 片

17 35 環壕 T 3 F6 J ク ワ属 破 片

18 36 環壕 T 3 F6 J マツ属 机 ：5cm丸木

19 37 環壕T 3 F6 J クス ノキ科 中 心部破 片

20 38 環壕T 3 F 6 J シイ ノキ属 ‘ 破 片

21

358 1

5 環壕T 3 F 6 J エ ゴノキ属 破 片

22 6 環壕T 3 ．F 6 J エ ゴノキ属 破 片

23 9 環壕 T 3 F 6 J クス ノキ科 破 片 ＿

24 ‘8 環壕 T 3 F 6 J サクラ属 破 片

25 12 環壕 T 3 F 6 J ミズキ属 中心部破 片

26 13 環壕 T 3 F 6 J エ ゴノキ属 破 片

27 15 環壕 T 3 F 6 J シイ ノキ属 中心部破 片

28 16 環壕 T 3 F 6 J ケヤキ 破 片

29 ． 18 ． 環壕 T 3 F 6 J ミズキ属 中心部破 片

30 27 環壕 T 3 F 6 J アオキ ¢2 cm丸木 一部破 片

31 32 環壕 T 3 F 6 J ・ シイノキ属 ¢1．5cm丸木一部破 片

32 35 環壕 T 3 F 6 J カラスザンシ ョウ 破 片

33 45 環壕 T 3 F 6 J サクラ属 破 片

34 49 環壕 T 3 F 6 J シイノキ属 ¢1．8 cm丸木 一部破 片

35

3742

16 環壕 T 3 F 6 J カバノキ属 破 片

36 18 環壕 T 3 F 6 J アカガシ亜属 破 片

37 25 環壕 T 3 F 6 J サクラ属 破 片

38 27 環壕 T 3 F 6 ・ J ケヤキ 破 片

39 30 環壕 T 3 F 6 J エ ゴノキ属 破 片

4 0
378 5

9 環壕 T 3 F 6 J アカガシ亜属 ¢2cm丸木 一部破 片

4 1 10 環壕 T 3 F 6 J 広葉樹 節 部

4 2

3784

2 環壕T 3 F 6 ．J サク ラ属 破 片

43 6 環壕T 3 F 6 J ツバキ属 破 片

44 4 環壕T 3 F 6 J サ クラ属 破 片

45 17 環壕T 3 F 6 J ク ワ属 破 片

46 3 環壕T 3 F6 J シイ ノキ属 ¢2．5cm丸木一部破 片

47

3584

11 環壕 T 3 F6 T ヌルデ 丸木一部破 片

‘48 13 環壕 T 3 F6 T ダ リ 破 片

49 16 環壕 T 3 F6 T カ ラスザ ンシ ョウ 丸木一部破 片

50 18 環壕 T 3 F6 T ミズキ属 破 片

51 19 環壕 T 3 F6 T コナ ラ節 中 心部破 片

52

3586

3 環壕 T 3 F5 K アカガシ亜属 中心部破 片

53 8 環壕T 3 F5 K マツ属複維管束亜属 ¢2．5cm丸木一部破 片

54 7 環壕T 3 F 5 K マツ属複維管束亜属 ¢1．5cm丸木一部破 片

55 9 環壕T 3 F 5 K クス ノキ科 中心部破 片

56 13 環壕 T 3 F 5 K ミズキ属 中心部破 片

57 18 環壕 T 3 F 5 K ヌル デ 破 片

58 2 1 環壕 T 3 F 5 K アカガシ亜属 破片

59 23 環壕 T 3 F 5 K クスノキ科 破片

6 0 25 環壕 T 3 F 5 K ミズキ属 中心部破片

材組織記載

（1）マツ属複維管束亜属　Phussubgen．Diploxylon　マツ科　第1図1aqlc（樹種試料Nd53）

主な軸方向要素は仮道管からなる針葉樹材。垂直樹脂道があり、水平樹脂道は発泡しているのか不明瞭な試料

が多かった。早材から晩材への移行はゆるやかである。分野壁孔は窓状で、放射組織の上下端には有縁壁孔を持

つ放射仮道管がありその内壁には鋸歯状肥厚がある。鋸歯状肥厚の形状がアカマツは鋭利な鋸歯状をなしクロマ
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ツは比較的ゆるやかである点から2種を区別できるが、炭化材では内腔に張り出た肥厚部が欠落しているような

ので、アカマツとクロマツを識別できなかった。

マツ属としたのは、保存が悪いため放射仮道管の特徴が観察できなかった試料である。

マツ属複維管束亜属にはアカマツとクロマツが属し、いずれも林緑や開けた陽光地に生育する。

（2）カバノキ属　月e融a　カバノキ科　第1図　2a－2C（樹種試料‰35）

中型の管孔が単独または放射方向に2－数個が複合して分布し、年輪界付近では管孔の径が減少する散孔材。

道管壁孔の孔口は水平方向に流れて不規則な縞模様に開き、穿孔は階段数が10－15本の階段穿孔である。放射組

織はほぼ同性、1～3細胞幅である。

カバノキ属は、温帯から寒帯の山地の陽光地に生育する落葉性の高木または低木で、ミズメ・シラカンパ・ウ

ダイカンバなどがある。

（3）コナラ属アカガシ亜属　Quel・CuSSubgen．q′ClobalanQPSii　ブナ科　第1図　3a－3C（樹種試料Na58）

集合放射組織を挟み小型～中型の単独管孔が放射方向に配列し、接線状の柔組織が顕著な放射孔材。道管壁孔

は小型で交互状、穿孔は単一である。放射組織は同性、単列のものと集合放射組織がある。

アカガシ亜属はいわゆるカシ類で、おもに暖温帯に分布する常緑広葉樹である。山野に普通なアラカシ・アカ

ガシ・シラカシ、関東以南に多いイチイガシ・ツクバネガシ、海岸や乾燥地に多いウバメガシ、寒さに強くブナ

帯の下部まで分布するウラジロガシなどがある。

（4）コナラ属コナラ亜属コナラ節　Quercussubgen．Qsect．P血us　ブナ科　第2図　4a－4b（樹種試料Nd51）

年輪の始めに大型の管孔が配列し徐々に径を減じ、晩材部では薄壁・角形で小型の管孔が火炎状に配列する環

孔材。細い枝材の樹芯部の小破片であり、横断面では集合放射組織の存在がやや不明瞭で管孔配列はクリと類似

していたが、接線断面で単列と集合状の放射組織が確認できた。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある。

（5）コナラ属コナラ亜属クヌギ節　Q．subgen．qsect．Cenis　ブナ科　第2図　5aq5b（樹種試料Ndll）

年輪の始めに大型の管孔が1～3層配列し、その後は厚壁・円形の小型の管孔が単独で放射状に配列する環孔

材。放射組織は単列と集合状がある。

クヌギ節は主に暖帯に生育する落葉高木でクヌギとアベマキが属する。

（6）シイノキ属　C包S砧旧qPS元　ブナ科　第2図　7（樹種試料‰1）8a－8C（樹種試料‰31）

中型の管孔が間隔をあけて配列し、または数個が放射方向に分布した後に小型の管孔が火炎状に配列する環孔

材。道管壁孔は交互状、穿孔は単一である。放射組織は単列同性である。Nd31では細胞幅の狭い緩く集合した放

射組織が観察されたが樹芯部の炭化材であるので、ツブラジイ（コジイ）とは特定できない。

シイノキ属の放射組織は単列であるが、スダジイは樹心部に限り集合放射組織が現れ、ツブラジイは樹心以外

でも現れる。

シイノキ属は暖帯に生育する常緑広葉樹で照葉樹林の主要素で、ツブラジイ（コジイ）とスダジイがある。

（7）クリ　ChstaneacI・enataSieb．etZucc．ブナ科　第3図　9a－9C（樹種試料NQ12）

年輪の始めに極めて大型の管孔が配列し、晩材では非常に小型の管孔が火炎状に配列する環孔材。道管壁孔は

小型で交互状、穿孔は単一、内腔にはチロースがある。放射組織は単列同性であるが、‰12では2細胞幅になる

ものが観察された。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。

（8）ケヤキ　2Wovasemta（Thunb．）Makino　ニレ科　第3図10a－10C（樹種試料Nd7）

年輪の始めに大型の管孔が1～2層配列し、その後は小型の管孔が集合して塊状・接線状・斜状に配列する環

孔材。道管壁孔は交互状、穿孔は単一、小道管にはらせん肥厚がある。放射組織は異性、1～5細胞幅、上下端
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や緑に大型の結晶細胞がある。

ケヤキは暖帯下部から温帯の山中や川岸に生育する落葉高木である。

（9）クワ属　ルbrus　クワ科　第3図11a－11C（樹種試料NG13）

年輪の始めに大型の管孔が配列し徐々に径を減じ、晩材部では小型の管孔が少数集合し斜状・塊状に配列する

環孔材。道管壁孔はやや大きくて配列は交互状、穿孔は単一、小道管にらせん肥厚がある。放射組織は異性、1

－5細胞幅の紡錘形、上下端に方形細胞または直立細胞がある。

クワ属は落葉高木または低木で、温帯から亜熱帯の山中に広く分布するヤマグワと、和歌山県・中国・四国・

九州地方の暖帯の山中にまれにあるケグワがある。

㈹クスノキ科　Lauraceae　第4図12a－12C（樹種試料Nd23）　第2図　6（樹種試料Nd19）

中型の管孔が単独または2～3個が放射方向に複合し均一に分布し、周囲状柔組織が顕著な散孔材。道管壁孔

はやや大きく交互状、穿孔は単一である。放射組織は異性、1～3細胞幅で10～15細胞高、上下端に大きく膨ら

んだ抽細胞がある。

Nd15・19・59はやや小型の管孔で分布数も少ないが、それ以外は同様であった。異なる種類である可能性もあ

るが、クスノキ科の材は大型管孔で抽細胞も多いクスノキや小型管孔のクロモジ属以外は、類似性が高く識別は

難しい。

クスノキ科は暖帯に生育し多くは常緑の高木または低木である。

帥サクラ属　乃・ul】uS　バラ科　第4図13a－13C（樹種試料NG24）

小型の管孔が年輪の始めにやや密に分布し、その後は放射状・接線状・斜状に複合して分布する散孔材。道管

の壁孔は対列状または交互状、穿孔は単一、内腔にうねりながら走行するらせん肥厚がある。放射組織は同性に

近い異性、主に3～5細胞幅である。

サクラ属は暖帯から温帯の山地に生育する落葉広葉樹で多くの種があり、ヤマザクラ・マメザクラなどとモ

モ・ウメ・スモモなどの栽培種を含む。

仕2）カラスザンショウ　ZbnthoxylumaHanthoIdesSieb．etZucc．ミカン科　第4図14a－14C（樹種試料32）

中型の管孔が単独または2～3個が放射方向に複合して分布し年輪界は不明瞭な散孔材。周囲状柔組織があり、

ビスフレックが現われる。道管の壁孔は交互状でその孔口は大きく開き、穿孔は単一である。放射組織は同性、

1～4細胞幅の紡錘形である。

カラスザンショウは本州以南の暖帯から温帯の山中に生育する落葉高木である。

㈹ヌルデ　励usJaval】icaL．ウルシ科　第5図15a－15C（樹種試料‰47）

年輪の始めに中型の管孔が配列し徐々に径を減じて行き、年輪界では非常に小型の管孔が集合して接線状・斜

状・塊状に分布する環孔材。道管壁孔は交互状で孔口は大きく、穿孔は単一である。放射組織は異性、1～2細

胞幅、輪郭はやや不斉である。

ヌルデは北海道以南の温帯から熱帯にまで広く分布し山野に普通の落莫小木である。木を傷つけると白い漆液

が出る。

仕4ブドウ属　の由　ブドウ科　第5図16a－16C（樹種試料4）

髄は円形で、年輪の始めに大型の管孔が1層配列し、大型管孔の間や晩材部には孔口が不揃いの小型から非常

に小型の管孔が単独や接線状・塊状・弓状に複合してあり、年輪界は不明瞭な環孔材。道管壁孔は階段状、穿孔

は単一である。放射組織はほぼ同性、約5細胞幅で細胞高は極めて高い。

ツル性のブドウ属には、暖帯や温帯の山野に普通の落葉広葉樹で、ヤマブドウ・エビズルなどがある。

個ツバキ属　Came〟fa　ツバキ科　第5図17a－17C（樹種試料‰43）

非常に小型の管孔が単独または2～3個が複合して散在し、年輪の始めの管孔はやや大きい散孔材。道管壁孔
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は交互状、穿孔は横棒数が20本ほどの階段穿孔、内腔にはかすかならせん肥厚がある。放射組織は異性、1～3

細胞幅、上下端は方形細胞や直立細胞が単列で1～3層あり、膨らんだ抽細胞も含む。

ツバキ属は暖帯の海岸から山中に生育する常緑の低木または高木である。

86）サカキ　CIeyemjaponIcaThunb．ツバキ科　第6図18a－18C（樹種試料Nd3）

非常に小型で多角形の管孔が密に分布する散孔材。道管壁孔は階段状、穿孔は横棒数が多数の階段穿孔、内腔

にほぼ水平のらせん肥厚がある。放射組織は単列異性である。

サカキは本州の茨城県および石川県以西より南の暖帯から亜熱帯に生育する常緑小高木である。

仕7）ヒサカキ　Eu郡japonIcaThunb．ツバキ属　第6図19a－19C（樹種試料Nd9）

非常に小型で多角形の管孔が散在する散孔材。道管壁孔は交互状から階段状、穿孔は横棒数が非常に多い階段

穿孔である。放射組織は異性、1～3細胞幅である。

ヒサカキは暖帯の林下にきわめて普通の常緑の小高木である。

㈹ウコギ科　Araliaceae　第6図　20a－20C（樹種試料NdlO）

年輪の始めにやや小型の管孔が1層配列し、その後は小型の管孔が複合して紋様を措く棟に分布している環孔

材。道管壁孔は交互状で孔口は大きく、穿孔は単一である。放射組織はほぼ同性、主に3細胞幅の紡錘形である。

小道管が紋様状に分布している点ではウコギ属の材に類似し、特に年輪始めにやや大型の管孔が間隔をあけて

配列するコシアブラの材に類似するが、当試料では管孔がほぼ連続して配列しているので疑問が残った。また紋

様状に見える管孔配列は、炭化時に年輪後半が潰れてそのように見える可能性もあり、タラノキ・コシアブラ・

タカノツメなどの可能性も考えられた。

ウコギ科は、林緑や陽光地に生育する落葉広葉樹である。

89）アオキ　AcubajaponocaThunb．ミズキ科　第7図　21a－21C（樹種試料Nd30）

非常に小型の管孔が幅の広い放射組織と放射組織の間に単独または放射方向に2～数個が複合して散在し年輪

界にむけて徐々に径を減じる散孔材である。道管壁孔は交互状、穿孔は階段数の多い階段穿孔、内腔には水平に

走るらせん肥厚がある。放射組織は異性、5細胞幅のものが多く、直立細胞が上下端や周囲にあり鞘細胞がみら

れ、放射柔細胞は大きい。

暖帯から温帯下部の林内に普通の常緑低木である。

餉ミズキ属　ComuscontTOVerSaHemsl．ミズキ科　第7図　22a－22C（樹種試料Nd29）

やや小型の管孔が主に単独で均一に分布し、年輪界では径が減じる散孔材。道管壁孔は交互状、穿孔は横棒数

が多い階段穿孔である。放射組織は異性、1～5細胞幅、多列部は平伏細胞からなり上下端は方形細胞と直立細

胞が単列で伸び一端の方が単列部が長いものが多い。管孔が主に単独で分布しているので、ミズキの可能性が高

いと思われる。

ミズキ属は暖帯から温帯の山地に普通の落葉広葉樹で、ミズキ・クマノキズキ・ヤマボウシなどがある。

糾エゴノキ属　S的Ⅹ　エゴノキ科　第7図　23a－23C（樹種試料‰21）

やや小型の管孔が単独または2～数個が複合し放射方向に配列し、晩材部では径や分布数が減少する散孔材。

晩材部では木部柔細胞が接線状に分布する。道管壁孔は小型で交互状に密在し、穿孔は横棒数が少ない階段穿孔

である。放射組織は異性、1～3細胞幅、多列部の上下端は方形細胞や直立細胞が単列である。

エゴノキ属は暖帯から温帯下部の山地や川辺に普通に生育する落葉高木で、エゴノキ・バクウンボク・コバク

ウンボクがある。
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4．まとめ

弥生時代後期後半に集落跡から生活活

動に伴い環濠内に流れ込みまたは投棄さ

れたと推定される炭化材の樹種同定を行

った。その結果、マツ属（保存が悪い試

料）とマツ属複維管束亜属の針葉樹2分

類群、サクラ属・ミズキ属・エゴノキ

属・ケヤキ・クワ属など落葉広葉樹13分

類群、シイノキ属・アカガシ亜属・クス

ノキ科など落葉広葉樹7分類群が検出さ

れた。特に優占出土した樹種は無く、常

緑広葉樹のシイノキ属・クスノキ科・ア

カガシ亜属の出土点数がやや多く、落葉

広葉樹ではサクラ属・ミズキ属・エゴノ

キ属が多かった。炭化材樹種構成は、シ

イノキ属・アカガシ亜属・クスノキ科な

どの常緑広葉樹がやや優勢で、多種類の

落葉広葉樹も含まれ、針葉樹はマツ属複

表2　妻木晩田遺跡出土炭化材の層位別の検出樹種比較

検 出分類 群

鬱

後 菓

ホ生 時代 後 期

中葉　　 前 葉 合計

J 層 T 層 ‘K 層

マ ツ属複 維 管 束亜 属 2 2

マ ツ属 2 2

カバ ノキ属 1 1

ア カガ シ亜 属 2 ・2 4

コナ ラ節 1 1

クヌ ギ節 1 1

ク リ 1 1 2

シイ ノキ属 9 9

ケ ヤ キ 3 3

クワ属 3 3

クス ノキ科 3 2 5

サ ク ラ属 6 6

カ ラ スザ ン シ ョ ウ 1 1 2 ．

ヌル デ 1 1 2

ブ ドウ属 （ツル 性 ） 1 1

ツバ キ属 1 1

サ カ キ 1 1

ヒサカ キ 2 2

ウ コギ科 1 1

ア オ キ 1 1

ミズ キ属 2 1 2 5

エ ゴノキ属 4 4

広葉 樹 1 1

合計 47 4 r 9 60

維管束亜属（マツ属も含む）であった。

県内の弥生時代後期あるいは弥生時代末から古墳時代の住居跡出土炭化材の建築材樹種報告は、倉吉市の中尾

遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社、1992）・夏谷遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社、1995）・両長谷遺跡（パ

リノ・サーヴェイ株式会社、1996）・下張坪遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社、1996）・沢べり遺跡第3次（植

田、2000）、東伯郡の南谷大山遺跡（古川ほか、1993）・南谷大山遺跡Ⅱ（古川・矢部、1994）などがある。これ

らの報告樹種を通覧すると、スダジイを含むシイノキ属がほとんどの住居跡から多く検出されている。シイノキ

属と同様に常緑広葉樹であるアカガシ亜属・クスノキ科（タブノキを含む）も多く、この他に落葉広葉樹のサク

ラ属・ヤマグワ・クリなどや針葉樹ではヒノキ属・スギが、複数の住居跡から検出されている。当遺跡の環濠内

出土炭化材の樹種や全体の樹種構成は、これらの建築材樹種と共通性が高い事が判った。ただし、環濠内出土炭

化材から検出された針葉樹はマツ属複維管束亜属であり、ツル性のブドウ属や潅木のアオキそして非常に細い枝

材らしき形状のものが多いなど、主要建築材としては利用できない炭化材が多く含まれていた。恐らく遺跡周辺

にはシイノキ属やアカガシ亜属が優勢な照葉樹林があり、多種類の落葉広葉樹も生育していたことが類推され、

建築材と同様な樹種利用が道具類や燃料材などにも行われていたと思われる。針葉樹材では建築材に多く利用さ

れていたヒノキ属やスギは検出されず、燃料材として有用なマツ属複維管束亜属が検出された事は、環濠内出土

炭化物には燃料材の残漣が含まれていることが示唆される。

T・K層は弥生時代後期中葉以前の堆積層であり、弥生時代後期後葉であるJ層よりやや古い。検討試料数が

異なるので同等の比較はできないが、常緑広葉樹のアカガシ亜属・クスノキ科は共通して多く検出されたが、J

層から最も多く検出されたシイノキ属がT・K層からは検出されなかった。これは、弥生時代後期後葉に入って

シイノキ属の木材利用が拡大したことの現われなのかどうかは、今後も詳細な資料の蓄積が必要と思われる。
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一位 ′鮎
1a　マツ属複維管束亜属（横断面）

樹種試料‰53　　bar：0．5mm

1b　マツ属複維管束亜属（接線断面）

樹種試料m53　　bar：0．1mm

1C　マツ属複維管束亜属（放射断面）

樹種試料手h53　　bar：0．1mm

2a　カバノキ属（横断面）

樹種試料NG35　　bar：0．5mm

‾　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　‥　‾　‾　‾

3b　アカガシ亜属（接線断面）　　　　　3C　アカガシ亜属（放射断面）

樹種試料No．58　　bar：0．5mm　　　　　　樹種試料Na58　　bar：0．1mm

第1回　妻木晩田遺跡出土炭化材樹種
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3a　アカガシ亜属（横断面）

樹種試料NG58　　bar：0，5mm



4a　コナラ属コナラ節（横断面）

樹種試料NG51　bar：0．5mm
5a　コナラ属クヌギ節（横断面）

樹種試料Nqll bar：0．5mm

8a　シイノキ属（横断面）
樹種試料No．31　bar：0．5mm

8b　シイノキ属（接線断面）

樹種試料甑31　bar：0．1mm

第2図　妻木晩田遺跡出土炭化材樹種

－209－

8C　シイノキ属（放射断面）

樹種試料恥，31　bar：0．1mm



9a　クリ（横断面） 9b　クリ（接線断面）

樹種試料NcL12　　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料Nq12　　bar：0．5mm

11a　クワ属（横断面）

樹種試料Nn13　　bar：1．0mm

11b　クワ属（接線断面）

10C　ケヤキ（放射断面）

樹種試料Nは7　　bar：0．1mm

llc　クワ属（放射断面）

樹種試料NcL13　　bar：01mm　　　　　　　樹種試料NoL13　　bar：0．1mm

第3図　妻木晩田遺跡出土炭化材樹種
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12a　クスノキ科（横断面）

樹種試料NG23　　bar：0，5mm

13a　サクラ属（横断面）

樹種試料恥24　　bar：0．5mm

12b　クスノキ科（接線断面）

樹種試料Ib23　　bar：0．1mm

肇

j；・
．一　・

削

1I

－；鳩．

1

1

湖上；

！

‾　　‾

13b　サクラ属（接線断面）
樹種試料m24　　bar：0．5mm

14a　カラスザンショウ（横断面）

樹種試料No．32　　bar：0．5mm

13C　サクラ属（放射断面）

樹種試料Na24　　bar：0．1mm

14b　カラスザンショウ（接線断面）

樹種試料NcL32　　bar：0．5mm

第4図　妻木晩田遺跡出土炭化材樹種
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15b　ヌルデ（接線断面） 15C　ヌルデ（放射断面）

樹種試料No．47　　bar：0．5rnm　　　　　　　樹種試料No．47　　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料No47　　bar：0．1mm

．l

j
l 藍

熟
i一日

i

j

16a　ブドウ属（ツル性）（横断面）　　　16b　ブドウ属（ツル性）（接線断面）　　16C　ブドウ属（ツル性）（放射断面）
樹種試料No．4　　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料No．4　　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料Nn4　　bar：0．1mm

17a　ツバキ属（横断面） 17b　ツバキ属（接線断面） 17C　ツバキ属（放射断面）

樹種試料NQ43　　bar：0．5mm　　　　　　樹種試料Na43　　bar：0．1mm　　　　　　樹種試料No．43　　bar：0．1mm

第5図　妻木晩田遺跡出土炭化材樹種
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19a　ヒサカキ（横断面）

樹種試料恥9　　bar：0．5mm

躍
．　　　　　　　　　　　　．

ヒサカキ（接線断面）
樹種試料No．9　　bar：0．5mm

20a　ウコギ科（横断面）

樹種試料油．10　　bar：0．5mm

18C　サカキ（放射断面）

樹種試料NG3　　bar：0．1mm

20b　ウコギ科（接線断面）

樹種試料mlO bar：0．1mm

第6回　妻木晩田遺跡出土炭化材樹種
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20C　ウコギ科（放射断面）
樹種試料NalO bar：0．1mm



2lc　アオキ（放射断面）

樹種試料NQ30　　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料NcL30　　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料恥30　　bar：0．1mm

22a　ミズキ属（横断面） 22b　ミズキ属（接線断面）

樹種試料No129　　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料恥29　　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料NQ29　　bar：0．1mm

樹種試料Na21　bar：0．5mm　　　　　　　樹種試料No．21　bar：0．1mm　　　　　　　樹種試料NcL21　bar：0．1mm

第7回　妻木晩田遺跡出土炭化材樹種
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第6節　妻木晩田遺跡洞ノ原地区西側丘陵出土土器付着赤色顔料の蛍光Ⅹ線分析

株式会社　パレオ・ラボ

小村美代子

1．試料と方法

試料は、妻木晩田遺跡出土土器5点に付着する赤色顔料である。今回、これら赤色顔料がベンガラ（Fe20。）で

あるか水銀朱（HgS）であるかを確認するために蛍光Ⅹ線分析を行った。試料の詳細については表1に、赤色顔料

の付着状況については第1図に示す。

測定試料については、土器に付着する赤色顔料の外観を損ねないように、全て土器の端の方に付着している赤

色部を使用した。採取した量は約3mm程でセロハンテープを赤色部に押し付けて採取した。ただし測定試料は純

粋に赤色顔料のみではなく、セロハンテープに赤色顔料と共に付着した土器胎土等も含まれる。

分析はセイコー電子工業（株）製のエネルギー分散型

蛍光Ⅹ線分析計SEA－2001Lである。装置の仕様は、

Ⅹ線発生部の管球のターゲットはロジウム（Rh）、ベ

リリウム（Be）窓、Ⅹ線検出器はSi（Li）半導体検出器で

ある。測定条件は、測定時間300秒、照射径10mm、電

流58～63〟A、電圧50kV、試料室内は真空である。

表1　資料の詳細

No．取上番 号 グリッド 遺構 層位 赤色顔料 の有無 挿図

1 1547－2 H9 環壕T l T 層 両面 に有 り

2 1620－2 G9 環壕T l T 層 両面 に有 り 64－1 1
3 2 140 G7 Ⅱ 外側 のみ有 り 77－22

4 2 14 1 G7 Ⅱ 両面 に有 り 77－28

5 3685 F6 ． 環壕T3 J 層 両面 に有 り 56－17

2．分析結果

第2図及び第3図には蛍光Ⅹ線スペクトル図、表2には、蛍光Ⅹ線分析による赤色顔料に関係する元素やその

他検出された元素などを示す。検出された元素は、鉄（Fe）、アルミニウム（Al）、ケイ素（S）、イオウ（S）、が）

ウム（K）、カルシウム（Ca）、チタン（Ti）、クロム（Cr）、マンガン（Mn）、Cu（銅）、亜鉛（Zn）、ロジウム（Rh）が

ある。なお、ロジウム（Rh）はⅩ線発生部の管球（ロジウム）に由来するものであり、赤色顔料に含まれる元素と

は関係がない。また、イオウ（S）はセロハンテープにも含まれる元素である。

分析結果より、全ての試料で鉄（Fe）が検出され、水銀（Hg）は検出されなかった。よって、赤色顔料は全てベ

ンガラと思われる。それ以外の元素については、赤色顔料と共に付着した土器胎土等に由来するものと考えられ

る。

なお、ベンガラに由来する鉱物を特定するにはⅩ線回折分析が必要であるが、今回各試料とも赤色顔料の量は

少なく、測定できる量に満たなかったためⅩ線回折分析は行えなかった。

表2　資料から検出された元素と顔料の種類

恥．取上番 号 部位 F e H g 顔料 の同定 その他検出 され た元素

1 1547－2 外側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、K、Ca、T i、N i、Zn

1 1547－2 内側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、Ca、T i、Mn、Ni、Zn

2 1620－2 外側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、K、Ca、T i、Mn、Zn

2 1620－2 内側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、K、CaJTi、Mn、Cu、Zn

3 2140 外側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、K、Ca、Ti、Cr、M n、N i、Cu、Zn

4 2141 外側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、K、Ca、Ti、Cr、M n、Cu、Zn

4 2141 内側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、Ca、Ti、Mn

5 ．3685 外側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、K、Ca、Ti、M n、N i、Cu、Zn

5 3685 内側 ○ － ベ ンガ ラ A l、S i、S、K、Ca、Ti、Cr、M n、Cu、Zn

［元素記号］Al：アルミニウム、Si：ケイ素、S：イオウ、K：カリウム、Ca：カルシウム、Ti：チタン、Cr：クロム、Mn：マンガン、Fe：鉄、

Ni：ニッケル、Cu：銅、Zn：亜鉛、Hg：水銀

［記号］○：検出、－：未検出
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50mm／div

1547　2　外側：全面にうっすらと付着

1620　2　外側：全面にうっすらと付着

50mm／div

1547　2　内側：全面にはっきりと付着

1620　2　内側：くびれより下部全体にうっすらと付着

3685　内側：全面にはっきりと付着

第1回　各試料の赤色顔料の付着状況
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Ⅹ線エネルギー（KeV）

1620　2　内側

［元素記号］Al：アルミニウム、Si：ケイ素、S：イオウ、K：カリウム、Ca：カルシウム、Ti：チタン、Cr：クロム、Mn：マンガン、

Fe：鉄、Ni：ニッケル、Cu：銅、Zn：亜鉛、Rh：ロジウム（Ⅹ線管球より）

第2図　赤色顔料の蛍光X線スペクトル図（その1）
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Ⅹ線エネルギー（KeV）

2141外側

（

罫）

地

膚

Ⅹ線エネルギー（KeV）

3685　内側

［元素記号］Al：アルミニウム、Si：ケイ素、S：イオウ、K：カリウム、Ca：カルシウム、Ti：チタン、Cr：クロム、Mn：マンガン、

Fe：鉄、Ni：ニッケル、Cu：銅、Zn：亜鉛、Rh：ロジウム（Ⅹ線管球より）

第3図　赤色顔料の蛍光X線スペクトル図（その2）
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第7節　鳥取県、妻木晩田遺跡出土試料の放射性炭素年代測定

1．試料と方法

株式会社古環境研究所

試料番号　地点・層準　　　　　種類　　　　　　前処理・調整　　　　　　　　　測定法

‰1　　住居2　床面直上　　炭化物　　　酸－アル利一酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰2　　　住居2　地床炉2　　　炭化物　　　酸－アルがト酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰3　　　土坑9　①層　　　　炭化物　　　酸－アル別一酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰4　　　土坑9　①層　　　　炭化物　　　酸－アル利一酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰5　　　土坑7　④層　　　　炭化物　　　酸－アル椚一酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰6　　　土坑8　③層　　　　炭化物　　　酸－アル利一酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰7　　　土坑8　③層　　　　炭化物　　　酸－アルがト酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰8　　　土坑4④層　　　　炭化物　　　酸－アル別一酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰9　　　土坑4　④層　　　　炭化物　　　酸－アル椚一酸洗浄，石墨調整　　　　AMS法

‰10　　　住居1③層　　　　　炭化物

2．測定結果

酸－アルがト酸洗浄，石墨調整 AMS法

試料番号　14C年代　J13C　補正14C年代　　　暦年代（西暦）　　　　　　　　測定‰

（年BP）　（％。）　（年BP）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IAAA－）

Ih1　　1900±40　　－28．6　　1870±40 交点：calAD130
1g：calAD　80～220

2g：calAD　30～　40

：calAD　60～240

10741

Nd2　　　　2270±40　　－28．3　　　2240±40 交点：calBC360，BC270，BC260　　　10742

1g：calBC390～350，

：calBC320～230，

：calBC220～210
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2g：calBC400～200，

：calBC190～180

Nd3　　　　2000±30　　－26．7　　　1990±40 交点：cal O，ADlO，AD20

1g：calBC　40～10，

：cal O～AD60

2g：calBC　90～　80，

：calBC　60～AD90，

：calADlOO～120

10743

‰4　　　　2040±40　　－27．8　　　2010±40 交点：calBC40，BC30，BC20，

：calBClO，　0

1g：calBC　50～AD30，

：calAD　40～　　50

2g：calBCllO～AD80

10744

Ih5　　　　2240±30　　－26．5　　　2230±40 交点：calBC360，BC290，BC260，　　10745

：calBC240，BC230

1g：calBC380～350，

：calBC320～230，

：calBC220～200

2g：calBC390～200，

：calBC190～170

Ih6　　　　2240±40　　－29．2　　　2210±40 交点：calBC350，BC300，BC230，　　10746

：calBC220，BC210

1g：calBC360～270，

：calBC260～200

2cT：calBC390－170

NG7　　　　2220±40　　－30．1　　　2180±40 交点：calBC340，BC320，BC200　　　10747

1g：calBC360～290，

：calBC260～250，

：calBC230～220，

：calBC210～170

2g：calBC380－110

‰8　　　　2940±40　　－27．3　　　2930±40 交点：calBC1190，BC1180，BC1130　　10748

1g：calBC1260～1240，

：calBC1210～1200，

：calBC1190～1140，

：calBC1130～1050

2g：calBC1290－1280，

：calBC1260～1000

Nd9　　　　2960±40　　－28．6　　　2930±40 交点：calBC1190，BC1180，BC1130　　10749

1g：calBC1260－1240，

：calBC1210～1200，

：calBC1190～1140，

：calBC1130－1050

2g：calBC1290～1280，
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：calBC1260～1000

NdlO　　1650±40　　－24．6　　1660±40　　　交点：calAD400

1g：calAD370～420

2g：calAD260～290，

：calAD320～450

153996

1）14C年代測定値

試料の14C／12C比から単純に現在（AD1950年）から何年前かを計算した値。14Cの半減期は国際慣例に従って

5568年を用いた。

2）∂13C測定値

試料の測定14C／12C比を補正するための炭素安定同位体比（13C／12C）。この値は標準物質（PDB）の同位体比

からの千分偏差（％。）で表す。

3）補正14C年代値

J13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C／12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を校正することにより算出した年代。校正には年代既知

の樹木年輪の14Cの詳細な測定値、およびサンゴのtトTh年代と14C年代の比較により作成された校正曲線を使用

した。最新のデータベース（’’INTCAL98RadiocarbonAgeCalibrationHstuivereta1，1998，Radiocarbon40（3））

により、約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし、10，000年BP以前のデータはまだ不完全であり、

今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正14C年代値と暦年代校正曲線との交点の暦年代値を意味する。1α（68％確率）および

2J（95％確率）は、補正14C年代値の偏差の幅を校正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、複数の

交点が表記される場合や、複数の1α・2α値が表記される場合もある。

なお、本報告資料No．1～9は平成13年度、No．10は平成12年度に分析を行った。
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第Ⅶ章　考察

大山山麓地域における弥生時代後期土器の編年

1．はじめに

妻木晩田遺跡には弥生時代後半期の約300年間に営まれた遺構が累積しており、集落構造の分析には、見かけ

上、共存する複数期の遺構を時期別に峻別する作業が不可欠である。そのため、時間軸となる土器編年の構築と

見直しが重要であることはいうまでもない。

これまで妻木晩田遺跡の集落変遷は第1次調査の成果としてまとめられた編年案（以下、妻木晩田編年）を基

に検討が進められてきた（松本・門脇他2000）。この編年案は豊富な竪穴住居跡出土資料を中心に編まれたもの

で、これまで3期に大別されてきた後期を都合6期に細分した点に特徴がある。しかし、各期の指標となる一括

資料が、必ずしも土器のセット関係を十分に満たしているわけではない。こうした資料の不足は、複数の遺構内

出土資料によって補われているものの、資料の多寡に起因する精粗が少なからず生じている。

本稿では、そうした点を考慮しながら、最も普遍的に出土する嚢、壷による編年を試みる。その方法として、

弥生時代後期の嚢・壷の口縁部断面形に認められるバリエーションを類型化し、比較的出土状況の良好な遺構内

出土資料における各類型の組み合わせを試行する（1）。

2．嚢・壷の口緑部断面形態

分析には竪穴住居跡、土坑等の底面一括資料を用いた

い。しかし、実際には、そうした条件を満たす資料は限

られている。そこで、共時関係にある可能性が高いとみ

られる出土状況、例えば、遺構内の単一層序から出土し

たものについては分析の対象とする。以上のような条件

を満たす資料が比較的豊富に認められる西伯郡大山町・

淀江町妻木晩田遺跡松尾頭地区・妻木山地区・妻木新山

地区（松・本他2000）、西伯郡会見町・岸本町越敷山遺跡

群（中原1993）、荻名第3遺跡（家塚他2000）、米子市尾

高浅山遺跡（米子市教育委員会1998）、古市宮ノ谷山遺跡

tT．・

‾二千

く
口線上端部

一口緑帯

口緑下端部

／　／口線上端部

‾蕃こ＝
第1図　各部の名称

（中森他2002）、西伯郡西伯町福成石備前遺跡（松本

1993）、日野郡溝口町代遺跡（長田1993）の都合69遺構から出土した314点の土器を分析する。

（1）嚢の□緑部断面形態の分類

口縁部が上下に拡張するものを複合口縁系とし、4類型に大別する。一方、口緑部が拡張しないものを素口緑

系とする。このうち複合口縁系嚢の口綾部を細部の特徴から27類型に細分する（図2上段）。

複合口緑系嚢I類（第2図上段1～5）　内傾する口緑部の上下端部が同程度に拡張する。このうち、上下端

部の拡張が短く断面形が三角形を呈すものをIA類（1～3）、上下端部がやや長く拡張し断面形がT字状を呈

すものをIB類（4・5）とする。口縁帯が直線的なIA直類（1）・IB直類（4）、やや外反するIA外類

（2）・IB外類（5）、やや内湾するIA内類（3）がある。

複合口緑系嚢I類（第2図上段6～11）　内傾する口縁部の上端が拡張する。このうち、下端が短く拡張す

るものをⅡA類（6～8）、下端がほとんど拡張しないものをⅡB類（9～11）とする。口縁帯が直線的なⅡA
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直類（6）・ⅡB直類（9）、やや外反するⅡA外類（7）・ⅡB外類（10）、内湾するⅡA内類（8）・IIB内類

（11）がある。

複合口緑系嚢Ⅱ類（第2図上段12～18）口緑部の上端が拡張、直立する。このうち、下端が短く下垂する

ものをⅢAl類（12～14）、斜め下方向に張り出すものをⅢA2類（15・16）、下端がほとんど拡張しないものを

ⅢB類（17・18）とする。口緑帯が直線的なⅢAl直類（12）・ⅢA2直類（15）・ⅢB直類（17）、やや外反す

るⅢAl外類（13）・ⅢA2外類（16）・ⅢB外類（18）、内湾するⅢAl内類（14）がある。

複合口緑系嚢Ⅳ類（第2図上段19～27）口縁部の上端が長く拡張、やや外傾する。このうち、下端が短く

下垂するものをⅣAl類（19～21）、斜め下方向に張り出すものをⅣA2類（22・23）、横方向に張り出すものを

ⅣA3類（24）、下端がほとんど拡張しないものをⅣB類（25～27）とする。口緑帯が直線的なⅣAl直類

（19）・ⅣA2直類（22）・ⅣA3直類（24）・ⅣB直類（25）、外反するⅣAl外類（20）・ⅣA2外類（23）・Ⅳ

B外類（26）、内湾するⅣAl内類（21）・ⅣB内類（27）がある。

素口緑系嚢（第5図11）　口緑端部が短く屈曲する。

（2）壷の口緑部断面形態形の分類

口縁部が上下に拡張するものを複合口縁

系とし、4類型に大別する。一方、口緑部

が拡張しないものを素口緑系とし、3類型

に大別する。このうち複合口緑系壷の口緑

部を細部の特徴から18類型に細分する（図

2下段）。

複合口緑系壷I類（第2図下段1～5）

内傾する口綾部の上下端部が同程度に拡張

する。このうち、上下端部の拡張が短く断

面形が三角形を呈すものをIA類（1・

2）、やや長く拡張し断面形がT字状を呈

すものをIB類（3～5）とする。口緑帯

が直線的なIA直類（1）・IB直類（3）、

やや外反するIA外類（2）・IB外類

（4）、そして、やや内湾するIB内類（5）

がある。

複合口緑系壷I類（第2図下段6・7）

内傾する口綾部の上端が長く拡張する。こ

のうち、下端が短く拡張するものをⅡA類

（6）、下端がほとんど拡張しないものをⅡ

B類（7）とする。いずれの口縁帯も直線

的で、ⅡA直類、ⅡB直類とする。

複合口緑系壷Ⅱ類（第2図下段8～11）

口緑部の上端が長く拡張、直立する。この

うち、下端が短く下垂するものをⅢAl類

（8）、斜め下方向に張り出すものをⅢA2

I併欝等
A直　　A外　　A内　　B直　　B外　B内

Ⅲ酔箪4≪15箪16¢17寒18A2直

Ⅳ《9《20≪21≪2ぞ23≪4≪≪26≪
Al直　Al外　Al内　A2直　A2外　A3直　　B直　　B外　　B内

複合口緑系奮

♂1『2倍終5
Ⅱ♂6貯7

Ⅲ箪8《9ぞ10ぜ11

Ⅳ♂12≪3♂14ぜ15『16≪17¢18
Al直　　Al外　　A2直　A2外　B直　　　B外　　B内

複合口緑系壷

第2図　複合口緑断面形態の分類
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類（9）、下端がほとんど拡張しないものをⅢB類（10・11）とする。口縁帯が直線的なⅢAl直類（8）・ⅢA

2直類（9）・ⅢB直類（10）、やや外反するⅢB外類（11）がある。

複合口緑系壷Ⅳ類（第2図下段12～18）　口縁部の上端が長く拡張、外傾する。このうち、下端が短く下垂

するものをⅣAl類（12・13）、斜め下方向に張り出すものをⅣA2類（14・15）、下端がほとんど拡張しないも

のをⅣB類（16～18）とする。口緑帯が直線的なⅣAl直類（12）・ⅣA2直類（14）・ⅣB直類（16）、外反す

るⅣAl外類（13）・ⅣA2外類（15）・ⅣB外類（17）、内湾するⅣB内類（18）がある。

素口緑系壷I類（第4図9・第6図23・第9図18・19）　比較的短頚で、口縁部がほぼ直立し、口緑端部が

内外に僅かに張り出す。

素口緑系壷I類（第9図20・21）　比較的長頚で、口縁部が外反する。

素口緑系壷Ⅱ類（第7図16・第9図22）　短頚で、頚部で短く屈曲する口縁部をもつ。

（3）口緑部文様の分類

弥生時代後半期の土器の口緑部には通常、数条の平行沈線で構成される凹線文や擬凹線文が施されている。当

該地域では中期弥生土器＝凹線文、後期弥生土器＝擬凹線文という理解が一般的である。しかし、この両者を厳

密に区分することは、かなり困難な作業で、実際には、ヘラ状工具を束ねて数条を同時に施したとみられる文様

が弥生時代中期後某にもみられる（池渕1998）。また、弥生時代後期になると擬凹線文が主体的になるが、定義

のうえでは凹線文に分類される平行沈線文がなくなるわけではない。擬凹線文にも施文工具等にかなりの多様性

が認められる（高野2000）。

ここでは、当該地域の弥生時代後期土器にみられる文様のバリエーションについて最低限の整理を行う。

凹線文　平行沈線が1本ずつ施文される。いわゆる四線文として認識されてきた類のものである。沈線は幅広

で、口縁部の断面形は緩やかな波状を呈す。

平行沈線文　箆状工具による比較的細い沈線が一本毎に施される。凹線文と異なり、ヨコナデを加えない。

多条平行沈線文　平行沈線が複数同時に施文される。いわゆる擬凹線として認識されてきた類である。複数の

箆状工具を束ねた櫛歯状工具によるとみられるa類、二枚貝の復縁によるb類、パケ状工具のような板状工具の

小口によるC類、植物繊維を束ねたような工具で施されるd類がある。

波状文　箆状工具や二枚貝等による波状文。

ナデ消し　平行沈線文、多条平行沈線文、波状文が施文後、ナデ消されたもの。

無文　　口緑部に文様が施されないもの。多くの場合、横方向のナデが丁寧に施されている。

3．遺構内出土土器の分析

表1・2は、都合69遺構出土の嚢253点、壷61点を分類したものである。以下、この表に基づきながら記述を

進める。なお、ここでは嚢・壷の大半を占める複合口縁系棄・壷（以下、複合口緑系を省略、嚢・壷と記すもの

は全て複合口緑系を差し、素口縁系棄・壷はそれぞれ素口緑葉・壷と表記する）を分析の対象とする。

（1）嚢

先に口緑部断面形態の分類を行い、4大別した。このうち最も中期後葉の口緑部形態に近い特徴をもつのがI

類である。一方、口線上端部が拡張、直立することでが複合口緑が成立するから、最も複合口緑化が進んだもの

にⅣ類を想定する。すると、内傾する口緑部の上下端が拡張するI類→上端の拡張が顕著になるⅡ類→拡張した

上端部が直立し複合口縁が成立するⅢ類→さらに複合口縁が外傾するⅣ類という変化の方向性が仮定できる。こ

うした大別4類型の時間的前後関係には、層位的上下関係や、遺構の切り合い関係による裏付が必要であるが、
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表1複合口緑系蜜の分類

群 遺 跡 ・遺 構 名

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 複 合 口 縁 系 妻

霊 完 計
I Ⅱ Ⅱ Ⅳ

A B A B A l A 2 B A l A 2 A 3

直

B

直　　 外　　 内 …　 直　 外 直　　 外　　 内 ； 直　 外　 内 直　　 外　　 内 ； 直　 外 ； 直　 外 直　　 外　　 内 直　　 外 直　　 外　　 内

第

1

群

松 尾 頭 ・ぷ 23 （2 ） 1
3

新 山 ・S I2 3 1 1
2

新 山 ・S I2 5 2
2

新 山 ・SI 4 2 1
1

新 山 ・SI 4 4 1 1
2

新 山 ・SI 4 5 1　　 1
2

新 山 ・SI5 1 ． 3
3

尾 高 ・SIO l 1　　 3
4

点 散

りも

2　　　 2

1 0．5　 10 ．5

1 1　　 4

5 8　　 2 1

1 9

1 0 0

第

2

群

松 尾 頭 ・S IO 8 2
2

松 尾 頭 ・S IO 9 1　 1 （1 ） 1
1 5

松 尾 頭 ・S ll l 2 1 3
妻 木 山 ・S I1 5 2 1 2

3
新 山 ・S I1 8

1
1

新 山 ・S I1 9 1　　 1　　 1 1
4

新 山 ・S I2 2 1 1
2

新 山 ・S I4 6 （1） 1
2

． 新 山 ・S T5 0 1 4
5

新 山 ・S I7 8 （1 ） 1
2

新 山 ・S K 1 3 2 1 1　　　　　　 1
3

福 成 ・S lO 2 3　　　　　　　 2 2
7

点 数

％

9　　　 3　　　 2

2 3　　 台　　 5

2

5

9．　　 2　　　 3

2 3　　 5　　　 8

． 5　　 1　　 2

1 3　　 2．5　　 5

1

2．5

3 9

1 0 0

第

3

群

代 ・S IO 9 1 1 1 3

代 ・S I2 3 1‾ （1 ）
2

松 尾 頭 ・SIO 7 1 3 1 1　　 1 7
松 尾 頭 ・SI1 4 1 1 1 1 4

松 尾 頭 ・S K1 1 9 （1 ） 1 1 1 4
新 山 ・SI 5 8 1 2 1 1　　 1 1 7

新 山 ・SK O l 2 2 1 5
新 山 ・SK 1 4 8 2 1 3

点 数 2　　 1 2 4 2 2　　　 2　　　 2 1　　　 2 6 2　　　 2　　 1 1

3

2　　 1

6　　　 3

35

1 0 0
％ 6　　　 3 6 1 0 5 6　　　 6　　　 6 3　　　 6 15 ・ 6　　　 6　　　 3

第

4

松 尾 頭 ・討5 2
2 1 2 1 6

松 尾 頭 ・SK 7 1 ．3 1 4
松 尾 頭 ・SK 1 2 0 （1） 1 2

妻 木 山 ・S11 4 3 1 3 4

妻 木 山 ・SI8 8 1 1 2　　　　　　 1 5
新 山 ・SI1 6

1 1 2

群
新 山 ・S13 0

2 2
新 山 ・S I 3 3

（2） 2 4 8
新 山 ・S I5 7

1 1 2

荻 名 ・S IO 5 1 1 1 1　　 1 5

点 数 1 6　　　　　　　 1 3 7　　 1 7 4　 ‾　 1 7　　 1　　 1

1 7 5　 2 5　　 2 5

4 0

1 0 0
％ 2．5 1 5　　　　　　 2．5 7 ．5 1 7 ．5　 2．5 1 7．5 1 0　　 2．5

第

5

松 尾 頭 ・9 1 5
1 1 1　　 1 4

松 尾 頭 ・S I3 4 2　　　 4 6

松 尾 頭 ・S I6 7 3 （1 ） 4

松 尾 頭 ・S 17 6 1 1

松 尾 頭 ・S S O 9
4 4

松 尾 頭 ・S S l O 1 （1 ）　 1 4

松 尾 頭 ・S K 9 1 3 （1 ） 4

松 尾 頭 ・S D O 9 1 3 4

妻 木 山 ・S l1 0 1 1 2　　 1 5

妻 木 山 ・S 12 5 1 2 1 4
垂 木 山 ・S I7 6

2　　　 1 3

妻 木 山 ・S I8 1 1 （1） 2

妻 木 山 ・S I8 4 1 2　　 1 4

妻 木 山 ・S19 6 1 1 1 3

妻 木 山 ・Sl1 0 3 1　　 1 2

幸 木 山 ・SI1 0 6 1 1

妻 木 山 ・SI1 1 7 1 1　 3 （1） 6

群 妻 木 山 ・Sl1 2 5 1 1

妻 木 山 ・SI1 3 5 1 1　　 2 4
妻 木 山 ・SI1 3 8

1 （1） 2
妻 木 山 ・SI1 4 1

1 1

妻 木 山 ・SS O 4 2　　 1 1 1 5

妻 本 山 ・SD O 8 1 1 2

妻 木 山 ・SD 3 4 1 1 2 4

荻 名 ・SIO 4 2　　　 5 7 1 1 2 2 7

越 敷 3C ・S S O 5 1 1 2

越 敷 14 ・S IO l 2 2

越 敷 17 ・S 10 5 2 2

越 敷 ・1 9 b ・S IO 2 1 1 2 4

越 敷 ・1 9 b ・S lO 3 0

古 市 ・竪 住 7 1 2 3
点 数 1 4　　 1 1 3 4　　 15　　 1 2　　 1 5 1 2 0　　 52

1 6　　 4 3

1 2 0

1 0 0
％ 1 4　　 1 1 3 4　　 12　　 1 2　　 1 2 1

現状では、適当な事例が見あたらない。

表1は、分析対象とした嚢の類型の組み合わせを整理したものである。（）で示した数字は、口緑部が無文

の嚢の個体数を表す。こうした作業の結果、嚢各類型の組み合わせから次の5群が設定できる。

嚢第1群　ほぼI類で構成される一群。

嚢第2群　Ⅱ類を主体にI類を伴う一群。

嚢第3群　Ⅲ類を主体にI・Ⅱ類と若干のⅣ類を伴う一群。

嚢第4群　Ⅲ類とⅣ類で構成される一群。

嚢第5群　ⅣAl類、ⅣA2類、ⅣB類を主体とするⅣ類にⅢ類を伴う一群。

図3（上）は各群に占める嚢各大別類型の割合をグラフ化したものである。最も中期的な特徴を備える嚢I類
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を主体とする第1群には、

最も複合口緑化が進んだも

のと想定される嚢Ⅳ類は伴

わない。一方、複合口練糸

嚢Ⅳ類を主体とする第5群

に、最も中期的な嚢I類は

伴わない。

また、第1群から第3群

にかけて、段階的に棄I類

の比率が減少する。第2群

において棄I類に伴うⅡ類

も、第2群から第4群にか

けて比率が減少していく。

さらに第2群から第3群に

かけて棄Ⅲ類、第3群から

第5群にかけて嚢Ⅳ類が増

加する。さらに、棄Ⅲ類は、

第4群において複合口縁系

嚢Ⅳ類とほぼ同様の比率を

占めるが、第5群で大幅に

その数を減じている。

したがって、各群に認め

られる棄大別各類の増減お

よび消長は、中期的特徴を

備える嚢I類を起点とする

「嚢I類→Ⅱ類→Ⅲ類→Ⅳ

0％　　　　20％　　　40％　　　60％　　　80％　　　100％

複合口緑系嚢大別類型の比率

臥嚢第1群
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第3図　複合口緑大別類型の比率

□I類
薗Ⅱ類
□Ⅲ類
団Ⅳ類

□I類
蘭Ⅱ類
□Ⅲ類
国Ⅳ類

類」という変化の方向性が妥当であることの証左となろう。また、口緑部の文様に注目すると、第5群の主体を

なす嚢Ⅳ類において無文が増加している（表1）。続く、弥生時代終末期、口緑の無文化が急速に進むが、こう

した状況も、先にみた変化の方向性を補足している。

（2）壷

複合口緑系の壷の口縁部断面形態も4大別した。嚢同様、壷I類が最も中期的な特徴を備え、複合口緑系壷Ⅳ

類が最も複合口緑化が進んだ様相を示している。ここでも、嚢同様に、内傾する口線上下端部が拡張するI類→

上端部の拡張が顕著になるⅡ類→拡張した上端部が直立することで複合口緑が成立するⅢ類→さらに複合口縁が

外傾するⅣ類という変化の方向性を想定できる。

表2は分析対象とした各遺構内出土の壷を類型別に整理し、さらに共伴する嚢との関係をまとめたものである。

（）で示した数字は、口緑部が無文の壷の個体数を表す。各類型の組み合わせから、次の3群が設定できる。

壷第1群　I類を主体とする一群。

壷第2群　Ⅲ類を主体とする一群。

壷第3群　Ⅳ類を主体とする一群。
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図3（下）は表2にまとめた壷各大別類型の割合をグラフ化したものである。棄第1群から嚢第5群に伴う壷

I類、Ⅲ類、Ⅳ類の増減、消長は、嚢に近似した状況を呈している。このことから、壷の口緑部についても、中

期的特徴を備える壷I類を起点とする「壷I類→Ⅱ類→Ⅲ類→Ⅳ類」という変化の方向性が妥当であることが判

る。

（3）小結

以上、嚢5群、壷3群を設定し、後期に盛行する複合口緑の型式変化として、嚢・壷I類→Ⅱ類→Ⅲ類→Ⅳ類

という変化の方向性を検証した。このことを前提とすると、嚢・壷各群は「嚢第1群→第2群→第3群→第4群

→第5群」、「壷第1群→第

2群→第3群」という前後

関係として把握できる。

そして、口緑端部の上端

が直立する嚢Ⅲ類を後期に

特徴的な複合口縁と位置づ

け、内傾する嚢・壷I・Ⅱ

類で構成される嚢第1・2

群・壷第1群と、棄・壷Ⅲ

類を伴う嚢第3・4群・壷

第2群の間に一線を引く。

また、嚢・壷Ⅲ類が約半数

を占める嚢第3・4群・壷

第2群と、ほぼ嚢・壷Ⅳ類

で占められる第5群との間

にも一線を引く。

以上、嚢・壷Ⅲ類の成立

と、嚢・壷Ⅳ類の卓越を、

後期土器の変遷にみる画期

と捉えると、後期の土器群

は3つに大別できる。

ここでは、後期土器の総

体をⅤ様式とし、嚢第1・

2群・壷第1群をⅤ－1様

式、嚢第3・4群・壷第2

群をⅤ－2様式、嚢第5

群・壷第3群をⅤ－3様式

と理解する。そして、各棟

式を期に置き換え、棄・壷

の変遷を概観する。

表2　複合口緑系壷の組み合わせ

・群 遺 跡 ・遺 構 名

複 合 口縁 系 壷
素 口縁 系 壷

計
I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

A B A B A l A 2 B A l A 2 B
． I Ⅱ Ⅲ

直　 外 直　 外　　 内 直 直 直 直 直　 外 直 直　 外 直　 外　 内

第

1

群

妻

第

．1

群

に
伴

つ
壷

松 尾頭 ・S 123

新 山 ・S 123

新 山 ・S l25

新 山 ・S I4 2 1 1
新 山 ・S 144 1 1
新 山 ・S 145 1 1
新 山 ・S t5 1 1　　 1 1 3
尾高 ・S 10 1 1 1

点数

％

4　　 1

5 8　 14　 14 14

7

1 00

登
第

2
群

に
璧

つ
壷

松 尾 頭 ・S 108

松 尾 頭 ・S 109

松 尾 頭 ・S l1 1 1 1
妻 木山 ・S 115 2 1 1
新 山 ・S l18 1 1
新 山 ・S l1 9

新 山 ・S I22

新 山 ・S I4 6 1　　 1 2
新 山 ・S 150 1 1
新 山 ・S I78 0
新 山 ・S K 13 2 1　　 2 1 1 5
福 成 ・S 102 1　　　　　 1 2

点 数

％

2

1 6

5　　　 3　 ．1

3 8．5　　 23　　 7．5

1

7．5 7．5

13

100

第

寮

第

3
群

に

伴

つ
壷

代 ・S IO 9 1 1 1 3
代 tS 123 （1 ） （1） 2
松 尾 頭 ・SIO7

松 尾 頭 ・S114 1 1
松 尾 頭 ・SK 119

新 山 ・SI58 1　　 1 1 3
新 山 tSK O l

新 山 ・SK 148

点 数 1　　 1 1 1 1 1 2 1 9
％ 1 1　 11 1 1 1 1 1 1 11 22 1 1 1 00

2

群
蚕

第

4
群

に

璧

つ
壷

松 尾 頭 ・S I52

松 尾 頭 ・S K 7 1 1 1
松 尾 頭 ・S K 120 1 1
妻 木 山 ・S I14 3

妻 木 山 ・S 18 8 1 1
新 山 ・S I16

新 山 ・S I30

新 山 ・S I3 3 1 1
新 山 ・S I57

荻 名 ・S 10 5 ．

点 数

％

1

2 5

1

25

1

2 5

1

2 5

4

10 0

第

3

蚕

第

5

群

に

松 尾 頭 ・S l15

松 尾 頭 ・S 13 4

松 尾 頭 ・S 16 7 2 ・2
松 尾 頭 ・S I7 6 1 1 2
松 尾 頭 ・S S O9 1 1 1 3
松 尾 頭 ・S S lO

松 尾 頭 ・ls K 9 1

松 尾 頭 ・S D O 9

妻 木 山 ・S I1 0

妻 木 山 ・S 12 5 1 1
妻 木 山 ・S 17 6

妻 木 山 ・S I8 1 1 1 2
妻 木 山 ・S l8 4

妻 木 山 ・S 19 6

妻 木 山 ・S l1 03

妻 木 山 ・S I1 06 1 1
妻 木 山 ・S l1 17 2 1 3

群 伴

う

壷

妻 木山 ・S l12 5 （1 ） 2 3
妻 木山 ・S 113 5 1 1
妻木 山 ・S I13 8

妻木 山 1S 114 1 1 1
妻木 山 ・S SO 4 1 1
妻 木 山 ・SD O8

妻 木 山 ・SD 34

荻名 ・S IO4 1 1 1 1 4
越敷 ・S S O5 1 1
越敷 1 4 ・S IO l

越 敷 1 7 ・S IO5 1 （1） 2
越 敷 ・19 B ・S102

越敷 ・19 b ・StO3 2 2
古 市 ・竪 住7 2 2

点 数 2 1 1　　 2 1 2　　　 4 6　　　 3　　 1 2 5 1 28

％ 7 3 3　　　 7 3 7　　 13 19　　 9　　　 3 7 1 6 3 100
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4．弥生時代後期の嚢・壷の組成と変遷

（1）Ⅴ－1期の嚢と重

複合口緑成立前夜にある棄第1・2群・壷第1群をⅤ－1期の土器とする。青木Ⅱ期（青木遺跡発掘調査団

1978）、清水真一による編年案（以下、清水編年、清水1992）のⅤ－1期に相当する。嚢はほぼI類で構成され

る第1群と、Ⅱ類を主体とする第2群に大別できる。一方、壷も対応するように、嚢第1群に伴う壷は壷I類で

構成され、嚢第2群は少量の壷Ⅱ類を伴う。そこで、棄第1群で構成される一群をⅤ－1期古段階、嚢第2群で

構成される一群をⅤ一1期新段階として細分する。概ね、妻木晩田編年に示された妻木晩田4期、5期に対応す

る。

古段階（第4図1～8）　嚢には棄IA直類（1）・IA外類（2）・IB直類（3・4）・IB外類（5）が

認められる。また、嚢第1群に伴う壷には、壷IB直類（6）・IB外類（7）・IB内類（8）、素口縁壷I類

（9）がある。嚢・壷いずれもI類で構成される。中でも、嚢・壷IB直類が卓越する。

棄・壷ともに中期（Ⅳ様式）的な特徴が色濃く残るが、口緑端部の拡張がⅣ様式に比べ退化する嚢に比べ、壷

にその傾向が顕著である。中期の長頸広口壷の頚部にみられる平行沈線文を施すものも認められる（7）。また、

中期に盛行する長頸広口壷の衰退は中期と後期を画す1つの指標と考えるが、長頸広口壷の系譜にある壷の頚部

は短頸化していく。嚢にも中期に盛行する指頭庄痕貼付突帯の名残を残すものがある（2）。

嚢・壷の口縁部には凹線文、平行沈線文、多条平行沈線文a類が2～4条程度施される。無文の類も少量認め

られる。また、内面のケズリは頚部に達するものが一定量が認められるが、ケズリが頚部直下に止まり、頸部下

数cmをナデ調整するものも多い（3～6）。

新段階（第5図1～17）　Ⅴ－1様式新段階の嚢には、古段階にもある嚢IA直類（1）・IA外類（2）・

IB直類（4）に加え、新たに嚢IA内類（3）・ⅡA直類（5）・ⅡA外類（6）・ⅡA内類（7）・ⅡB直類

（8）・ⅡB外類（9）・ⅡB内類（10）が認められる。賓IB類に置き換わるように、棄Ⅱ類が増加し、半数以

上を占めるようになる。嚢I類ではIB類が減少する一方、IA直類が増加する。古段階では棄IB類が卓越し

ており、嚢IB類がIA類よりも中期的であることを示唆している。

、．

複合口緑系嚢IA直類

／二二二F2
複合口緑系嚢IA外類

〒二
素口緑系壷I類

戸竿‡司4
複合口縁系嚢IB直類

複合口緑系嚢IB外類

第4図　∨－1期古段階の蜜と壷
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複合口縁系嚢IA直類

複合口緑系嚢IA外類

複合口緑系嚢IA内類

複合口縁系嚢IB直類

複合口緑系壷IA直類

複合口緑系壷IB直類

複合口縁系嚢ⅡA直類

複合口緑系嚢ⅡA外類

複合口縁系嚢ⅡA内類

／扇
複合口縁系壷ⅡB外類

■ヰ

複合口緑系壷ⅡB内類

15

原賢8
複合口縁系嚢ⅡB直類

複合口緑系嚢ⅡB外類

ア1。
複合口緑系嚢ⅡB内類

素口緑系嚢

〒壷忘：讃16
複合口縁系壷ⅡB直類

∈幸二‾‾‾召17

複合口緑系壷ⅢB直類

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　20c皿

第5図　∨－1期新段階の蜜と壷

また、内傾する口線上端部の拡張を特徴とする嚢Ⅱ類は、複合口縁の成立における過渡的な様相を示している。

棄Ⅱ類の主体をなすⅡA直類の口線上端部の拡張は嚢IA類を祖型とするものであろう。口緑部下端が突出しな

い棄ⅡB類も、同じく嚢IA類から派生するものと考えられる。

嚢第2群に伴う壷には、壷IA直類（12）・IB直類（13）・IB外類（14）・ⅡB内類（15）・ⅡB直類

（16）・ⅢB直類（17）が認められる。壷I類が全体の8割を占め、そのうちの約半数を壷IB類が占めている。

この点は嚢にみる嚢I類の在り方とは大きく異なっており、嚢よりも壷の方が中期的様相を保っていること、そ

して、Ⅴ－1期における嚢と壷の変遷が一様ではないことがわかる。

なお、口縁部の文様は古段階と同様だが、内面のケズリ調整が頚部屈曲部に達するようになる。

（2）Ⅴ－2期の嚢と壷

嚢第3・4群、壷第2群を直立する複合口縁の成立期に位置づけ、Ⅴ－2期の土器とする。全体としては、

棄・壷にみられる口緑部の直立化に伴い、中期的様相が希薄になる。従来の青木Ⅲ期古段階（青木遺跡発掘調査

団1978）、清水編年Ⅴ－2様式（清水1992）に相当する。

嚢は、Ⅲ類を主体にI・Ⅱ類とⅣ類を伴う第3群と、Ⅲ・Ⅳ類で構成される第4群に大別できる。壷は資料数
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複合口縁系嚢IA直類

「‥…‾‾‾‾‥　－　　♂2

複合口練糸賓IA外類

複合口緑系嚢IB直類

〒≡弓一二♂。
複合口緑系嚢ⅡA直類

複合口縁系嚢ⅡB直類

複合口緑系壷IA直類

複合口緑系壷IA外類

複合口縁系壷ⅡA直類

複合口緑系嚢ⅢAl直類

複合口練糸棄ⅢAl外類

り　　　　　　　　・

複合口緑系嚢ⅢAl内類

複合口緑系嚢ⅢA2直類

戸≡〒＝頂1。

複合日録系嚢ⅢA2外類

複合口縁系壷ⅢAl直類

第6図　∨－2期古段階の蜜と壷
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ー

1

1

I

l

が少ないが、各類型の在り方は概ね嚢に対応している。そこで、嚢・壷の在り方を基に、前者を古段階、後者を

新段階とする。概ね、妻木晩田編年の妻木晩田6期と7・8期の一部に対応するものと考える（3）。

古段階（第6図1～23）　嚢には、嚢IA直類（1）・IA外類（2）・IB直類（3）・IIA直類（4）・Ⅱ

B直類（5）に加え、新たに嚢ⅢAl直類（6）・ⅢAl外類（7）・ⅢAl内類（8）・ⅢA2直類（9）・ⅢA

2外類（10・11）・ⅢB直類（12）・ⅣAl直類（13）・ⅣAl外類（14）・ⅣAl内類（15）・ⅣB直類（16）・Ⅳ

B外類が認められる。

嚢の約半数を嚢Ⅲ類が占める。嚢ⅡA類→ⅢAl・A2類、嚢ⅡB類→ⅢB類へと変遷することで、口緑部が

直立する複合口緑の成立をみる。また、同時に嚢Ⅳ類が伴うことは、Ⅴ－2様式古段階において、直立する複合

口緑から外傾する複合口緑に至る変化がほぼ同時に進行していることが考えられる。

したがって、多様な類型が認められることがⅤ－2様式古段階の特徴であり、複合口縁成立段階における新旧

の類型が混在する状況を呈している。また、特に突出した比率を占める類型は見られないが、ⅢAl直類、ⅢB

直類等のように、口縁下端部が下方に下垂したり、口緑帯が直線的なものが、やや卓越する。

嚢第3群に伴う壷には、壷IA直類（17）・IA外類（18）・IIA直類（19）・IB直類・ⅢAl直類（20）・Ⅲ

A2直類（21）・ⅢB直類（22）・素口緑壷I類（23）がある。素口縁壷I類はⅤ－1期からあまり大きな変化は

見受けられない。比較的頚の長い17・18、頚部に平行沈線が施される19等、中期的様相を留めるものがある。

また、嚢の2割程度を占めるⅣ類が、壷には認められない。Ⅴ－1様式で、嚢と壷の変化が一棟ではないこと、

壷に中期的様相が保たれていることを指摘したが、ここでも、嚢に比べ壷の変化が緩やかであることが判る。

なお、嚢・壷ともに口緑帯の幅はⅤ－1様式に比べ若干拡張する。口緑帯には多条平行沈線文a類が主体的に

施される。内面のケズリ調整は一様に頚部直下まで達しており、中期的な内面調整は以後みられない。

新段階（第7図1～16）　嚢には、嚢ⅡA内類（1）・ⅢAl直類（2）・ⅢAl内類（3）・ⅢA2直類
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複合口緑系嚢ⅣAl直類

複合口緑系嚢ⅣA2直類

複合口緑系嚢ⅣA2外類

〒早二一二♂1。
複合口緑系嚢ⅣB直類

複合口緑系嚢ⅣB外類

第7図　∨－2期新段階の蜜と壷
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複合口緑系棄ⅣB直類
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複合口練糸嚢ⅣB外類

第8図　∨－3期の蜜

（4）・ⅢB直類（5）・ⅢB外類（6）・ⅣAl直類（7）・ⅣA2直類（8）・ⅣA2外類（9）・ⅣB直類

（10）・ⅣB外類（11）・ⅣB内類（12）が認められる。

この段階に至り嚢I類が無くなり、複合口縁系嚢Ⅱ類も減少する。さらに、嚢Ⅳ類の比率が嚢Ⅲ類と逆転する。

Ⅴ－2期古段階にも卓越する棄ⅢAl直・ⅢB直類に加え、嚢ⅣAl直・ⅣA2直・ⅣB直類が増加する。

また、口緑帯が外反するものや内湾するものは僅かで、口緑下端部の下垂および直線的な口縁帯が卓越する状

況は古段階と同じである。荻名第3遺跡SI05では、頚部に形骸化した指頭庄痕貼付突帯をもつ複合口縁系ⅡA内

類（1）が出土しており（家塚他2000）、中期的様相の残存も僅かに窺われる。

嚢第4群に伴う壷には、壷ⅢA2直類（13）・ⅢB直類（14）・ⅣB直類（15）、素口緑壷Ⅲ類（16）が認めら

れる。分析対象資料が少なく、全体的な傾向を掴みがたいが、嚢同様、壷I・Ⅱ類はみられない。また、14は長

頚で、頚部には多条の平行沈線が施されており、中期的様相の残存と考えられる。
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第9図　∨－3期の壷
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複合口縁の拡張は、壷はさほど顕著ではないが、嚢は口緑帯の幅が拡張する傾向にある。それに伴い、口緑帯

に施される沈線文の多条化が進む。文様は多条平行沈線文a類が主体的である。

I

l

l l

l

l

（3）Ⅴ－3期の嚢と壷

嚢第5群と壷第3群をⅤ－3期の土器とする（第8図1～15・第9図1～22）。従来の青木Ⅲ期新段階（青木

遺跡発掘調査団1978）、清水編年Ⅴ－3様式（清水1992）、妻木晩田9期（松本他2000）等に相当する。

嚢（第8図1～15）には、嚢ⅡB外類（1）・ⅢAl直類（2）・ⅢAl外類（3）・ⅢA2直類・ⅢB直類

（4）・ⅢB外類（5）・ⅣAl直類（6）・ⅣAl外類（7）・ⅣAl内類（8）・ⅣA2直類（9）・ⅣA2外類

（10）・ⅣA3直類（11）・ⅣB直類（12）・ⅣB外類（13－15）、素口緑嚢が認められる。

嚢Ⅲ類が大幅に減少し、嚢Ⅳ類が主体を占める。中でも、口緑下端部が突出しない複合口縁系嚢ⅣB類の比率

が増加する。Ⅴ－2様式→Ⅴ－3様式間にみられる嚢の口緑部形態の変化として、口緑下端部の下垂ないし突出

が形骸化する方向性を看守できる。

また、複合口緑の口縁帯の幅の拡張がピークを迎える。Ⅴ－2様式に主流であった直線的な口緑帯をもつ嚢Ⅲ

Al直・ⅢB直・ⅣAl直・ⅣA2直・ⅣB直類が減少し、嚢ⅣAl外・ⅣA2外・ⅣB外類といった口緑帯が

外反するものが増加する。また、僅かであるが嚢ⅣA3類が認められる。この後、終末期に増加する嚢ⅣA3類

の萌芽がこの時期にあることを示している。

嚢第5群に伴う壷（第9図1－22）には、壷ⅡB直類（1・2）・ⅢA2直類（3）・ⅢB直類（4）・ⅢB外

類（5・6）・ⅣAl直類（7）・ⅣAl外類（8）・ⅣA2直類（9）・ⅣA2外類（10～12）・ⅣB直類（13・

14）・ⅣB外類（15・16）、ⅣB内類（17）、素口緑壷I類（18・19）・Ⅱ類（20・21）・Ⅲ類（22）が認められる。

壷の在り方は嚢とよく似ており、ここに至って嚢と壷の変化の足並みが揃いつつあることを示すものであろう。

越敷山遺跡群19b区SIO3出土の壷ⅡB直類（第9図1・2）は長頚で、頚部には平行沈線や刻目が施されてい

る。一見、中期的であるが、中期的な平行沈線文による装飾とは少々趣を異にしている。特に、2の頚部直下に

は後出的な波状文が施されており、新しいし要素が加わっていることが判る。

素口緑壷I類には頚部の外反が緩やかな20と、きつい21が認められ、頚部の平行沈線文は無くなる傾向にある。

なお、嚢・壷の口縁部に施文される多条平行沈線文には大きな変化が認められ、二枚貝の腹縁部を用いた多条

平行沈線文b類を主体に、板状工具の小口を用いた多条平行沈線文C類、束ねた植物繊維を用いたとみられる多

条平行沈線文d類が多用される。こうした工具の使用により、平行沈線の多条化がさらに進む。また、口緑帯の

外反と、二枚貝による施文は密接に関係しているものと考えられる（池渕1998、赤澤2001）。

さらに多条平行沈線文C・d類には、条の単位が不明瞭なものや、複数条が不規則に交差するものがみられる。

多条の沈線を同時に施文する技法が発達するとともに、平行沈線文の形骸化が窺われる。無文の類も少量認めら

れ、平行沈線施文後ナデ消すものや波状文（15・21）を施すものが加わる。

5．おわりに

以上、従来3大別されてきた後期土器が5細別できることを確認した。しかし、各期の目安となる各棟式は新

古の型式によって構成され、棄・壷の各類型は小様式にまたがって存在することを考えると、実際には3大別が

最も現状に即した時間の刻みのように思える。今回、分析の対象としなかったその他の属性も加え、細分の指標

について、再度、検討を試みたい。

註

（1）本稿では、嚢・壷形土器の内面に施されるケズリ調整が、頚部直下付近におよぶ段階をもって後期とする。
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（2）島根県安来市大坪遺跡（卜部1976）等に形骸化した指頭庄痕貼付突帯の痕跡を残す嚢が認められる。

（3）妻木晩田編年では8期には新旧の混乱が認められる。
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第4図1妻木新山地区MKSI－44、2松尾頭地区MGSL23、3・4・7～9妻木新山地区MKSI－51、5・6尾高浅山遺跡SIOl

第5図1・2・10・12松尾頭地区MGSI－11、3・5・15福成石備前遺跡SI－02、4・8・9妻木新山地区MKSI－50、6妻木新山地

区MKSI－78、7・13・14・16・17妻木新山地区MKSK－132、11松尾頭地区MGSI－9

第6図1・11・14・19～21代遺跡SIO9、2・4・7・10・17・18妻木新山地区MKSI－58、3・23代遺跡SI23、5松尾頭地区

NGSI－14、6妻木新山地区MKSK－148、12・13・16桧尾頭地区MGSK－119、15妻木新山地区MKSK－1、22松尾頭地

区MGSI－14

第7図1・5・7・9荻名第3遺跡SIO5、2・6・13松尾頭地区第MGSK－71，3妻木山地区MKSI－143、4・11松尾頭地区

MGSI－52、8・15松尾頭地区MGSI－120、10・16松尾頭地区MGSI－33、12妻木山地区MKSI－88

第8図1妻木山地区MKSIqlO、2松尾頭地区MGSS－10、3妻木山地区MKSS－4、4妻木山地区MKSI－125、5妻木山地区

MKSI－135、6・7・10・11荻名第3遺跡SIO4、8妻木山地区MKSD－8、9妻木山地区MKSI－84、12妻木山地区

MKSI－117、13枚尾頭地区MGSD－9、14古市宮ノ谷山遺跡竪穴住居跡7、15妻木山地区MKSI－25

第9図1・2越敷山遺跡群19b・SI－03、3・7妻木山地区MKSI－81，4荻名第3遺跡SIO4、5妻木山地区MKSI－125、6・22妻

木山地区MKSI－76、8松尾頭地区MGSD－9、9・15松尾頭地区MGSS－9、10・11越敷山遺跡群17・SI－05、12妻木山

地区MKSI－25、13・14・20妻木山地区MKSI－117、16妻木山地区MKSI－67、17妻木山地区MKSI－106、18・19古市

宮ノ谷山遺跡竪穴住居跡7、21越敷山遺跡群3C・SS－05、
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第Ⅷ章　総括

調査成果を基に、縄文時代から古墳時代前期の妻木晩田遺跡洞ノ原地区西側丘陵について、弥生時代後期の集

落像を中心に概略し、調査のまとめとする。本来なら、出土遺物や自然科学的分析・検討の結果も総合して総括

すべきであるが、個々の評価については各章各節を参照いただきたい。

1．縄文時代以前

出土した石器の中に、ナイフ形石器の特徴をもつ石器が2点含まれていた（128頁・第81図1、129頁・第82図

4）。いずれも弥生時代の遺構や包含層から出土したもので、原位置は不明であるが、当丘陵に後期旧石器時代

に遡る人の営みが残されている可能性を示唆するものである。

また、落とし穴とみられる縄文時代後期以降の土坑を検出した。縄文時代に遡る可能性がある遺物は僅か土器

2点であり、ここで日常的な生活が営まれていた可能性は低い。洞ノ原地区西側丘陵から南西に約1km離れた平

野部にある井手膵・福岡遺跡（太田1992）周辺に集落の存在を推定すると、当丘陵はその生活領域の一部にあり、

狩猟・採集の場であったことが想像される。

2．弥生時代前・中期（I～Ⅲ期）

工・I期　I期の確実な遺構・遺物は確認できなかった。一方、包含層や環濠埋土中からⅡ期の土器が数点出

土している。淀江平野のⅡ期の様相には不明な点が多く、丘陵上における遺構の有無に今後、注意が必要である。

Ⅱ期　Ⅲ－2期に比定される隅丸長方形を呈す土坑2基を検出した。このうち土坑7は周壁溝、貼床が施され

ており、簡易な上部構造を伴うかもしれない。土坑7に比べると、やや規模は小さいが、土坑8にも貼床の痕跡

が認められる。いずれの土坑も貯蔵施設と考えられるが、埋没の過程で土器が廃棄されていること以外に、その

用途を検討する材料はなにも確認できなかった。

Ⅳ期　第1次調査で土坑1基（DH35土坑岩田他2000　以下、第1次調査に係る記述・引用は全て岩田他

2000による）が検出されている。また、今回の調査でも包含層や環濠内埋土から土器が少量出土しているが、具

体相は不明である。

Ⅱ・Ⅳ期の洞ノ原地区西側丘陵　中期の遺構の在り方については不明な点が多い。Ⅴ－2期以降に想定される

丘陵頂部の造成により、掘り込みの浅い遺構や中期の包含層が削平され、大部が消失している可能性も考えられ

る。第1次調査では、周壁溝の一部と柱穴・中央どらトのみが検出面に残る竪穴住居跡（DHll・12号住居跡）

が晩田山3号墳丘下面で検出されている。古墳の築造に伴い削平された後期の住居跡とも考え得るが、重複した

位置にあり、いずれも5本柱の求心構造で、DH12号住居跡の中央ピットの対向する位置に2つの小柱穴を伴う

特徴から、中期後半に遡る住居跡である可能性が強い。

丘陵下の段丘上に位置する晩田遺跡ではⅢ－2期～Ⅳ－2期の土器が出土することが知られているし（佐々木

1977）、隣接する福岡遺跡ではⅣ期の粘土採掘坑が多数検出されているから（太田1992）、Ⅲ・Ⅳ期には淀江平野

の東端に位置する段丘を中心に集落の広がりが想定できる。両遺跡の後背に位置する洞ノ原地区西側丘陵もそう

した集落の一角を占めるものと考えられよう。

また、これまで環濠の出現はⅣ－1期に遡ると考えられてきた。しかし、第1次調査の報告書に掲載されてい

る土器をみても、明らかにⅣ期に遡りうる土器は限られている。同じく少量出土しているⅢ期以前の土器を除け

ば、Ⅴ－2期以前の土器の大半を占めるのはⅤ－1期に位置付けられるものである。Ⅳ－1期に掘削され、Ⅳ期

を通じて環濠が開口していたならば、量の多少に関わらず、環濠下層に中期の遺物を単純に包含する堆積がみら
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れて然るべきだろう。第4次調査で環濠に設定した各トレンチにⅣ期の包含層は確認できず、下層にはⅤ－1期

の包含層があることを確認している。それ以前に環濠が機能していた証拠が兄いだし難い以上、環濠の掘削は後

期と考えるのが妥当であろう。

3．弥生時代後期前半（Ⅴ－1・2期）

環壕の消長　環濠下層に堆積するK層中にはⅤ一1期の土器が包含されていることから、Ⅴ－1期に環濠が開

口しており、その後、埋没に至たることが判る。また、堆積にみられる切り合い関係や不整合を検討することで、

Ⅴ－1期～Ⅴ－2期にかけて埋没の過程で簡易な掘り直しが何度も行われていることが明らかになった。なお、

環濠の掘削時期を定点的に捉えることはできなかった。しかし、妻木晩田遺跡の周辺では米子市尾高浅山遺跡や

日下寺山遺跡にみられるⅤ－1期の環濠が土器1様式程度しか存続しないことを参考にすると、洞ノ原地区西側

丘陵の環濠もまた土器数様式におよぶ長期的な存続期間は見込めない。

環壕に囲まれた空間の評価　環濠に伴うⅤ－1期の遺構は未検出である。第1次調査でも確実にⅤ－1期とい

える遺構は報告されていない。また、環濠内に堆積するK層中にも少量の遺物しか包含されていないから、その

周辺に恒常的な生活の営みを兄いだすことはできない。したがって、明確な遺構を伴わない空閑地を囲う環濠像

が想定される。

環濠埋没後に行われた造成によって、Ⅴ－1期の遺構の存在が不明瞭になっていることも否定できない。しか

し、複数の竪穴住居跡を囲擁する尾高浅山遺跡の環濠に同時期の遺物が多量に包含されていることは、洞ノ原地

区西側丘陵とは対照的で、洞ノ原地区西側丘陵の環濠像を考えるうえで示唆的である。

一方、これまで洞ノ原地区西側丘陵の環濠は防御施設と評価されており、物見の可能性が指摘されてきた2

間×2間（推定）の総柱建物跡（DH11号建物跡）、礫（投石）の集積（集石遺構）、狼煙場（焼土遺構）を伴う

ことが注目されてきた（佐古1999a・b他）。

しかし、物見とされる建物跡については、規模的に高層建築は想定しがたいし、環濠との共時性も保証できな

い（中原2002）。礫の集積も、環濠が埋没後、居住域の形成に伴い造成が行われていることを勘案すると、その

後、それらが原位置を保っていると考えるのは不自然であり、環濠との共時関係には検討の余地がある。さらに、

狼煙場とされる焼土遺構にはⅤ－2期の土器が伴っており、環濠が維持されていたか否か微妙な時期の遺構であ

る。こうしてみると防御施設との関連が取りざたされてきた遺構はいずれも環濠との共時性に不明瞭な点が多く、

環濠の防御的側面の証左にはならない。

Ⅴ－1期の妻木晩田遺跡　Ⅴ－1期の妻木晩田遺跡地には、洞ノ原地区西側丘陵に環濠、東側丘陵に墳墓群、

妻木山地区・松尾頭地区・妻木新山地区に竪穴住居跡や貯蔵穴が認められる。洞ノ原地区西側丘陵下にある晩田

遺跡は後期に継続しないから、妻木山地区・松尾頭地区・妻木新山地区に居住域を構える集団によって、洞ノ原

地区に墳墓群と環濠が築かれたとみられる。したがって、Ⅴ－1期には、丘陵の西から環濠、墳墓群、その後背

に数単位からなる居住域が展開していることになる（第1図上段）。

集落の中の環壕　こうしてみると、洞ノ原地区西側丘陵の環濠は、居住域を囲擁する境界ではなく、集落を構

成する一要素であることが判る。そして、環濠に囲まれた空間に考古学的事象として恒常的な生活痕跡が顕著に

認められないことを評価するなら、この空間が日常的な生活と距離を置いた場所であったと理解できる。しかし、

いわゆる祭祀に関連する遺構・遺物も認められないから、状況証拠から導かれた「非日常性」を「祭祀」には換

言できない。ただ、環濠の消長が、Ⅴ－1期に始まる洞ノ原地区東側丘陵の墳墓群の造営期間と足並みを揃えて

いることは看過できない（渡田2002a・b）。淀江平野から美保湾、弓ヶ浜半島から島根半島を一望できる希有な

立地と相まって、背後にある首長層の墳墓群とセット関係をなす「象徴的な空間」としての役割を想定させる。
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第1図　妻木晩田遺跡の集落構造（溝田2002b図2・4を一部修正）

集落規模の拡大と集落構造の変化　環濠の埋没が進むⅤ－2期以降、妻木晩田遺跡の集落規模はしだいに拡大

していく（松本他2000）。その規模がピークを迎えるⅤ－3期には、丘陵上に点在する複数の居住単位の集合体

を形づくる（第1図下段）。そのさい、環濠に囲まれた象徴的な空間が集落の中から欠落することは、こうした

変化が単なる集落規模の拡大にとどまるものではなく、集落構造の質的転換を伴うものであることを示している。
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4．弥生時代後期後半（Ⅴ－2・3期）・終末期（Ⅵ期）・古墳時代前期前葉

居住域の形成　環壕はⅤ－2期の時間幅の中で掘り直されなくなり、埋没が進む。V12期の状況には不明な

点が多いが、その後、Ⅴ－3期になると丘陵上に3～5棟の竪穴住居跡で構成される居住域が形成される。また、

住居1・2・3がⅤ－3期～Ⅵ－2期にかけてほぼ連続的に建て替えられていること、Ⅵ－2期～古墳時代前期

初頭にかけて、埋没の過程にある住居1内に土器等が廃棄されていること、包含層（第Ⅱ層）からもⅥ－2期～

古墳時代前期前葉を下限とする土器が出土することから、Ⅴ－3期以降、～古墳時代前期前葉までの間、居住が

継続的に行われていたことが窺われる。

居住空間と建物配置（第2図）　Ⅴ－3期の竪穴住居跡はこれまでに5棟が確認されている（DH9・16号住

居跡、住居2・3・6）。丘陵中央部から北よりには竪穴住居跡の分布しない範囲があり、こうした広場的空間

の周囲に竪穴住居跡数棟が距離をおいて並ぶ様子が復元できる。なお、今回の調査では掘立柱建物跡を構成する

柱穴の並びは確認できなかったが、第1次調査では丘陵西側の晩田山3号墳丘下面で検出された13棟の掘立柱建

物跡が報告されている。掘立柱建物跡の時期認定には困難を伴うが、こうした状況を積極的に評価するなら、丘

陵の北西部に掘立柱建物で構成される空間が存在した可能性を指摘できる。また、竪穴住居跡は同一地点に重複

する傾向があり、こうした建物配置が古墳時代前期前葉まで保たれている可能性が強い。

哩没後の環壕　丘陵の西から南側の斜面には、埋没過程にある環壕が窪地を形成しており、そこに生活残津の

廃棄が行われていた。また、環壕がほぼ埋まりきるⅥ期以降は、廃絶後の住居跡（住居1）が廃棄土坑として利

用されている。

竪穴住居跡　今回の調査で検出した住居1（Ⅵ－2期）・住居2・3・6（Ⅴ－3期）はいずれも周堤を取り

囲む周堤溝、竪穴部床面の中央ピットから屋外に向けて付設された排水溝を伴う。特に住居1・2では、周堤の

竪穴部側半分をトンネル状の掘り抜き、周堤溝側の残り半分に蓋を架け、排水溝を暗渠化している状況を確認し

た。

妻木晩田遺跡では約400棟の竪穴住居跡が調査・報告されているが、こうした排水施設を備える住居は今回調

第2図　∨－3期の建物配置

－239－



査で確認した住居1・2・3・6を含め僅か24棟しか確認されていない。Ⅴ－1・2期の竪穴住居跡にも排水溝

を備えるものがあるが、Ⅴ－3期以降のものが大半を占める。第1次調査では、簡易な実験をもとに、降雨時に

壁面から浸透する水を集めるために機能した可能性が指摘されているものもある（松本他2000）。しかし、竪穴

住居の上屋を考慮すると、幅2～3mの周堤の上に垂木が巡り、屋根がかかることになるので、周堤帯は直接、

雨水を受けることはない。したがって、実際には、壁面から簡単に水が浸透することは少ないだろう。

竪穴住居跡には、排水溝に類するもの以外に、床面に掘られた浅い小港や中央ピット等、その機能については

見当のつかないものが多い。通常、廃棄された竪穴住居跡の床面に生活時の状況を留める痕跡が残っていること

は希で、当面は、基礎的な作業として、住居内に施設された遺構の類型化と分析を行う必要がある。
1

微細遺物の検出　住居1・2内の排水溝や中央ピット埋土を水洗し、そこに残る微少遺物の採集を試みた。そ

の結果、炭化したイネ、アワ、ブドウ属等の食用植物に伴い、同じく炭化したカラスザンショウの種実が多産し

た。カラスザンショウは開けた明るい場所を好むので、人為的に開削された居住域周辺には多く存在していたこ

とが予想される。その利用形態は判然としないが、居住域周辺にある植物利用の一端を示す物的証拠であり、こ

うした身近な植物の利用形態は今後明らかにすべき課題の1つである。また、弥生時代の生活復元を行う上で、

植物遺体に関わらず、微細遺物の検出と資料の蓄積は必須の作業である。

5．古墳時代前期中葉

洞ノ原地区西側丘陵における居住は古墳時代前期前葉に終わり、前期中葉以降は、晩田山古墳群が形成される。

今回の調査で、晩田山10号境が前期復業に位置付けられることが明らかになり、立地的優位にある方墳・晩田山

11号境や前方後円墳・晩田山3号境が晩田山10号境に先行する可能性が考えられるようになった。仮にこれらが

前期中葉に遡るのであれば、居住が終わった後、さほど間断なく古墳の造営が始まったことになる。
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図版1　妻木晩田遺跡・調査区遠景



図版2　調査区の現況

2．F7・G8グリッド周辺および環壕の現況（伐採後、南西から）



図版3　土坑1～6

1．土坑1土居断面（南西から）

2．土坑3土層断面（西から）

3．土坑1・2・3完掘状況（南西から）

4．土坑5（（9層内）礫出土状況（南から）

5．土坑4．5半裁状況（南から）

6．土坑6半裁状況（北から）
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図版4　土坑7・8

1．土坑7土層断面・床面遺物（76頁・第50図4）出土状況
（南西から）

2．土坑7土層断面・③層遺物（138頁・第87図6）出土状況
（北東から）

3．土坑7完掘状況（南から）

4．土坑8・②層遺物（76頁・第50図6）出土状況（南東から）

5．土坑8土層断面（北西から）

6．土坑8完掘状況（北西から）



図版5　環壕TYO・TY3

1．環壕TYO土居断面（北から）

2．環壕T3土層断面（30頁・第16図B－B．、西から）

3．環壕T3土層断面（29頁・第15図A－Al、南東から）

4．環壕T3・」層遺物（86頁・第56図24）出土状況（南東から）

5．環壕T3・」層遺物（80頁・第53図21）出土状況（南東から）

6，環壕T3・J層遺物出土状況（東から）



図版6　環壕T2・Tl

2．環壕Tl土層断面

（36頁・第22図A－A－、南西から）

3．環壕Tl土層断面

（南西側壁面、北東から）



図版7　環壕Tl

1．環壕Tl土器溜まり検出状況（南西から）

2．環壕Tl土器溜まり遺物（100頁・第65図9）出土状況（南西から）

3．環壕Tl土器溜まり遺物（101頁・第66図1）出土状況（北東から）

4．環壕Tl土器溜まり遺物（101頁・第66図2）出土状況（北東から）

5．環壕Tl土器溜まり遺物（100頁・第65図6、101頁・第66図3、135頁・第84図6、137頁・第86図3）
出土状況（南から）

6．環壕Tl・T層遺物（98頁・第64図7）出土状況（南西から）



図版8　環壕TYl・TY3

1．環壕TYl土層断面

（40頁・第25図B－B．、北から）

2．環壕TYl土層断面

（40頁・第25回A－A－、南から）



図版9　環壕TY2

1．環壕TY2土層断面

（43頁・第27回B－B．、北から）

2．環壕TY2土層断面

（43頁・第27図A－A．、南から）

3．環壕TY2・K層
遺物（102頁・第68図4）

出土状況（南から）



図版10　住居1・2

2．住居1．2完掘状況（南から）



図版11住居1
1．住居1竪穴部床面検出状況（北から）

2．住居1竪穴部完掘状況（北から）

3．住居1排水溝（南から）

4．住居1排水溝暗渠部分（南から）
5．住居1排水溝土層断面（50頁・第30図M－M－、南から）



図版12　住居・1

1．住居1・①層遺物出土状況（北から）

2．住居1検出面須恵器（124頁・第79図4）出土状況（南から）

3．住居1・③層遺物出土状況（東から）

4．住居1土層断面（南東から）

5．住居1中央ピット完掘状況および遺物出土状況（北から）

6．住居1排水溝遺物（108頁・第72図1・2）出土状況（南から）



図版13　住居2

1．住居2竪穴部完掘状況

（北から）

2．住居2周堤溝・排水溝完掘状

況（南から）

3．住居2竪穴部床面検出状況

（東から）



図版14　住居・2

1．住居2中央ピット土層断面（南東から）

2．住居2竪穴部内排水溝土層断面

（55頁・第35図k－k．、南西から）

3．住居2竪穴部Pl土層断面（西から）

4．住居2竪穴部P2土層断面（南西から）

5．住居2竪穴部P2

遺物（110頁・第73図13）出土状況（南西から）

6．住居2竪穴部P4検出状況（南から）

7．住居2竪穴部P4

遺物（110頁・第73図12）出土状況（南から）



図版15　住居2

「「ア1．住居2竪穴部土層断面

（55頁・第35回A－A’、東から）

2．住居2周堤土器溜まり溝

遺物（110頁・第73図15～17）

出土状況（東から）

3．住居2周堤溝土器溜まり検出

状況（南から）

4．住居2周堤溝遺物

（110頁・第73図19・22～24）

出土状況（南西から）



1．住居2周堤溝検出状況（西から）

2．住居2周堤溝土層断面（55頁・第35図H－H．、南西から）

3．住居2周堤溝土層断面（55頁・第35図トF．、北から）

4．住居2周堤溝・排水溝接合部分（南から）

5．住居2排水溝土層断面（55頁・第35図G－G．、西から）

6．住居2排水溝完掘状況（西から）



図版17　住居2

1．住居2地床炉1（北から）

2．住居2地床炉2半裁状況

（北から）

3．住居2地床炉2完掘状況

（南西から）



図版18　住居・3・4・6

1．住居4検出状況（西から）

2．住居4トレンチ掘り下げ状況（南東から）

3．住居2床面検出・住居3周堤溝遺物出土状況（南から）

4．住居6周堤溝・排水溝検出状況（東から）

5．住居6周堤溝土層断面（64頁・第41図A－A－、北から）



図版19　土坑9

1．土坑9検出状況（東から）

3．土坑9鉄片出土状況（南から）



図版20　住居8他

1．住居8検出状況（北から）

2．住居8トレンチ掘り下げ状況

（南西から）

3．F5グリッド鉄器（149頁

第93図9）出土状況



図版21晩田山10号墳・34号墳・35号墳

1．晩田山10号墳周溝土層断面（北西から）

2．晩田山10号墳トレンチ掘り下げ状況（北から）

3．晩田山10号墳遺物（123頁・第78図1）出土状況（東から）

4．晩田山34号墳周溝検出状況（北から）

5．晩田山35号墳周溝検出状況（南から）



図版22　環壕T3出土土器

環壕T3・T層・」層出土土器



図版23　環壕T3出土土器
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環壕T3・」層出土土器



環壕T3・」層・S層出土土器



図版25　環壕T3・T2出土土器
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1．環壕T3・S層出土土器
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2．環壕T2・K層・T層出土土器



図版26　環壕T2出土土器

環壕T2・」層出土土器



図版27　環壕Tl出土土器

環壕Tl・T層・」層出土土器



図版28　環壕Tl出土土器

1．環壕Tl・T層出土土器

2．環壕Tl・」層土器溜まり出土土器



図版29　環壕Tl出土土器
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環壕Tl・」層土器溜まり出土土器



図版30　環壕TYl・TY2・TY3出土土器

環壕TYl・2・3出土土器



図版31住居1出土土器
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住居1・③層出土土器



図版32　住居1出土土器

住居1・③層・④層出土土器



図版33　住居1・住居2出土土器

1．住居1・（郭層出土土器

2．住居2出土土器



図版34　住居・2出土土器
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住居2出土土器



図版35　住居3・4・5・6、土坑11・12・13・14・15出土土器

1．住居3・4・5・6出土土器

2．土坑11・12・13・14・15出土土器



図版36　土坑7・8、晩田山10号墳周溝出土土器

1．土坑7・8出土土器

2．晩田山10号周溝出土土器



図版37　包含層出土土器

包含層出土土器



図版38　剥片石器
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遺構および包含層出土剥片石器



図版39　剥片石器・玉作り関連遺物

1．包含層出土剥片石器
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2．玉作り関連遺物



図版40　礫石器

1．遺構および包含層出土礫石器（台石・砥石・磨製石斧・石錘・権化木）

2．（台石・敲石・摩石・）
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図版42　鉄製品（X線写真）



図版43　鉄製品
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1．遺構出土鉄器

2．包含層出土鉄器
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